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　東京品川の駅前は逃にげ惑まどう人々で、まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼと化していた。

　わずか十数分前は人気の高い水族館や映画館、巨きよ大だいなホテル群もあるこの場所には春休み中の学生たちや休日を楽しむ家族で賑にぎわい、平和な日常があった。

　しかし……その日常は得体のしれぬ何かに破は壊かいされた。

「あれは何!?　空が……!?」

　悲鳴ともとれる質問に答える者はいない。悲鳴と同時に目の前の景色が歪ゆがむような錯さつ覚かくを覚え、誰だれもがその場に膝ひざや手をついてしまっているのだ。さっきまで穏おだやかだった空に突とつ然ぜん、暗雲と数十の稲いな妻ずまが発生し、すべての電子機器がショートする。駅前の信号も消え、車は制せい御ぎよを失い、品川の駅に乗り入れている電車も機能を停止した。

　だが……そのような中、異質で異様な状じよう況きように影えい響きようを受けずにいる人間が二人いた。

　一人は見たところ十五歳さいくらいに見える少年で、もう一人は黒に近い深い銀色の髪かみを伸のばし、淡あわい赤のワンピースを身につけた落ち着いた雰ふん囲い気きの女性だった。

　二人は頭上の暗雲の中心に漆しつ黒こくの球体が姿を現したのを見つめる。

「か、母さん……この事態は!?　それにあの黒い球体は一体!?」

　少年は周囲に目を配りつつ声を上げると眉まゆを寄せた母親は目を細め、冷静に答える。

「これは次じ元げん震しん……空間の揺らぎよ。通常の人間ではこれだけで命を失いかねないわ。警けい戒かいしなさい……とんでもないのが来るわ」

「来る？　来るって……何が！　どこから!?」

　母親とは対照的に少年が顔を強こわ張ばらせた。

「魔ま神じんよ……魔ま界かいからのね。強大な力を持つ奴やつらが、こちらに無理やり通とおり抜ぬけようとする時にこの次元震は発生するのよ。それにしても、この震しん度どは……」

「魔界!?　何な故ぜ、こんなところに……しかもどうやって!?」

　少年の動どう揺ようは限りなく増した。魔神とは人外でいう最恐最悪の力を秘ひめた存在。その力は一都市を吹ふき飛とばすとまで言われているのだ。歴史上、魔神の顕けん現げんは数度あり、古文書や古代の文ぶん献けんでは未み曽ぞ有うの大災害と記され、その度に人類の都市が消しよう滅めつしてきた。

「あなたはあの次元の穴のところへ行きなさい。魔神が出てきたらすぐに引きつけるのよ。このレベルの震度……好きに暴れられたらこの周辺が壊かい滅めつしてしまう。ここにいる人たちは私に任せればいいわ」

「そんな!?　いきなりそんなこと言われても……僕ぼくにそんな力は……」

　少年は拳こぶしを握にぎり、俯うつむく。それは自分がこの魔神という人ならざる強大な相手に対して無力ではないかという表情だった。

「落ち着いて。いい？　ここで抑おさえなければ多くの人たちが死ぬの。そして、それが出来るのはこの場にいる私たちだけなのよ？　大だい丈じよう夫ぶ、恐おそれなくていいわ。あなたは私とお父さんの子。たとえ我わが家やの直系の術が使えなくとも、あなたにはそれに代わる力がある。あなたの実力は歴代の当主たちと比べても見み劣おとりしないと母さんは思っているわ。うちの男どもは、あなたに何も言わないけどね」

　そう言い母親は片目を閉じると少年は目を見開く。

「え……この僕が？　父さんたちと……？」

「そうよ。だから学んだ修しゆ行ぎようの成果をみせて頂ちよう戴だい。私もすぐにフォローにいくから」

　母親の優やさしい笑えみと言葉を受けると少年は無言になり、迷いや恐れを断たち切きるよう周囲に顔を向けた。この場には大勢の人たちがいる。なかには女性や幼い子供たちも多数いるのだ。母親の言う通り、皆を逃がすには誰かが立ち向かわなくてはならない。

　少年は目に力を籠こめて母親に頷うなずくと……颯さつ爽そうと走り出し、常識から逸いつ脱だつした大きな跳ちよう躍やくでその場から姿を消した。

「そう、自分を信じなさい。あなたは決して劣れつ等とうなどではないのですから……」

　息むす子この姿を優しく見届けた母親は笑みを消すとトンと地面を蹴けってなんと上空へ飛んだ。そしてすぐ近くのビルの屋上に着地し、眼下に広がる苦く悶もんの表情で倒たおれている人々を一いち瞥べつすると両手を上方に掲かかげ、膨ぼう大だいな魔ま力りよくをその手に掌握した。

「どこぞの大おお馬ば鹿かが魔神を召しよう喚かんしたようね。これだけの大穴を作るのにどれだけの犠ぎ牲せいを払はらったのかしら？　これは我が家の役割に対する挑ちよう戦せんね、看過できないわ」

　そう言うと上方に掲げていた両手を左右に広げ、凄すさまじい魔力を広こう範はん囲いに放った。すると、次元の振しん動どうで動けなくなっていた人々が自由を取とり戻もどす。

　自由を取り戻した人々はキョトンとするも途と端たんに極度の恐きよう怖ふから悲鳴を上げ、理解不能な事態が起こるこの場所から我先に離はなれようと走り出した。

　少年の母親はこの様子を確かく認にんしながらも、膨大な魔力で人々の避ひ難なんを援えん助じよし、息子の向かった次元の穴に視線を移す。異能の力を持つ能力者も彼かの女じよの放出する魔力量を見れば言葉を失うだろう。彼女はそういうレベルの力を平然と振ふるい、ニッと笑う。

「早いわね、美み麗れい。というより……あなた、私たちのあとをつけてましたね？」

　忽こつ然ぜんと背後に現れた一流モデルと見まがうスラリとしたスタイルの女性に声をかける。

「いいえ……たまたまです」

　抑よく揚ようのない淡たん々たんとした声こわ色いろで美麗と呼ばれた女性は春物のコートを風に揺ゆらす。

「ふふふ……まあいいわ。では、すぐにあの子のフォローに行ってくれないかしら？」

　それが言い終わるかというところで美麗と呼ばれた女性の姿は消えた。

「意外とせっかちね……さて、これは何を狙ねらったものかしら？　首しゆ謀ぼう者しやがこちら側か、それとも魔界側の者かで分かれそうね……む!?」

　この時、息子の向かった方向から大気を震ふるわさんばかりの轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　少年の母親は轟音と共にきた衝しよう撃げき波はから魔力を振るって一いつ般ぱん人じんを守り、これから起きるだろう死し闘とうに覚かく悟ごを決めた表情を見せたのだった。




　この大混乱から数時間後。

　物々しい警備等で騒そう然ぜんとする品川に黒くろ塗ぬりの高級車が到とう着ちやくした。その車の中では清潔感のあるスーツ姿の青年が隣となりに座すわる和装の男に報告する。

「毅たけ成なり様。この度の緊きん急きゆうの依い頼らいは日本政府から直々のものだったそうです」

「……そうか」

　報告を受けた和装の男……能力者にして〝精せい霊れい使い〟である四し天てん寺じ毅成は四天寺家の若い従者、神かん前ざき明あき良らに小さく頷き車を降りた。

　四天寺毅成といえば世界能力者機関の定めた最高ランクであるランクＳＳの能力者。そして、その筆頭格として必ず名前が挙がる男だ。

　――ランクＳＳ。それを冠かんする能力者とは、主要国の一軍にも匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力りよくを秘めていると言われ、もはや誰も測る事のできない領域に住まう超ちよう越えつ者しやでもある。

　数時間前、日本政府から世界能力者機関を通し、この男に緊急の依頼が入った。

「上か……」

　品川駅の大手企き業ぎようの本社ビルが立ち並ぶ一角で毅成は顔を上に向けた。品川駅前は機関の手配で警察による周辺の封ふう鎖さは済んでいる。物々しくテープ等で仕切られ、多数の人員を動員し、決して人が立ち寄れないように厳しく見張られていた。

　毅成に倣ならい、明良も車を降りると鈍にぶい圧あつ迫ぱく感を感じながら顔を上に向ける。

「こ、これは一体……」

　唖あ然ぜんとし、明良が思わず唸うなる。二人が見上げたビルの上空には自然界では見ることはない黒雲が渦うずを巻いていた。それは多数の稲いな光びかりを絶え間なく発しており、その光景はまるで映画のＣＧ映像をリアル世界に体現したような、現実として受け入れ難がたいものだった。能力者である明良ですら、見ているだけでその心しん胆たんを寒からしめた。

　だが……毅成はこれを見たことがある。これほどの規模のものは初めてだが。

「……誰も来るなよ」

　毅成はそう言うとまるで畑の柵さくを跳とび越こえるように、二、三歩の助走で四十階は越える高層ビルの屋上に向かってジャンプした。

「あ、毅成様！　お待ち下さい！　調査隊がまだ……ああ、もう！　行ってしまわれた」

　明良は嘆なげくとすぐに現場に到着していた能力者機関所属の職員に駆かけ寄よる。

「君、機関の調査隊はまだですか？」

「は！　神前様。ただいまヘリで大おお峰みね様がこちらに向かっております。おそらく、あと十五分程ほどで到着されるかとは思うのですが……」

「日ひ紗さ枝えさん……いや、支部長が自ら？　支部長は何か言われていましたか？」

「いえ、詳くわしくは。ただ、毅成様に連れん絡らくを入れてすぐに各部署にも指示を出し、自らも出動準備をされていました。日本支部所属の能力者も職員も総動員されています。また、世界各国の支部にも最大限の応おう援えんを要よう請せい済みで、指示があるまでランクＡ以下のものは現場で待機とのことです。大峰様は決して軽けい率そつに動くな、と仰おつしやっていました」

　職員の話を聞き、明良に一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが起こる。

「それは……それだけのことが起きているということか……」

　明良は再び、主人である毅成の消えたビルの屋上に目を向けた。

　すると、そのビルの反対の上空からヘリが近づいてきた。そのヘリは地面まで相当の距きよ離りがあったが扉とびらが開き、そこから妙みよう齢れいのスーツ姿の女性が姿を現す。

　彼女は肩かたまで伸びた黒い髪を後ろに束ね、数十メートル上空にいるにもかかわらず、なんとヘリから飛び降り、何事もないように明良たちの前に音もなく着地した。

「日紗枝さん。早かったですね」

　上空から颯爽と現れた世界能力者機関日本支部支部長に明良が声を掛かけると、日紗枝は髪を軽く整えた。

「あら？　明良君、毅成様は？」

「この上です……」

　明良は毅成が向かったビルの屋上に顔を向ける。心持ち、さっきより不ふ穏おんな雲は薄うすらいでいるようにも見えた。

「ここに降りずにヘリで直接行けば良かったんじゃないですか？」

「無理よ。次元震でヘリが拉ひしやげちゃうわ」

「次元震!?　じゃあ、今回のこれは魔神ですか!?」

　明良の顔が強張り、血の気が引いていくのが分かる。明良も魔神を知識だけでは知っている。一都市を吹き飛ばす力を持ち、人外たちの頂点に立つ存在だ。

「ええ、それも計測以来最大クラスのがね。五年ぶりね……ドルトムント以来かしら、魔神クラスの顕現は。ただ、もう本体はいないようだわ。ドルトムントの時は震度５、あの時はルール工業地帯の３分の１が機能不全になった」

　五年前、ドイツのドルトムントを中心に世界を震しん撼かんさせた大事件。公おおやけには地ち殻かく変動と無理のある説明がされた、人類の歴史でも稀まれに見る自然災害とされているものだ。

　しかし、実際は異界から突とつ如じよ顕現した……ＳＳランク級の魔神の仕し業わざだった。

　その際、機関から何人もの能力者たちが投入され、数知れぬ高位ランカーの戦死者を出した、世界能力者機関設立以来最大の危機でもあったのだ。

　その時の数少ない現場経験者である日紗枝のその目に力が宿る。

「余波で死にたくなかったら、来てはだめよ。今回の次元震の震度はレベル８だったのよ！」

　言うやいなや、日紗枝はビルに向かい地面を蹴り、絶句した明良たちが残された。




　大峰日紗枝が到着して一時間ほど経たち、機関から派は遣けんされた数十人の調査員たちがビルの屋上の惨さん状じようを目まの当あたりにしていた。

　コンクリート製の屋上が真ん中から直径二十五メートルほどの大穴を開け、下方に五、六階ほど、何かに打うち抜かれたようになっている。崩くずれた構造からは鉄筋等が露あらわになっており、よくもビル自体が保っているものだ、といった様相だった。

　毅成は倒とう壊かい寸前のビルの屋上の縁ふちで調査員たちの様子を見下ろしていた。明良も調査員に交じり動き回っている。日紗枝は神しん妙みような顔で毅成の横に現れ、肩を並べた。

「毅成様、これは……魔神の本体はやはり」

　普ふ段だんは飄ひよう々ひようとしている日紗枝だが、今は真しん剣けんそのものだ。

「ああ、消滅しているな……。いや、もしくは消滅させられたか……だな」

「そ、そんなことが、でも誰が……いえ、一体何が起きて……」

　世界能力者機関日本支部の責任者が理解できない、といった面おも持もちで首を振る。

「分からん……が、計測以来最強クラスの魔神が顕現してすぐに消滅した。そういうことだ」

「し、しかし、他の戦せん闘とう系ランクＳＳの能力者四人、私以外のランクＳ能力者六人、いずれも日本にはいません！」

「落ち着け。能力者との戦闘かはまだ分からんよ。機関所属の能力者が動けばすでに情報は入っているはずだろう？　それに意味のない想像だが……この魔神はランクＳ以上が複数人いないと倒せんよ、しかも相あい性しようのいいのがな」

　それに……と、毅成は普段、決してみせることのない自じ嘲ちよう気味な表現をする。

「機関の定めるランクＳＳとは魔神を倒せるという意味ではない。魔神と戦うことを許される、という意味だからな」

「……」

　そこに二人の後ろからこの現場の調査員の責任者が報告に現れた。

「大峰様。現時点までの調査結果です。魔神の顕現した場所は駅の反対側の水族館の上空です。そちらに魔神顕現時のものと思われる次元震が計測されました。どうやらこちらは魔神消滅の際に起きる特有の次元震であると確認されました。そして民間人ですが、多大な被ひ害がいが出ていますが、今のところ死傷者は確認されていません」

　腕うでを組んだまま日紗枝は報告を聞いていた。春休みの駅前水族館である。相当な数の人たちがいたはずだ。被害者には申し訳ないが、その程度なら御おんの字じと考える。

「また目もく撃げき者しやの証言が、いくつかあるのですが……相当混乱しているようでして……」

「まあ、無理もないわね」

「ただ、証言として一いつ致ちしているのが、得体の知れない何かは、何かと戦っているようだったということです。ですが他の証言はどうにも信しん憑ぴよう性せいにかけるものばかりで……」

　何かが戦っている、という報告に日紗枝と毅成は眉を寄せるが黙だまって聞いている。

「また、全員不思議な壁かべのようなものに守られていたとのことです」

「守られていた？」

「はい、これも証言として一致しています。どうやら、民間人の被害は魔神によるものよりも、人ひと混ごみの中で生じた混乱が原因というのがほとんどのようです」

「……分からないわね。思念同調能力者サイコメトラーたちの報告は？」

「それですが……」

「どうかしたの？」

「それが……読み取れた者はいませんでした。全員、その場で倒れてしまい、現在、病院の方に送っています」

「な！　どういうこと？」

「……波動が強すぎたんだろう」

　腕組みを解いた日紗枝に毅成が大穴を見つめながら言う。

「どうやら強大な力がぶつかり合っていたのだ……恐らくな。並なみ大たい抵ていの精神力では残留思念を読み取る際にこちらが神経をやられてしまう」

「し、しかし、そういった訓練を受けています。我々のサイコメトラーたちは優ゆう秀しゆうです！」

「うむ。だが、そういったレベルでは測れないものだった……」

　言葉を失う日紗枝は掌てのひらを頭に当てる。

「一体、何と何が戦って……しかも魔神の消滅。それでサイコメトラーたちは無事なの？」

「最も敏びん感かんだった者がその場で数メートル吹き飛ばされましたが、命に別状はないとのことです。しかし……意識は戻っていません」

「……何か見たかもしれないわね。意識が戻り次し第だい、聞いてみて。他にはある？」

　調査員は「以上です」と指示を待つ姿勢になる。

　日紗枝は頷き、今後の事を考え始めると辺りには小こ雨さめがぱらついてくる。

「とにかく……調査は続けて。あ、情報統制も忘れずにお願いね。今回の件の呼こ称しようは品川魔神で統一します。とにかく分からないことが多すぎるわ。些さ細さいなこともすべて記録しておいて。個人的な判断で情報の優ゆう劣れつをつけることがないようにね」

「承知致いたしました」

　再度、調査に向かった調査員の後ろ姿を横目に毅成は雨雲で暗くなった空を眺ながめる。

「品川魔神と戦っている者か……。そいつは人か……または……」

　ランクＳＳにして【魔神殺し】の称しよう号ごうを持つ十人のうちの一人であり、世界能力者機関の筆頭格。

　四天寺毅成のその呟つぶやきはその雨音に消されて誰にも届かなかった。




　小雨だった雨が本格的に降り始めた頃ころ……毅成たちがいるビルから見て駅の反対側。

　水族館の奥おくにある大規模なシティホテルの北側の路地の暗がり。

　生気を失ったような少年がアスファルトに腰こしを下ろし片かた膝ひざに肘ひじを乗せ俯いている。

　その少年は雨音に紛まぎれ、かすかな嗚お咽えつを漏もらし、その体は小刻みに震ふるえているようだった。







第１章　覚悟の入学式







　機関を揺るがした品川魔神事件からちょうど一年後。

　太陽が最も上に位置するこの時間でも、日光のすべてが下りてこない鬱うつ蒼そうとした木々の間を慣れた足取りで歩を進める者たちがいた。

　一人は袴はかまを身につけ顎あご鬚ひげを蓄たくわえた老人で、身長は低く体たい躯くも随ずい分ぶんと細く見えるが、顔は生気に満ち、眼光も厳しさと強さを併あわせ持もっている。

　もう一人はさらに小こ柄がらで伸びきった白髪に布切れのような帽ぼう子しをかぶり、自分の身長を超こえる大きさの杖つえを持っている。

　顎鬚の人物、堂どう杜もり纏てん蔵ぞうは秩ちち父ぶ連山の最さい奥おうに位置するこの場所で獣けもの道みちとすら言えない道を進み、近づく者を遮さえぎるようにそびえ立つ大木の前で足を止めた。

「ふむ……なにもお主まで出で迎むかえることもなかろうに、孫そん韋い」

「ほっほー、我が弟で子しの魔界からの帰き還かんじゃ、出迎えくらいしてもよかろうよ。それにそれを言うならお主も同じじゃの。よほど、あ奴の祖父役が気に入っているようだの、ほほー」

「……ふん、お主に言われたくないわ」

　孫韋に茶ちや化かされるように言われると纏蔵は照れを隠かくすように吐はき捨すて、前を遮る大木に右手を添そえる。そして、何かを唱えたと思うと足を前に出した。

　すると、纏蔵の体は右手から大木の中へ吸い込まれるように沈しずみ、やがて体全体が大木に入り込むと、杖を持つ老人も同じようにその姿を消した。

　この不可思議な現象は堂杜家の秘術によって施ほどこされた数十の多重結界であり、堂杜家に連なる者以外、何人たりとも抜けることはできない。

　結界を抜けた纏蔵たちの眼前にはのどかな空間が広がり、周囲には野花が咲さき、蝶ちようが舞まっていた。そして、その広場の奥に高さにして十数メートルの巨大な岩が存在感を放っている。

　纏蔵は広場を横切り、巨きよ岩がんに近づくとそれには暗くら闇やみで奥が見えない大穴が開いていた。

「魔ま來らい窟くつ……まったく、とんでもない代しろ物ものを預かったもんじゃ。魔界と現世を繋つなげる唯ゆい一いつにして最大の大穴。堂杜家初代からの約束とはいえ……肩がこることじゃな」

　纏蔵が呟くと孫韋は笑みを見せながら答える。

「それは仕方あるまいの。千年前にこれができたときには我らもひっくり返ったしの」

　異様な存在感を放つ大穴を、仙せん道どうを極きわめた二人がそれぞれに見つめる。

「お……帰ってきたようだの」

「うむ、この無意味に漏れ出でる霊れい力りよくは間ま違ちがいなく、あ奴じゃな。これだけは直らんか」

「まあ、入学式には間に合ったようで何よりだの」

「学校には高ガオと美み麗れいがおるからな。特に美麗は面めん倒どうを見たがっておったから、これで儂わしらも少しは楽ができるじゃろ」

　そう言うと二人の老人たちは、少年が姿を現すのを待ちわびるように魔界へと通ずる魔來窟の奥に目を向けた。




◆




　高校受験をクリアし、新しく通う学まなび舎やの校門の前で、入学者の一人である少年は顔を引ひき締しめた。だが、引き締めた割にはどうも頼たよりない。身長は同世代でも平均的なところ。

　太陽の光が当たると青みがかった印象的な髪をしているのだが、この少年のものとなると、どれも普ふ通つうに見えてしまうのは、内面から来ている雰囲気のせいかもしれない。

　周囲では入学式を前に、新入生たちが意い気き揚よう々ようとこれからの学校生活に心を躍おどらせているのが分かる。そのような中、一人、この少年は感かん慨がい深ぶかげに呟いた。

「よく、よくも入学できたもんだ！　でもこれからだ。三年間か……短いようで長いよな。なんとか踏ふん張ばらないと。頼れるのは自分のみ！」

　そう言うと昇しよう降こう口ぐちのある方へ、意を決したように歩き出す。

　この少年、堂杜祐ひろ人とは、今年からこの私立蓬ほう莱らい院いん吉きつ林りん高こう校こうの新一年生になる。

　吉林高校は創立九十年を迎むかえる名門で、文武両道を旨むねとし、個性的な有名人を多数輩はい出しゆつしていることでも知られている。校風は自由で人気のある高校であった。

　決意の顔をしていた祐人は、一瞬、表情を緩ゆるめて辺りを見回した。

　校内の敷しき地ちは広く、立派な校舎の裏側には、大きな木々が茂しげった裏山があり、景観は悪くない。この時、祐人は裏山の方をジッと見つめる。

「……ここの学校の敷地。何だか、特にあの裏山の方から感じるな……これは神気？」

「よー、祐人！」

「痛て！」

　突然、後ろから背中を叩たたかれ、祐人は前につんのめった。

　振り返かえると、そこには同じ中学で悪友と呼べる間あい柄だがらだった袴はか田まだ一いち悟ごが立っていた。

「……一悟！」

　祐人は呆ぼう然ぜんと悪友を見つめ、ハッとしたように目を見開くと涙なみだ目めになってしまう。

「な、何、泣いてんだよ。そんなに痛かったか？」

「いや……いや違ちがうよ！　一悟！」

　祐人が一悟に詰め寄り、ただならぬ圧迫感に一悟は鼻をひくつかせて背中を反そった。

「じゃあ、何だよ！　近いって！　怖こわいわ！」

「君は、君って奴は……。僕のことを結構大事に思っていてくれてたんだね！　嬉うれしいよ！」

　祐人は引き気味の一悟に構わず、力いっぱい抱だきついた。

「うげ！　こ、こら、やめろ、気持ち悪い！　離れろ！」

　すると、この騒さわがしい二人の周りにいた女子生徒たちから熱い視線が注がれる。

「見て、何あれぇ」とか「まさか恋こい人びととか！」「この学校って個性派が多いじゃない？　だから……あるかもよ」などなど、数々の噂うわさが産うぶ声ごえをあげている。

　そういった周りの状況を敏感に感じとった一悟は力いっぱい祐人を押おしのけて離れた。

「うおい！　何なんだよ！　入学早々にとんでもない誤解を与あたえてしまっただろうが！」

「あ……ごめん、僕のこと、覚えていてくれているとは思ってなくて……」

「あん？」

「あ、いや！　すごく久しぶりだなって思ってね」

「久しぶりだぁ？　中学卒業からたかだか三週間かそこらだぞ？」

「あ、ああ、そうか！　そうだね。ほ、ほら、いつも会っていたから……つい」

　一瞬、一悟は怪け訝げんな表情をするがわずかに笑い、二人はいつも通りの調子になる。

「そういえば一悟も同じ高校だったんだよね」

「ああ、挑戦校だったから受かるとは思わなかったけどな」

　この袴田一悟は一見、顔立ちは整っているのだが、軽そうというか遊び人風の感じが否いなめない。だが、祐人とは不思議と気が合い中学時代からよく一いつ緒しよに遊ぶようになった。

　一悟は話がうまく、陽気な性格から、いつもクラスの中心人物になっていた。積極性があり目立つ一悟に対してどちらかというと反対側に位置する祐人と仲が良かったのは祐人自身意外だったが、旧知の悪友とまた同じ高校に通うのも悪くないなと思う。

「それより祐人！　周りを見てみろ。すごいな、ここは！」

　突然、一悟が興奮気味に口を開くと、祐人は警けい戒かい心しんを持つ。

　こういう時の一悟は大体ろくなことを考えていないのは経験上、知っているのだ。

「な、何が？」

「よく見てみろよ。いやー、やっぱり全国区の有名私立だけあって、可愛かわいい女の子がいっぱいいるのよ。こりゃ、学校生活にも張り合いがでるなぁ！　うんうん」

　やっぱりな！　と祐人は大きく溜ため息いきをついた。正直、祐人はそれどころではないのだ。

「ははは……良かったね。まあ、その辺は頑がん張ばってよ」

　この祐人の言葉に一悟は、何を言っているの？　と言わんがばかりの顔になる。

「は？　お前も頑張るんだよ。いいか、今後は二人で積極的に話しかけに行くぞ？」

「えー！　何で僕が！　一悟が一人でしなよ！　そういうの得意でしょ？」

　すると一悟は肩を竦すくめて、手を眉み間けん近くに置くと軽く鼻から息を漏らし、まるで仕方のない奴だ、と再び祐人を見る。その仕草一つ一つが芝しば居いがかっている。

「……何故かイラっとしたんだが」

「お前……彼女はいるか？」

「え？　いない……けど」

「そうか！　じゃ、俺おれたちは晴れて高校生になったわけだが、祐人君は彼女が欲ほしいか？」

　やたら「祐人君」の部分の声が大きい。

「う……そりゃ、できることなら欲しいけど」

「そうだろう。それはしごく当然なことだ。じゃあ、お前が手伝うのは決まりだ。決定だ」

　一悟はゆっくりと祐人の肩に右手を置き、息子を見るような優しい表情で見つめる。

「いいかな？　祐人君。得意、不得意ではない！　お前は彼女が欲しいと思っている。だが彼女はいない。何故か？」

　そう言うと一悟は空を見つめて目を閉じ、拳を胸に置く。

「祐人君。それは……行動だよ。歴史上、物事の発案者より実行者の方が尊敬を集めるのは周知の事実だ。ちなみに俺も彼女はいないが、お前のとは意味が違う……」

「ぐ！　ぬぬぬ……た、確かに」

　実は一悟は異性にモテる。話もうまく外見も悪くない。それは人気があった。その証しよう拠こに女友達がやたらに多い。外見とは裏腹にどうやら頭も悪くなかったようだ。そういう所にも魅み力りよくがあったのかもしれない。異性からの印象が薄かった祐人とは大おお違ちがいだった。

「だから行動が必要なんだよ。俺は待ってなんかいないし隠いん居きよした爺じいさんのように日々を過ごす気もない。彼女が欲しい、強くなりたい、頭が良くなりたい、何でも同じさ。どんな欲求を叶かなえるのも第一歩目は、行動からなんだからな」

　一悟は左手も祐人の肩に置き、両りよう肩かたを力強く掴つかむ。

「それにお前はそこまで素材は悪く無い！　お前は原石だ。俺を信じて任せてみろ。お前を必ずあのブロードウェイに連れて行ってやる！」

「な、何なんだ？　この説得力は……」

　この時……ほんの一瞬、祐人の脳のう裏りにこの入学前に出会い、そして、共に過ごした藍あい色いろの髪をした少女の顔がよぎった。

（彼女ならなんて言うか……そう、それはきっと……）

「どうした、祐人？　突然、深刻な顔になって」

　一悟は、祐人の顔を覗のぞき込むように見ると……突然、祐人が大きな声を出す。

「分かったよ！　一悟。僕も頑張る。まず、何をすればいいのか教えてくれ！」

「のわ！　驚おどろかせんな！　でもそうか！　分かってくれたか。これでお前も可能性への第一歩を踏み出だすわけだな。まずいいか？　向こうから勝手に美少女が来ると思うな。こちらから歩み出すんだ」

「ああ、歩み出すよ！　歩み出しまくってやるよ！　たとえ僕の人生にどんなビハインドがあろうと……いや！　貧びん乏ぼうにも強く、優しい子を！」

「うん、よく分からんがその意気だ、祐人！　向こうから来ないのを大前提に努力するんだ」

　二人は向かい合い、お互たがいの肘を絡からめる。これは中学時代からの同意の合図だ。

　校門からすぐの所で妙みような気合を入れている二人は背後から近づいてくる一人の少女に気がついていない。その少女は何人もの、特に男子生徒の視線を引き連れている。

「おはよう、二人とも。こんなところで何を騒いでいるの？　入学式始まっちゃうわよ？」

　突然、背後から声をかけられ、祐人と一悟が振り向むくと……そこにはお淑しとやかな声に相応ふさわしい容よう貌ぼうをした少女が立っていた。

「……あれ？　向こうから勝手に来た？」

　虚きよをつかれたように一悟は間の抜けた声をだした。

　学生鞄かばんを両手で持ったその少女は肩まで伸びた艶つややかな栗くり色いろの髪をし、ただ歩いているだけなのに周囲の耳じ目もくを集めている。

「じゃなかった！　おはよう、白しろ澤さわさん。いや、ちょっとね。祐人と同じクラスになれたらいいね、と話していたんだよ」

　すぐに落ち着いた感じで一悟は少女に笑いかけた。話していた内容は違うが、この辺の異性に対して自分の印象を悪化させない機転はさすがだな、と祐人は感心してしまう。

　その少女は祐人たちと同じ中学出身の白澤茉まつ莉りだった。真新しい制服を着こなし、腰の位置が高いせいかスカートも短めに見える。祐人も馴な染じみ深ぶかいこの少女に笑え顔がおで答えた。

「おはよう、茉莉ちゃん」

　茉莉は屈くつ託たくのない顔でニッコリする。

「二人ともあいかわらず仲が良いのね」
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（この態度……茉莉ちゃんも僕のことを忘れてないんだね）

　祐人は、茉莉の笑顔を眩まぶしそうに見ながらも感慨深く考えてしまう。

「クラス分けは事前に通知される学校も多いようだけど、ここのクラス発表は入学式当日、式が終わった直後に全員に発表されるって聞いているわよ」

　祐人は別段気にしてはいなかったが、そうなんだ、と思う。

「それとね……可愛い女の子が多いからってあまりはしゃがない方がいいと思うわよ？　同じ中学出身として、そういう目立ち方は、あまり感心しないと思うから」

　顔はモナリザのように微ほほ笑えんでいる……が、目だけは別の意思を持っているような不思議な威い圧あつ感があり、狼ろう狽ばい気味に祐人は応じる。

「そ、そうだね、はしゃぎすぎは良くないね、うん。えっと、何で僕ばかり睨にらむのかな？」

　祐人が話している間、隣では一悟は涼すずしい顔をして「全部、聞こえてたんだ。参ったね……」という態度。

「さ、行きましょう。体育館は校舎の裏側よ。ほら、祐人も急いで」

　そう二人を促うながしながら茉莉は軽い足取りで歩き出し始める。誰だれに対しても言葉使いは丁てい寧ねいな彼女だが祐人に対しては長い付き合いということもあり、少々厳しい。

　祐人の家は小さい古流剣けん術じゆつの道場を祖父が開いており、そこに祐人の祖父である纏蔵と茉莉の父、正まさ隆たかが既き知ちの仲ということで、初めての門下生として茉莉が入門してきた。当時、二人は違う小学校に通っていたが同じ四年生で、すぐに仲良くなった。そういう縁えんもあり、気き兼がねしない関係で今に至っている。

　すると、そうだ！　という感じで茉莉は振り返る。

「そういえば、祐人。春休みはどこへ行ってたの？　私、何度か道場に顔を出したのよ」

「ええ!?　そうなの？　あー、えっと……ちょっと出かけていてね」

　祐人は茉莉に目を合わさずに言う。

「ふーん、春休み全部？　師し範はんに聞いたら、すぐに帰ってくるようなことを言っていたけど」

「爺ちゃんが？　あ……いや、思っていたより、長くなっちゃってね」

　茉莉はちょっと目が細くなり、へぇ～と聞いている。これは明らかに納なつ得とくのいっている顔ではない。祐人は、更さらなる説明を求められる空気を感じて少し身構えた。

「ああ、白澤さんはまだ祐人のところの剣術道場に通っているんだね」

　話題を変えることになった悪友の発言に祐人は内心、偉えらい！　と賛辞を送る。

「ん？　ええ、高校でも剣けん道どうは続けるつもりだったから、感覚を鈍らせたくないなと思って」

「へ～、白澤さんはまじめだなぁ」

　そこにポローン！　と妙な電子音が鳴った。何だ？　と祐人が首を傾かしげると茉莉は胸ポケットからピンクのスマートフォンを取り出した。

「ああ、ごめんなさい！　友達が待っているから、私は先に行くわね」

　茉莉はそう言い残し体育館の方に小走りで行ってしまう。祐人は中学で一緒だったにもかかわらず遠ざかる茉莉の後ろ姿を数年ぶりの邂かい逅こうのように……見つめた。

「いるところにはいるんだよなぁ。可愛くて成績優秀、剣道の腕うで前まえも全国級。しかも性格も良くて、家も結構、お金持ちって話じゃないか、白澤さんって」

　茉莉が去ったあとに、一悟はそう言うとチラッと祐人を見た。

「な、何？」

「釣つり合あわんよなぁ、そら振られるわな……」

「ぐ！　昔の話を蒸むし返すな。あの時は一悟も応援してくれていたでしょうが！」

「ああ……絶対にうまくいく、と思っていたからな」

「え？」

「いや、何でもない……。まあ、女の子はややこしいっていうことだな」

「なんのことだよ……」

「お前さ……まだ白澤さんに振られたことを引きずってる？」

「ははは、それは、もうないよ。本当に」

　落ち着いた笑えみを見せた祐人を一悟は若じやつ干かん、意外そうに見つめる。

（ほうー、どうやら本当に吹ふっ切きっているみたいだな……）

「あの時は緊きん張ちようしたなぁ。たださ、茉莉ちゃんって、すごく面めん倒どう見みがいいでしょう？　だから……そっちの方が焦あせったかな。まあ、もう昔のことだけどねぇ」

　一悟は祐人が何を言いたいのか分かった。

「ああ……一年前の。お前が春休み明けに長期に学校を休んで復帰した時のことか？」

「……うん」

「そうだな、自分そっちのけで、お前の遅おくれた勉強の面倒をよく見ていたもんな。確かに……それはちょっと複雑かな、振られた女に世話されるっていうのは。まあ、女って生きもんは、その辺の男心が分からんのさ」

　実は、祐人は茉莉に中二の三学期末に告白をした。そして、見事に振られている。奥おく手ての、しかも一度も女の子からモテた事のない祐人の、なけなしの勇気を振り絞しぼった玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの告白ではあった。そうではあったが、当然……祐人はどん底に落ち込んだ。

　だが、そういった状じよう況きようにもかかわらず茉莉は毎週日曜の午後には道場に来るのである。

　振られた直後の祐人は緊張した。ところが茉莉は普段とまったく変わらない態度。これには祐人の方が動どう揺ようしたものだった。

　その一部始終を知っているのは本人たちと一部の僅わずかな友人だけである。

　その僅かな友人の一人である一悟は祐人に顔を向けた。

（祐人の前になると、いつもの優等生然とした態度が壊こわれるからなぁ。分かりやすいったらないのにな。白澤さんも素す直なおじゃないわ……まあ、振られたことに変わりないが）

「俺たちも行こうぜ、祐人。そうだな……マジで同じクラスだといいな」

　一悟がそう言うと祐人も笑顔で頷うなずいた。




　入学式会場の体育館に向かい二人は歩き出すと一悟はふと、祐人を横目に見た。

　中学時代の話をしていて祐人に関して思い出すことがあったのだ。それはさっき言っていた祐人が中学三年にあがる春休み後に長期間休んだ時のことである。

　今思えばいろいろと祐人に関して不思議に感じることがあった。

　一年前、自分たちが中学三年になろうとする春休み中に品川で爆ばく弾だんテロ事件があった。

　ある政治家を狙ねらったものと報道され、大企業の本社ビルの上部が完全に破は壊かいされ、その当時、日本中が大おお騒さわぎになった大事件である。

　また、大騒ぎになったのはそれだけではない。日本でテロ事件というだけでも大変なことなのだが報道と事実に齟そ齬ごがあるとインターネットなどで騒がれたのだ。「その狙われた政治家は実はそこにはいなかった」とか「ビルの壊れ方かたが爆弾としてはおかしい」、「実際の騒ぎはそのビルではなく駅の反対側の水族館だったのに、そちらの報道はほとんどない」などと数々の噂が噂を呼び、多数のオカルトサイトから「人間の仕業ではない」というものまで出て、収しゆう拾しゆうのつかないものにまでなった事件だった。

　その前ぜん代だい未み聞もんの大事件の現場に不運にも祐人と祐人の母親は居合わせてしまったのだ。そして混乱の中で母親が行方ゆくえ不明になったと祐人から一悟は聞いている。そのために祐人は心労で体調を崩してしまい、春休みからそのまま三ヵ月げつほど学校を休んだのだった。

　報道では死者、行方不明者はいないとされていたが、祐人自身からその話を聞いて、やはりあの事件は何かおかしいのか？　と一悟もネットで調べたことがあった。

　この話自体もおかしいのだが、今、一悟が問題にしているのはそこではない。

　問題なのはそのような親友の状況にもかかわらず、自分は一度も見み舞まいにすら行っていないことだ。居場所が分からなかったのではない。祐人は実家で療りよう養ようしていた。また、祐人の状況に気を遣つかい、あえて行かなかったのでもない。

　では何な故ぜか？　このことを思いだすと……一悟は心が苦しくなる。

　その理由は……




　忘れていたのだ。




　見舞いに行くのを忘れたのではない。祐人という友達がいたこと……を忘れていたのだ。

　意外と友人想おもいの一悟は、このことを思い出す度に自己嫌けん悪おに陥おちいる。

（いくら春休み明けとはいえ、自分の親友を忘れることがあるなんて……）

　また、それだけではなかった。

　一悟だけが忘れていたのなら万が一ということがあるかもしれない。しかし、当時、自分以外のクラスメイトたちまでもが祐人のことを覚えていないようだったのだ。

　中学二年時と同じ担任だった先生でさえ出席を取り、祐人の名前を読み上げて「はて？」と首を傾げていた。

（白澤さんだけは違っていたみたいだけど……一体、あれは何だったんだろう？）

　そう、その時、茉莉だけは祐人と変わりない関係を維い持じしていた。実はそれを見ていて、一悟が祐人のことを思い出すきっかけにもなったのだ。

　それと、もう一つ。実は……今日もそうだったのだ。

　さっき校門の前で祐人の顔を見て初めて、祐人だ！　と一悟は思い出した。それまで祐人のことなどすっかり忘れていた。だから一悟は自身に沸わき上あがる罪悪感を振り払はらうように祐人に絡んだところもあった。一いつ瞬しゆん……この少年は複雑な表情をみせる。

（俺は、そんなに情の薄い男ではないつもりなんだけどな）

　一悟はそんなことを思いつつ祐人と体育館内に入っていった。




　祐人と一悟が体育館内に入ると整列したパイプ椅い子すの一角に茉莉は友人の女の子と一緒に座すわっていた。一悟も知っているその小柄な少女は中学時代に茉莉と同じ剣けん道どう部ぶだった水み戸と静しず香かだとすぐに分かった。

　茉莉がこちらに気付き、隣となりの空いている二つの席を指して手招きをしているので、祐人と一悟は父ふ兄けいの席を通とおり抜ぬけ、茉莉たちのところへ向かった。会場内はざわついていて入学式独特の雰ふん囲い気きを感じ取ることができる。

　祐人も周りを見み渡わたし、これから入学式が始まることにちょっとした緊張と喜びが湧わいてきて気分も遅おくればせながらではあるが高こう揚ようしてくる。

　二人が席につくと……茉莉の席越ごしに体を屈かがめて明るい笑顔の少女が挨あい拶さつをしてきた。

「初めまして、だよね。私、水戸静香。よろしくね。あ、袴田君は知っているよ。中学一年と二年のときに同じクラスだったもんね」

「ああ、またよろしくね！　水戸さん」

　一悟は、間にいる祐人と茉莉の二人の前に手をだして元気な少女に手を差さし伸のべ、静香と笑顔で握あく手しゆを交かわすと……横にいる祐人が一悟の視界に入る。

　そこには……黙って涙を流している祐人がいた。

「……………………」

「おまえ……今日、よく泣くよな」

「え？　静香、何を言っているの？　祐人とも中二の時、同じクラスでしょう？」

「え？　え？　えぇー？　同じ中学？　というか中二の時、同じクラス？」

　その静香の驚いたリアクションに、祐人の涙はいっそう増えた。

　気まずい表情になった静香は慌あわてて両手を合わせる。

「あ……ごめんなさい！　えーと、えーと、私、そう！　忘れっぽいの。今日食べた朝あさ御ご飯はんも忘れたし、それに、それに、下着も寝ねぼけて付け忘れることも何度もあるし！」

　一悟はすごいことを口走っているなと思ったが、静香の祐人を知らなかった、ということにハッとしていた。

　あの時と同じだ……。

　一悟は祐人を真剣な顔で、気き遣づかわしげに様子を窺うかがう。

　だが、完全に拗すねてはいるがそこにはいつもの祐人がいる。

「いや、いいから。全然、気にしてないから。僕ぼくは昔から影かげ薄うすいし。特に女性から影薄いって言われるし……。僕は水戸さんのこと覚えてたけど、そんなことは関係ないし……」

「あちゃー、失敗、失敗。おかしいな？　私、人のことだけはあまり忘れることないんだけどな……。えっと……堂杜君、堂杜君？　うーん？　で……茉莉の知り合い？　あ！」

　ようやく思いだしたような態度を静香がするが、茉莉は二人のやり取りよりも他の事が気になっていたらしい。

「祐人。そんなことより……春休みに何かあったの？」

「そんなこと、なんだ……」

　祐人は顔を伏ふせると、肩かたが力なく垂れ下がる。

「あ、ごめん……じゃなくて！　春休みはどこに行っていたのか聞いているの」

　どうやら、このことは茉莉にとって必ず問とい詰つめたい案件だったらしい。

「え!?　何で？　な、何にもないよ」

「じゃあ、何で狼狽うろたえてんのよ」

　詰つめ将しよう棋ぎのような茉莉の質問が始まろうとしたとき、会場にアナウンスが入る。

〝えー、只ただ今いまより、蓬莱院吉林高校の第九十回入学式を開かい催さいします〟

　祐人は救われたような顔をして前を向き、茉莉は眉まゆ根ねを寄せ、口をとがらせるが溜息混じりに前を向いた。体育館内が急速に静せい寂じやくに包まれる。

　入学式が始まり、壇だん上じようで教頭先生が形式的な挨拶をし、司会進行の役もこなしていく。そして、順次、予定通りの校長先生の挨拶にはいった。

〝それでは蓬莱院吉林高校学校長、高たか野の総そう一いち郎ろう先生の新入生へのお言葉です〟

　義務的な拍はく手しゆの中、立派なタキシードを身に着けた校長と思おぼしき人物がおぼつかない足取りでマイクの前に立った。見たところ、かなりの高こう齢れいのようだ。

ああ……〟

　静寂の中、まず声をあげると、

〝皆みなさん、高校生活は……楽しんで。以上〟

　会場にいる全員が「へ？」と唖あ然ぜんとした。そこに先ほどの教頭先生が出て来る。

〝皆さん！　拍手！　拍手って言ったら拍手！〟

　釈しやく然ぜんとしない会場の空気だったが盛大な拍手の嵐あらし。会場を覆おおう拍手の中、祐人は、

（……あれが爺ちゃんの知人？　本っ当に爺ちゃんの知り合いっていつも……）

　とガックリしていた。

　その後、まだ歌えない校歌や生徒会長からの話があり、式はつつがなく終しゆう了りようした。

　式が終わると茉莉が言っていた通り、新一年生のクラス表が配布され、新入生たちは各自の教室へ移動を開始する。

　祐人たちも立ち上がると、たまたま最初に開いた祐人のクラス表に集中した。

「おおお！　祐人！　同じクラスだ！　……あれ？　水戸さんもだ！」

「あ！　ほんとだ！　これからよろしくね」

　三人はテンションが上がって、ハイタッチや握手を交わす。

（……あれ？　そういえば……茉莉ちゃんは？）

　祐人たちがそれに気付くと、すぐ隣から落ち込んだ声が聞こえてきた。

「私だけ……違う」

「「「……あ」」」

　茉莉の言葉で空気を読む能力の高い静香と一悟がすぐにフォローに入る。

「で、でもほら！　茉莉。隣のクラスだよ！　お昼も一緒に食べられるよ！」

「…………」

「そ、そうだよ！　白澤さん。白澤さんの隣のクラスだなんて光栄だなぁ」

「…………」

　無言の茉莉の横で祐人は静香、一悟からの鋭するどい視線を受ける……そして……ハッ！

「茉莉ちゃん！　ほら！」

「祐人はしゃべらないで」

「はい……」

（何で僕だけ？）

　クラス表には祐人と一悟、静香がＤ組で、茉莉だけがＣ組と記されていた。

　教室へ移動する四人は無言の茉莉を先頭にして、粛しゆく々しゆくと教室に向かう。教室に着くとまだ三十分程ほど余よ裕ゆうがあったので、四人は決められていた座席に持ち物を置き、廊ろう下かで再集合した。

　祐人の席は最前列の一番右の廊下側がわで一悟は祐人の左後ろ、そのさらに左後ろが静香の席だった。Ｃ組の茉莉は祐人の席を見ると心なしか機き嫌げんを良くする。

　茉莉の席はＣ組の一番後ろの廊下側で、教室は違うが位置関係にすると出入り口を介かいして祐人の席に近い。茉莉がいつもの調子を取とり戻もどすと三人はホッとした空気になった。

　しばらく会話が弾はずんでいくと一悟は、以前からの疑問を祐人に聞いた。

「祐人さ、何で受験校がこの吉高だけなの？　たしかお前、一校しか受けてないよな？」

　それを聞いた静香は心底驚いた顔になる。

「えー！　堂杜君、意外に強気だねぇ。茉莉だってすべり止めも含ふくめて四校は受けてるのに」

　静香の言葉に事情を知る茉莉は気の毒そうというか、渋しぶい顔になる。

　すると、祐人は頭を掻かきながら、ため息混じりに口を開いた。

「うん……どうせ話すつもりだったから言うけど……。実はね……簡単に言うと」

「「えー!?　お金がなくて高校を諦あきらめかけてた!?」」

「それで……」

「高校から一人暮らし!?　仕送りもない!?　おいおい！」

「そうだよね。普通、そういうリアクションだよね？」

「ちょっ……お前、たしか爺さんとほぼ二人暮らしって言ってたよな。年老いた爺さんを置いて出ていっちまうのか？　それにそんなに貧乏だったっけ？　お前ん家」

「あのね、僕は家を出たんじゃないの。うちのジジイ……爺ちゃんから家を追い出されたの」

「「は!?」」

「まったく！　話すだけでも腹が立つんだけどね？　うちの家庭事情の恥ち部ぶだし」

　祐人が珍めずらしく憎にく々にくし気げな表情を見せる。

　要約すると……祐人の祖父纏蔵は祐人の両親が残し、祐人が大事に管理していた生活費を遊興費に使いこんだ。さらには向日葵ひまわりさんとかいうスナックのママの不幸な身の上話を聞いて涙し、その残りのすべてで援えん助じよとして住む場所を提供したのだそうだ。

　祐人は纏蔵から、わけの分からない話を聞かされ、唖然とするが後の祭り。

　堂杜家はほぼ無一文になり、祐人は高校進学を諦めかけた。すると纏蔵が吉林高校の校長と知人という謎なぞの交友関係をたどり、校長に掛かけ合って入学試験さえ受かれば学費及およびもろもろの諸経費は出しゆつ世せ払ばらいで構わない、という破格の条件を貰もらったのだという。祐人はそれに飛びつき、猛もう勉べん強きようの末、奇き跡せき的てきに入学を果たしたとのことだった。

「と……いうことがあってね」

　祐人は目を瞑つむり「フッ」と表現しようのない笑みを浮かべている。

「「「………………」」」

　三者三様の反応。一悟は目を半開きにし、茉莉は眉間を摘つまみ俯うつむいている。静香は硬い笑顔でおでこから汗あせを流していた。

（（（いや、もう……どこから突っ込んで、なんと声を掛ければいいのか……）））

　一悟は纏蔵に会った事がある。確かに変わった、というか第一印象は変人？　な気がしただけかと思っていた。いや、そう思いたかった。根は常識的な一悟には人様のご家族を悪く思うのは失礼だという思いがあった。

「それで、どこに住むんだ？　もう決まってんのか？」

「ああ、それも、爺ちゃんの知人に物件を持っている人がいるらしくて、その人の紹しよう介かいで格安に住まわせてもらうことになってる」

　それを聞くと、なんとなく嫌いやな予感がした一悟は、つい思ったことを口走る。

「爺さんの知人で格安……大だい丈じよう夫ぶか？　その物件」

「たぶん……」

　祐人の不確かな答えに全員が無言になる。その一風変わった祐人の祖父の知人と聞いて皆の頭に浮うかんだ言葉は、類は友を呼ぶ、だった。

「あ！　もう時間だよ！　茉莉も自分の教室に戻らないと。私たちも席に着かなきゃ」

　静香がハッとして言うと四人は慌てて各おの々おののクラスに戻った。




　祐人たちが席に着くと、スケジュール通りの時間に担任らしい女性が入ってきた。

　皆、当然、高校生活で初めての担任に注目する。だが、別の意味でもこれは注目せずにはいられない。スラリとした容姿、高く鼻筋のとおった顔。銀ぎん縁ぶち眼鏡の奥おくにある知性を携たずさえた目。スリットの入った白のスーツを完かん璧ぺきに着こなしている。

　教室内がざわめいた。男子生徒たちは一様に頬ほおを赤くし、女子生徒からは溜息が漏もれる。

　その女性は教きよう壇だんの前に立つと、無言で黒板に名前を書き始めた。こちらに振り返るまでのその一連の動きには、まったく無む駄だが感じられない。

「皆さん、入学おめでとうございます。私はこのＤ組を担任する高たか野の美麗です。一年間、一緒になってクラスを盛り上げていきたいと考えています。よろしくお願いします」

　当あたり障さわりのない、よくある挨拶。しかし、Ｄ組の生徒のざわめきや浮つきを消すには充じゆう分ぶんな迫はく力りよくがあった。新担任の表情はピクリとも動かない。生徒たちも固まっている。

「皆さん、返事は？」

「「「「「「よろしくお願いします！」」」」」」

　今、出来たばかりの新クラスとは思えぬ息のあった返事。

　たった数秒で美麗と名乗った担任はその統とう率そつ力りよくの高さを全員に理解させた。

「よろしい。では今後のスケジュールを説明します」

　まさしくクールビューティーを地で行っている新担任は淡たん々たんと、そして分かりやすく説明を始める。その姿は生徒たちに緊張感と深い忠誠心を与えたらしく、全員が黙もく々もくとメモを取っている。しかし……一人、祐人だけは他の生徒と違う緊張感を持っていた。

（こ、この人、みんなの氣を呑のんで……自分の氣をクラス内に覆わせている？）

　祐人は黒板を向いている担任の背中を見つめる。古武道でもそういったものがある。何かの武術を極きわめているのかもしれない、と祐人は考えだすと、その氣はさらに凄すさまじい勢いで見事に昇しよう華かされていき、祐人は吸い込まれるように見入ってしまう。

（あれは……小周天！　す、すごい。邪じや気きも感じない。わざとやっている？　何で？　僕に見せているのか？　いや、僕のことは知らないはずだし）

　美麗は振り返ると、祐人と一瞬だけ目を合わせ、何か口を動かしてニッと笑った。

「えーーーーーー!!」

　祐人が突とつ然ぜん、勢い良く立ち上がる。周りの生徒は吃驚びつくりして一いつ斉せいに祐人へ視線を集中した。

　一悟と静香も目を大きくして、一体どうした？　という表情になっている。

　祐人は「あ……」と自分が作り出したまずい雰囲気に気づき、汗を流す。

「あなたは？　ふむ……堂杜君ね？　何か質問でもあるのかしら？」

　美麗は名めい簿ぼを確かく認にんし無表情な顔を祐人に向けると詰きつ問もんに近い感じで言った。

「い、いえ……すみません。何でもありません」

「では、座りなさい」

「……はい」

　祐人は縮こまりながら座る。だがさっき、祐人は読どく唇しん術じゆつで担任が言った言葉を正確に読み取っていたのだ。それは……纏蔵老師と孫老師によろしく、だった。

　まだ混乱気味の祐人が座るのを一いち瞥べつした担任は澄すました顔で正面を向いた。

「それでは皆さん。ホームルームを始めます。質問は随ずい時じ受け付けます。その都度、聞いてください。今日は、皆さんに自己紹しよう介かいをしてもらい、各自のロッカーと下げ駄た箱ばこを確認して、記入して欲しいプリントを配布したのちに解散となります」

　新担任の号令一下、一人ずつ自己紹介が始まり、入学初日の行程は終了した。

「はい、お疲つかれ様さまでした。本日はこれでお終しまいです。明日は寮りよう生せい以外の人はお休みですので、明後日にまた会いましょう」

　生徒たちが返事をし、下校準備を始めると美麗は祐人に声をかけた。

「さきほど騒さわいだ堂杜君。申し訳ないですが、プリントの回収をお願いできるかしら？　それとちょっと手伝って欲しいことがあるので一緒に職員室まで来て下さい」

「あ……はい、分かりました」

　祐人は僅かに戸と惑まどうが拒きよ否ひをできるはずもない。クラスメイトたちは羨うらやましそうな顔をしたが、皆、さっきの失態で目を付けられたのだな、と自然に考えた。祐人は緊張気味に美麗について行き、職員室に入ると回収したプリントを美麗の机に置く。

「ご苦労様」

「あ、あの先生。手伝いって……」

「あれは嘘うそです。ちょっと、話しておかなければならないことがあります、あなたには」

「……何でしょうか？」

「そんなに緊張しなくてもいいわ。そうですね、堂杜君はこの敷しき地ちに入った時、変に思わなかったかしら？」

　美麗は自分の椅子に腰こしを掛けて足を組むと、デスクに肘ひじをつく。

「たとえば……やたら神気が強いな……とか」

　美麗は祐人の顔を観察するように見る。

「それはその通りです。何な故ぜなら、そういう場所を選んでこの学校を建てましたから」

「え!?　えーと、何のことを言っているのか……」

「意外と警けい戒かい心しんが強いのね。良いことです、堂杜家であるならば。それなら、さっきあなたに仙氣を見せましたが、私もあなたと同じ……と言えば、分かるかしら？」

「……！」

　さすがにここまで言われたことで祐人は美麗の目を見つめてしまう。

「あなたのことは纏蔵老師と孫老師から聞いています。心配しないで。ここは普ふ通つうの学校です。ただ、あなたや私、他にも少ないですが、そういう生徒と教師がいることを伝えておきます。でないと、後で驚かれても困りますから」

「爺ちゃんと師し匠しようから話を……？」

「そうです。それにあなたの場合、理解者がいる方がいいでしょう。その……特異体質とか」

「知っているんですか!?　僕のこれ！」

「ええ。まあ、言われなくとも私たちみたいな人種にはすぐに変だな、と思われるでしょう。だから、その大量の霊れい力りよくがただ無駄に漏れている特異体質のことは、私たちと同類の在校生や教師にはあらかじめ先に伝えてあります。知らずに会って、ややこしくなるよりいいでしょう。それと、それ以外のことは伝えてないから安心しなさい」

　美麗の説明を聞き、祐人は真しん剣けんな顔になる。

「一つだけ聞いてもいいですか？」

「どうぞ」

「僕と同じって……どこまで同じなんですか？　それとどこまで知っているんですか？　堂杜のこととか……。差さし支つかえなかったらでいいんですが」

「二つ聞いているわよ。まあいいわ。ええ、私も道士よ。あなたと同じ仙せん道どうを学ぶ者です。私は孫老師から手て解ほどきを受けたこともあるのよ？　その意味ではあなたの先せん輩ぱいにあたるのかしらね。もっとも私はあなたと違ちがって最初から仙道を追求している者ですが。実は……あなたとはずいぶん前になりますが、会ったこともあるのよ」

「ええ!?　そうなんですか？　すみません、全然、覚えがなくて……」

「気にしなくていいわ。堂杜家は本当に珍しく、仙せん界かいと縁の深い家ですから……。他の能力者とは全くと言っていいほど、交流もないのにね」

　美麗は軽く息を吐き、表情を僅かに和やわらげた。

「それともう一つの質問だけど、堂杜家の事は良く知っているわよ。私の知る限りでは最強の霊れい剣けん師しの家系だとか、その堂杜家の管理物件とか、あなたが魔來窟を通り、その向こうの世界で……魔ま界かいで三年ほど逗とう留りゆうしてきたとか、ね」

「!?　そ、そこまで……。魔界との時差まで知ってるんだ……」

　堂杜家が秘ひ匿とくしている内容を美麗が話したので祐人は顔色を変えた。

「心配いらないわ。これを知っているのは仙界でもごく僅かな者だけ。というのも、これは保険なのよ。あれだけの世界を揺ゆるがしかねない危険物件でしょう。堂杜家に力があるうちは良いけれど、もし、そうでない場合は私たちがあれをどうにかしなければならない。宇宙の運行を見ている三仙ですら、あれには気をつかっているのです」

「そうなんですか……全然知りませんでした。え、まさか！　この体質のせいで霊剣師になれない僕に孫師匠が仙道を教えに来てくれたのも保険だったんですかね？」

「そういうことになるわね」

「そんなこと爺じいちゃん、全然、教えてくれないんだもんなぁ」

「ですが何度も言うように、それ以外、ここはごく普通の学校です。私もあなたも先生と生徒よ。こちらの世界では二週間程度でも、あなたは魔界で三年間過ごしたブランクがあるから大変でしょうが、特別扱あつかいは当然しません」

「あ、はい。それはそのようにお願いします」

「では、話はお終いです。気をつけて帰りなさい。老師たちにはよろしく伝えておいて」

「はい……分かりました。それでは、今後ともよろしくお願いします」

　祐人はそう言い、お辞じ儀ぎをして職員室を出ていく。

　その祐人の姿を美麗は見つめている。だがさっきとは違い、美麗の目には教師に似つかわしくないものが宿っていた。それは、情熱や思し慕ぼと取れるものであるかもしれない。

「ええ……よろしくね。私はあなたを決して忘れないわ。どんなことがあってもね……」

　それは小声ではあったが、確かで力強い声こわ色いろだった。




　祐人は靴くつに履はき替かえると昇しよう降こう口ぐちを出た。一悟からは「待とうか？」と言われたのだが悪いなと思い、先に帰ってもらった。

「はぁ～。でも、驚おどろいたな」

　祐人はやっとの思いで入学した高校で、まさか、あんな担任に出会うとは考えなかった。

（爺ちゃん、「校長が知人」って言っていたけど、校長先生も何らかの〝能力者〟なのかな？）

　入学式での校長のヨボヨボ姿とスピーチの内容を思い出す。

（何だかなぁ……。爺ちゃんの知人って、本当にまともな人がいないよ）

　祐人はため息をつくと、すぐに切り替えて今後の生活のことを考える。どの角度から考えても前ぜん途と多た難なんだ。まずは何よりも引ひつ越こし後の収入源の確保が必要である。

　その時、祐人は重要なことに気付く。

「あ、今月末には封ふう地ちの見回りに行くんだった！　まあ、今は安定してはいるだろうけど……忙いそがしいなぁ。厄やつ介かいな家に生まれたよ。しかも、この体質のお蔭かげで、落ちこぼれだし……」

　堂杜祐人には誰にも言っていない、もう一つの顔がある。

　堂杜家は代々、物ものの怪けや妖よう魔まといった人外と対たい抗こうできる力を継けい承しようしている家系であった。

　堂杜家の直系は代々霊剣師の家系であり、霊剣師とは剣けんと霊力を操あやつり、退魔、退霊の術を操る能力者のことである。

　だが、祐人は霊剣師ではない。今は師である孫韋に仙道を学ぶ道士である。

　祐人はふと自分の武骨な手のひらを見つめる。その手は明らかに見る者が見れば何かしらの武術を極めた者の手ということが分かるものだ。

（堂杜家のすべてを叩たたきこまれたのに、僕はそれを使いこなすことができない。でも……爺ちゃんが孫師匠を連れてきてくれて本当に良かった。霊力を使わなくても戦う力だけは何とか身につけられたから）

　祐人が霊剣師ではないのは祐人の困った体質に起因した。




　祐人は幼き頃ころ、真剣な顔の祖父、纏蔵と父、遼りよう一いちに道場へ呼ばれた。

「よいか、祐人。中国の能力者の家系にも霊剣師の家系はあるが堂杜家のものはそれとは少し違う。霊剣師の剣とはその意味の通りの剣であると同時に法具に近い特性を持つ。それでいうと術式解放のための祭器という意味合いの方が強い」

「……うん」

　まず纏蔵が口を開き、祐人は頷く。普ふ段だんから聞かされていることだったが、いつもと違う二人の雰囲気が幼い祐人を緊張させていた。

「じゃが、堂杜家の霊剣師とは、より剣技を充じゆう実じつさせて接近戦に特化されておる。言うなれば堂杜流霊剣師といったものかもしれん。堂杜家は強力な封ふう印いん術と強力な近接戦せん闘とう能力を兼かね備そなえることで過去のあらゆる事態にも対処してきたのじゃ。堂杜家は初代の時から管理している数々の危険物件を世間に知られることがないように、知ち恵えを絞り、時にはその力を振るい、結果、一千年以上の時を変わらず守り続けてきた……ああ……もうこんな話、何度も聞かせておるぞ。もう、あとは遼一が説明してくれ、儂わしゃー、疲れた」

　纏蔵はあっという間に集中力が切れ、すぐにグデーと足を崩くずして横になってしまった。というより、この祖父にしては頑がん張ばったというべきか。

　祖父のこの姿にワナワナと震ふるえる父の顔を見て祐人は反応に困る。

　実はこれは祐人の霊剣師としての資質がないことを問題として開かれた、堂杜家史上、例外中の例外の重要な会議だったのだと祐人は後で知った。

「そもそもじゃな、遼一。堂杜は一子相伝じゃぞ。まあ、お主が言うことも分かるがのう。たしかに祐人には霊剣師は無理じゃ。こやつは膨ぼう大だいな霊力を有しておるが、それがまったく使えんからのう」

「父さん、だから、今後の事を含めて祐人と話そうって言ったんですよ！」

「えー、もう良いではないか。封地の結界の修復や再強化はなんとかなりそうなところまできているんじゃろ？　祐人も成長したではないか」

「父さん！　堂杜の役割はそれだけじゃないでしょう。もし、万が一、あの魔來窟をかぎつける連中が現れでもしたらどうするんです！」

　そう……これが大問題であった。

　あろうことか、堂杜家直系である祐人に霊剣師の才能が全くなかったのである。それどころか、能力者としてすら、資質がないと言っても過言ではなかった。

　そのようなことは堂杜家史上、初めての珍ちん事じ件けん、いや大事件であったのである。

　ところが、このような異常事態、緊きん急きゆう事態に祖父纏蔵は気にした様子すら見せなかった。

「じゃあ、他の力があればいいじゃろ？　要はいざというときに封地を守れればいいのじゃから。特にあの魔來窟を守れればのう」

　遼一とは対照的な態度で纏蔵はサラッと言いのける。

「え!?　しかしそれでは堂杜の技わざや術は……というより他の力？　そんな力がどこにあるんです。すでに祐人は霊力を持っていて意識、無意識に関係なく常時出ていて全く使えない状況です。それでは結局、何を学ばせても会え得とくはできないでしょう」

　遼一の言っていることは能力者としての常識である。通常、能力者は能力発動時に霊力を発する。それはつまり、能力発動の触しよ媒くばいであった。

　ところが、祐人はその霊力が操れず、勝手に出てしまっているのだ。

　能力者が発現させる能力というのは能力者の霊力の大きさや密度、付加される属性等によって千せん差さ万ばん別べつである。それを能力者が自分の意思で操り、独自の能力を発動するのである。

「霊力も魔ま力りよくもそうですが、その大きさや密度、付加される属性というのは、ある意味、料理のレシピのようなものです。霊力や魔力という食材を中心に属性といった調味料を使い、料理を完成させるということに近い。つまり祐人は調理もできない大量の霊力が勝手に出ている、ということ。これは能力者として致ち命めい的てきです。ですから……祐人には普通の人の人生を……」

　父親の言は祐人には厳しい現実であった。祐人は父が自分に普通の人の人生を、と言った時、突つき放はなされたと感じて視線を落とした。

　だが、その言は纏蔵には真逆に受け取られた。

「ふふん、本音が出たか、遼一。お前の我わが子こを心配する気持ちは分かるが、ちょっと過保護がすぎるのう。才能のない祐人をこの家の束そく縛ばくから解放してやろうというのだろう？」

　意地の悪い顔で肘を枕まくらにしながら纏蔵はニヤリと笑うと祐人はハッと顔を上げた。すると遼一は祐人の視線を避さけるようにしている。

「まあ聞け、遼一。儂が他の力と言っているのは、もう一つの力よ」

「……は？　もう一つ？　もう一つとは……まさか！」

　遼一が目を見開き、意表をつかれたような表情を見せる。

「そうじゃ、仙道を学ばせればよい。仙道なら霊力にも魔力にも反発はせん。霊力をその身に宿していても問題はなかろう。何よりも仙道は生まれ持ってのものではない。後天的に手に入れられる能力じゃしな。師とするのにもってこいの奴やつを儂は知っておる」

「ま、待ってください。いくら何でも馬ば鹿かげてます！　仙道の修練は生半可なものじゃないのは父さんが一番知っているでしょう？　皆、一生を賭とし、中にはその途と上じようで倒たおれる者も数えきれない。しかも学んだところで、ものになるのかすら分かりません！」

　纏蔵はいきり立つ遼一にあきれ顔になる。

「遼一……お前ほどの男が過保護がすぎて、目が曇くもっておるぞ。祐人はのう、お前が思うほどやわな子ではない。実際、仙道を学ぶための基き礎そはすでに身につけておる」

「「え!?」」

　纏蔵の言葉に遼一と祐人は虚きよを突かれ驚く。祐人にいたっては仙道など初耳なのだ。

「お前が堂杜霊れい剣けん術じゆつを祐人に叩き込んでいるのを見ていてのう。どうせ身につかんのなら、と、お前がいないときに儂が色々と仕込んだ。それで分かったのじゃが、こやつ才能があるぞい。ほっほっほー、さすがは堂杜の直系じゃ。まあ、堂杜の修しゆ行ぎようが前提としてあったのも大きかったがのう」

「……!?」

　この時の父親の引ひき攣つった顔を祐人は一生忘れないだろうと思う。

（僕も全然、知らなかった……。どの修行のことだろう？）

　祐人は言われたとおりの修行をしていただけだ。また、何故、纏蔵が仙道について詳くわしいのか分からない。ただ、纏蔵はいつも怪あやしげな〝友だち〟たちと飲みに行っており、謎の人脈を持っていることは幼い祐人も知っていた。

「父さん……だいぶ前からそれを考えていましたね。祐人に霊剣師が無理だと分かって」

「遼一、祐人はお主の息むす子こじゃ、息子の可能性をお前が否定することもあるまい。とりあえず、やらせてみようじゃないか……おいおい、そんな顔をするな。カッカッカ！」

　遼一は目をつむり大きく息を吐くと息子である祐人に視線を移す。

　祐人は父の厳しくも優やさしい視線を受けとめて見つめ返した。

「祐人……お前はそれでいいのか？」

「ぼ、僕は……」

　祐人は仙道なるものは知らない。だが……いくら修行してもうだつの上がらない自分に子供ながらに、僕では堂杜の役割を全まつとうできないのでは、と悩なやんでいた。

　だから、祐人はがむしゃらに修行をした。言語を絶する過か酷こくな修行にも弱音は吐かなかった。しかし、これで強くならないというのは祐人にとってつらすぎた。だがもし、霊剣師でなくとも、父のように堂杜の役割が果たせる強さが手に入るのであれば……こう思う。

「父さん、僕は仙道というものを学んでみたい！」

　祐人の真剣で語気の強い言葉を受けると、遼一は祐人の目を見つめ……そして、目を閉じ、頷うなずいた。

「……分かった。祐人……お前の思うようにやるといい。私は魔來窟の向こうに行かなくてはならない。しばらく留守にするが……祐人、頑張りなさい」

「うん！」

　遼一は微ほほ笑えむと堂杜のもう一つの重要な役割、〔魔界〕への出立のために立ち上がり、道場を出て行った。

「よし、決まりじゃのう！」

　纏蔵はそう言うと体を起こし、仙道修行の説明を始めた。

「祐人、能力者は通常、霊力、もしくは魔力のどちらかのみを、その身に宿す。そしてそれは、ほぼ１００％先天的なものじゃ。霊力と魔力はその力の根源が違うために激しく反発しあうのでの、霊力による能力者で魔ま術じゆつ師しというのは存在せん。つまり、一個体に霊力と魔力の両立は、事実上出来ない、というのが定説なのじゃ」

　祐人はこの能力者の間での常識を初めて知った。

「え……じゃあ、僕は……」

「よいか、祐人、面めん倒どうなことは考えるな。これから学ぶ仙道とは己おのれの生命力を極限にまで高める修行で身につけるものじゃ。つまり、ゼロからの修得が可能なもの。お前に霊力や魔力があろうとなかろうと気にすることはない。だから安心して修行するがよい」

「う、うん……分かった、頑張る」

「じゃがのう、言っておくが仙氣の修得は容易なものではないぞ。その証しよう拠こに仙道の追求は不老不死の探求でもあってな。ほとんどの仙道に関かかわる者、つまり、仙せん人にんや道士と言われる者たちは、修得に一生を賭し、何百年も修行している者もおる。その途上で命を落とした者も数え切れん」

　纏蔵の仙氣にまつわる厳しい話に祐人は表情を引き締しめる。

「遼一が生半可なものではない、と言ったのはそのためじゃ。よいか、これからお前が学ぼうとしている仙道とはそういうものじゃということを心に刻んでおくがよいぞ」

　祐人は神しん妙みような顔で頷き、まだ幼いにもかかわらず覚かく悟ごを決めた顔を見せた。

「よし、では、あれに連れん絡らくを入れておこうかのう。どうせ暇ひまを持て余しているじゃろうしのう。カッカッカ」

　こうして祐人の師として連れてこられたのが仙道の達人、孫韋だった。

　見た目はただの飲んだくれの爺さんで、腰も曲がり杖つえをつきながら現れた。こんな人が？　と祐人も驚いたが、纏蔵とは親友の間あい柄だがらと伝えられると思わず納なつ得とくしてしまった。

　だがこの時より、孫韋から霊力を介しない力……仙道を学び、今現在に至るまで祐人はその言語を絶する修行にいそしんできたのだった。




　祐人は昇降口を出て一人、校門に向かう。校門に続く道の左右は十分な広さのある運動グランドで、入学式の日でも野球部をはじめとした運動部員たちが練習をしていた。

（でも、仙道を学べて良かったんだよな。もし、魔來窟に不測の事態が起きたら、堂杜の人間として僕も駆かけつけなくちゃならない）

　再三、纏蔵や遼一に言い聞かされてきた、この魔來窟という洞どう窟くつは堂杜家が管理している危険物件の中でも別格の扱いを受けているもので、堂杜家は人知れずこの洞窟を守護してきた。そのことについては祐人も少なからず自分の家に誇ほこりを持っている。

　このように考え込んでしまうのも、担任の美麗から一部の仙道使いたちも魔來窟を守るために堂杜を援助していたなんていうのを初めて聞いたからだった。

「爺ちゃんは何で、こういう大事なことを教えておいてくれないかな！　本当、適当なんだよ！　超ちよう重じゆう要ような事なんじゃないの？　これ。あ……まさか、知人に学費を出世払いにしてくれるように頼たのんでやった！　って、ここに入学させようっていう意図があったのか？」

　そこに考えが及ぶが祐人はかぶりを振ふる。

「いやいやいや、だったら、何で本当に生活費をすべて使ってんだよ！」

　実は結構な大金だったのだ。正直言えば、あの額のお金があれば自分の入学資金及び学費、そして、その後の生活まで賄まかなえるほどのものだった。

　挙きよ動どう不ふ審しんな纏蔵にお金がないと言われた時、祐人はとてつもなく嫌な予感がした。

　だが、いくら、この爺さんでも、と思った。

　それは……困ったことは数知れずあった。そう、数知れずあったが、いやー、本っ当に数知れずあったが、今回の今回は、さすがにと思い直しつつ預金通帳を開き残金を確認した。

　……三円だった。

　挙句の果てに「男は十五を過ぎれば一人前じゃ」と一人暮らしを強要された。今思えば、どう考えても口減らしに追い出したとしか思えない。

「あの糞くそジジイ……」

　フラッシュバックするように通帳の残金を思い出してしまい額の血管が膨ふくれ上あがる祐人。

（も、もういい。過ぎたことを言っても仕方ない……いや、良くないけど！　ちっとも仕方なくないけど！　でも、ないものはない……んだよ）

　これ以上考えても精神衛生上よくないと祐人は湧わきあがる怒いかりを抑おさえ、肩かたを落とした。

　祐人は歩いていると担任の美麗に聞かされた通り、この学校の敷しき地ち内ないから格の高い神社仏閣にある特有の神聖さを感じていた。

　この神気の中ではちょっとした悪あく霊りようや物の怪の類は、侵しん入にゆうすら出来ないだろう、と思う。

　それは漏れ出でる霊力が原因で雑霊等によく襲おそわれる祐人には単純にありがたかった。

（まあ、何はともあれ、この学校なら勉学には力が入れられそうだな）

　そう思いつつも祐人はやや重い足取りで歩く。

「明日の休み中に引越しを済ませて……それと、やっぱりバイトを早く探さないとなぁ」

　吉林高校は全国から入学者が来るため、学校の敷地の隣となりに大きな学がく生せい寮りようがある。

　例年の行事で入学式の次の日は入にゆう寮りよう式があり、寮生以外は休みになっていた。祐人はその日を利用して引越しをする予定でいた。

　祐人は左右に広がる吉林高校の運動グランド風景を眺ながめながら歩く。

（僕ぼくがこの霊力を自由に操れていれば……霊剣師として霊剣術だって使えたし、そうすれば、もっといろいろなことが違って……）

　祐人はここまで考えると足を止め、グッと手を握にぎりしめた。そして、その場でしばらく一人立たち尽つくしてしまう。その自分自身で作った固い拳こぶしは、まるで過去の自分に突きつけるかのようで……祐人の表情に薄うす暗ぐらい陰かげが露あらわになる。

　すると……この時、春の穏おだやかな風が優しく凪なぎ、祐人の青みがかった髪かみを揺らした。

〝……祐人〟

「!?」

　空耳か……見み間ま違ちがいか、至近から自分と同じ藍あい色いろの髪をした少女の笑え顔がおを感じ取り、祐人はハッとしたように振り返かえる。

　そこには……誰だれもいない。

　だが、その風が去っていくと不思議と沈しずんだ心が落ち着いていき、祐人は小さく頷いた。

「うん……そうだったね。こんなことを考えるなんて駄だ目めだったね。こういうのを君はとても嫌きらっていた」

　そう祐人はつぶやくと……生気が戻ったように歩き出した。

　この時、右側のグランドでかん高い金属バットの音が鳴なり響ひびいた。ボールは野球部員が思おもい描えがいた方向とは違う軌き道どうを描き、安全ネットを飛とび越こして校門に向かう新入生と思われる少年に飛んでいく。

　ボールを目で追う野球部員たちは顔を青ざめさせて「危ない！」と大声を張り上げたが、少年は気づいていないようだった。

　祐人は歩きながら、腕うでだけで右後方を軽く払はらうとハッとする。

「そうだ、やることがいっぱいあるんだった！　今日中に引越しの荷造りと買出しでしょ。あと孫師匠に……これはあとでいいや。どうせ聞いてないし。仙人って本当にもう、なんなんだろ」

　祐人の師である孫老師はというと、最近は纏蔵と酒盛りばかりしている。

　祐人はその場から急ぎ足で校門に向かった。

「あ、あれ？　さっきの新入生は？　大だい丈じよう夫ぶだったのかな」

「いないな。じゃあ、ボールは当たらなかったんじゃないか……あ、ボールが！」

　すぐに駆けつけてきた野球部員たちは、道の端はしに真っ二つに割れた硬こう球きゆうを発見し、原因が分からず、お互たがいの目を見合わせたのだった。




◆




　祐人は小走りで校門を出ると自宅方向である左に曲がった。

「祐人、どこに行くの？　そっちは駅方向じゃないわよ」

　祐人は突然、背後から声をかけられて振り返ると、そこには校門の横の壁かべに背を預けたよく知っている少女が立っていた。

「あれ!?　茉莉ちゃん！　まだ帰ってなかったの？」

「……せっかく待っていてあげたのに、何よ、その言い草は」

　茉莉は栗くり色いろの髪を春風に靡なびかせつつ、形のいい眉まゆ毛げを少し中央に寄せている。

「いや、吃驚して……。ごめんね、結構、待ったでしょ？」

「まったく、静香から聞いたわよ。入学初日から担任に目を付けられていちゃだめでしょ」

「そういうわけでもないんだけど……気を付けるよ」

　茉莉は祐人に笑えみを浮かべると「じゃあ、帰りましょ」と体を翻ひるがえした。

　祐人は僅わずかな時間、先に行く茉莉の背を見つめると小走りで近づき、その横に並んだ。

　二人の家の最も寄より駅は同じなので、茉莉も一いつ緒しよに帰るつもりだったのだろう。

　祐人は自宅までの結構な距きよ離りを電車賃節約のために歩いて帰るつもりでいたが、茉莉が待っていてくれたので今日は電車で帰るしかないなと思う。

　纏蔵の怪しい知人に紹介された引越し先は、方角も最寄り駅も変わるが、学校との距離は今とさほど変わらないので、高校三年間、毎日歩いて通うつもりだ。

　二人はしばらく肩を並べて歩いていると茉莉が祐人に顔を向けた。

「そういえば、祐人。引越し先の住所はどこなの？」

「あ、うん。知ってるかな？　四神神社のすぐ近くだったよ」

「そこ知ってるわ。小学校の時に写生会で行ったことがあるもの。ちょっと、街の外れね」

「うん、そうだね。明日、引っ越すつもりだよ」

「そう……。それとね、祐人」

「うん？　何？」

　茉莉がこのように力なく聞いてくるのは珍めずらしく、祐人は首を傾かしげる。

　実は茉莉が祐人を待っていたのには理由があった。それは茉莉が一年もの間、祐人のことで深く後こう悔かいしていることがあり、高校入学をきっかけに伝えようと決心したのだ。

「その……今いま更さらかもしれないけど、私、祐人に謝あやまらないといけないことが……！」

「あ、茉莉ちゃん、危ない！」

「ひゃっ！」

　茉莉が話し始めると同時に祐人は声を上げて茉莉の腕を引っ張った。すると二人が差さし掛かかった十字路の死角から自転車に乗った子供たちが勢いよく通りすぎていく。

「こらー、気をつけて運転しなきゃだめだぞ！　大丈夫だった？　茉莉ちゃん」

「う、うん、ありがとう。大だい丈じよう夫ぶ……あ」

　茉莉は驚いて顔を紅潮させたが、自分の腕を力強く握る祐人を至近で見上げると、さらに顔を真っ赤に染めあげる。祐人は驚かせてしまったか、とすぐに手を離はなした。

「ごめん！　咄とつ嗟さだったから、つい。それで、えーと、何の話だったっけ？」

「え!?　それは、その……えっと！」

　茉莉は今日のために一週間はかけて考えてきた言葉が完全に飛んでしまい、慌あわてて別の話題を祐人に振る。

「は、春休みは、どこに行っていたの？　祐人」

「え？　ああ……そのことね」

　祐人は苦笑いした。茉莉は、考えてきたものと違う話題を振ってしまい肩を落としている。

　ただ祐人が春休みすべて実家にいなかった理由は必ず聞こうと思っていたので、まず、この話を聞き、次に本題に入ろうと考えた。祐人は再び歩き出して答える。

「うん、実は父さんを捜さがしに……ね」

「え？」

　茉莉は祐人の意外な答えに祐人の横顔を見つめる。

「遼一おじさん？　修行の旅だっけ？　今、どこにいるか分からないって言っていた」

　茉莉は横を歩く祐人に顔を向けて、何で？　という顔をしている。

　祐人の父は修行の旅に出で掛かけたわけではない。祐人の父がどこにいるのか分かっていなかったのは本当だが、どこに行ったのかは分かっていた。

　それは、堂杜家の秘匿管理物件の魔來窟の向こう側の世界〔魔界〕である。

　だが、祐人は茉莉にそれ以外のことでは本当のことを伝えた。

「母さんの事を報告にね。知っているはずもないし、ずっとできていなかったから……」

　何でもない事のように祐人は笑う。

「……そうだったのね」

　茉莉はそれ以上の言葉は発しなかった。二人はしばし、無言で歩く。

　茉莉は一年前に祐人と祐人の母親が品川のテロ事件に巻き込まれ、不幸にも母親が行方ゆくえ不明になった時の事を思い出した。

　そして、その事件直後、体調を崩した祐人の見み舞まいに赴おもむき、変わり果てた祐人の姿を見て、どういう反応をしていいのか分からなかった自分を思い出す。

　それは、祐人からの告白を拒否して間もない頃であった。
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　その時、茉莉は祐人に対し、自分に出来ることがあれば何でもしてあげたいと強く思った。力なく無理して笑う祐人を見て心が締めあげられるようだった。あの時……その時の祐人は、誰かの助けを確かに必要としていたことを思いだし、陰いん鬱うつな表情になる。

（それはきっと、祐人に近しくて祐人のことをよく知っている誰か……。そういう人でなければならなかったのに……私にはその資格がなかったわ）

　茉莉はこの直前に祐人の告白を断っている。そういった状じよう況きようが茉莉を同じ道場の門下生として、同級生としてでしか祐人と接することを許さなかった。自分が許さなかった。

　茉莉にとって誰かの傍そばにいるということは、それが許される資格が必要なのだ。

　茉莉は歩く速度を落として横にいる祐人の、ほんのちょっとだけ後ろに位置を変える。そして、こちらに気づかれないように、さっき自分を助けてくれた祐人の手に視線を移した。

（いつも、これぐらい、当たり前に私を引っ張っていってくれれば……そうすれば、あの時も私は横で祐人を支えて、今だって……）

「うん？　どうしたの、茉莉ちゃん。顔が赤いけど……」

「な、なんでもないわ！」

「……そう？」

　突とつ然ぜん、祐人がこちらに振り返ったので、茉莉は祐人の腕に伸のばした手を引っ込めて慌てる。

（わ、私は一体、何をしようと……？）

　茉莉は自分の無意識的行動に驚き、かぶりを振って息を整える。

（ああ、もう！　何でこんなに祐人のことばかり考えなくちゃいけないの。これも祐人が頼たよりないから、私がフォローしないとって心配しちゃうのね、友人としてだけど。きっとそうだわ、それであの告白のときだって謝らなきゃいけない馬鹿なことを私もしてしまったし）

　などと茉莉は考えるが、この頭脳明めい晰せきの彼かの女じよにしては論理だっていない。普段の彼女であれば、説明のつかないことが自分の中で起きると必ず納得するまで自分を掘ほり下さげていた。

　ところが茉莉はいつも……祐人に関してのみ、掘り下げることはしなかったのである。

「祐人、そっちのクラスはどんな感じだった？　うまくやっていけそう？」

「うん？　ああ、一悟もいるし、大丈夫だよ。担任の先生は厳しそうだったけど……」

「気をつけなさいよ。祐人はすぐに周りからいいように使われるんだから」

「え？　そ、そうかな？」

「そうよ、気づいていないのは祐人だけよ。本当にお人ひと好よしなんだから。私がいれば……じゃなくて！　もう少し、祐人はしっかりしないとダメよ」

「う、うん、分かった」

「もう……祐人は、もっと自分を出していけばいいのに。そうすれば周りだって……」

　祐人が頷くと茉莉は小声で何か言いながらプンプンしている。だが祐人は、茉莉の説教を受けると、これが茉莉ちゃんだったな、と懐なつかしい気持ちになった。

　茉莉は優しそうな外見と世話好きな性格からは想像しにくいが自分に対し非常に厳しい。そのため、あらゆることに手を抜ぬくということを決してしないことを祐人は知っていた。

　そういう彼女から見ると自分はどこか物足りないのだろう、と祐人は思う。

（もう昔のことだけど、僕が茉莉ちゃんに振られるのも仕方のないことだったな）

　そう考える祐人の表情の変化を茉莉は見み逃のがさず、明らかに機き嫌げんを悪化させた。

　茉莉は普段から周囲の人たちに寛かん容ようで、男女問わず公平公正な態度をとる。そのため、可か憐れんで見目麗うるわしい容姿と相まって中学時代から男子にも女子にも圧あつ倒とう的てきな人気があった。

　ところが……祐人にだけは違う。祐人が自分に対して僅かにでも引き気味な態度をとると、脊せき髄ずい反射のように不ふ機き嫌げんになるのだ。

（今、絶対、馬鹿なことを考えているわね、祐人。どうして、もっと自信を持たないの？　自己評価が低すぎなのよ。そんなんだから私は、あの時、受け入れることが……ああ、もう！　そういうんじゃなくて！　放っておけなくなるのよ！）

　この時突然、祐人は横からの強きよ烈うれつなプレッシャーを感じ、何事かと振り向むいた。

　そこには……こちらを睨にらみつけている茉莉がいる。すぐに祐人は前を向いた。

（え、何？　僕に怒おこっている？　何で？　僕、何かした？）

　祐人の額から汗あせが出てきた。よく分からない。全く身に覚えがないが……時折、茉莉にはこういう時があるので、とりあえず見なかったことにする。

　さほど広くはない駅のロータリー付近までたどり着くと、茉莉はとにかく前だけを見ている祐人に話しかけた。

「……祐人」

「はい！」

　祐人は背筋が伸びた。危あやうく敬礼しそうになったが、何とか思いとどまる。そういった態度に余計、機嫌を悪くする茉莉だが、祐人は機嫌を直してもらおうとどんどん腰こしが低くなる。

「引越しだけど！　私も手伝ってあげようか？」

　とても手伝いを申し出ている人間の話し方ではないが、茉莉はどうにも抑えがきかない。

「あ……いいよ。荷物も少ないし、すぐに終わると思うから。……それに」

「それに？」

　その語気は強く、茉莉は祐人を睨むように体ごと向けると……ドキッと心臓が弾はずむ。

　何な故ぜなら……そこには、どこか落ち着いた大人のような、そして、優しいようで隙すきのない笑みを浮うかべている祐人がいたのだ。それは……茉莉が初めて見る、祐人の顔であった。

「そういうのは彼かれ氏しに悪いよ……。それに、ほら」

　祐人は、駅の改札口へ向かう階段の下で携けい帯たいを弄いじりながら立っている、水戸静香を指さした。すると、静香もこちらに気づいたようで手を上げてくる。

「あ……静香、待っててくれてたんだ」

「じゃあ、茉莉ちゃん。僕はちょっと明日の引越しの準備があるから、また明後日ね」

　そう言うと祐人は何事もなかったように笑い、駅に背を向けて行ってしまう。

「ちょっ、祐人！　それに私は彼氏なんていない……」

　茉莉は慌てて声を掛けるが、祐人はこちらを向かずに手を軽く振って行ってしまう。

　その祐人の後ろ姿に、茉莉は自分でも理由の分からない不安を感じてしまっていた。それは言いかえれば……喪そう失しつ感にも似たものであるかもしれない。

　そこに静香が走り寄って来た。

「茉莉、遅おそかったねぇ。あれ？　堂杜君は？」

　と言いながら、静香はチラッと去っていく祐人のほうを見た。

「祐人は引越しの準備があるみたい。ごめんね、待ってくれていると思ってなかったから」

「ああ、いいよ。私が勝手に来ただけだから。やっぱり気になってね。それで、あのことは伝えた？　告白のときに謎なぞの片山先せん輩ぱいって人と付き合うかもって嘘うそついちゃったこと」

「そ、それが……」

「え！　言わなかったの？　うーん……まあ、言いづらいかぁ」

「そういうわけじゃなかったんだけど……タイミングがつかめなくて」

　二人の少女はそう交かわすと駅の二階の改札に向かうため、階段を上る。その途と中ちゆう、茉莉は祐人が向かった商店街の方向に振り返ると、祐人はまだ充じゆう分ぶんに見えるところにいた。

　祐人はドラッグストアの店先に陳ちん列れつされた安売りシャンプーを見ているようだった。

　その祐人を見ていて茉莉はさっき強く感じた不安感を思い出した。

　そして、その強い不安感の引き金になったものに気づく。

　それは、鋭するどい人物観察眼のある茉莉だからこそ気づいたものであろう。

（さっきの……ううん、今日の祐人、私のこと、他の同級生と同じ扱あつかいで話をしていた……）
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　吉林高校敷地内に泰たい山ざん堂といわれる中国の道教の寺院を思わせる建物がある。普段は問題を起こした生徒の精神修養のため、座ざ禅ぜんと瞑めい想そうを行う場所として知られており生徒たちにはあまり印象の良くない場所である。

　その薄暗い寺院内の本堂で三人の老人がコの字に座すわり話し合っていた。

「纏蔵。良いのかな？　一人暮らしなんぞさせて……」

「うむ……」

「儂らの下に置いておいた方が何かと良いのではないかの？」

「孫韋……。あ奴には自分の人生を自身の選せん択たくによって切り開いて欲ほしいのじゃよ」

「ほう……当初の話と随ずい分ぶん変わったのう。それが危険だから儂らが集まったのではなかったかの？」

　孫韋は元々細い目をさらに細めるが、しかしそれは優しい表情。

「まあ、それは良いとして相変わらず我が弟で子しのあの体質は直らんのう。大量の霊れい力りよくがだだ漏もれとは勿もつ体たい無ないことじゃ」

「仕方あるまい……あれは副作用のようなものじゃからな。母親が、あ奴の生まれる前からその特とく殊しゆ性せいに気づいていなければ……今いま頃ごろは姿形も残ってはおらんのじゃからな」

「片方だけを何とか押おさえ込んだ形だからのう。だがそのために霊力のコントロールも不能になってしまったとは……。堂杜家の人間が……霊力を自在に操あやつる霊剣師の血統がのう」

「まあよかろう。何とか堂杜家管理の封印と結界修復の作業だけはできるようになったのじゃ。大いなる進歩じゃよ」

「まあのう、どれも世界を揺ゆるがしかねない代物だしのう。それは言えるかもしれんの。特にあの洞窟だけは何者にも知られてはならぬからの」

「そのための堂杜家じゃ。堂杜家発はつ祥しようの地にして仙せん界かいと手を結ぶ理由になったもの。魔來窟だけは誰にも知られてはならん。何と言っても魔ま界かいと直結している唯ゆい一いつにして最大の穴じゃからの……」

　それまで二人の前でずっと黙だまっていたもう一人の老人が独り言のように口を開く。

　他の二人に比べて声が弱々しく震えている。

「あの時は大変じゃったわい……。誤解が誤解を呼んで、儂ゃー、百年ぶりぐらいで本気を出した。堂杜家初代……あんな奴とはもう二度と殺り合いたくないわ……」

「よく言うもんじゃ……高ガオ。その後は初代と一番仲が良かったではないか！」

「結局、娘むすめを一人、嫁よめに出してしまったしの。初代には既すでに嫁がおったのにのう」

「まったくじゃ……あの時は大変じゃった。もう千年近くは経たっているのに忘れられん」

「まあのう、堂杜はあの魔來窟から出て来たしの。誤解しても仕方がなかったとも思うがのう。我々も魔界側にも人間が住んでいて、社会や国家を形成しているとは知らなんだしのう」

　当の本人の高は他人事のように黙り、お茶を啜すすると、二人の老師は大きく溜ため息いきをついた。

「……で、孫韋から見て、今のあ奴の仙せん術じゆつはどうなのじゃ？」

「まだムラはあるが、数百年クラスの道士と比べてもなんら遜そん色しよくはないのう。この春に魔來窟を通り、遼一に会いに行った際、魔界でどれだけの戦せん闘とう経験を積んだのか……。いや、それだけではないのう。まさに天てん賦ぷの才があったということだの。それに若さゆえの力の瞬しゆん発ぱつ力りよくもある……」

「あ奴はあちらで……魔界でまた背負うものができてしまったようじゃ」

「遼一からの話は儂も聞いた。あの若さで……さぞ辛つらかろうて」

「あちらでの約三年間……こちらでは二週間か。遼一と会うまで二年以上かかってしまったとのことじゃ。もう少し早く会えておればと遼一も悔くやんでおった」

「時間の流れがこちらとは違ちがうのに、時間の本流はこちらのままのお蔭かげで体の成長はほとんどなくて良かったの。そうでなければ大おお騒さわぎになっておったろうのう、成長期だしの」

　そこに薄暗い本堂の中へ楚そ々そとした態度で美麗が入ってきて新しいお茶を差し出した。

「すまんな、美麗。お主にも何かと苦労をかけるな」

「……纏蔵老師。私は彼かれには恩義があります。それを返すのにあらゆる労を惜おしみません」

「恩義か」

「はい。一年前のあの品川で命を救われました。私はその彼を忘れていましたが……」

　孫韋は長く伸びた眉毛を寄せた。

「白はく澤たくの娘がいてくれてよかったの。そうでなければ儂ら老いぼれ以外は誰も覚えていなかったかもしれんしの。纏蔵の思おも惑わく通りかの、ふふふ」

「……いや、いくらこの世界の英知を司つかさどる白澤の血統でも、あ奴のことを強く意識していなければ無理じゃっただろう。引き合わせはしたが、それ以外はすべて偶ぐう然ぜんじゃよ。まあ、あ奴があの能力を使ったときは白澤に対し儂も少々余計なことをしたがな」

　孫韋は軽く笑い、煙管きせるを翻した。

「ほっほっほー。三仙ともあろう者がのう。お主は存外、あ奴の祖父の立場が気に入ってしまっているようだの。白澤の覚かく醒せいを一時的とはいえ促うながすとはの」

　孫韋は煙管の灰を落とし、心底楽しそうにしている。自分たちくらいになると自分の中に新しい発見をすることは少ないことを孫韋は知っている。

　それを纏蔵が新しい纏蔵を垣間かいま見みせたのだ。何な故ぜか孫韋はそれが嬉うれしくて仕方がない。

「まあ、そのおかげで意外なことも分かったのう。一度、あ奴に触ふれ、忘れ、そして思い出した者は次のあの能力発動の時には忘れづらくなるということがの。纏蔵のあ奴を思う気持ちのおかげだの。ほっほっほー」

　それを孫韋に笑われると纏蔵は顔を軽く紅潮させた。が、すぐに引っ込める。

「オッホン……。まあ問題はいつまでも付きまとう。まず、今は遼一が行って落ち着いてはいるが、向こう側……魔界の動向。そして、あ奴に……祐人に封ふうじたもう片方の力を発動させず、それを使わせないことじゃ」

「しかし、お主はそれすらも本人の選択に任せておるではないかの。実際、その封印は本人の意思でいつでも解除できるようになっておるしの」

「……。あ奴は……もう、儂がどうこうすることができる男ではないのじゃ」

　高野美麗は黙って聞いている。

　すると……高こと吉林高校校長である高野総一郎は呟つぶやく……。

「すべては……天が決める。すべては天意のままに……」







第２章　収入の確保と世界能力者機関







　昨夜、遅くまでかかってまとめた荷物を持つと祐ひろ人とは祖父である纏てん蔵ぞうに声を掛けた。

「爺じいちゃん！　もう行くよ！　ちょっと聞いてる？」

　居間で纏蔵はこちらに背を向け横になり、片手で頭を支えながら弛し緩かんした顔で大人の雑誌に精神を集中している。

「おーおー、行って来い、行って来い。達者でなー」

　こちらを振り返りもせず体の上側にある手を挙げ、ヒラヒラさせての返事。孫がこれから過酷な一人暮らしになるというのにまったく興味がない様子。

「まったく……」

　祐人は溜息をついて出発しようとしたが門の前の郵便ポストを見て荷物を一いつ旦たん置き、最後の郵便物の確かく認にんをすると家に戻もどりゴミ箱に無む駄だな広告を捨てた。

　するとその時……その広告の間に挟はさまった差出人の書いていないＡ４サイズの封ふう筒とうが落ちた。見れば上等な紙質の封筒である。

「何だこれ？」

　祐人はそれを拾い、差出人を確認すると裏側にＷＩＯというマークだけが入っている。

「ＷＩＯ？　ＷＩＯ……え!?　確か……世界能力者機関!?　何だ？　しかも……僕ぼく宛あてになっているじゃないか！」

　祐人は驚おどろき、封筒を丁てい寧ねいに開けて中にある数枚の書類を取り出す。書類には同じ内容のものが英語と日本語とで書かれており、その内容を読み進めていく。

『異能を受うけ継つぐ家系、その庶しよ子しの方々、また、ＷＩＯに認にん定ていされた能力者の方々に今年度の新人ランク試験のご案内を申し上げます。――――――――』

「これは……機関っていうところの新人ランク試験の案内状!?　うちの家も能力者の家系として認定されているなんて聞かされてないよ!?　しかも、何で僕宛に？」

　祐人は能力者機関なるものがあるというのは聞いていた。しかし、堂どう杜もり家の役割は秘ひ匿とく中の秘匿とかで、他の能力者との関わりも極力避さけてきたはずであった。

　当然、能力者機関とも距離を置いてきたと聞いている。

（でも、この案内状が来るということは……僕が、以前から能力者だと知られているのか？）

　祐人は真しん剣けんにその書類に何度も目を通す。纏蔵に報告するかと思案するが、ここで一つの可能性が祐人に浮かんできた。想像ではあるがこれはおそらく父か母のどちらかが関係しているのかもしれない。というのも、自分が小さい時に父の遼りよう一いちが「ちょっと稼かせいでくる」と言い、何度か出掛けていくのを見送ったことがあるのを思い出したのだ。

（父さんは他の能力者とも交流があったみたいだし……あれは能力者機関からの依い頼らいだったのかも。爺ちゃんがアレ……だから、生活費に父さんも頭を悩なやませていたに違いないよな）

　ということは堂杜家永遠の問題……家計困こん窮きゆうが関係しているのではないかと考える。つまり、堂杜家家計担当の最後の手段、いや、最後の言い訳「生活の保全のため」というのが最も可能性が高い。

　だが、堂杜家のことを父が外部に漏らすことはやはり考えられない。おそらく能力者の家系ではなく突然の能力発現者である天然能力者として登録していたのだろう。そして何か考えがあって、自分のことも登録していたのかもしれないと考える。

「父さんも苦労してたんだなぁ。でもランク試験かぁ……。僕も受けていいのかな？」

　昨夜、祖父纏蔵からいつになく真ま面じ目めな顔で伝えられていた。

『家を出るからには、全すべての選せん択たく権けんと責任はお前にあるということじゃ。それはいかなることにも例外はない。すべて自己責任でやるが良いぞ』

　祐人は、ランクを取得できれば……世界能力者機関から仕事をもらい、金銭面の問題が解決できるのではないかと考える。この時、昔、両親にもらった預金通帳の額を思い出した。

「……バイトしなくても、いけるかも？」




　世界能力者機関（World Irregulars Organization　略してＷＩＯまたは能力者の間では単に機関と呼んでいる）とは、今から八十年程ほど前に設立された、霊れい能のう者しやをはじめとした世界の能力者たちにより立ち上げられた能力者たちの管理独立機関である。

「本来は……まったく堂杜と関係はないが……いや、それでも一応、念のため、万が一、のことも考えて祐人も知っておいた方がいいか。……お金に困ったときのために」

　と、以前に父、遼一から妙みような言い回しで教えてもらったことがあった。

　遼一によると、この機関の設立の目的は似非えせ能力者による一いつ般ぱんの依い頼らい者しやへの詐さ欺ぎ被ひ害がい防止と世界中にいる能力者たちの社会的信用を向上させる、ということに主眼が置かれているとのことだった。そのためか、この機関の特とく徴ちようともいえる、ある制度が存在する。

　それは能力者たちに対して実じつ施ししている厳しいランク認定制度である。

　ランクはトップのＳＳランクからＳ、ＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆの９ランクに分かれている。このランクによって依頼者からの報ほう酬しゆうも大体の目安があり、また依頼を受けた能力者の信しん頼らい度どもそのランクにより分かりやすいといったメリットがあった。

　つまり、これはカスタマーフォーカス。

　顧こき客やく重視で今まで金銭面やその能力の高さなど曖あい昧まいだった能力者の胡う散さん臭くささを一いつ掃そうして、信用と信頼をマーケット（霊現象等に悩む人たち）から勝ち取るというものである。

　もっとも、この機関は世間一般には知られてはいない。知っているのは国家機関や財界、一部の宗教者やほんの一部の一いつ般ぱん人じんである。契けい約やくの際には厳しい秘密保持を約束させ、時には実力行使による記き憶おく操作も行われることもある。というのは、世間にはまだ能力者という存在を受け入れる態勢が整っていないため、という考えからである。

　だが遼一によると能力者機関の悲願はいつか公の組織として認にん知ちされることだった。

　祐人はその時の記憶をたどりながら、遼一とのやり取りを思い出していく。

「能力者という人種は古代から存在していたんだ。その存在が尊ばれた時代もある。ところが時を経て徐じよ々じよにその存在は異様とされて否定され始めたのさ。当然、それに伴ともなって能力者たちの社会的地位も低下していってしまった。それで能力者たちもその社会の空気を敏びん感かんに感じてその能力を隠かくすようになってね。それは祐人も分かるだろう？」

　祐人は遼一に頷うなずいてみせた。実際、自分の家がそうなのだ、言わんとするところは分かる。

「ただ、能力者が必要とされる時は確実にあった。ところが能力者たちの存在を積極的に隠いん蔽ぺいしたのは、実はその恩おん恵けいを一番受けたであろう権力者やパトロンたちでね」

「え……何でなの？」

「パトロンたちにとって異能を生業とする能力者たちを支配しようとする時、その方が都合が良かったのさ。権力者や有力者にとって能力者は有用であり恐おそろしくもあった。それで能力者の立場が弱まったところで民衆からの疎そ外がいや迫はく害がいから守るというカードをちらつかせたのさ。すでに社会の中で暮らしていくのに息苦しさのあった能力者たちはパトロンに支配される形にはなるが庇ひ護ごも受けられる。それでほとんどの能力者はそれを甘かん受じゆした」

「……」

　能力者といっても社会の構成員だ。当時の能力者たちも苦労したのだろう、と祐人は思う。

「ただ、この世界能力者機関は国家権力や一部のパトロンから離れ、能力者の能力者によるといった趣しゆ旨しで設立された。その意味では能力者たちの歴史から見ても画期的だったといえるかもしれないね。能力者たちの経営実態は基本的に自営業だからね。一部の有力な家系を除けば能力者は生活面で安定はしていなかった。それが機関に所属することで大分、安定したと聞いている。はあ～、……うちも安定させたい」

　何故か盛大にため息をつく遼一。父親が自分の前でこのような姿を見せるのは珍しい。

　ただ祐人も何となくその元げん凶きようは分かっている。間ま違ちがいなく我わが家やの誇ほこるワールドクラスの不良老人のことだろうということは、祐人も骨身に染しみているのだ。

　この時、祐人はふと思ったことを遼一に聞いた。

「でも父さん、何故、ランク試験なんていう制度が必要なの？」

「うん？　ああ、それは機関も仕事の内容如何いかんによって力量に相応ふさわしい、または相あい性しようの良い能力者を選定して依頼をかけるんだ。ただ、そうなると各能力者の属性や能力、そして、実力を知る必要があるだろう？　それでそれを知るためのランク試験なるものができたのさ」

「へぇー、さすが父さん、詳くわしいね」

「え!?　いや！　そうでもないぞ、祐人。これは能力者の常識だ、常識」

　これもまた珍しく遼一が慌てたように答える。

　これは祐人も後で知ったことだが、ランク試験は毎年あり、ランク取得や上位ランクを目指す能力者は何度でも挑ちよう戦せんできるようになっているらしい。それに加え、能力者全体の信頼向上という機関の理念から、ランクを取得できない能力者にはランク取得までの教育プログラムも発ほつ足そくしているとのことだった。

　また、そういったランク試験の中に特とく別べつ枠わくで新人ランク試験というものがあり、それは能力者の家系、または既に確認されている突然変異の天然能力者で、初めてランク試験を受ける十五歳さいから十六歳を迎むかえた者たちに実じつ施しされると聞いた。




　祐人は父からの機関についての話を思い出しながら書類に目を通した。

（ランクを取得するのは、それだけでも結構難しいと聞いているけどな……）

　祐人が案内状の下方を見るとそこには新人ランク試験の申し込み期限が書かれており、日本支部に来週末必着になっている。中に同どう封ふうされている小さな封筒に必要事じ項こうを記入した書類を入れて送り返すだけ、とのことであった。

　祐人はいまだに居間でだらしなく寝ね転ころがっている纏蔵を見た。まだ大人雑誌に夢中で締しまりのない顔を隠すこともなく読んでいる。祐人は大きく溜息をつき、その案内状をギュウギュウに荷物を詰つめた吉きつ林りん高こう校こう指定のスポーツバッグに押し込んだ。

　昨日、纏蔵に珍しく真面目な表情で、一人暮らしになったらすべて自己責任ということを言われた。だが、その代わりにあらゆる判断の自由があるということも言いい含ふくめられている。

　すべては自分次し第だい……。

　祐人は実家を出発した。




◆




　実家を出た祐人の持ち物は衣服と最低限の生活用品、そして、布ふ団とんである。

　祐人は大きな風ふ呂ろ敷しきを担かつぎ、両りよう肩かたから大きなスポーツバッグを二つ、片手に教科書やノート等をパンパンに入れた学生鞄かばんを持ち、見る人が見ればちょっとした夜よ逃にげスタイルだ。

　纏蔵の知人からの紹しよう介かいという引ひつ越こし先は大人の足で一時間ぐらいの距離だったが、祐人は歩いていくことにした。

　祐人もこの夜逃げルックはさすがに恥はずかしかったが、今日だけと思い、知り合いに会わないよう念じながら、急ぎ足で纏蔵から渡わたされた地図を頼りに新居に向かう。

　新居は学校を軸じくに考えると実家と正三角形の位置にあり、通学に関して距離はさほど変わらない。祐人は地図を予あらかじめ確認はしていたので迷うことはなかった。

（どんな家だろう？）

　纏蔵の怪あやしい知人の紹介で、格安の家賃だ。最初から期待はしていない。

　考えてみれば、纏蔵の知人をとおして紹介された吉林高校も相当変わっていた。

（まあ、いつものことか。それに、どんなボロアパートでも大だい丈じよう夫ぶだと思うし……）

　祐人は自分の環かん境きよう適応能力の高さには自信があった。

　新居は少し街の中心部から離れた住宅街の中にあり、心なしか緑が増えてきた。周囲を見み渡わたした祐人は、この辺は静かで住みやすそうだなと内心喜ぶ。相当貧しい生活は避けられそうにないが一人暮らしも経験としては悪くないな、と祐人は前向きに考え始めていた。

「えーと。ここら辺だな……。お！　四神神社への入り口がある。ということは……」

　住宅街の中に小さい山があり、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった木々の間にさほど大きくない鳥居があり、鳥居から山の上へ続く狭せまい階段の奥おくに四神神社があった。

　地図ではこの四神神社の入り口の隣となりだったはずなので、新居はこの辺のはずだ。

　祐人は、心なしか歩くスピードも速くなってしまう。

　そしてついに、地図にある目的地に着いた。

「……は？　ここ……だよね？」

　祐人は目を大きく広げ、口も力なく開いたまま片手に持っていた地図を震ふるわせている。

　祐人はもう一度、地図を確認する。だが、ここに間違いない。

　そこには祐人の予想にはない歴史を感じさせる旧家のような平屋の木造一いつ軒けん家やがあった。

　正面にある門は古くみすぼらしくはあったが、しっかりとした造りで非常に大きい。祐人は門から横にずれて身長ほどある塀へいからぴょんぴょん跳はねて敷しき地ち内ないを覗のぞいてみる。

　すると庭も広く、外からの見積もりでは土地だけで五百坪つぼぐらいあるのではと思う。庭を覆おおうように草木が生い茂っており、敷地を囲う塀も木造で時代を感じさせた。

　近きん隣りんの家々は世代交代が進んでいるのか、今風の真新しい一戸建てが並んでいる。

　その中で一体、築何十年？　というか、それ以上？　という建築物で、明らかに周りの雰ふん囲い気きからはかけ離れていた。

「格安家賃から考えてオンボロアパートを想像していたけど……うわ！　ポストにちゃんと堂杜って書いてある。家主さんかな？　マジックで書くか？　普ふ通つう……」

　祐人は大きな門の柱にお粗そ末まつな外付けのポストが適当に釘くぎで打ちつけられているのを見つける。赤ペンキが剥はげて全体の70％は錆さびているが、確かに油性ペンで『堂杜』と書いてあった。祐人は微かすかに間違いを期待したが、これでこの家が新居だと確定した。

　祐人はしばらく門の前で呆ぼう然ぜんとしていたが、意を決し、門を開けて敷地内に足を踏ふみ入いれた。すると案の定、ボロボロの家屋と雑草の生い茂った庭が目に入ってきた。

「こ、これはちょっと予想外だったけど、まあ……格安だし」

　全体的に疲つかれた感は否いなめないが、手を入れれば、ある程度見られるようになるのではないかと祐人は考える……いや、考えるようにしてみた。

　祐人は広い庭を横断して鍵かぎをポケットから取り出し、玄げん関かんに手をかける。

「あれ？　開いている……というより鍵が壊こわれている！」

　玄関は木製の格こう子しと古いガラスでできていて元々頑がん丈じようにはできていない。おそらく長く放置されて壊れてしまったのかもしれないと祐人は考える。

　祐人は後で直さなくちゃな、と思いながら、ちょっとすべりの悪い玄関をガラガラと開けると玄関内は結構広く、その充分なスペースに取りあえず持っていた荷物を置いた。

　家の中はもっと埃ほこりっぽいと勝手に想像していたが、そういうことはなく、空気も澄すんでいるように感じて祐人は一息ついた。

「うん？　ここも？　凄すごく感じるな」

　祐人の感じたそれは吉林高校でのそれである。強い神気を感じるのだ。

　敷地の裏側にある小さな山の上に神社があるせいかもしれない。

「これはめっけものかもしれない！　心配してたことが一つなくなったよ！」

　霊れい力りよくだだ漏れの特異体質から、よく雑霊に襲おそわれる祐人はその心配がなくなるこの神気の強さを喜ぶと、気分が良くなり間取りを確認するために中に入った。

　が……そこで祐人は絶句した。

　外から見てもボロボロだと分かってはいたが、中はそれ以上に荒あれ果はてていたのだ。

　建たて坪つぼが広く部屋数は多いが、その間を仕切る襖ふすまなどはその用をなしてはいない。それに加え、すべての部屋の畳たたみが腐くさっている。

　台所は蜘蛛くもの巣が張り、水が本当にでるのか分からない錆びた蛇じや口ぐち。当然、自じ炊すいを考えていたが、これでは台所が機能しそうにない。

　特にひどいのはお風ふ呂ろだ。なんと底に穴が開いている。

　もはや、どこから手を付けていいのか……と途と方ほうに暮れてしまう祐人。

　祐人にしてみれば、むしろ狭い家の方が何とかなった。

　ところがここは広すぎて、直しても、直してもきりがないように思われる。

　正直なところ……これでは野宿と大して変わらない。

「こ、これはさすがに……住めない！」

　環境適応能力に自信のあった祐人の心はもろくも……すぐに折れた。

「あんのジジイ……！　可愛かわいい孫にここに住めと!?」

　纏蔵に対する怒いかりが爆ばく発はつするが連れん絡らくしたところで話にならず、より怒りが膨ぼう張ちようするだろうことは容易に想像できる。祐人はしばらく怒りで荒あらくなった息を整えるために深呼吸をし、頭に浮かんだ纏蔵の腹ただしい顔をかき消した。

　そして、縁えん側がわからこれまた荒れ果て、無用に広い庭に目を向け……ガクッと肩かたを落とす。

　結局、祐人は……テントの購こう入にゆうを決めた。
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　高層ビルの乱立する新宿副都心。その中の一つのビルの上層の重じゆう厚こうな扉とびらに支部長室（Regional Manager）と書かれた表札がついている。

　いつからあるのか、そもそも何の支部なのか、そのビルに出入りする人たちも知らない。

　数々の企き業ぎようがテナントとして入っており、誰だれも気に留めることがないのは当然といえば当然だ。

　その部屋の中で大おお峰みね日ひ紗さ枝えが世界能力者機関日本支部の支部長として執しつ務むをしていた。パソコンに向かい報告書の確認や決裁、懸けん案あん事じ項こうの調査、現在行動中の能力者たちの動向を把は握あく等々と多種の仕事を同時並行に進めている。

　今年は日本での重要な催もよおしである新人試験も控ひかえており日紗枝は多た忙ぼうを極きわめていた。

　デスクの背後の大きな窓から夕日が差し込んでくると、支部長室の扉がノックされ、日紗枝は手を止める。すると扉からスーツ姿の若い女性が慌あわただしく入ってきた。

「失礼します！　大峰様」

「あら、志し摩まちゃん、そんなに慌ててどうかしたの？」

「はい！　たった今、ロンドン支部からの緊きん急きゆう連れん絡らくが入りました」

「……ロンドンから？」

「シスター・ソフィア・サザーランドが亡なくなられました」

「え……」

　突とつ然ぜんの報告に日紗枝の柔やわらかい表情が一変し、動きが止まる。

　そして日紗枝は目を瞑つむると、力が抜けたように立派な椅い子すの背もたれに体重を預けた。

　支部長秘書の垣かき楯だて志摩は、この日紗枝の様子を見て残りの報告について一拍ぱく置く。

　この辺りは上司である日紗枝との人間関係や彼かの女じよの秘書としての優ゆう秀しゆう性せいが垣間見える。

「そう……ソフィア様が。確かにご高こう齢れいでした。最近では車くる椅まい子すでの生活だったと……」

　日紗枝はあの春の陽だまりのような笑え顔がおを今でも忘れない。どん底の暗くら闇やみの中に一寸の光をくれた人……。日紗枝は椅子を回転させて背後に広がる都心の赤焼けた風景を眺ながめる。

　シスター・ソフィア……齢よわい九十を超こえた世界最高のサトリ能力者。

　その人格から【慈じ愛あいの照覧者】と呼ばれ、能力者たちからだけではなく表世界においても世界中の人々から愛された人だった。世界能力者機関にも所属し、そのサトリの能力は非戦闘系のランクＳＳ、まさに人類の至宝と言えた。

「いいえ、違います。大峰様、シスター・ソフィアは……殺されました」

「な!?」

　日紗枝は振ふり向き、間違いではないのかと秘書を睨んでしまう。

「犯人の目星もついているようです。犯人はその外傷からおそらく………ノスフェラク」

「な、何故、吸血鬼ノスフエラクがそんなことを!?　彼らは人間社会で目立つことを極度に嫌きらっているはずよ。それがこんな馬ば鹿かな真ま似ねを……機関を敵に回すことにもなるわ」

「事情は現在不明ですが、そのノスフェラクは以前からシスター・ソフィアの家に数十年に亘わたって出入りしていた模様です。この件でロンドン支部から世界中の支部に代表者を集めたいとの意向を通達してきました。また、その会議の場には、その吸血鬼側からも出席者があるようです」

「ノスフェラク側から!?　それは、一体……」

「はい……吸血鬼は互たがいにも興味を持たない孤こ高こうの種族ですが、最低限のコミュニティを組織しております。今回はそのコミュニティの代表者が来るようです」

　日紗枝の記憶ではノスフェラク側からの機関に対するコンタクト自体聞いたことはない。

　ノスフェラク……吸血鬼ヴアンパイアは人間社会を認めた数少ない強力な力を持つ人外である。

　数は多くはないが少なくもない。また数千年生き抜ぬいた吸血鬼には、まさに魔ま神じんクラスの能力を持つ者もいる。

　しかし歴史の流れの中、人間社会が堅けん固ごになっていくに従い、吸血鬼は人間との敵対を放ほう棄きし、それぞれがひっそりと暮らしていると聞いていた。

　その証しよう拠こに数百年前から吸血行こう為いすらも放棄しているのだ。

　ただし、彼らもそれ相応のものを人間に要求してきた。数百年前のその時、吸血行為の放棄の代だい償しようとして彼らが時の権力者に要求したのは人間社会における市民権だった。

　権力者はそれを認め、いわば吸血鬼と人類の長い敵対関係はこれで終息した。

　そういう経けい緯いから吸血鬼は現在も其そ処こ彼かし処こで人に扮ふんして共に人間社会に溶とけ込んでいる。また、非常に誇り高たかい種族であるが故ゆえに決してみだりに目立つような行動はとらない。

　同種族にすら関心を示さない彼らが、コミュニティを組織したのも同族の誰かが人間社会で目立つことにより、他の仲間が迷めい惑わくを被こうむらないようにと定期的に最低限の監かん視しをするというものだと聞いている。

　日紗枝は人差し指でトントンとデスクを触さわる。

「……志摩ちゃん。悪いけど、今回のその会議には代理であなたが行ってくれる？　来月頭に実施される新人試験で手が離はなせそうにないの。それに、一年経っても例の品川魔神の調査も進んでないことを本部からどやされていてね……。あのときのサイコメトラーもまだ再起不能で入院中だし……恐らく大おお事ごとになっていると思うけど、申し訳ないわね」

「いえ、分かりました」

「内容はすぐに連絡を頂ちよう戴だい。まずは口頭で構わないわ。世界中の支部から代表者を招集するというのは相当のことだと思うから」

「はい。それでそのことですが……」

「何か分かっているの？」

「いえ、関連性は不明ですが、ここ数週間で数名の能力者が行方ゆくえ不明になっているとヨーロッパの各支部で騒さわぎになっているようです。ただ、公の情報ではなく私の個人的な情報です」

　日紗枝は眉まゆを顰ひそめた。だが、この話との関連性を疑うには早計だと考える。

「ふむ……。その話はシスター・ソフィア殺害との関連性が確認されるまでは他言は無用よ。噂うわさでこちらの支部所属の能力者たちに浮うき足あし立だたれても困るわ。それに、地理的に日本で何かある可能性は低いと考えられるしね」

「はい、承知致いたしました。それでは準備をして来週には出立致します」

　日紗枝は頷き、志摩の出て行く姿を確認すると立ち上がって軽く拳こぶしを握にぎる。

　日紗枝はソフィア・サザーランドに会ったことがあった。日紗枝はその時、自分の行く末に悩み、心を乱していたが、ソフィアの助言や心こころ遣づかいで立ち直ったという縁えんがあったのだ。

　日紗枝は命の、いや心の恩人であるソフィアの姿を頭に浮かべた。

（ソフィア様……一体、何が……。新人試験が終わり次第、私も……）

　日紗枝は夜に差さし掛かかる高層ビル街を睨にらむ。しかし、日紗枝はこの時……その決意とは裏腹に心中には言い知れぬ不安が漂ただよった。




　この時、祐人は確固たる不安を感じた……。

　今、祐人は新居の庭のテント内で缶かん詰づめを食べながら宿題をしている。ロウソクを買い、明かりをつけてミカン箱を机としていたのだが今日は風が強く、テントが飛ばないか心配だ。

　まさか、高校生活を手に入れる代償がテント生活とは思ってもいなかった。

　先日、祐人は業者を呼んで家屋の修理の見積もりを出してもらったところ、とんでもない額を提示された。とてもではないが高校生の祐人が出せる金額ではない。

　だがそれでも祐人は何とかしたいのだが、よい方策も浮かばない。

　祐人は涙なみだ目めで深い溜息をついた。

「ううう、これじゃあ、高校生活どころじゃないよ、もう！」

　祐人は強風に吹ふき飛とばされそうなテントの固定を強化しようと宿題を中断し、立ち上がったのだった。
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　蓬ほう莱らい院いん吉林高校一年Ｄ組、これが祐人のクラスになる。授業も始まってまだ一週間程度だが、段々慣れてきたクラスメイトたちはお互いにワイワイと会話をするようになっていた。

　そのような中、一人、雑誌を穴が開くほど念入りに見ている人間がいる。

「オース！　祐人。何だ……またアルバイト雑誌か。良さそうなのはあったか？」

「おはよう！　堂杜君。それアルバイト雑誌？　ああ……そうか。なんか大変だね」

「一いち悟ご、水み戸とさん、おはよう。うーん、それが中々……とにかく稼げるのがいいんだけど」

「ふーん。でもお前、二ヵ月げつ分ぐらいは蓄たくわえがあるって言ってなかったっけ？　急ぐのは分かるけどじっくり探したら？」

「いや、それがそうもいかなくなってさ……」

「そうもいかないって、何かあったのか？」

「あ！　いや！　暮らしてみたら思ったより費用が掛かるなと……」

「ふーむ、俺おれも一人暮らしってのは分からないけど、そういうもんなのかな？　まあ、そういうことなら俺も知り合いとかに聞いておいてやるよ」

「うん、私も聞いといてあげる」

　一悟は、祐人の左後ろの自分の席に鞄を置くと静しず香かに顔を向けた。

「そう言えば、水戸さん。白しろ澤さわさんは？」

「ああ、茉まつ莉りはさっき職員室に呼ばれてたよ。茉莉ね、Ｃ組で学級委員長に選ばれたみたいでバタバタしているみたい。まあ、才女のつらいところだよね。昨日、剣けん道どう部ぶを覗いた時も物もの凄すごい歓かん待たいぶりだったしねぇ」

　祐人はその話を聞き、茉莉はさすがだなと心から感心する。出会った時からそうだった。何でもこなしてしまうが故に人から頼たよられる。本人も頼られたら応えようとする人ひと柄がらから、中学時代にも三年間学級委員長をしていたし剣道部でも主将を務めていた。

　そんな彼女の姿を見て自分ももう少ししっかりしないと、と幾いく度ども思ったものだった。

　ただ、今はしっかりするにも先立つものが必要だ。衣食足りて礼節を知ると言うし、安定した生活を手に入れるために早くバイトを……と思っているのだが、中々良い条件のものがない。時給が良くても立地的に遠すぎたり、時間が合わなかったりというものばかりだった。体力には自信があるので登録制の体力勝負のものも見るが、それは午前中からの拘こう束そくが多く、休日の時以外は働けないし年ねん齢れい制限もある。

　とはいえ、祐人の生活は危機的に逼ひつ迫ぱくしている。

（何とかしなくちゃ！　でも、高校生にそんな良い条件なんて……）

　祐人は頭を抱かかえて考える。一悟と静香はその様子を見てお互いの目を見合わせた。

　二人とも祐人が心配なのだ。

　祐人が悩み悶もだえていると担任の高たか野の美み麗れいが時間ピッタリに教室に入ってきた。

　途と端たんに空気が引き締まり、全員が一いつ斉せいに席に着く。美麗による無駄のない朝のホームルームが終わると、一時限目は体育の授業であった。

　女子たちは更こう衣い室しつに移動を始め、男子はそのまま教室で着き替がえの準備に立ち上がる。

　今後の生活で頭がいっぱいの祐人も立ち上がり、大きく息を吐くと体操着を出すために学校指定のスポーツバッグを開けた。

　と、その時……皺しわのよった上等な紙質の封筒が脇わきに落ちた。

　何だ？　と思い、それを拾うと祐人は「あ……」と声をあげる。

　それは世界能力者機関から来た新人試験の案内状である。祐人は引ひつ越こしの際に適当に荷物に入れた覚えはあったが、今の今まで失念していた。どうやら学校のスポーツバッグに入れていたようで、体育の授業は今日が初めてということもあり、今、気づいたのだった。

　祐人はしばし真剣な顔でＷＩＯからの封筒を見つめる。

　そして、周りの目を気にして荒っぽくバッグの中に戻し……独り言を呟いた。

「もう……これしかない！」




　昼休みになると祐人は誰もいない屋上で世界能力者機関からの案内状を確認していた。

　来週末必着と期限はまったく問題ない。すでに覚かく悟ごを決めた祐人は早さつ速そく、必要事項を記入する。別に特別な項こう目もくはない。普通の何かしらの会員申込書と大して変わりはなく、唯一、特別といえば得意能力という項目があるくらいだ。祐人は得意能力の欄らんを見直して少し悩み、『剣けん術じゆつ』を消して『体術』と書き込むと一息ついた。

「よし！　これでいいや。後は投とう函かんするだけ……」

「あ！　祐人、こんな所にいた！　みんなでご飯食べようって言ってたでしょ？　昼休みになった途端にいなくなるんだから！」

　予想外の茉莉の登場に祐人は慌てて新人試験の申込書を後ろに隠す。

「あ、ああ！　ごめん。すぐに行くよ！」

「もう、こんなところで何をしてたのよ？　それと祐人！」

「な、何？」

「何を後ろに隠したの？」

　ギクッとしたが……彼女はいつもこうだ。ちょっとした動きも見み逃のがさないし、納なつ得とくできる回答があるまで許さない。祐人は観念した。しかし、本当のことは言えないので、

「実はバイトのために資格を取ろうと思って……これはその申込書だよ」

「はあ？　バイトのために資格？　そんなの聞いたことないけど……どんなのよ、それ」

「いや、何て言うのかなぁ？　依い頼らい人にんから要よう請せいを受けて問題を解決するような？」

「何それ……。何の問題なのか分からないし、何か怪しいわ。それは真っ当な仕事なんでしょうね？　それに、そもそも何だってバイトに資格が必要なのよ」

「違ちがうよ！　すごく真っ当な仕事だよ。この資格があると……えーと、そう！　給料がいいの！　全然違うの。だから必要なんだよ！　生活のために！」

　いつになく切せつ羽ぱ詰つまった祐人の気き迫はくに茉莉もちょっとたじろいだ。

「ふ、ふーん。まあ分かったけど。でも！　怪しい仕事だったら絶対に止めさせるから！」

　祐人の数倍の気迫。今度は激しく祐人がたじろぎ、コクコクと何度も頷いた。

「うん、それなら大変だと思うけど頑がん張ばってね、応おう援えんしているから。それと困ったことがあったらいつでも相談してよ。どうせ祐人は我が慢まんすればいい、とか思っちゃうんだから」

　いつもとは違い、茉莉は必要以上に詮せん索さくはせず、ただ応援をして微ほほ笑えむ。

「う、うん……」

　祐人はその笑顔に自分の記憶の中の奥……大事な場所にいる藍あい色いろの髪かみの少女が重なって一いつ瞬しゆん、心臓の鼓こ動どうが大きくなったのを感じた。

「さ、早く行きましょ、静香たちも待ってるから」

　茉莉は祐人を急せかすように屋上の出入り口のドアを開けて先に行くと、その後を追うように祐人は歩き出す。だが、その足取りは重く、目は遠い。

「僕ぼくって奴やつは……他人の中に君を見つけるなんて」

　祐人のその表情は自じ戒かいと苦く悩のう、そのものであった。




　新人試験申込書を送って数日後、ボロボロの郵便ポストに世界能力者機関から新人試験の受験者ＩＤと宿しゆく泊はくホテル等の案内が届いていた。

　祐人はその封ふう筒とうの中身を確かく認にんする。日時は五月の初しよ旬じゆんのいわゆるゴールデンウィーク中の三日間で行われると記き載さいしてあった。宿泊と朝食、昼食はなんと能力者機関持ちだ。

　スケジュール表を確認すると、初日は前ぜん泊ぱくでその夜に説明会及および立食パーティーになっており、次の日からの三日間で試験を実施して最終日の夕方に結果発表とランク取得した者のみでまた懇親パーティーがある。

「なんか意外と派手だなぁ。場所は品川……のホテルか」

　場所が品川と確認する祐人の目に一瞬、陰かげのようなものが宿ったが祐人は大事にその書類をしまった。




◆




　学校が始まり数週間。祐人にはだんだん新しい生活のリズムが出来上がってきた。

　能力者機関の新人試験を受けることにしてはいるが、それまで何もしないというわけにもいかない。結局、何個かバイトを掛け持もちすることになった。

　学校が終わるとすぐにバイトに行き、帰りがけにスーパーで見切り品などの安い食材を買って家に帰る。こういったサイクルが完成され始めてきた。

　だが当然、生活は苦しい。一いつ切さいの無む駄だのない生活である。

　祐人は多忙を極めたが、それはバイトだけではない理由もあった。

　それは先週の学校での一幕である。

　祐人が生活的にも学業的にも余よ裕ゆうがないことは担任の高野美麗は知っていた。

　しかし、こういった状じよう況きようでも高野美麗は祐人を特別扱あつかいはしない。その日、クラスの役割分担を決めるホームルームがあり、委員や係りを部活動に参加していない人間を優先的に割わり振ったのだ。祐人はこの時、自身の状況からどの役割にも参加はしたくないと、卑ひ怯きようと知りつつ、目立たぬようにひっそりとそのホームルームをやり過ごした。

　やがてすべての委員、係りが行き渡ると祐人はホッとしたような表情をする。ホームルームの様子を見守っていた美麗は全ての役割が行き渡ったのをみて静かに立ち上がった。

「はい、大体決まりましたね。とりあえず、この役割で一年間お願いします。それと！　部活不参加者で何の役割も受けぬ者が約一名いますので、その者は全委員、全係りの補助役『お助け係り、拒きよ否ひ権けんなし』に任命します。以上」

「え……？」

　一瞬の間を置き、担任の言っている意味に気付き、驚おどろいた祐人は立ち上がった。

「ちょっと先生、待って下さい！　無理に役割を増やさなくても……それに何ですか！　その何でもありっぽい係りは！　しかも、拒否権なしって!?」

「では、どんな係りがいいんですか？　あなたは部活動に参加していない人の中で、最後までどれにも立候補をしませんでした。いいですか？　この吉林高校の教育理念とは全員参加が基本です。そのどれにも決められなかったのですから、こちらで決めてもよいと判断したのです」

　担任は眉まゆ一つ動かさない。

「それは……でも、僕は……その生活的に時間が無いというか……」

「関係ありません。あなたはこの学校の生徒です。であれば、まず吉林高校の生徒としてが大前提になります。それをまっとうした上で何をするのかは構いません。しかし、何にも参加しないというのは許しません。分かりましたか？」

　相変わらず毅き然ぜんとしていて理路整然とした回答。行き詰づまった祐人は、どの役割にも手を挙げなかった後ろめたさもあり、結局……この提案を受け入れることになってしまう。

「はい、分かりました……。で、『お助け係り、拒否権なし』って何ですか？」

　お助け係り……それはクラスの生徒が何かしらの仕事をする際、人手が足りない時や困った時にその名のごとくヘルプに入るという何ともいえない係りであった。

　そして、一切の拒否権はない。

　美麗が去ると自分の席で肩を落としている祐人へ一悟と静香が心底深刻そうな顔で声をかける……が、体はこきざみに震えている。

「大変だったな……祐人。ククク、本当に同情するよ、ッヒヒ！　君のその面めん倒どうを全すべて引き受けるという、素す晴ばらしき君の人生に……ククク！」

「本当に……プッ、可哀かわい相そう……堂杜君、プププ……」

「…………。じゃあ、代わってくれないか？　植物係りの一悟君と剣道部の水戸さん」

　口元と腹を押おさえて話しかけて来る二人に祐人は怒りを抑おさえながら話す。

「ククク！　いやいや、お助け係りみたいな全知全能な係りは私めには無理でおじゃるよ」

「ププッ、わらわも無理ナリよ？　プッ」

「何だ！　その一いつ貫かん性せいの無いキャラは？　あー、もう！　用がないなら自分の席へ帰れ！」

「ほほう……そんな態度をとって良いのかな？　全知全能のお助け係りよ」

　そう言うと突然、一悟はお腹なかを押さえてその場に蹲うずくまる。

「あ！　痛い、お腹が！　痛たたっー！」

「ハッ、どうしたの!?　袴はかま田だ君、大だい丈じよう夫ぶ!?　あああ、大変……。誰か！　誰か、ここにドクターは！　ドクターはいませんか!?」

　突然、お腹を押さえながら倒たおれこむ一悟に静香が悲鳴を上げる。

「いや、いいんだ……水戸さん。もう、手て遅おくれだ……。ただ、最後に……」

「最後に何!?　袴田君！」

「放課後……あの鉢はち植うえと我がクラスの花か壇だんに水を、水をやっといて……くれ……ガク！」

「えーい！　その三文芝しば居いを止めろ！　この腐れお笑いコンビが！　しかも、それは自分の仕事を僕に押し付つけたいだけだろうが！　それについては助けはいらないはずだ！」

「お助け係りに拒否権はない。……美麗先生に相談しようかな？」

「グ！」

「フッ、じゃあ頼たのんだぞ。それとこれから親友に対する態度にも気を付けるんだな……」

「態度に気を付けなくちゃならない親友がこの世にいるか！」

「ちょっと、職員室に……」

「いや、分かった！　お助け係りの初仕事、腕うでが鳴るぜ！　もちろん、態度にも気を付けちゃうぞ！　親友にだってね！　ははは！　（もう、お前は親友ではない。むしろ……殺す！）」

「ははは！　そうか、そうか！　（いいのか？　心の態度まで問うぜ！　俺は）」

「ははは！　そうです、そうです！　（馬鹿め！　証拠がなければ何とでもなる！）」

「「ふははははー！」」

　体が反そるほど笑いながら、お互いをグリグリ小こ突づきあう祐人と一悟。

「悪ノリした私も悪いけど……この二人、なんか怖こわい」

　声に出さずともコミュニケーションをとるという長い付き合いだからこそ可能になったそのやり取りをみて、静香も意味は分からないが雰囲気は感じ取ったみたいだ。

「な、何？　何があったの？　静香……」

　隣のクラスから茉莉がやって来て、祐人と一悟の放つ異様な空気にすぐに気付く。

「いや、何と言うか……ははは。後で説明するよ……茉莉」

　ともあれ、この日から祐人はクラスの皆から数々のお助け係りの依い頼らいを受けるようになった。ところが……これがのちに大変な好評を博しクラスメイトからの信しん頼らいを勝ち取るようになってしまうとは、本人も思いもしなかった。

　依頼が来ると祐人は元々お人ひと好よしの性格もあり、『お助け係り』の仕事を生き真ま面じ目めにこなしていった。力仕事はもちろん、中には明らかにサボりと思われる依頼もあったが、確かめようもなく、また拒否権もないことから男女問わず、すべての依頼を引き受けていく。

　ただ、この裏には一悟が、まるで仲ちゆう介かい業者のように祐人に仕事を持ってくるという最高のお節せつ介かいがあった。そのために祐人の学校生活は異様に忙いそがしくなってしまった。

　ちなみに一悟が仕事を仲介するその度に「「ふははははー！」」という二人の笑い声がクラス中にこだました……。

　そして数日経たつと……クラスメイトたちは祐人のことで意外な一面に気付いた。

　それは一見、地味で頼りなさそうな祐人が問題解決のための判断力が優ゆう秀しゆうであることが判明したのだ。依頼されたものの中には先生たちへの交こう渉しようが必要なものがあったり、図書委員（吉林高校の図書室は大きく、委員の仕事は結構大変）のように他の学年やクラスの人たちと話し合わなければならないこともあった。

　だが、それらの依頼に対しても祐人はうまく交渉してみせ、しかもそれらを現実に即そくした形で落としどころを決めてくるのだ。

　そのため、入学して数週間という短期間ではあるが『何も無ければ地味で無害なクラスメイト』が『意外と頼れるクラスメイト』に昇しよう格かくすることになった。

　すると……祐人にも予想のできなかった状況が出来上がる。

　このような祐人に対してまず態度が変わったのは、なんとクラスメイトの女子だった。

　分かりやすいところではよく話しかけられるようになった。また、女子たちの中には、まだ誰にも目を付けられていない、この意外と使える男子に明らかに食指を動かし始めた子たちもいる。それが顕けん著ちよになるのは昼休みだ。

　午前の授業が終わり、学食へ行く者とお弁当組に分かれて動きだす。

　祐人も食事を取ろうとバッグに手を伸のばすと二名の女子が祐人の机の前に来た。

「堂杜君。一いつ緒しよにご飯食べない？」

「え!?　僕と？　何で？」

「ふふ、何でって、同じクラスじゃない。堂杜君って、いつも食パン食べているよね。私のおかず分けてあげようか？」

「えー、それなら私、この前のお礼にお弁当作ってきてあげようかな……」

　片方はクスクス笑い、もう片方はちょっと恥ずかしげに話す女子クラスメイト。

（な、何これ？　こんな夢みたいなことが……僕に……嘘うそみたい）

　女子クラスメイトから積極的に話しかけられるという生まれて初めての状況に、祐人は信じられないとフルフルと震えている。

「祐人ー。それなら皆で一緒に食べようぜ」

　何食わぬ顔して、一悟が爽さわやかに笑いながら会話に入ってくる。いかにも自然な入り方だ。

「あれ？　一悟は学食じゃないの？　（勝手に入ってくるな、下心丸見えだ！）」

「ああ、今日はパンにしようと思ってね（誰のお陰かげだと思ってんだ？　調子に乗るなよ？）」

「そうなんだ。じゃあ、すぐに買いに行かないと売り切れちゃうよ？　（馬鹿め、その間に場所を変えてやる。早く消えろ、この外げ道どうコバンザメが！）」

「ははは、実はもう買ってあるんだよ。ほら（馬鹿はお前だ。ちょっと女子に話しかけられたぐらいで逆上のぼせ上あがるなよ？　このエターナル童どう貞ていが！）」

　ほんのちょっとの無言の間。

「「ふははははー！」」

「……何かしら？　この二人、会話や表情とまったく違うところで話をしているような気がするんだけど……」

「……本当に仲が良いのかしら？」

　結局、一悟も交えて昼食をとることになったのだが、実際は一悟がいてくれたお陰で会話も盛り上がり、傍はたから見ていてもとても楽しそうに見えた。

「何よ……あれ」

　茉莉は静香の前に座すわり、お弁当を荒あら々あらしくつつきながらトーンの低い声を出す。

　茉莉がいつものように静香とご飯を食べようと自分のクラスから来た時には、既すでに祐人の席の周りには今のような楽しそうな昼食風景が出来上がっていた。

「うん？　ああ、最近、色々あってね。クラスでの堂杜君の株が急きゆう上じよう昇しようなのよ」

「ふーん……」

　いかにもつまらなそうに茉莉は聞いている。それを見て静香は苦笑いしながら応じる。

「でも、堂杜君てさぁ、なんか中学の時と……変わったよね」

「どこが？　別に変わっていないと思うけど」

「うーん、最近になって色々と思い出したんだけど……。堂杜君の中学時代のイメージって優やさしそうだけど、どこか頼りないって感じだったのよねぇ」

「それは今も変わらないでしょう。実際、頼りないし」

「ううん、それが意外と頼りがいがあるのよ。頼まれたことや相談事に対して予想以上の対応をしてくれるし、しかも以前と違って受身じゃないのよね。中学卒業後の春休みに何かあったのかしら？」

　そう言って、静香は首を傾かしげる。

「何かって何よ……」

「それは分からないんだけど……なんと言うのかな？　高校生になった途端に優しいだけじゃないというか……男の子って突然、こんなに変わるものなのかな？」

「思いすごしよ。そんなの」

「そうかなぁ。同じクラスの女の子たちの話だと頼み事ごとをただ手伝ってくれるだけじゃなくて、次回はこうした方がいいよ、とかアドバイスしてくれたり、場合によっては、これは自分でやった方が後々に役に立つからと言って全部はやってくれなかったけど最後まで横にいてくれたりで……感謝している子たちが結構いるのよ」

　そう言うと静香はクラス全体を見るようにする。

「だって、うちの女子たちの様子を見てごらん。ほら、中にはあからさまに堂杜君たちの席を羨うらやましそうに見ている子たちもいるでしょう？」

「……」

「まあ……私たちのこの席に入りたいっていう男子たちの方がもっと一いつ杯ぱいいるけどね」

　茉莉の方にモジモジするように熱い視線を送っている男子たちを静香は目だけで見回す。

「茉莉。うかうかしていると誰かに取られちゃうよ？　よく見ればそれほどルックスは悪くないし、それで内面まで伴ともなってくるとなると……男を見る目のある敏びん感かん女子たちはすぐに動き出すよ？」

「な、何を言っているのよ！　私には関係……ないわよ……。それに私は……」

　慌てた態度の後、語ご尾びが小さくなる茉莉を静香は優しく見つめて小さく笑う。

「一回、振ってるもんねー。逃がした魚は大きかった？」

「だ、だから！　違うって言ってるでしょ！」

「あはは、分かった、分かった。ごめん、そんなに怒んないでって」

　参りました、という態度を取る静香は脹ふくれる茉莉を宥なだめると茉莉をジッと見つめる。

「茉莉」

「な、何よ、急に真ま面じ目めな顔をして……」

「茉莉の長所って分かりやすいくらいに短所と隣となり合あわせなのよね。だから、いつかすごい後こう悔かいとかしそうで放っとけないんだよ。たまには理想と感情がぶつかったら、普ふ通つうに感情を優先して欲ほしいとか思っちゃうの、お姉さん役としてはね」

「お姉さんって……。同い年でしょうに……」

「でも、今、困っているでしょう？」

「何がよ……」

「片山先せん輩ぱいのこと」

「……っ!?」

「私もびっくりしたわよー。堂杜君の告白を断ったと思ったら、片山先輩とか言う知らない人と付き合うなんて聞いて。しかも、そのあと、それが嘘だって聞いて二度びっくり！」

「つ、付き合うとは言ってないわよ。友達からってことで、様子を見るって……」

「でも、相手はそうは思ってないでしょ。友達からって言ったって、あの時の状況のことを考えれば茉莉だって分かるでしょ？　堂杜君の方は完全に断っているんだから」

　そう言いながら静香はチラッと祐人の方を見た。茉莉はその視線の先に気づいたが、そちらを見ずにちょっと俯うつむいてしまう。

「……私もこのままで良いとは思ってないわ。あ！　それは祐人の告白を受け入れるっていう話じゃないわよ？　あの時、祐人と付き合う気になれなかったのは本当だし……」

「でも、ただ振るだけだったら、そんな嘘なんかつかなくて良かったんじゃない？　ちょっと意地悪が過ぎたんじゃないかな？　私は常に茉莉の味方だけど、さすがにこの件は堂杜君が可哀かわい想そうだと思うよ」

「うん……それは自分でも馬鹿だったと思ってる。本当に……」

「なんでとっさにそんな嘘をついちゃったの？　今まで茉莉は告白してきた人たちにそんな意地悪なことしたことはなかったじゃない。むしろ気を使っていたぐらいなのに」

「そ、そんなの、分からないわよ……」

　静香は困ったように溜ため息いきをつき、ミックスジュースのパックを一気に飲みあげる。

　しっかり者の白澤茉莉と元気に明るく茉莉に従う水戸静香、というのが大方の周りが見ているこの二人の評価だ。けれども実際は、意外と不器用な白澤茉莉とそれを優しく見守る水戸静香、というのがこの二人の関係なのかも知れない。

「私に言わせるとすごく簡単なことなんだけどねぇ。ただ、これは相手のあることだから言うけど、先日言えなかった片山先輩のことは早く伝えたほうがいいよ。嘘だった、ごめんなさいって。正直、茉莉もこれで苦しんでるようだし」

「うん……そうする。今度のゴールデンウィークの部活のない日にあらためて言うわ。このことはちゃんと祐人に謝あやまりたいって……ずっと思ってたから」

「大丈夫？　私も何か理由つけて一緒に行ってあげようか？」

「ううん、いい。それにこれは私が直接言わなくちゃ駄だ目めなことだから……」

「それは、そうね。そういうところは茉莉の良いところなのよねー。……無駄に」

「ちょっと！　聞こえたわよ。無駄にって何よ、無駄にって！」

「あはは！　耳がいいのは長所かな？　無駄にね」

「もう……」

　茉莉はそう嘆なげきつつも、内心は静香に感謝をする。いつもこうやって大事な事の考えがまとまるのは、決まって静香と話している時だ。それでいて静香は茉莉が最後には暗くならないように配はい慮りよしてくれているのを知っている。

　茉莉は「私は友人運が良い！」と誰だれにでも自じ慢まんできると心から思った。







第３章　世界能力者機関　新人ランク試験







　ゴールデンウィーク前の最後の授業が終わり、クラス全員が晴れ晴れとした顔で帰り支じ度たくを始めると、祐ひろ人とは誰よりも早く片づけを終え、立ち上がった。

「おい、祐人、何急いでんだ？　明日から休みだぜ？　今日はバイトもないんだろ？　ちょっと寄り道して帰ろうや」

「ごめん！　ちょっとこれから予定があって行かなくちゃいけないんだよ。じゃあ！」

　祐人は一いち悟ごにそう答えながら教室を出ると静しず香かを迎むかえに来た茉まつ莉りに気付かず横を通り過ぎる。茉莉は祐人が真横を走り去って行くのを見て驚き、慌あわてて声を掛けた。

「祐人！　何よ、予定って？　ちょっと話が！」

　背後からの茉莉の声に、祐人は急ブレーキをかけて振ふり返かえり大きな声で返答した。

「前に言っていた資格試験だよ！　今日からなんだ！　ごめん！　急ぐから！」

「こんな日に試験なんて……えっ？　今日からって……試験って一日だけじゃないの？」

「うん！　今日、集合で明日から三日間試験なんだよ！　じゃあ！」

　Ｄ組の前の廊ろう下かで、祐人の消えた方向を見ながら茉莉は釈しや然くぜんとしない表情をした。

「話があったのに……それじゃあ、ほとんど休み全部じゃない」

　そう小さく呟つぶやくが実は呼び止めたとしても何からどうやって話して良いのか、茉莉本人も分かってはいなかった。

「電話でもしてみれば？　話があるんでしょう？」

　茉莉の後ろからヒョコッと現れた静香が茉莉に声を掛ける。

「い、いいのよ！　祐人も忙しそうだし……」

「ふーん」

「何よ、その意味あり気な顔は」

「別に～。でも、話をするだけなんだから、とにかく連れん絡らくを取ればいいじゃない」

「もういいのよ。祐人がバイトで頑張っているのを邪じや魔ましちゃよくないと思うし」

「ほほう……。ふーむ、では……。あ、そう言えば堂どう杜もり君は資格試験って言ってたっけ？　茉莉の話だと何か探たん偵ていみたいな仕事なのかな？」

「え？　し、知らないわよ、よく聞いてないから」

　静香は殊こと更さら驚いたような顔をする。

「え！　茉莉が堂杜君を問とい詰つめなかったの？　へー、ほーほー。珍めずらしいこともあるね～」

「だって、祐人が決心したような顔で言うから……って、ちょっと！　私は祐人を問い詰めるようなことをしたことなんか普ふ段だんからないわ！」

「あはは、分かった、分かった。でも、三日間もかけて行う試験って合宿みたいなものなのかな？　あ～あ、うーん……そうかー、危険だねぇ」

「……何の話よ」

「いや、どんな試験か分からないけど、その試験って女の子も受けるのかな？　って。同じ試験を受けるもの同士って意気投合しちゃうこと多いもん。ましてや合宿となると……ほら、うちでも部活で男子との合同合宿をきっかけにってのが何組かあったじゃない？」

「……」

「それで茉莉も何人にも告白されたしねぇ」

「……」

「茉莉……堂杜君と連絡は取っておいた方がいいよ？　最近の堂杜君を考えると悪い虫がつかないようにしとかないとね！」

「私は！　そ、そんなつもりはないわよ！」

「あ、そういう意味じゃなくて。堂杜君ってさ、慣れてなさそうだからすぐにコロッと悪い女の子に引ひっ掛かかりそうだなって。それじゃ可哀相でしょ？　茉莉は同門で幼おさな馴な染じみなんだから、それぐらいしてもばちは当たらないって意味だよ？」

「え……あ！　そ、そうね。正直、そこまでしてあげる義理はないけど仕方がないわね。まあ、祐人を相手にする子がいるとは思わないけど。まったく、世話が焼けるわ……」

　茉莉はそう言うが、さっきよりも明らかに生気のある顔になり、剣道部の部室に向かい歩き出した。静香はその背中を見つつニヤッとする。

「こちらも世話が焼けるけどね」

「何の世話が焼けるの？」

　一悟が祐人に誘さそいを断られて所在なさそうに教室から出てきた。

「ううん、何でもない、こっちの話」

「ふーん。あ～あ、これからどうするかな？　祐人も行っちまったしなぁ」

「袴はかま田だ君も部活でもやれば？　運動神経良いんだし」

「ああ、いいよ、俺は」

「そう……。あ、そうだ、袴田君。袴田君に前から聞きたかったんだけど……」

「ん、何？」

　静香は一悟をちょっと睨にらみながら言う。それはいつも快活な静香らしくない表情だった。

「袴田君は堂杜君の私生活が忙しいのを知っているのに……何で堂杜君にあんなに『お助け係り』の仕事を持ってきたの？　ちょっと可哀相にも思うんだけど」

　静香は一悟のこの行動に対して不思議に思っていたのだ。だから、いつかこの件は聞いておきたいと思っていた。静香は最近になって一悟が悪ふざけだけで友人を困らせ続ける人間には思えなかったというのもあった。

　すると一悟は静香の問いに、彼かれらしくない微び妙みような表情で頭を掻かく。

「ああ、うーん、なんて言うのかな。俺は祐人にもっとみんなに絡からんで欲しいというか……」

「え？　ふーん……」

「……何だよ」

「はっはーん、なるほど。大好きな堂杜君の良い所をみんなに知って欲しいけど、恥はずかしくて自分からは言えないから……ということですね？」

「な！　ちげーよ！　ただ俺は……」

「素す直なおじゃないなぁ」

「本当に違うんだ！　……いや、それもあるんだけどな。なんかあいつさ、たまに存在感が突とつ然ぜん薄うすくなるというか、中三の時にそれを感じてから妙みように心配になるんだよ……」

「あ……ああ」

　静香はこの一悟の言葉で、自分も中学時代の祐人をすっかり忘れていたことを思い出して神しん妙みような顔になる。中二のときに同じクラスだったにもかかわらずだ。

「実はな、中三になった時、俺もあいつを……忘れてた」

「……え？」

　思いがけない一悟の言葉に静香は戸と惑まどった。

「祐人が中三になってすぐに、品川の事件の後……三ヵ月げつ学校を休んで、初めて登校してきたとき俺は、誰だこいつは？　と思ったんだ。転校生かとすら考えたよ」

「そ、そんな……だって袴田君は」

「ああ、親友だと思ってたよ。もちろん……まあ、今でも、な」

「うん……そうだよね」

　一悟はちょっと目を伏ふせた。それは彼の自己嫌けん悪おに囚とらわれた表情にも見える。

「あの時、あいつはクラス全員から浮ういていて何な故ぜか必死に勉強をしてた。休んでいたせいで勉強が遅おくれてるんだろうな、と俺も気になってな、ノートを貸そうか？　って話しかけたんだ。あいつは笑って、ありがとう、一悟！　って言ったんだよ」

　一悟は息を吐いた。

「それでその時、それに対して俺が言った言葉の後の……祐人の顔が忘れられないんだわ」

「……何て言ったの？」

「馴なれ馴れしい奴だな、って言ったんだ。俺が……あいつに」

「え……」

「そうしたらな……あいつは寂さびしげな顔で……ごめん、って言ったんだ」

　一悟が一瞬、辛そうな表情を見せたのを静香は見逃さなかった。

　いつも明るい静香も言葉を選ぶように一悟に聞く。

「それで、いつ……思い出したの？」

「それが突とつ然ぜんなんだ。きっかけは白しろ澤さわさんが祐人を叱しつ咤たしながら勉強を教えている姿を見て懐なつかしいというか、当たり前な風景のように思えたら……その場でパアッといきなり」

「……」

「それで、祐人とはすぐにいつもの関係に戻もどったんだわ。さっき言ったみたいなこともあって、最初はちょっとギクシャクしたけどな」

「……そうなんだ。でも……なんかちょっと信じられない話だね」

「ああ、俺自身、今でも不思議に思ってることだからな。でもだから、みんなに祐人をもっと意識しておいて貰もらおう、なんて思っちゃってなぁ。祐人にはいい迷めい惑わくだと思うけどな」

　自じ嘲ちよう気味に笑う一悟に、静香もいつもの明るい笑え顔がおを見せる。

「そんな事ないよ。それを聞いてすごく納得したもん。袴田君も見た目と違って意外と考えているんだねぇ、友達のこと」

「見た目と違っては余計だ！」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように一悟はぶっきらぼうに言うと、その場から離はなれる。

　その一悟の態度を見て静香は優しい顔で一悟の背中に向かいクスッと笑ったのだった。




◆




　今、祐人は品川にある巨きよ大だいなホテルのロビーで、世界能力者機関から送られてきた新人試験案内状とスケジュール表をもう一度あらためた。

「チェックインは済ませたし、説明会の会場は……三階か。ちょっと早いけど、どうしようかな。うーん？　あ、喫きつ茶さ店てんがあるな」

　祐人はホテル内の喫茶店を見つけ、時間が潰つぶせるかな？　と思ったが店の前に掲かかげてあるオーダー表を見て固まってしまう。

「た、高い……。何でコーヒー一杯がこんなに高いんだ」

　一流ホテルの価格帯など知らない祐人が愕がく然ぜんとしていると、ホテル正面玄げん関かんの方からある一団が入ってきた。その一団はスーツ姿の大人を数名従える形で、青のフォーマルドレスを身に着けた少女が長い黒くろ髪かみを揺ゆらしながら歩いてくる。

　だが、誰から見てもその少女の表情はまさに不ふ機き嫌げんそのもの。

「何なのよ、もう、あの馬ば鹿かな連中は！　気分が悪いったらありゃしない。時と場所とを弁わきまえなさいよ！　こんな日に勝負を申し込んでくるなんて、まったく！」

　その独り言のような主人の言葉に従者である神かん前ざき明あき良らが淡たん々たんと応答する。

「それは瑞みず穂ほ様が〝私より強い男性しか興味ない〟みたいな事を勢いで公言するからです」

「私はそれを言った覚えがないわよ！　何でどいつもこいつも、そう思い込んでるのよ！」

「では、瑞穂様がそれを否定せず、相手を倒すからです」

「仕方ないでしょ！　もう面倒くさいのよ。そうでもしなければ、つまらない相手ばかり寄ってくるし。大体、さっきのは何よ！　大した能力もないくせにプライドばかり高くて」

「いや、あの方は御みく厨りや家の長男で能力も家いえ柄がらも問題はなかったのですが……」

「やたら弱かったじゃない！」

「瑞穂様が強すぎるんです。それと近寄ってくる男性を片かたっ端ぱしから張はり倒すのは止めてください。もう少し四し天てん寺じ家の長女としてお淑しとやかにしないと。私たちの後処理も楽じゃないんですから」

「わ、分かっているわよ！　ん？　ちょっとあなた、邪魔よ！　店に入らないのならそこをどきなさい！」

　相変わらず、店先で考え込んでいた祐人は吃驚びつくりして振り返り横に退いた。

「あ、すみません！」

　不機嫌そうな表情を除けば、黒髪で純和風といった面おも持もちの少女が立っている。格好はフォーマルドレスなのに、その容よう貌ぼうは大和やまと撫なで子しこを感じさせる印象的な雰ふん囲い気きがあった。

　ふん！　と言い、その少女は店内に入ろうとするとピタッと祐人の前で足を止めた。

「うん？　あなた……能力者？」

「え!?　あ、はい……」

「あなたも私と勝負したいの？」

「……は？」

　祐人は言っている意味が分からずオロオロする。

　当の少女は困っている祐人を無視して祐人が入ろうかと迷ったその喫茶店にずかずかと消えていった。後に連れ立っていたスーツ姿の大人たちもそれに従う。

（何なんだ？　一体……）

　祐人が呆ぼう然ぜんと見送っていると、その一団の最さい後こう尾びにいた明良が頭を下げた。

「大変、失礼しました。本人はあれで悪気はないので、気にしないで下さい」

　そう言うと明良は大きく溜息を吐き、祐人と目を合わせる。

「ところで今、君は能力者と言いましたね。君ぐらいの歳としでここにいるということは、新人試験を受けに来たのですか？」

「え？　あ、はい……」

「そうですか。では、うちのわがまま姫ひめの同期になるかも知れませんね。ランクが取得できればですが。私は四天寺家に仕える神前明良と言います。失礼ですが、お名前は？」

「あ、堂杜祐人です。初めまして」

「初めまして。堂杜……？　聞いたことないですね。あなたは能力者の家系なのですか？」

「それは……」

　すると店内から「早くなさい！　明良！」の怒ど号ごうが聞こえてくる。

「あはは……困った方でねぇ。では、後ほどまた会いましょう、堂杜君」

　軽く会えし釈やくをして、神前と名乗った従者は喫茶店の中に入っていった。

　それを見送りながら祐人はさっきの少女は自分のこの漏もれ出でている霊れい力りよくに気付いたのかと思い、ちょっと気を引き締しめた。

　結局、祐人は広大なホテルの敷しき地ちの外周を散歩しつつ時間を潰したのだった。
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　祐人が指定された会場に到とう着ちやくすると、すでに試験開かい催さいパーティーの準備は整っていた。

　会場前の受付ブースで緊きん張ちようした面持ちの祐人は事前に渡わたされたＩＤ番号を照合してもらい、機関のスタッフに天てん井じようまで届く両開きのドアの内側へ促うながされた。

　祐人は場内に足を踏ふみ入いれると……目の前に広がる光景に「う！」と萎い縮しゆくしてしまう。

　だだっ広い空間に受験者や関係者、そして、その従者らしき人たちが優に百人以上はおり、また、まるで大人の社交場のようにたくさんのご馳ち走そうが並べられていた。

　そして、祐人を一番萎縮させるのは参加者たちの服装だ。皆、この場に合わせてフォーマルな身なりをし、受験者と思おぼしき同世代の人たちからも随ずい分ぶんと場ば馴なれした印象を受ける。

　一方、祐人はというと……ジーパンとインナーに長なが袖そでシャツという高校生らしい格好。

（こ、これは場ば違ちがいだ。恥ずかしすぎる。こんなだとは知らなかったよ。目立たないように試験を受けて、さっさと帰りたかったのに……）

　その目もく論ろ見みとは逆に、祐人は明らかに目立ってしまっていた。祐人はオドオドと会場の中を歩き、入り口すぐ近くの端はしっこの方で所在なさそうに立つ。

「おい。何だ、お前は？　そんな格好で……関係者か？」

　すると突然、声をかけられ、祐人は顔を上げると、そこには鮮あざやかなチャイナ服を着た少年が立っていた。そして、その少年の背後には、同じくチャイナ服を着る屈くつ強きようそうな大男たちが三人控ひかえている。

　祐人は同世代の少年ということで同じ受験者では、と思い、ちょっとホッとしてしまう。

「ああ、僕ぼくは受験者で堂杜って言います。君も受験者？　よろしく……」

　祐人は握あく手しゆのつもりで右手をだすが、少年はそれをあからさまに無視する。

「受験者？　ククク。よくそんな汚きたない格好で来られたな。お前、天然能力者か？　まあ天然でも、どこの家系でもどうせ大したものではないだろうな。この黄こう英ひで雄おの同時期の受験者としてせいぜい励はげめよ。今年の受験者のレベルが低いと思われると周りにも迷惑だからな」

　黄英雄と名乗った少年はそう言うと嫌いや味みな笑えみを見せ、馬鹿にした態度で祐人に背を向けて行ってしまい、無表情な従者たちもそれに従う。

「……え？」

　祐人は去った英雄の後ろ姿を見た後、行き場をなくした自分の右手を見つめる。

　そして、グッと握にぎり締めた。

「や、嫌やな奴やつぅ！　普通、言うか？　そういうこと！」

　祐人は一人憤ふん慨がいし、端っこで悔くやしそうにしていると次し第だいに会場がざわめきだした。

　何だ？　と祐人が見回すと、たった今入って来た一団に周囲の視線が集まっていることに気付き、祐人は好こう奇き心しんでその視線の方向の一団に視線を移した。

「あの人たちは……さっきの？」

　それは先さき程ほど、喫茶店の前で祐人を怒ど鳴なってきた少女の一団だった。入り口の側面から祐人はその少女を見ると、その横顔はいまだ不機嫌そうなままなのが分かる。

「おい……あれが四天寺家の次期当主筆頭格の瑞穂様だ」

「あれが……。随分前に少しだけ見たことはあったが……お美しくなられた」

「なんでも勝負をして勝ったらお付き合いできるらしいぞ。どうだい勝負してみたら」

「アホ！　それで死んだら意味がないわい。今までに勝負した奴らの末路を知っているだろう？　全員、病院送りだそうだ」

　自然と四天寺一行の周りに人ひと垣がきができ、祐人の知らない話や情報が聞こえてくる。

（四天寺家ってすごいんだ……）

　祐人は人垣の最後尾から物もの珍めずらしそうにその少女の凛り々りしい姿を眺ながめていると、その四天寺家の一団の前を遮さえぎるように出てくる者があった。

「やあ、瑞穂さん。お久しぶりです」

「……うん？　久しぶりって……どなただったかしら？　あなた」

（あ！　あれは……さっきの嫌な奴！）

　えらく格好をつけて人垣から出てきた英雄は瑞穂の返答に一いつ瞬しゆん、顔を歪ゆがめる。

「グ！　黄英雄です。お忘れになりましたか？」

「ああ、黄家の……。ごめんなさい、私はね、興味のない人間の名前ってすぐに忘れる性た質ちなの。でもあなただけじゃないから気にしないでね。じゃあこれで」

「ま、待て！　私が将来のあなたの夫でもそう言えますか？」

　英雄の横をすり抜ぬけようとした瑞穂の肩かたがピクッと反応した。

「……どういうことかしら？」

「何でもあなたに勝負して勝てば婚こん約やくできるとか……。だとすれば、それは私を措おいて他に誰もいないでしょう？」

「ふーん、私はそんなことを一度も言っていないし、ずいぶん話が飛ひ躍やくしているけど身みの程ほど知しらずがいたものね。じゃあ特別にここで私には相応ふさわしくないと教えてあげるわ。二度とそのふざけた顔を私の前に出せないようにね」

「ふふ、ふざけた顔……!?　誰に向かって言っている！」

「今、私の目の前にいるふざけた顔の持ち主によ。ほら、かかって来れば？　そのふざけた顔にさらに恥はじを上うわ塗ぬりしなさい」

　元々、機き嫌げんが良くなかった瑞穂はいつにも増して口が悪い。それは機嫌を損そこねた理由と同じ内容で英雄が話しかけてきたということも瑞穂の機嫌の悪さを助長した。

　その意味で英雄の話しかけ方は間の悪いことこの上なかった。

　険悪極きわまりない瑞穂と英雄の会話に一瞬にして会場も静まり返ってしまう。

（こ、怖～）

　祐人は相変わらず外野の最後列からその様子を窺うかがっていた。すると突然、会場の緊張が極度に高まる。強こわ張ばった顔の英雄に霊力が集束し始めるのを参加者たちは感じとったのだ。

　しかもそれは莫ばく大だいな量。祐人も驚おどろき、英雄に目を奪うばわれる。

　だがそれだけではない。不敵に笑みを見せている瑞穂にも同等の力が集まりだす。周囲から小さな悲鳴があがり、一瞬にして会場は二人を中心にパニック寸前にまでなってしまう。

（まずい！　やりすぎだよ！）

　両者の背後にいた各従者たちは慌てて二人の間に入ろうとする。

「まあまあ、そ、その……落ち着いて二人とも」

　ようやく仲ちゆう裁さいが入った。周りの人垣からも早く止めてくれ、という空気が伝わってくる。

　しかし……周囲の予想と反し、二人の間にいるのは明らかに場違いな服装の少年だった。

「何よ。あなた……」

「貴様は……さっきの！」

「ほ、ほら、これから試験を一緒に受ける仲じゃない？　喧けん嘩かはしないほうが……」

　祐人は力なく微ほほ笑えむ。その姿はまさに虎とらと狼おおかみに挟はさまれる羊……。

「……うん？　そういうあなたこそ何で霊力をだしているのよ？　私たちの間に入って実力で私たちを止める気だったのかしら？」

「なんだと!?　それならやってみるがいい！　まず、お前から片付けてやる」

　瑞穂が生意気な格下を見るように目を細め、眉まゆを寄せる。英雄も祐人の霊力に気づいたのか、同時に激高した。

「ええ!?　ち、違ちがうんです！　これは特異体質で出ちゃうんです。別に戦せん闘とう準備とかそういうんじゃないですよ！　本当にただ喧嘩を止めようとしただけで……」

　祐人が瑞穂と英雄の反応に吃驚し、慌てて誤解だと声こわ高だかに説明すると瑞穂と英雄は目を見開き、怒いかりを忘れたように動きが止まる。

　また、瑞穂や英雄だけでなく、周囲にいる人間たちも同様の表情を見せた。

「……は？　出ちゃう？　霊力が勝手に出ているってことか？」

「コントロールができないってこと？」

　シーンとしていた周囲からも、このような言葉が漏れ出る。

　祐人は周囲の状じよう況きように、何だろう？　とキョロキョロしてしまう。

　すると、どこからか「……プ！」という誰かが噴ふき出だす声が聞こえてきた。

　途と端たんに堰せきを切ったように会場中が笑いに包まれた。

　もちろん、その笑いはポジティブなものではないことは祐人にも分かる。

（あ、あれ？　僕、ものすごく笑われている？）

　周囲から笑われ祐人が恥ずかしそうに小さくなってしまっていると、英雄もひとしきり笑い、小こ馬ば鹿かにするように祐人に声をかける。

「貴様、霊力もコントロールできないで試験を受けに来たのか？　愚おろかすぎて言葉もでないぞ！　お前のような劣れつ等とう能力者がいるから俺たちが苦労するんだ。悪いことは言わん、大おお恥はじをかく前に今から帰れ！　いや、もう恥はかいているか！　ハッハッハー！」

「あ……いや、一応、こちらにも事情があって……」

　瑞穂は物笑いにされている仲ちゆう裁さい者しやを眺めると嘆たん息そくし、自身の後うしろ髪がみを払はらう。

「……何か冷めたわ。あなた！　勇気は認めるけど次は死ぬかも知れないわよ？　相手の力量と自分の力量をもっと把は握あくすることね」

　不機嫌そうなままに瑞穂は祐人にビシッと指を差して忠告する。

「ククク……こちらも冷めた。貴様、これからは身の程ほどを弁えろよ。おい行くぞ！」

　英雄もここで気が抜けたのか、その場から離れようと従者に指示した。

　当事者二人が距きよ離りを取るように去っていくのを見ると、やがて会場全体が安あん堵どに包まれた。一いつ触しよく即そく発はつだった若い主人たちに従者たちも冷ひや汗あせを拭ぬぐいながらそれに従う。

　その場に残され、周囲からの好こう奇きの目に晒さらされた祐人は未いまだに恥ずかしそうにしながら、「……ははは」と笑い、早くも定位置となりつつある会場入り口付近の端の方へ戻った。

　四天寺家の従者である神前明良は端の方に向かう祐人に目をやる。

「あの少年は……確か、堂杜君だったかな？」

「ご存ぞんじなのですか？　いやはや、命知らずというか、まったく無知とは怖こわいですな。まあ、結果的には良かったですが。しかし霊力が勝手にでるだけとは……まったく」

「いや……それよりも君はあの少年がどこから出て来たか見ていたかい？」

「え？　いや、気付きませんでしたが……瑞穂様に集中していましたので。それが何か？」

「いや何でもない。私も気が付かなかったのでね……」

　この一幕を会場前方、ステージ脇わきのパーテーションの裏から見ている者がいた。

　その男はブラウンの髪かみをしっかりセットし、逞たくましい体にタキシードを身に着けている。

「ほう、あの少年、見事な体捌さばき。しかも同時に相手の気も逸そらしている。まさか新人ランク試験に仙せん道どうの使い手とはね。無理やり参加させられたが……これはとんだ僥ぎよう倖こうだったかな？」

　そう呟くと静かに笑みを溢こぼした。




　瑞穂と英雄の一触即発の事態を免まぬがれて会場全体が落ち着きを取とり戻すと、前方のステージに今試験の主しゆ催さい者しやらしき人たちが現れた。すると、その一番前を歩くスーツ姿の女性がステージ中央のマイクの前に立ち、笑顔で声をあげる。

〝本日は皆みなさん、遠いところからお越し頂きありがとうございます。私はこの度の新人試験の責任者、大おお峰みね日ひ紗さ枝えと申します。どうぞよろしくお願いします。特に受験者の皆さんは明日からの試験に向けてしっかり英気を養ってくださいね！〟

　その明るい発声に会場の雰囲気も和なごみ、皆、前方に集中する。

〝細かい話は後のち程ほどします。長い挨あい拶さつをしても仕方がないので早さつ速そく、乾かん杯ぱいしましょう！〟

　何だか明るいなぁ、と会場の最後方から苦笑いしつつ祐人は聞いている。

　だが、祐人もそこは育ち盛り。乾杯がされると早速、お皿にたくさんの料理を載せてテーブルに持ってきた。久しぶりのご馳走に祐人の胃いぶ袋くろが喜びにうち震ふるえる。

　祐人は目を瞑つむりながら拳こぶしを作り、必ずやランクを取得して帰ることを心に誓ちかう。

（僕は、輝かがやかしい高校生活と真っ当な住居を手に入れるぞ！）

　祐人の胃袋も一服し、時間がある程度進むと新人試験についての細かい説明が始まった。

〝ご歓かん談だん中ですが、今試験のスケジュールを説明します。皆みな様さまはそのまま聞いて下さい。今回の新人試験には世界中から三十八人の受験者にお越し頂いています。ご存じの通り、試験内容は『体術』、『法術・能力の完成度』、『基き礎そ霊れい力りよく・魔ま力りよく』、『筆記試験』、『判断力・勘かん』の五科目から成り立っております。それぞれにランク判定を行い、最後に総合ランクを決定します。その総合ランクが最終的な皆さんのランクとなります。ランクはＳＳからＦまでの９ランクですが、新人試験ではＡランクが取得できる最高ランクです。また、試験科目毎ごとに評価配分アロケーシヨンが異なっています。配分は先程の順番で言いますと『体術』５％、『法術・能力の完成度』30％、『基礎霊力・魔力』25％、『筆記試験』20％、『判断力・勘』20％になっています〟

　参加者たちは、すでに承知済みという態度で頷うなずいている。

　一人を除いて。

「え!?　筆記試験なんてあんの？　しかもアロケーションって……一番目は体術だったから……。えー！　僕の唯ゆい一いつ得意な科目がたった５パーセントォォ？」

〝明朝、筆記試験をこの大広間で実じつ施しします。昼食を挟んで夕方に基礎霊力・魔力測定。二日目は午前中に体術、夕方に法術・能力の完成度、最終日の午前中に判断力・勘になり、その夕方にランク取得者の発表と認にん定てい証しようの発行、その後に新規ランク取得者による懇親パーティーという段取りです。今までの新人試験でのランク取得率は平均38％です。今試験で多くのランクホルダーが誕生することをＷＩＯは心より願っております〟

「筆記試験なんて聞いてないよ！　どんなの？　せめてマークシートであってくれ！」

〝ここで！　今回、新人試験にゲスト審しん査さ員いんを招いていますので紹しよう介かいします！〟

「大体、何だよ、筆記試験って。だったら事前に問題集でもよこせっての」

〝拍はく手しゆをお願いします！　サー・アルフレッド・アークライト氏です！〟

　この紹介に会場中が静まり返った。壇だん上じようにブラウンの髪をした若い紳しん士しが現れ、ゆっくりと中央に向かい、会場に体を向けると目を瞑り軽く会釈をする。

「アルフレッド・アークライトって……まさか！　剣けん聖せい!?」

「ＳＳランクの!?　そんなすごい大物がゲストって……」

「十人の【魔ま神じん殺し】の一人……生ける伝説が？　行方ゆくえ不明だと噂うわさでは聞いていたけど……」

　シーンとした会場から大だい歓かん声せいが上がり一気に盛り上がる。

〝それでは引き続きご歓談を！〟

　興奮冷めやらない会場を前にマイクを置いた日紗枝は主催者のテーブルに向かう。既すでに主催者テーブルには各能力者の家から派は遣けんされたお付の者や受験者の父ふ兄けいも来ている。

　日紗枝も主催者として挨拶回りは重要な仕事だ。笑顔を作り応対する。

「いやー、まさかあの剣聖とは！　よくお連れすることが出来ましたな。いったいどのような裏うら技わざを使ったのですかな？」

「いえいえ、電話をしただけですよ」

「は？」

「電話で今回の新人試験のゲスト審査員として来て下さいと。快く受けて下さいましたわ」

　その話題の中心の剣聖アルフレッドの周りには、ここぞとばかりに人で溢あふれ返っている。

　これを機に何とか剣聖との繋つながりを持ちたいと考えている者が多いのだろう。

　その剣聖がチラッと日紗枝を睨む。その眼めは明らかに「何が快くだ！」と言っているが、日紗枝は平然と受け流していた。

　ある程度、剣聖は質問とお招きの攻こう勢せいを受けた後に「失礼……」と言ってワイングラスを片手に会場の後ろの方に歩を進めた。多くの視線を伴ともないながら進む剣聖の前方には筆記試験の情報を少しでも得ようと必死になっている私服姿の新人受験生がいる。

「お話し中に申し訳ないが、いいかな？　君、名前は？」

　祐人は他の受験生と熱心に話をしていたが、声を掛けられて振り返った。

「へ？　あ、はい。堂杜祐人と言います」

「あ……祐人さん。じゃあ、私はこれで……」

　祐人と話をしていた受験生は剣聖に気づき、気を利きかせてその場から離れようとする。

「ああ、マリオンさん。本当にありがとうございました。とても参考になりました」

「ふふふ、いいえ、明日からお互たがい頑がん張ばりましょうね。では……」

　シルクのような金色の髪を揺らし、碧あおい瞳ひとみの少女はどういたしましてとその場を離れた。

「失礼したね。私はアルフレッド・アークライト。初めまして、祐人君でいいかな？」

　頑がん強きようそうな右手を差し出す英国紳士。その手をとっさに祐人は握り挨拶を返す。

「あ、こちらこそ初めまして……って、あれ？　あなたはさっきの……剣聖!?」

「ははは、アルフレッドでいいよ。いや、実は先程の喧けん嘩か騒さわぎで君が仲裁していたのを偶ぐう然ぜん拝見していてね。君の勇気にとても感心していたんだよ」

「あ……あれはたまたま近くにいたからで……気がついたら間に入っていただけです」

「謙けん遜そんすることはないよ。なんてったって、揉もめた相手は四天寺家の令れい嬢じようと黄家の嫡ちやく男なんだ。両者とも能力者の家系では名家中の名家。しかも、あの二人は両家で数十年に一人の天才と言われていて、すでに機関からもその将来を有望視されている若者たちだからね」

「うへ!?　そう……なんですか？　そんな有名人たちの前に僕は……」

　剣聖の話に驚き、気まずそうに冷や汗を流す祐人。

「そんなに気にすることはないよ。今回は皆、優ゆう秀しゆうな受験者が多い。どの家からも自じ慢まんのご子息、ご息女たちが参加している。機関では早くもゴールデンエイジと試験前からもてはやしているぐらいだ。失礼な物言いで申し訳ないのだが君の家は能力継けい承しようの家系なのかな？　堂杜とはあまり聞き覚えがないのだが……」

「いえ……僕は天然能力者です」

「ほう……。今回、私は体術の試験官をすることになっている。そこでお手合わせしよう。体術は得意だろう？　ん？　この霊力は君のかい？　これは……変わっているな」

「あ、これは特異体質で……勝手に出て困っているんです。ははは……え？　アルフレッドさん。何で僕が体術を得意だって分かるんですか？」

「いや、何となくね……私も体術は得意な方だからかな？　まあ、そこで君には伝えとこうかなと。ここ数年で、ランク試験の内容も変わってきているんだ。以前の試験にはアロケーションというものはなかったんだよ。私は反対だったのだがね。組織も長く存続していると効率を追ってお役所的になっていくのは仕方のないことかもしれないが。というのも、これではある種の能力者にとっては実力通りのランクが例外的に出ないことがあるんだ。そういった能力者が参加するというのを想定していないんだよ」

「はあ。で、そのある種の能力者……って」

「そうだねぇ、色々とあるがたとえば……道士のような仙道の使い手とか、かな？」

　祐人はギクっとするがなんとか平静を装うと剣聖はニッと笑う。

「まあ、彼らは強力な能力を持っているのだが、享きよう楽らく的てきで浮うき世よ離ばなれしている人たちが多いから機関には興味を示さないがね。実際、どこにいるのかすら掴つかませない」

　剣聖は軽くワインに口をつける。

「たとえばの話だよ？　おっと、あちらで怖い顔した主催者がいるから私はいかなくては。今回は道どう化け役やくという大きな使命も仰おおせつかっていてね。じゃあ祐人君、試験を楽しみにしているよ。よいランクが取れるといいね。では」

　そう言うと剣聖は板についた動作で長身を翻ひるがえし、去って行く。祐人が剣聖の後ろ姿をジッと見つめていると、周囲の視線が自分に集中していることに気づきハッとした。

「あの子は何？　剣聖と親しそうに……」

「さっきの子だよ……ほら、あの格好」

「ああ、霊力もろくにコントロールできないくせに、何を話してたんだろうな」

（うわぁ、また目立ってしまってるよ……もう！）

　祐人は周囲の嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを避さけるため……より端の方に移動することにした。

　この時、主催者テーブルに今試験の最有力家系の一つ、黄家の一行が挨拶に来ていた。ところが、剣聖の姿はなく日紗枝はすぐにアイコンタクトで剣聖を呼よび戻したのだ。待ちぼうけをくらった英雄は舌打ちをし、その険しい視線は主に祐人に向けられている。

　英雄の視線などに気づいていない祐人は、ホテルの自分の部屋に戻ろうかと考える。説明も終わったのだから何も最後までいる必要はないだろう。そう考え、祐人は目立たぬように出口に向かうと、そこでもまた祐人に声がかかった。

「やあ、もう帰るのかい？　堂杜君」

「はい？　あ……あなたは、あの時の……えーと、神前さん？」

　にこやかに笑い、明良は頷く。

「さっきはうちの姫がまた迷惑をかけてしまったね。そのおかげでひどい目にも遭わせてしまった。すぐにでもお礼と謝罪に来たかったのだけど、ちょっとゴタゴタしていてね」

「いえ、こちらも出すぎた真ま似ねをしました。すみませんでした……」

「とんでもないよ。こちらは助かった。ああなると、いつもは中々止められないからね。危なく会場が焦しよ土うどになるところだったよ。今回は珍めずらしいパターンだったかな？　ははは」

「あはは……」

（全然笑えないんですけど……）

「うーん？　喫茶店の前でも感じたけど確かに霊力が出ているね。もし答えづらかったらいいのだけど、これは君の能力と関係があるのかな？」

「あ……これは特異体質で能力とは関係ないんです」

「へー、勿もつ体たい無ないね……というか変わっているね。そういうのは初めて聞くな。それに関係ないって……じゃあ、君の能力は他にあって、この霊力を使わないのかい？」

　明良の質問攻ぜめに祐人は困こん惑わくした表情になる。

「あはは、ごめんごめん。警けい戒かいさせてしまったようだね。そんなつもりはなかったんだ。本当にただ、お礼と謝罪をしたかっただけなんだよ」

「あ、いえ……」

「明良、こんな所にいたの？　もう飽あきたから帰るわよ。あら？　あなたはさっきの……」

　祐人と明良は覇は気きのある声に会話を中断させられる。

「ああ、瑞穂様。彼は堂杜君です。ちょうど先ほどのお礼をしていたんですよ」

「な、何よ、お礼って。あ、あの時は……」

「申し訳ありませんね、堂杜君。瑞穂様はちょっと男性不信の気があってね。許して下さい。根は優やさしい方ですので。そうだ！　今度、食事でもどうかな？　瑞穂様も同席で」

「ちょっと！　明良！」

「あ、気になさらないで下さい！　僕が勝手にしたことに違ちがいはないので。食事も結構ですから。じゃあ、僕は部屋に戻りますので、ご丁てい寧ねいにありがとうございました」

　祐人は頭を下げながら、そそくさとその場を離れ退室する。

「あらら、振ふられてしまったかな？」

「振られたのはあなたでしょ。でも、四天寺との食事を断るなんて……身の程知らずね」

「瑞穂様が素す直なおにお礼を言わないからですよ。それに四天寺家とか知らないんじゃないですかね？　または興味がないのかも知れないですね。天然能力者のようですし」

「……ふん、そんなの、ただ無知なだけでしょ」

「また誘さそいます？」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　部屋に帰るわよ。あなたたちのホテルは別でしょ？　早く行きなさい」

　明良は「はい」と返事しながら、本音はお礼と謝罪が出来なかったことを少なからず気にしている少女を微笑ましくも困ったように見つめた。

「そういえば、日紗枝さんとはお話しできました？」

「久しぶりにお話しできたわ。日紗枝さん、忙いそがしそうだけど元気そうで良かった。今度はゆっくり食事でも一いつ緒しよに出来ればいいのだけど……」

「試験中に時間が取れるかも知れませんよ。立場もあるでしょうけど親しん戚せきなんですから、そこまで気を使わなくても大だい丈じよう夫ぶです。日紗枝さんももっとお話ししたいでしょうし」

　大峰家は神前家と共に四天寺家の分家にあたる。一人っ子の瑞穂は、幼少の頃ころから日紗枝を実の姉のように慕したっていたのを比ひ較かく的てき、歳の近い明良は知っていた。しかし、最近は機関の支部長としての仕事が忙しく、会う機会がまったくなかった。

　明良に「そうね」と答えて、瑞穂たち一行もパーティー会場を離れた。




　祐人や瑞穂があてがわれたホテルの部屋に戻り、パーティーも閉会して一時が経たつ。

　試験会場になった巨大ホテルの敷地は広く、ホテルの建屋から離れれば敷地内といえどさすがに薄うす暗ぐらい。そのため夜になるとほとんど人気もなく独特の静せい寂じやくがある。

　その広大な敷地の中でホテルの建屋が一望できる場所に、ロングコートを身に着けた三人の異国人がホテルを睨にらみつつ寛くつろいでいた。

「何でこんな所まで来ちまったかねぇ。せっかく雇やとってもらった仕事がこれでパーですわ」

　三人の中で最も小こ柄がらの男は汚よごれが目立つコートを風に靡なびかせつつ大きな鼻で嘆息した。

　それに対し銀ぎん髪ぱつを掻かき揚あげた三人の中で唯一の女性が答える。

「まあ、そう言うな。我々の予想が正しくて、あの資料を見たとすれば……十中八九、奴はここに来る。コミュニティの爺じい様さま方が今回の件には大層、腹を立てているんだ」

「へーへー。しかし、何でまあ、三人も要いるんか？　相手は聞いたところ長生きはしちゃいるが、その実はひよっこだって話だぜ？　その馬鹿が殺った能力者の奴らも、へなちょこぞろいだって話じゃないか」

　この会話の後ろで身の丈たけ二メートルはあろうかという大男が、えらく小さく見えるノートパソコンを弄いじりながら地べたに座すわっている。

「今、連れん絡らくが入った……。コミュニティも奴の能力はこちらの予想通りと言っている」

「やはりな……それで我々が感知できなかった理由がはっきりした。そうなると少々厄やつ介かいだな。奴を目視で確かく認にんしなければならなくなる」

「この写真一枚だけだが、なあに、会えばすぐに分かるさ。ヘンテコな能力があってもな」

　銀髪の女性は無言で頷き、切れ長の目でホテルの方に顔を向けた。

　そして、大男がノートパソコンを閉め、ゆっくりと立ち上がる。

「油断は禁物だ……」

「ケッ、図ずう体たいはでかいくせに、慎しん重ちようなこって」

　大男は無表情のまま、猫ねこ背ぜのため実際はもっと大きいだろう体を翻した。

「見回りをしてくる……。連絡方法はいつも通りに……」

「分かった」

「あいよ」

　そう言うと三人はそれぞれに闇やみ夜よに溶とけて消えた。







第４章　新人ランク試験　実力と評価と







　試験一日目。

　新人試験がついに始まりスケジュール通り朝の十時から筆記試験が開始された。

　祐ひろ人とは高校の入学試験の時を思い出すなぁ、などと暢のん気きなことを考えながら問題用紙を開ける。受験者は三十八人と意外に少なく感じた。

（げ、全然分からん。特とく徴ちようと弱点たって……知らないよ、こんな名前の妖よう魔まなんか）

　祐人は焦あせるが三十問ぐらいはある問題をとにかく全部埋うめることに集中した。

　筆記試験は時間通り終しゆう了りようし、十二時から昼食となる。昼食は朝食と同じくビュッフェ形式で用意されると聞いている。また、すべての試験の結果は随ずい時じ発表するとのことで、この筆記試験も二時までにはご丁寧にこの会場内に貼り出すとのことだった。

「ダメだった……ほとんどが何となくあいつかな？　というような人外だったもんなぁ。あと、世界能力者機関の理念とか規則は全すべて適当……」

　祐人は一人、テーブルでペチャンコになっている。

　昼食を終え、祐人はチラッと周りを見てみるが、みんな優ゆう雅がにティータイムを楽しんでいる。いかにも充じゆう実じつした表情の人ばかりで、すでに受験者同士の交流も盛んに行われている。

　しかし、今いるテーブルには祐人が一人。

　唯一、一人しかいないテーブルなのだが、このテーブルには誰だれもやってこない。

（まあ、僕と仲良くしても何のメリットもないもんな。しかも……うわぁ、また来たよ）

「おい、お前！　親切にもこの俺が恥をさらす前に帰ることを勧すすめたのに、まだこんな所にいたのか。まったく、脳のう味み噌そまで低能力なのか？　お前は」

　黄こう家の嫡男、英ひで雄おは祐人に会う度たびにしつこく陰いん湿しつな罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけてくる。

　どうやら瑞みず穂ほとの一件が相当気に入らなかったらしい。

（もう、言い返す気も起きないよ……この人には。何でこんなに僕に絡からむかなぁ）

「いいか？　早く帰れよ。不ふ愉ゆ快かいな劣等能力者」

　いつもの嫌味な笑みを見せ、いつの間にか出来た取り巻きを連れて行ってしまう。

　祐人は深い息を吐き、嫌な気分を払おうとコーヒーをもらいに席を立とうとした。

「どうでした？　試験は？」

　綺き麗れいで澄すんだ声に話しかけられ「え？」と祐人は顔を上げる。

　するとそこにはコーヒーカップを二つ持った金きん髪ぱつの少女がいた。

「あ……マリオンさん。あはは、頑張ったんですけどね。ちょっと自信はないかな？　せっかくマリオンさんが色々教えてくれたんだけど……」

　前夜のパーティーで唯一、話をしてくれた異国の少女は形のよい眉を八の字にする。

「そう……でも試験はこれだけではないですし、最終的には総合ランクですから。はい、コーヒー」

「あ、ありがとう。そうだね……よし！　まだ始まったばかりだもんね、頑張ろう！」

　気をとり直して、マリオンに笑いかけるとマリオンも表情を柔やわらかくする。

（ああ、癒いやされるなぁ。あの野や郎ろうの後だから、なおさらだぁ）

「そういえば……マリオンさんって日本語上手ですよね」

「あ、私、四分の一は日本人の血が入っているんですよ。父の国こく籍せきはアメリカでしたけど、日本人とドイツ人のハーフでしたから……。母はフランス人でしたけど」

「どうりで……。なんか国際的ですね……あ……」

　祐人は今の会話である事に気付く。「でした」って……。

「ごめん……僕、余計なこと聞いて……」

　祐人が申し訳なさそうな顔をするとマリオンは驚いたようになる。

「え!?　全然！　そんなつもりで言ったのではなかったんですけど……。うん……父は六年前に、母は去年に……ね」

　祐人は顔を曇くもらせた。自分も母を一年前に亡なくしている。すべては無理だが彼かの女じよの気持ちの一いつ端たんは想像できる。真ま面じ目めな顔で俯うつむく祐人をマリオンは見つめた。

「祐人さんて不思議な人ね……。私、これでも人見知りが激しいんですよ。でも、祐人さんは話し易やすいです。それに、突とつ然ぜん、鋭するどいんですもの。驚いちゃいました」

「い、いや、そんなんじゃなくて！　実は僕も去年、母さんを亡くしているから……。でもとっくに吹ふっ切きっているよ。筆記試験には落ち込みそうだけどね」

　祐人の話を真しん剣けんに聞くマリオンだが顔を赤くしてあたふたする祐人を見て自然に笑い出してしまう。そのマリオンに釣つられて祐人も微びし笑ようした。

　その後、二人は会話が弾はずみ、今度は祐人が二杯はい目のコーヒーを二つ持って来た。

　他の受験者も互いの話題で盛り上がり、全体的には和やかな雰ふん囲い気きのビュッフェ会場。

　その時……その雰囲気を壊こわすかのように会場の扉とびらが乱暴に開けられた。

　そして扉から、無ぶ遠えん慮りよに黒服の一団が我わが物もの顔がおで入ってくる。

「何だ？　何だ？　いきなり」

「何かしら……あの人たち」
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　突然の不ぶし躾つけな乱入者に受験者たちも何事かと、視線が集中する。その一団の中央には黒服の大人たちに囲まれて自分たちと同世代ぐらいの金髪の少年がおり、その少年は静まり返った昼食会場を探さぐるように見み渡わたすと祐人とマリオンのいるテーブルでその目が止まる。

　そして、何やら黒服の一人がこの少年に耳打ちをした。

　明らかにこちらを向いている金髪の少年が薄うす笑わらいを浮うかべ、祐人には軽く嫌けん悪お感が湧わく。できることなら関かかわりたくない部類の人間たちに見えた。

　だが、祐人の願いを裏切り、その少年は両手をスラックスのポケットに入れ、唇くちびるの片側をニヤつかせながら祐人たちのいるテーブルの前までやって来た。

　祐人もマリオンも目を合わさないように努めていたが目の前に立たれたため、致いたし方かたなくその場違いに見える一団に顔を向けた。近くで見るとその金髪の少年はそばかすの目立つところがあったが普ふ通つうにしていれば端たん整せいな顔に見えた。しかし、その表情は歪んでおり、その内面が外側に出ているのが見てとれるようだった。

　少年はマリオンのすぐ横に立つと顔だけを近づけるように腰こしを折りマリオンを見下ろす。

「あんたがマリオン・ミア・シュリアンかい？　へー、思っていたより可愛かわいいじゃない」

「……どなたですか？」

　マリオンは柔にゆう和わな顔を固くすると少年は大おお仰ぎように手を額に当てる。

「おいおい！　本家の主しゆ筋すじの顔も知らないのか？　僕ぼくはジャンピエール・ド・オルレアンだ。名前ぐらいは聞いたことあるだろ？　場合によってはお前に命令をする立場でもあるんだぜ？」

「……私はオルレアン家とは関係ありません」

「はーん？　面おも白しろい事言うじゃない！」

　言うやジャンピエールは片手をポケットから出してマリオンの胸むなぐらを乱暴に掴んだ。

「あう！」

　マリオンは眉を寄せて首筋の痛みに体勢を崩くずす。

「だったら！　〔ラファエルの法ほう衣え〕を返せよ！　あれはお前の母親がオルレアン家から持ち出した神具だろうが！　あれを持っていてオルレアン家と関係ないとは言わせねえぞ！　こっちは分家の小こ娘むすめが新人試験を受けるってことで、わざわざフランスから来てやってんだ。おら！　感謝の言葉はどうした！　あん？」

　騒そう然ぜんとするビュッフェ会場……。胸むな元もとで吊つるされるような体勢でマリオンは口を噤つぐんだ。

「おい……本当かよ、オルレアン家だってよ」

「ああ。あの裏オルレアンだろ？　俺おれ、初めて見たわ」

「なんでも、機関にも相当な影えい響きよう力りよくを持っているらしいって話だな……」

　オルレアンの名に他の受験生たちが顔色を変える。突然の事でもあり、また、話の内容を理解できるはずもない祐人は見ていることしかできない。

　すると……マリオンは唇を噛かみ、諦てい念ねんの表情で目を瞑る。

「申し訳……ありませんでした、ジャンピエール様。わざわざ私のためにお越し頂きまして、ありがとう……ございます」

　それを聞くと、ジャンピエールは口元だけで笑えみを見せる。

「はん！　ちょっと周りから優秀だの言われて付け上がりやがって……分家風ふ情ぜいが！」

　マリオンの言葉で少しは気が済むかと思いきや周囲の受験者がこちらに注目しているのを見て、ますます息巻いたジャンピエールがさらに言葉を続けようとする。

　すると、ガシャン！　続けてガタン！　とすぐ横から大きな音が鳴った。

「うっきゃー、熱っ！　あっちちちー!!」

　突然暴れだした祐人にジャンピエールと黒服の従者たちも驚く。続けてコーヒーを片手に持った祐人に当たり、大きな丸テーブルが大きく傾かたむく。ジャンピエールは咄とつ嗟さにテーブルを避けるためにマリオンから手を離はなし、体勢を崩した体を従者に支えられた。

「ああ、すみません！　すみません！　ちょ、上着を脱ぬがないと……火傷やけどしちゃう！」

　慌あわてて上着の長なが袖そでシャツを脱ぎながら祐人は平ひら謝あやまりする。

　我に返ったジャンピエールは調子良く話をしていたところを中断させられ、またその情けないよろけ方に周囲から笑い声があがったことから烈れつ火かのごとく怒り出した。

「貴様ぁ！　何だ!?　この僕に、オルレアン家に楯たて突つく気か!?」

「そんな！　楯突くも何も、そんな気あるわけないじゃないですか！」

「黙だまれ！」

　相手が下手と見るとジャンピエールは嗜し虐ぎやく的な表情を浮かべ、祐人の胸ぐらを両手で荒あら々あらしく持ち上げた。祐人は脱いだ上着の長袖シャツを片手に体が反り返り、掴まれたＴシャツが顔より上に伸のびると祐人はされるがままになってしまう。

　周囲の受験生から小さい悲鳴が上がる。

「祐人さん！　や、止めてください！　ジャンピエール様！」

　ジャンピエールは必死に嘆たん願がんするマリオンと祐人の情けない顔を交こう互ごに凝ぎよう視しする。

「……気に入らんなぁ。貴様、僕に謝罪しろ。危なくこの僕が転びかけたんだ。薄うす汚ぎたない野の良ら犬いぬにも躾しつけは必要だろう？　そうだな……お前、土下座して許しを請こえ」

「ジャンピエール様！」

　横からマリオンが悲鳴のような声を上げる。

「うるさい！　それならマリオン。お前が……代わりに土下座するか？　ククク」

「……っ！」

　ジャンピエールの代だい替たい案あんにマリオンの表情が固まり……会場全体が静寂に包まれた。

　そして、僅わずかな沈ちん黙もくの後……マリオンは目を半分閉じて表情を消した。

　受験生全員がいる。その皆の目が集中する前でマリオンは膝ひざを床ゆかにつけようと力なく両手を同時に前方に出して屈かがみだす。

　マリオンの体が僅かに震えているのを見てジャンピエールは満足気に嬉き々きとし、それでいて今、自分が会場全体を支配しているような錯さつ覚かくに酔よいしれる。

　しかし、その心ここ地ちのよい酔いは会場の静寂を破る祐人の大きな声に醒さまされた。

「ああ！　すみません！　すみません！　僕が悪いんです！」

　外から見ていても見苦しく手足をバタバタさせて騒さわぎ出す祐人。

「クッ！　こいつはぁ！　だったら早く貴様が土下座しろ！　この！」

　またしても祐人に最高の昂こう揚よう感を害されてジャンピエールは怒り、祐人のＴシャツを力任せに引っ張ると横に投げ飛ばした。同時に衣服が裂さける音がし、祐人が情けなく転ぶ。

　見れば祐人のＴシャツは胸元から一番下の裾すそまで破れてしまっていた。

「祐人さん！」

　派手に転がる祐人に驚おどろいたマリオンが慌てて駆かけ寄よると祐人の肩かたに手を添そえる。

「あ痛たた……。ははは、マリオンさん、大丈夫だから」

　そう言うと祐人はゆっくりと立ち上がる。だが、先ほどの情けない姿はない。表情も自然体で背筋を伸ばし、祐人はジャンピエールと向かい合った。

「おい！　早く跪ひざまずいて……う！」

　ジャンピエールは息を呑のんだ。

　その原因は無残に破れた祐人のＴシャツが床に落ち、顕あらわになった祐人の上半身。

　素しろ人うと目めで見ても、まさしく無む駄だなく鍛きたえ抜ぬかれたと分かるものだった。しかも、その凄すごみと美しさすら感じる祐人の体には決して軽くはないだろう無数の傷きず跡あとが見受けられた。

　ジャンピエールに従う黒服たちも条件反射で主人の前に出て身構える。

　地味で頼たよりなさそうな祐人の顔に似つかわしくないその体と傷跡が異様な雰囲気を放っており、ジャンピエールは無意識に一歩後ろに下がった。会場にいる受験者たちも静まりかえり、すぐ後ろにいるマリオンも祐人の体の傷跡に驚いてしまう。

　緊きん張ちよう感がビュッフェ会場を包みだし……祐人は黒服の一団に向かい歩き出した。周囲の視線が祐人に集まり、より緊張は高まっていく。ジャンピエールの従者二人が主人を守るように立ちふさがった。それを見て祐人は歩みを止める。

　そして……

「驚かせてすみませんでしたー！　楯突く気なんて全くの誤解です！　許してください！」

　突然、祐人は躊躇ためらいもなく両りよう膝ひざを床に乗せて両手をついた。張りのある大きな声で必死に何度も頭を下げて謝あやまる祐人は顔も涙なみだ目め。

「……へ？」

　その姿にそこにいた全員の思考が止まる。

　ジャンピエールも体が硬こう直ちよくした……が、すぐに下品な笑みを漏もらす。

「は……は、ははは！　この下げ賤せんが！　次は気をつけるんだな！　おい、マリオン。お前も自分の立場を弁わきまえておけよ？　それに僕たちは忙しいんだ。これから主催者に挨拶をしてすぐにフランスに帰る。お前も試験が終わったら本家に挨拶に来い！　分かったな」

　そう言うと大いに高笑いをしてジャンピエールは従者たちに合図をする。そして、まだ深々と土下座している祐人を一いち瞥べつして、愉ゆ快かいそうに昼食会場から去っていった。

　マリオンはその姿を睨みつつ、頭を下げている祐人の肩に手を掛かけた。

「祐人さん……」

「ぷはー、助かったぁ」

　ジャンピエールたちが消えたのを確認して、祐人は顔を上げて心底安堵の表情をした。

　その一部始終を見ていた受験者たちは、嵐あらしが去ったような面おも持もちで一息つくが、

「あいつ……よく土下座なんかできるよな」

「ああ、俺なら絶対無理だぜ。プライドが許さねー」

「ヤダ、情けなーい。あんなのに気を使ってあげているマリオンさんが可哀かわい相そう……」

「きっと守る誇ほこりも無い家なのよ」

　と厳しい評価を祐人に下した。中でも最も楽しそうにしているのは英雄だ。

　それら受験者たちの声が耳に入り、マリオンはその温和な顔からは想像できない表情で立ち上がる。涙目で周りを睨みつけ、唇を震わせて何か言葉を発しようとしたとき……目の前に祐人がひょいっと立ち上がった。

「ああ！　これじゃあ、次の試験受けらんないよ！　早く着替えて来なきゃ！　ちょっとごめんね、マリオンさん」

　そう言い、マリオンの肩に手を置いて笑いかけると昼食会場を出て行こうとした。

　その姿に気を抜かれたマリオンはハッとする。

「あ、祐人さん！　ごめんなさい、ごめんなさい。私のせいで！」

「え？　いやあ、僕が悪かったんだよ。変な奴やつらに緊張して落ち着こうとコーヒーを飲もうとしたら手を滑すべらしちゃって……」

「それは私が洗いますから！　洗わせて下さい！」

「あはは、大げさだなぁ。そんなに気にしないでいいよ。マリオンさんは全然悪くないじゃない。それに僕は結構、洗せん濯たくは得意だから」

　緊張感のない祐人の態度、しかも声が大きく周りの空気も全く読んでいない様子だ。

「もうー、みっともないから早く着替えてきなさいよ！」

「この騒ぎはお前のせいだぞ！　マリオンさんに迷めい惑わくかけやがって！」

　周りから祐人に対し非難の声があがる。それに対し祐人はひたすらペコペコと頭を何度も下げながら出て行った。祐人が出て行くと不思議と元の雰囲気が甦よみがえり、全員元の席に着く。

「まったく、とんだ人がいたものねぇ。ねえ、四し天てん寺じさん。……って、あれ？」

　瑞穂と一緒にお茶を楽しんでいた受験者たちは祐人たちから一番離れたテーブルに座っていた。だが、そこにいたはずの瑞穂がいつの間にかいなくなっている。

　そこにいた受験者の少女たちは呆あつ気けに取られるようにお互いに目を合わせた。




「しっかし……嫌いやな奴が多いよなぁ。あのフランス野郎といい中国野郎といい……。僕の貴重なＴシャツをどうしてくれるんだよ、まったく。これは何がなんでもランクを取得しなきゃ割に合わないよな。この脱いだシャツも替えないと。バレると面めん倒どうくさいし……」

　祐人はブツブツと一人愚ぐ痴ちを溢こぼしながらホテルの自室に向かい歩いている。

　すると祐人は前方に見たことのある少女を見つける。

（あれ？　あの人は……）

　いつからそこにいたのか、ホテル内の宿しゆく泊はくフロアに行くときに必ず通る通路に設置されたソファーに四天寺瑞穂が足を組んで座っていた。

　祐人はちょっとだけ緊張し、上半身が裸はだかのまま、破れたＴシャツと脱いだ長袖シャツを胸に抱かかえつつ、その横を通とおり抜けようとする。

「あなた……待ちなさい。すれ違ちがっていながら私に目も合わせないとはどういう了りよう見けんかしら？」

「え!?　いや、四天寺さん、ちょっと急いでいたから……この格好じゃ恥はずかしいし」

「ふーん。ホテルの中なんだから、そんなに寒くはないでしょう」

「いや、寒いとかじゃなくて、上半身裸でいるのはさすがに不ま味ずいと思うから……」

「着る物ならあるでしょう。その手に汚れていない奇き麗れいなシャツがね！」

「なな！　こ、これはコーヒーで汚れてしまっているから、僕は着き替がえが必要なんだだだよ」

「私の目を誤ご魔ま化かせると思わないことね。それじゃあ……見せてみなさいよ。その後ろに隠かくした、汚れているっていうシャツを！」

「え？　何で？　うわ！　ちょっと何すんの！」

　立ち上がりざまに瑞穂は猛もう然ぜんと襲おそい掛かって来た。そして祐人が持つ長袖シャツに手を掛けようとする。驚いた祐人は慌ててシャツを渡わたすまいと避けると、二人はまるで子供同士がじゃれるように揉み合あった。祐人には瑞穂の目的がまったく分からない。

「もう！　やめて下さいよ！　何がしたいんですか、四天寺さんは！」

「気に入らないのよ！　さっきのあんな腐くさった奴なんか、私が張はり倒たおそうとしたのに！　あんたがしゃしゃり出てきて邪じや魔まをして。ああいう奴はね、無意味に伸びたあの鼻も、その根こん性じようも体ごと叩たたき折るのが一番いいのに！　マリオンって子のためにも！　あんただってあんなクズのせいで土下座までして大おお恥はじをかいていたじゃない！」

　瑞穂の怒いかりのこもった言葉を聞くと祐人は瑞穂の言いたいことを理解した。

　祐人は動きを止めて瑞穂を正面から見つめ、瑞穂もその祐人を睨み返かえした。

　その眼光を受けつつも、祐人はこの少女のまっすぐで潔けつ癖ぺきな正義感を好ましく思った。

「四天寺さん……それでは駄だ目めなんだよ」

「何が！」

「あいつを四天寺さんが張り倒して……その後はどうなるの？　ああいう奴の行動なんて……結局、苦しむのはマリオンさんだけだよ」

　瑞穂の手に入っていた力が緩ゆるむ。祐人の言う意味が分かるのだ。

「そ、それは……」

　それは充じゆう分ぶんにありえると瑞穂は思ってしまう。しかも、相手は裏オルレアン家だ。名門の四天寺家でも理由もなく、容易には手を出せない。マリオンがオルレアンの分家だというなら尚なお更さらだ。それこそあの少年が自分のストレスをマリオンにぶつけるのは想像に易い。

　しかし、瑞穂はそれを祐人に指し摘てきされて気付かされた事が悔くやしくなってくる。

「だ、だからと言って！　赤の他人が、あなたが大恥をかくのが良かったとでも言うの？　あなた何様？　格好をつけて自己犠ぎ牲せい精神旺おう盛せいなヒーローにでもなったつもり？　は！　ちゃんちゃらおかしいわ！　ろくに霊れい力りよくも扱あつかえないあなたが！」

　祐人は神しん妙みような顔になり聞いている。

「それで！　偉えらそうなことを言っているけど何か状じよう況きようは変わったの？　あのマリオンって子の状況は好転しているの？　あんたの自己犠牲によって！」

「……」

　この時、瑞穂は自分がこの少年に対して明らかに言いすぎている事を理解していた。だが、止まらない。

「あんたのお陰かげで何か状況は変わったのかって聞いているのよ！」

「変わっていない……。変えることはできない。僕にそんな力はないよ……」

　瑞穂は自分の心が少し痛むのを感じる。僅かだが、祐人の目に戚せき然ぜんとした色が見えたのだ。

　だがその直後、祐人の目に一いつ瞬しゆん、力がこもる。

「いや……事態を変えるのは自分自身でなければならないと思う。だから僕は彼女の状況を良くしようとしたんじゃないよ。あの時は、僕がああしたいと思ったからそうした。ただ、それだけなんだ。自己犠牲なんて夢にも思っていないよ」

　祐人は顔を上げて明るく笑う。

「それに、あの状況と空気は何か耐たえられないじゃない？」

　瑞穂はその場に似つかわしくない笑え顔がおに……何か言おうとした口が止まってしまう。

「……ッ。あ、あなた……」

「瑞穂様ぁー！　いますかー？」

　その時、祐人たちから死角になるエレベーター前のスペースから声が聞こえてくる。祐人がそちらに顔を向けたので、釣られるように瑞穂も振り返った。

「あ、瑞穂様！　こんな所にいたのですか。捜さがしたんですよ、ビュッフェの所にも試験会場にもいないんですから……。何をなさっているのですか？　一人で」

　どうやら瑞穂を捜していたらしい明あき良らが早歩きで寄って来る。

「明良……え？　一人？　あー!!　に、逃にげられた」

　いつの間にか祐人の姿がなくなっていることに気付き、瑞穂は歯は軋ぎしりをする。

（何よ、あいつ！　この私に偉そうに！　せっかく私が……自分は大恥をかいて皆に馬ば鹿かにされているってのに！）

　そんな瑞穂を明良は不思議そうに眺ながめる。

　それは明良が従者になって初めて見る瑞穂の表情だったのだ。




◆




　この日、夕方からの試験は基き礎そ霊れい力りよく・魔ま力りよく測定である。

　測定は能力者機関専属のイーラとドーラという女性が行うことになっている。

　イーラは霊力専門でドーラは魔力専門との事だった。普ふ段だんは調査と研究が主任務だそうだが、彼女らはその特とく殊しゆ能力で霊力、魔力の強さを測ることが可能なのだそうだ。

　一いつ旦たん集められた受験者たちは霊力部門と魔力部門に分けられ、説明を受けた後にホテルの自室で待機し、連絡が来たら一人ずつ計測専用の会場に行くことになっている。

　長時間待たされ、部屋に寝ね転ころがりながら待機していた祐人にもようやく呼び出しの電話が鳴り、言われたとおりに会場に向かった。

　会場前には機関の職員が二人立っていて、祐人を確認すると中へ案内された。

　会場に入ると、中には特に何もなく、意外と狭せまく薄暗い。

　怪あやしい雰囲気に祐人はゆっくりと前に進むと、前方に白髪の女性が肘ひじ掛かけ椅い子すに座っているのがおぼろげに見えてきた。そこで気付いたのだが、その女性は白髪といっても見た目は幼く、十代半ばより下に見える少女であった。

　意外な人物にちょっと驚いている祐人に白髪少女は気だるそうに目を向けた。

「はい、堂どう杜もり祐人君ですね。私が基礎霊力を測定するイーラといいます。はあー、やっとこれで最後ね……。それでは早さつ速そく測りますけど、その床にある印の上に立って霊力の続く限り全開で解放してください。あ、ちゃんと結界を張ってあるから心置きなくお願いします」

「あ、はい。あの……僕のこの霊力なんですが、実は僕……」

　祐人は自分の特異体質を正直に説明しようとするが遮さえぎられてしまう。

「はいはい、早くして下さいね。毎年、霊力部門の方に人が多くて、とっくに魔力部門の方は終わっているんだから。絶対にもう飲みに行っているし、ドーラの奴！　それに今回は優ゆう秀しゆうな新人が多くてもう既すでに時間オーバーなの。私も早く飲みに行きたいの！」

　途と中ちゆうから声が小さくて祐人には聞こえなくなるが不ふ機き嫌げんそうなのは伝わってくる。祐人は仕方なく床に施ほどこしてある今まで見たことのない魔ま法ほう陣じんのような印の上に立った。

（霊力のコントロールも出来ないし、能力も霊力を使わないんだけど……いいのかな？）

「はい、今から魔力を出すけど驚かないでね。確かに霊力と魔力は反発し合うからぶつけ合えば危険だけど、私はその特性を使ってあなたの霊力を測るの。あ、勝手にその印から絶対出ないでね。出たら、あなたの霊力と私の魔力が直接触ふれて部屋ごと吹き飛とぶから」

　そう言うと、祐人が床にある印の上に立つのを確認し、イーラが目を瞑つむる。イーラの髪かみが風もない部屋の中で揺ゆれ動うごくと、それに呼応するように床の印が青白い光を発し始めた。

「ああ、これはすごいです。ビリビリきます。今年の新人たちは本当にすごいですね。でも、その中でもこれは……質が違います。なんという濃こさですか。それにこれだけの霊力なのに、広がる範はん囲いが狭いですね。素す晴ばらしいコントロールです」

（あはは……立っているだけなんですけど……）

　三十分後……。

「はあはあ。ちょっと、まだいけるんですか。くっ……私の方がイってしまいそうです」

　祐人はこれ以上意味が無いのでは？　と思うのと何か妙みように色っぽくなってきたイーラの反応に戸と惑まどいだした。

（か、帰ろう、その方が良さそうだ。じゃあ、反発しないよう霊力の周りに仙氣を……）

　祐人は椅子の上で艶つやっぽく悶もだえるイーラを見て、印の上から体を外した。途と端たんにイーラは椅子の片方の肘掛に上半身を乗せて息も絶え絶えになってしまっている。

　すると、イーラのトロンとした目と祐人の目が合う。

「あ、あの、それじゃあ！　僕は部屋に戻もどります！　ありがとうございました！」

　そう言うと逃げるように部屋を出る祐人を疲ひ労ろう困こん憊ぱいの顔でイーラは見つめていた。




　祐人は会場を飛び出し、ホテルの自室に戻ると時間はすでに夜八時を過ぎていた。

（うーん、使えない霊力を測定してランクを取るというのも気が引けるけど……この際、仕方ないよな！　要はランク取得後の仕事をきっちりこなせばいいんだから）

　祐人は強ごう引いんにそう自分に言い聞かせると、えらくお腹なかが空いてきた。いつ呼び出されるか分からなかったので、当然、食事も取っていないのだ。

　今試験は夕食までは用意されていないため、夕食は自分で用意しなければならない。

　ただ、ホテル内で食事をするには祐人には高価すぎるので、駅まで歩き、コンビニエンスストアでおにぎりとお茶を買うことにし、適当に食べ物を購こう入にゆうすると祐人はホテルの自室へやや重い足取りで戻る。

　やたら広く、公園のようになっているホテルの敷しき地ちに入り、祐人は正面玄げん関かんに向かった。

「こんな調子でランクなんて取れるのかなぁ？　まあ、そんなこと考えても……ん？」

　その時である。独り言を言う祐人はすっと足が止まった。そして、その表情は硬かたい。

　祐人は辺りをゆっくり見回した。微かすかな違い和わ感かん……という程ほどでもなかった。

　だが、祐人はこの感覚を信じている……というより、多くの経験を通して信じるようになっていた。祐人は、表情を変えずに近くにあったホテル正面玄関に向かう途中に設置してあるベンチにコンビニ袋ぶくろを置いた。




「あら？　あの子は確か受験者の……え!?　消えた？」

　そこはホテルの二階にあるレストランのバルコニー。日ひ紗さ枝えは食事を終え、外の風を受けにレストラン専用のバルコニーに出てきたところだった。

　そこで、向こうから歩いてきたランク受験者の少年を見つけたのだが……見失った。

「どうかしたのかい？　日紗枝」

　後ろからやって来たアルフレッド・アークライト……その世界では剣けん聖せいとも呼ばれる男が日紗枝の腰に自然と手を回す。

「あの子は確か……堂杜祐人君って言ったかしら？　今、あなたのお気に入りがね、あの辺りを歩いていたんだけど……消えたのよ」

「ほう……」

　剣聖は目を細める。日紗枝は「気になる？」と剣聖を見る。

「いや、今は君の機き嫌げんの方が気になるかな？」

「ふん！　そんなこと言っても何も出ないわよ。アルは明日の体術試験官として、今日はしっかりと休んでね！」

　日紗枝は腰に回った剣聖の手を振ふり払はらうようにレストランの中に戻っていった。

　剣聖は肩を竦すくめるような動作をした後に、少年がいたという庭の方にダークブラウンの瞳ひとみを静かに向けた。




　ホテルの敷地内は多くの木々が生おい茂しげっており、ホテルを中心に一周できるよう散歩道がある。また、その散歩道には等とう間かん隔かくに休きゆう憩けい所しよとして東あず屋まやが数すう箇か所しよ設置されていた。

　今、その内の一つの東屋に祐人はいた。

　祐人は無言でそこにある二つの異国人と思われる男性の死体を眺めている。

　祐人はあの後、違和感のある方角に向かうと、前方から男性の断だん末まつ魔まのような叫さけび声ごえを聞くことになる。そして、スピードを上げて現場に着いた時にはすでに今のような状況だった。

（どうしたものかな？　警察に言うか、いや……それとも）

　普通、すぐに警察に通報しなければならないはずだが、祐人が何な故ぜそんなことを思案しているのかというのもこの死体は……人間ではない、からであった。

　また、祐人がもう一つ気になるのはこの現場から怪け我がを負って逃げ出だした者もいるということだ。地面にはホテルの外側へ向かうように血けつ痕こんが地面についている。その量から推測するに、その血痕を残した主は決して軽傷ではないということが想像できた。

（この犯人か、もしくは……）

　春の生暖かい風が辺りを通り抜けて草木が揺れる。

　祐人は何気ない動作で地面に落ちている、まだ瑞みず々みずしい緑色のままの木の葉を拾った。そして、それをまるで投げナイフを扱うように木々が生い茂る暗がりの方向に投げた。

　その木の葉はその質量では考えられないほどのスピードで木々の間に消えていく。

「気のせいか……な？」

　辺りには先ほどより強い風が吹き、祐人の足あし下もとにある二体の死体が衣服を残して灰となり消えていく。その衣服から一人は小こ柄がらで、もう一人はかなりの大男のものだったと分かる。

「うーん、まだ気になるんだけど……大おお峰みねっていう人に言っておこうか。僕の範はん疇ちゆうじゃないだろうし……。あ！　僕のお茶とおにぎり！　捨てられたら大変だ。早く戻らなくちゃ！」

　祐人は購入した夕食が急に気になりだし、ついでにこの件を試験事務局に伝えればいいかと考え、急いでその場から走り去る。

　そしてそこには……大男と小男だっただろうという男性の衣服だけが残された。

　その数秒後……祐人が消えた東屋の茂みの暗がりの奥おく……。

　まさに祐人が木の葉を放った方向の暗がりにさらに暗い空間ができる。

「何者だ？　奴は。ククク、新人……か？　私の存在に勘かん付づくものがいるとは……。お陰で一人、刺し客かくを逃のがしてしまったじゃあないか……」

　暗がりの奥の空間で、その頬ほおから流れる一筋の血を長い爪先で拭ぬぐった者がいた。




　祐人は夕食の無事を確かく認にんすると、その足で試験事務局がある部屋に行き、事の次し第だいを説明した。責任者である日紗枝もすぐにやって来て祐人の話を聞くや、すばやく指示をだす。

「大峰様。たしかに言われた場所に衣服がありました。すぐに付近を調査しましたが、今のところは何も見つかっていません。また、現場にいたと思われる怪け我が人にんの捜そう索さくも継けい続ぞく中です」

「そう……。衣服から所持品を調べた上で報告を頂ちよう戴だい。それと念のため、人を動員して警備をしてくれる？　装備もＢ装備までの携けい帯たいを許可します」

「分かりました」

　機関の職員が退室するのを見届けると、日紗枝は祐人に顔を向けて謝意を示す。

「堂杜君、ありがとう。でも……よく気付いてくれたわね。後はこちらで対処するから、今日はゆっくり休んでね、明日からも試験は続くんだから」

　祐人を労ねぎらいつつ、そう言うと日紗枝は祐人の持っているコンビニ袋が目に入った。

「それとそれが夕食？　もっとちゃんとしたものを食べないと駄目よ。育ち盛りでしょ？」

「そうしたいんですけど……。あははは」

　祐人は乾かわいた笑いをするが、すぐに真面目な顔になり日紗枝に聞いた。

「今回のこれは……新人試験と何か関係があるんでしょうか？」

「分からないわ。ただ、彼かれらのような人外が能力者の集まりに仕し掛かけてくることは考えづらいわね。何の得にもならないどころか、場合によっては自分自身が危険よ。まあ、念のため、こちらで調査と警備はするから、この件は私たちに任せて堂杜君はもう休んでなさい」

「確かに……そうですね。じゃあ、僕はここで」

　祐人は日紗枝に会えし釈やくをして、退出しようとドアに手をかける。

「あ、堂杜君。一応、この件は口外はしないで欲ほしいの。受験者たちが変にストレスを感じて実力通りに力を出せなくなったら可哀相だから。この試験にかけている子たちも多いのよ。この件を知っているあなただけが貧びん乏ぼうくじを引いているようで申し訳ないのだけど」

「あ、気にしないで下さい。僕はこういうの慣れて……じゃなくて、気にならない方なので」

　祐人が屈くつ託たくのない笑顔を見せたので日紗枝も頬を緩めた。そして祐人は軽くお辞じ儀ぎをし、部屋を出て行った。

「いい子ね。ああいう子ばかりだとこちらも苦労が減るんだけどね～」

　日紗枝はそう言うと黄家からのクレームの書類処理に溜ため息いきをついた。
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「……私は最低ね」

　祐人がホテルの自室に戻りコンビニのおにぎりを頬ほお張ばる頃ころ、茉まつ莉りは母親に調子が悪いと夕食を断って自室のベッドに横たわっていた。

　今、茉莉は一年前の春休み前に祐人から告白を受けた日のことを思い出していた。

　あの日、部活を終えて下校しようとしたところに祐人が校門の近くで立っていた。

　その時の祐人は顔を固く緊張させていて、茉莉は何かあったのか？　と心配になってしまったことを覚えている。ところが、その祐人から話があると言われたところで、すぐに茉莉はピンときた。まさか……と、茉莉の鼓こ動どうが極度に速くなる。

　今までも、こうやって男子たちに話があると呼び出されたことはあった。

　だが、そういう時の茉莉は冷静そのもので、呼び出された場所に行く途中、どういう言い回しにすれば相手を傷つけないで済むかを頭の中でまとめていた。

　ところが、この時は違う。

　茉莉の顔は赤く火ほ照てり、茉莉自身、まっすぐ歩くのがこんなに大変だと思ったことがない。

　そして、夕暮れ時の中学校の校舎裏に二人は着いた。皆、告白するときにこの場所を選ぶのはなんなのだろう？　と茉莉は緊張しながらも考える。

　茉莉はしばらくこちらを振り返らない祐人を見た。緊張のためだろう……祐人の体はガクガクと不思議な動きをしている。その様子を見ていると茉莉の緊張が解け始める。

　というよりも、正直もっと堂々とできないものか、と思ってしまった。

（なんで、そこまで緊張するのよ。もう少し男らしくできないの？　いつもそうだけど）

　中々振り向むかない祐人に茉莉は段々イライラしてきて、茉莉の心からロマンチックさもサプライズ感も薄うすくなっていき、普段の祐人と茉莉の関係性が色いろ濃こくなっていく。

　すると、ようやく意を決した表情で祐人は振り返った。

　しかし……その先には不満顔の茉莉がいる。

「……!?」

　祐人は茉莉の表情に気け圧おされるがここまで来たのだ、と、なけなしの勇気を振り絞しぼった。

「茉莉ちゃん！　話っていうのは……」

　祐人の告白が始まり、茉莉は祐人の告白の口上を聞いていた。茉莉は祐人の顔を見つめると、イライラが増大する。どうしてこうも自信がなさそうにしているのか、と。

　茉莉の想像する彼かれ氏しのビジョンは自信を持ち茉莉をグイグイ引っ張っていくような人物だ。そういう男性と付き合いたいと思うし、そうでなければ付き合えないとすら思っている。

　年とし頃ごろの少女にしては随ずい分ぶんと極きよく端たんでしっかりとした考え方ではあるが、実はこれは極度に恋れん愛あいに不慣れで頭でっかちの茉莉が導き出した恋愛理論だった。

　意外なことに茉莉という少女は好きな人に対し、無限の情愛を捧ささげるという危あやうい一面があった。つまり、一度好きになってしまうとその人しか見えず、その人のみを優先する。

　すると優秀な茉莉は無意識にこのことに感づいたのか、好きになる男性に理由付けを必要とするようになった。そうすることで恋愛という強風から身を守ったのだ。

　そして、茉莉は祐人に出会った。祐人はこの〝理由付け〟からは大きく外れた少年なのに、茉莉の中で大きな存在になっていく。

　これが茉莉自身も気づいていない、祐人だけに厳しくしてしまう理由なのだが、壊かい滅めつ的てきに恋愛不器用な茉莉は身近な同世代の男の子が祐人だけだったからだ、と断じていた。

　今、続いている祐人のたどたどしい告白に茉莉の眉み間けんが徐じよ々じよに寄り、ついには睨にらみだす。

（なんで、祐人はそんなに自信がないのよ。堂々と自分と付き合え、って言えば、仕方なく、ちょっと甘あまくしてあげて、今回だけは特別に考えなくもないのに）

　茉莉は今まで、どの告白者にも感じたことのないイライラが頂点に達する。

　すると、他の人には決して出てこない意地悪な気持ちが湧わき上あがってきた。

　茉莉はまだ引き気味に言葉を探しながら話している祐人に口を開く。

「祐人、実はね……」

　茉莉に告白を遮られ、祐人は茉莉の言うことを黙って聞いていると目を大きくした。

「え!?　茉莉ちゃん、誰だれそれ？」

「祐人の知らない人よ！　名前は……えーと、そう！　片山君よ」

「じゃあ、茉莉ちゃんはその人と……」

「ま、まだ決めたわけじゃないわ。ただ、可能性がないわけじゃないってだけよ」

「でも……僕ぼくには可能性すら……」

　祐人は悲し気に俯うつむいてしまう。

　茉莉は祐人のその様子を見ると心が激しく痛み、咄嗟に大きな声を出してしまう。

「そんなことはないわ！」

「え？　それは……」

「あ、いや……なんというか……それは、それは可能性の高さを言っているだけで、まだ分からないところも無なきにしも非あらず、と言ったところって意味で」

　茉莉の意味不明な必死な言いように祐人はポカンとするが、段々、祐人は理解したという顔になる。茉莉はその祐人の表情の変化に強い不安が漂ただよった。

「……分かったよ。茉莉ちゃん」

「え？　何が？」

「いや……今日はごめん、付き合わせて。僕も色々と思うところがあるし……帰るよ」

（な、なに？　どういう理解をしたの？）

「ありがとう、茉莉ちゃん。茉莉ちゃんは優やさしいね」

「え？　え？　ちょっ……祐人」

「じゃあ、またね。茉莉ちゃん」

　そう言って祐人は走り去り帰っていった。

　茉莉は呆ぼう然ぜんと祐人の走っていく姿を見つめてしまう。

　長い間、その場から動けなかった茉莉は沈しずんだ表情と重い足取りで一人帰き途とについた。




　ベッドの上で茉莉は、その時の勢いで片山なる架か空くうの人物を作り上げて祐人を振ったときの……祐人の顔が思いだされると、その度に自分の馬鹿さ加減に嫌いや気けがさす。

（あの時、告白を受け入れられなかったのは本当……。でも、何であんな嘘うそを私は……）

　他の告白者と違って祐人には厳しくなってしまう自分は何なのか？　考えは堂どう々どう巡めぐりで、頭と心の中はすっきりしないままであった。静しず香かには「気づけば簡単なこと」と言われるが、どうにも自分にはそれが分からない。そう考えているうちに、また茉莉は祐人に告白された当日の状況をもう一度、克こく明めいに思い出してしまう。

（駄目！　祐人に話さなきゃ。まず嘘を謝って……それにどうして自分が祐人の告白を断ったのかも伝えてなかったわ。できればそれを……やっぱり直接、話をしなきゃ！）

　茉莉は決意を固めると勢い良くベッドから立ち上がったのだった。
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　試験二日目。午前の部の体術試験が既に始まっていた。

　椅子を並べれば千人近い人が入れるホテル最大のホールの中央に試験官と受験者が集まり、機関が資材を搬はん入にゆうして設置した特設武道場で実戦さながらに組み手を行っている。

　その武道場は能力者用に作られた非常に頑がん丈じようなもので、重機を以もつてしても破は壊かいすることは不可能という特別性である。その武道場の周りで順番を待っている受験者たちは椅子を並べて座すわり、または立ったまま他の受験者の体術試験を見つめていた。

　能力者に体術というのはあまり相関関係があるように思えないが、人外との戦せん闘とうを主流とするランク保持者たちには非常に重要である。

　術が優すぐれていてもそれを生み出す土どじ壌ようの一つはやはり肉体である。

　実際、各能力者の家系でも有名どころでは独自の体術を体系化しているところも多い。

　では何故、現在の体術のアロケーションがたった５％なのか？　それには理由がある。

　時代を追うごとに、どの系統の能力者もその術を発展させてきたが、その中には肉体強化の術も含ふくまれている。そのため、たいした訓練をしていなくても、その霊力、魔力によって飛ひ躍やく的てきに肉体を強化している者が多い。歴史のある能力者の家系では体術そのものがまだ重要視されているが、そういった体術重視の風潮も徐々に薄くなってきていた。

　こういった背景からランク試験においても重要度が落ち、そのアロケーションが５％にとどまっている。しかし、試験は試験。受験者たちはたとえ５％でも真しん剣けんそのもので体術試験に備えていた。

　その受験者の一人である祐人は今、非常に焦あせっていたりする。それは、今朝になって発表が遅おくれていた昨日までの試験結果が全員分開示され、貼はり出されたのである。

　祐人の成績はというと……筆記試験三十二点でダントツの最下位。

　そして霊力測定に至っては祐人の名前がない。目を疑い、そんなわけはないと名めい簿ぼをよく確認すると……その一番下から更さらに独立した下方にようやく自分の名前を見つける。

　そこには……

　堂杜祐人　――――　測定不能

　受験生たちは試験官をあの剣聖が直々に行っているということもあって、なるべく近づき、この貴重な経験を糧かてにしようと夢中で試験に集中していた。

　しかし、祐人は一人離はなれたところで、遠い眼まな差ざしで生気のない顔をしている。

「あ～あ、今のままだと僕はランク貰もらえないんだろうなぁ。筆記試験は仕方ないと思うよ？　だって本当に分からなかったから。それよりも霊力が測定不能って一体……。まさか！　ただ出ているだけ、というのがバレたとか？　だとしたら仕方ないのか……」

　祐人は大きく溜息をつき、悪い想像を振り払うように頭を振った。

　堂杜という家に生まれたことで確かに普ふ通つうの人の人生とはちょっと違うかもしれないが、祐人だって自分の高校生活を守りたいと思っているのだ。

「いや、あきらめちゃ駄目だ！　ランクを取って今後の人間らしい生活を獲かく得とくしないと！」

　祐人が気を取り直し試験に集中すると突とつ然ぜん、受験生たちから大きな歓かん声せいが上がる。

　今、試験官である剣聖と対たい峙じしているのは艶やかな黒くろ髪かみを後ろに束ね、四天寺流道着を身に着けた勝気に相手を睨む少女だった。その両者は激げき突とつ後、一旦、離れる。

「まだまだよ！」

「いや……驚おどろいた。四天寺の姫ひめは体術も天才のようだね。しなやかな動きに騙だまされるところだった。まさに剛ごう拳けん。精せい霊れい使いにしてこの近接戦せん闘とう力りよくか……本当に末すえ恐おそろしいよ。でも、これ以上は衝しよう撃げきに武道場が持たないね……。良く分かった。では、次の受験者」

　終始、このように試験が進んでいる。数分だが剣聖と実際に拳こぶしを交えて、その実力を剣聖自身が測るというものだ。全員、術での肉体強化が許されているとはいえ、祐人も目を丸くして、たった今、試験が終しゆう了りようした少女を見た。

（四天寺さん凄すごいよ！　本当に凄い！）

　試験を終了した瑞穂は特設武道場を降り、タオルで汗あせを拭いている。そこに間かん髪はついれずに英雄が近づいて何やら話しかけているが、瑞穂はあからさまに無視をしていた。

　祐人はその様子を遠くから見て苦笑いすると、瑞穂がこちらに顔を向ける。

　祐人は目が合ったように感じたが昨日の廊ろう下かでの一件も思い出されて勘かん違ちがいだと考え、気にしなかった。

　この場には主しゆ催さい者しやの大峰日紗枝や他の試験の試験官たちも見学に来ており、受験生と同じように熱心にその剣聖の体術試験を見つめている。剣聖が見せるその体術はたとえ新人試験のものであっても、それだけ貴重なものなのだ。

　すると、さっき祐人と一瞬だけ目が合ったように感じた瑞穂がこちらの方に歩いてくる。

　祐人の近くにはもちろん誰もいない。ジャンピエールとの一件以来、さらに誰も祐人には近寄って来ないのだ。それでも祐人は自分に向かって来ているわけではないと思い、意識を完全に武道場に向けていると……瑞穂が祐人の目の前に立った。

「……あれ？」

「あれ？　じゃないでしょ、堂杜祐人。あなた、頑がん張ばらないともう後がないんじゃないの？」

　祐人は不思議な生き物を見るような表情をする。

「……何よ」

「いや、僕の名前を覚えているんだなと思って……。ああ……えっとね、僕は諦あきらめてなんかいないよ。どうしてもランクを取得したいからね」

「ふーん。ならいいけど。私も自分の代で脱だつ落らく者しやがでるのは気分が悪いから。それとね！　名前は明良が言っていたのを、たまたま！　覚えていただけよ」

「あはは、ありがとう。四天寺さん。頑張るよ」

　祐人は瑞穂の親切心と勇気に感動に近い感覚を持った。皆から避さけられている者に話しかけるのは勇気のいることだろうと思う。瑞穂はそれを堂々とその自分のところまで来て、言い方は不器用そのものだが励はげましにきたのだ。だから祐人も自然と微ほほ笑えんでしまう。

「そうよ、頑張りなさい」

　瑞穂は祐人の笑顔を見ると一瞬だけ頬を緩め、その場から去り、会場の壁かべ際ぎわに並べてある椅子に座った。周りにいる受験者たちは、その何気ない行動に威い厳げんと風格すら感じ取ったのかついつい瑞穂に目が行ってしまうようだった。

　ただ英雄の視線だけは非常に険しい。その刺とげ々とげしい目はひたすら祐人に向けられていた。

　一方、当の瑞穂はというと今までに感じたことのない心持ちだった。

　何故、自分がわざわざあの少年に話しかけに行ったのか分からない。そして自分自身、驚いたことに自分が僅わずかだが微笑んでいることに気が付いた。これは自分でも信じられない。

　だが、決して悪い気分ではなかったのだ……。

　試験は進み、次々に受験者が呼ばれる。その中にはあの英雄やジャンピエールの一件からまったく話しかけてこないマリオンの姿もあった。英雄は体術が苦手のようだったが「俺の能力には体術なんて無意味なんだ！」ときっちり吠ほえる所が英雄らしい。

　驚いたのはエクソシストのマリオンがその容よう貌ぼうからは想像できないほど強かったことだった。攻こう勢せいにはそつがなく、守勢には頑がん強きようさを発揮した。それはあの剣聖をして呻うならせるほどのものであったのだ。それを見ていた祐人もマリオンの守勢の凄さに感かん嘆たんする。

（あのマリオンさんの受けはすごいな。いや、あの守りは恐おそらく本人の性情とガッチリ合っている感じだ。心と体が一いつ致ちしているための強さだな、きっと）

　ついに祐人の番になり「それでは……最後の受験者だね。武道場に上がって」と剣聖は促うながした。短時間ずつとはいえ、あれだけの人数と手合わせをしているのにもかかわらず、まったく息も乱さず汗も掻かいてはいない。

　さすがは現在五人のみと言われている戦闘系ＳＳランク。つまり能力者全体でも最強の一人といって過言ではない人物、剣聖である。祐人は武道場に上がり剣聖の前に立つと即そく座ざに剣聖が能力者最強の一人と言われる……その意味を理解した。

（こりゃ強いや……って当たり前か）

　すると、剣聖は祐人を前にして他の受験者には見せなかったにこやかな表情になる。

「やあ、祐人君。昨日は、またまたお手て柄がらだったようだね」

「え？　あ……何のことですか？」

　祐人は困こん惑わくした。周りの受験生も何の話か？　と訝いぶかしげに聞いている。祐人には剣聖の言うお手柄が何を指しているか想像はついたが、前日のホテル敷しき地ち内ないで人外の死体を発見したことは口外しないようにと日紗枝から言われている。言うことはできない。

　実際、日紗枝は表情を硬くしていた。それに気が付いたのか剣聖も大きく頷うなずいた。

「いや……何でもない。実はね、祐人君、私は君に興味があってね。最近の者にしては良く出来た若者だと感心しているんだよ」

　剣聖は笑えみを浮うかべて祐人に歩み寄り、祐人の両りよう肩かたに手を乗せて親しげな振ふる舞まいで片方の肩かたを軽く叩たたく。周りの受験者はそのような剣聖の振る舞いに驚いている。

　それはまるで祐人を私のお気に入りと表明しているような態度だ。

　新人たちは羨うらやましげに、そして疑問を感じつつ見守っている。英雄などは憎にく々にくしげにその様子を見て「何であんな奴やつなんかに……」と固い拳を作りあげていた。

　剣聖は、にこやかな表情のままに祐人にしか聞こえない声で話し出した。

「祐人君。君には聞く権利があると思って言うのだがね。昨日の連中だが、まだ正体は分かっていない。何しろ衣服以外は無くなってしまったしね。あるのは強力な魔力の残のこり香がと財さい布ふに入っていた身分証明書のみ」

　祐人は驚いて剣聖を見つめる。

「それによるとね……普通の一いつ般ぱん市民なんだよ。ロシア人とベルギー人のね」

「一般市民ですか!?　それは一体……」

「いや、まだ分からない。今、機関が調査しているよ。少ないが、そういう人外もいるからね。だがそうなるとね、私には何となく絞れてくるんだよ。どんな連中かってね」

「……どんな連中です？」

「魔力主体で人間社会に溶とけ込んでいる。それでいて試験官たちや私にすら感知させないスキルを持つ程の人外となると……見みえ隠かくれしてくるのさ。古いにしえから連綿と存在し、我々人間から恐れられてきた種族がね」

「古の種族？　それは……機関には報告しているんですか？」

「まさか。ただの憶おく測そくだよ、私個人のね。私が君に言いたいのはそこではないんだよ。驚いているのさ。君が彼らを感知した、ということにね。私やランクＳの日紗枝……その他の試験官も含め、誰も気が付きもしなかったのにね」

　祐人はにこやかにしている剣聖を見る。何が言いたいのか分からない。そして、何故それを自分に言うのかも……。この時、祐人は初めて剣聖から気味の悪さを感じた。

　剣聖は表情をそのままに祐人から離れると改めて祐人と対峙する。

「さあ、祐人君！　試験を始めようか。うーん、そうだね……今回の新人試験にせっかくゲストとして呼んで貰っているわけだからね。これで終わりというのも芸がない」

　剣聖は考え込むような態度の後に顔を上げる。

「よし！　最後は特別に私も……本気を出そうと思うのだが、どうかな？」

　その剣聖の発言は会場に衝撃を走らせた。受験者たちも互たがいに顔を見合わせ、瑞穂は思わず立ち上がる。主催者である日紗枝も組んでいた腕うでを解き、唖あ然ぜんとした表情だ。

　皆の反応は一様に一いつ緒しよだ。それはあの剣聖が体術だけとはいえ本気でやると言っている。それでは……まったく試験にならないではないか、というものだ。

「ちょっと、アル！　何を言って……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。三分間だけだよ。祐人君、もし、三分間持ちこたえたら体術の試験査定は考こう慮りよするよ？　得意能力は体術との記き載さいもあったし……悪くないだろ？」

　当事者にもかかわらず、置いていかれている感のある祐人は何か言いかけるが「それじゃあ、はじめようか！　祐人君」と剣聖が有う無むをも言わさずに試験開始を言い放った。

　祐人は戸惑った。そして今、目の前にいる剣聖から圧あつ倒とう的てきな闘気を感じる。

　その尋じん常じようではない剣聖の闘気に会場が飲まれていくのが祐人には見て取れた。

　剣聖から噴ふん出しゆつするその闘気は普通の者ならそれだけで戦意喪そう失しつ、といった類たぐいのものだ。

　ところがある意味、犠ぎ牲せい者しやである今の祐人は心の中で一つの言葉に囚とらわれていた。

　それは……剣聖の「査定考慮」という言葉。

（査定考慮……査定考慮！　僕の高校生活！　我わが家やの修復！）

　呼吸すら忘れて観客となった受験者及および試験官たちは二人を見守る。中には祐人に対して同情の空気すら流れだす。だが……一いつ瞬しゆんにしてそういった雰ふん囲い気きも消し飛んだ。

　それは……祐人からくる圧あつ迫ぱく感。祐人が纏まとう気配が急に変容していく。

　それは剣聖とは、自分たちとは違ちがう、感じたことのない力。

「……何？　あいつ……」

　瑞穂が独り言のように呟つぶやく。マリオンや英雄、他の受験生、見に来ている試験官たちですら、その表情に驚きよう愕がくの相が見えた。剣聖を前にしてまったく怯ひるむ様子のない祐人。

　だが、それは自分の力を過大評価した若者のふてぶてしさとは違う。そこに皆が思っている堂杜祐人の顔はない。祐人のそれは新人たちが見たことのない数あま多たの戦場を駆かけ抜ぬけた戦士の顔であった。その祐人を見み据すえて剣聖は僅かに頬を緩ゆるめるとお互いが構えをとる。

　息を呑のみ、引き込まれるように見ていた日紗枝がハッとした。

　この馬ば鹿かげた試験を止めさせなくては。

「ちょっ、二人とも……！」

　が、皮肉にもそれが試験開始の合図になってしまう。

　剣聖が動く。というより動いたようだ、としか言えない。間近で見ているにもかかわらず誰もが剣聖の姿を一瞬見失ってしまった。だがそれは動きが速すぎてということではない。

　初動がなく、そして自然。そのため、誰にも次の動作が予測できないだけであった。

　それに対して祐人は正確に剣聖の右みぎ肘ひじが自分の下方から鳩尾みぞおちに向かうのが分かる。

（いきなり急所に!?　後ろに避よけるのは罠わなか……なら！）

　衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、祐人は前に出た。正確には僅かに体の中ちゆう心しん軸じくをずらして剣聖の肘を左手でいなし、そのまま剣聖の左脇わき下に右の手刀を叩き込む。二人の激突の際に生じた衝しよう撃げき波はで皆、目を細め、両者が激突したことで周囲は二人を視し認にんすることが可能になった。

「攻こう防ぼう一いつ致ちね……」

　剣聖は鋭するどい目で不敵に笑う。祐人の剣聖への手刀は左肘で受け止められていた。

　至近距きよ離りで二人の目が合う。

「やるね、祐人君。私は本来、剣けん士しなのだが体術にも自信があるのだがね。まあ、私が剣を持てば反則だからね。こんなものなのも仕方なかろう」

「ム！　……奇き遇ぐうですね。僕も本来は体術専門ではないんですよ」

「ほう……言うね。ただ、自信過か剰じようなのは良くないな」

　二人の目が妖あやしげに光り、根暗な笑みを見せる。

「「ふふふふ……」」

　二人の初撃の動きに声を失っていた受験者たちは、その二人の会話を聞き「意外と剣聖って……大人気ない？」と目を半開きにした。

「はぁ～。ああいうところは変わってないのね……アル。まったく、男って……」

　頭痛がしてきた日紗枝は額を右手で押おさえる。

「祐人君……やっぱり嘘は良くなかった。本気でやる、という約束だったね」

「違いますよ。約束は試験査定の考慮です！」

　この会話を皮切りにその後の二人の動きは参加者たちにとって想像を絶するものだった。

　そこにいる全員が一時も目を離せない。そして何よりも皆、祐人に対しての認にん識しきに混乱すら覚える。新人でしかない少年があの剣聖と体術限定とはいえ互ご角かくに渡わたり合あっているのだ。

　剛ごう直ちよくだが一いつ切さいの隙すきのない剣聖に対して祐人はまるで舞まいを踊おどるような動きを見せる。

　特に声を失っているのは試験官たちだった。試験官たちはこの光景が信じられないのだ。

　彼らは剣聖の戦闘を見たことがあるわけではない。あるのは日紗枝ぐらいだろう。

　しかし、経験深い彼らは知っているのだ。ＳＳランク……という意味。

　それは……最強を掲かかげることを許された者たちを指す王おう冠かんであるということを。

「あれが堂杜……祐人？」

　瑞穂は座ってはいられずに一番前に棒立ちしているマリオンの横に並ぶ。

「あ、あいつ、霊れい力りよくも使えない低能力者のくせに……」

　英雄は信じられないものを見たという表情のまま、憎々しげに呻る。

　そのような中、当事者の剣聖の心の中は異常に躍おどっていた。

（クッ、なんと戦いにくい！　想像以上だ、君は。君を真剣に欲しくなってきた！）
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　もはや、ただの観客となっている受験者と試験官。だが実はその試験官たちですら気が付かない、さらに高次元の攻こう防ぼうが当事者同士で繰くり広ひろげられている。

　一つ一つの攻こう撃げきの重さという意味では剣聖の方に分があったが、祐人の攻撃は外野が見ている以上に変則的なものだった。予備動作のある攻撃をわざと見せ、本命の初動のない攻撃を連撃で繰り出してくる。かと思えば、その逆もありきだった。

　まさに、祐人の攻撃は変へん幻げん自じ在ざい。

　祐人は剣聖の右の拳を外面に避けつつ自分の背中を剣聖の体に密着させる。その大だい胆たんな行動に剣聖が目を見開いた。祐人は体を剣聖に密着させたまま自らを回転させて剣聖の背後に回りこむと、その背中に掌てのひらを当てた。

「……っ！」

　それは、ただ掌を当てただけのもの……。しかし、剣聖は背中にひんやりとした冷感を覚える。その瞬間、凄すさまじい衝撃が剣聖の背中に走った。

　だが……驚いた表情をしているのはむしろ祐人の方。

（え？　吹ふき飛とばない？　しまった！　掌打のせいで密着が解けた！）

　五体に響ひびく衝撃にも踏ふみ止とどまった剣聖は後ろ向きのままに己おのれの踵かかとを祐人の胸に振り上げる。祐人は自分の右胸から鈍にぶい音が響くのを聞くはめになった。

「ぐっ！」

　祐人は後方に吹き飛ぶ……が空中で体勢を立て直し、難なく着地した。

　そして、振り向いた剣聖と視線が交差する。

（祐人君も防御殻カプシドと防御膜エンベロープを纏うのか……。私のものとは質が違うようだが……）

（僕の頸けい力りよくが散らされた！）

　剣聖と祐人はお互いに睨み合う。会場には静せい寂じやく。

　剣聖はふっと息を吐き、構えを解くと……ニッと笑った。

「三分をちょっと過ぎてしまったね。いやあ、祐人君。とても楽しかったよ。危なく試験であることを忘れてしまいそうなくらいにね。それじゃあ、試験終しゆう了りよう……でいいかな？」

「はい……あ、ちょっと！　それより約束！　約束の試験の査定考慮！」

「あはは。そうだったね。その辺はしっかり考慮しとくよ」

（それに……今のは他の試験にも考慮されるんじゃないのかな？　もちろん良い意味でね）

　剣聖は試験官たちの方に目をやる。試験官たちは互いに顔を見合わせ、何か話し合っていた。というのも、祐人に関しては色々と試験官たちの間で物議を醸かもしていたのだ。

　筆記試験は結果から言えば受験者の最低得点になるのだが、その解答内容は意外と正解を書いている。もちろん、まったく分かっていないという問題もある。ところが、上級の妖よう魔まや化けし生よう、そして魔ま神じんクラスの人外の問題になると正解率が高まるのだ。

　そして物議を醸したのが正解を解答しているのだが余計な答えが多いのだ。例えば『ある魔ま獣じゆうの特とく徴ちようは？』という問題に対して、模も範はん解答よりも多くの特徴や弱点を記入している。

　試験官たちは皆、Ａランク以上の戦闘経験豊かな面子メンツで構成されている。その試験官たちが祐人の解答にハッとさせられる内容が多く含まれていたのだ。実際の戦闘時に気付いたり、疑問に思ったりしていたことに一致しているところがあるのである。

　そのため、試験官同士で祐人の解答を吟ぎん味みするまでに至っていた。だが、結果としては模範解答ではない、という理由で減点対象になったという経けい緯いがあった。

　また、霊力測定は試験官であるイーラが「彼のは測定できない」と言い出した。

「今思えば、あの霊力は役に立っていないような……コントロールして霊力を出している感じではないような気がするの。あんなの初めてで分からないけど、ただ、戦闘では使えないものに感じたのよ。しかも、あいつは合図もなしに印から体を出したんだけど、あの感覚は今まで感じたことのないものだった。あれは霊力じゃなかったと思う」

　と、皆にしてみれば支し離り滅めつ裂れつな説明をした。

　そして、出た結果が……

　――――　測定不能、だった。

「はい！　では体術試験は終了です。法術・能力の完成度は夕方からになります。一番きつい試験だから皆さん早く休きゆ憩うけいして準備を怠おこたらないようにね」

　ざわつく会場を日紗枝があか抜けた声で収しゆう拾しゆうした。受験者も試験官たちもそれぞれに昼食をとりに会場を出て行く。日紗枝はさり気なく剣聖の横に付き、共に会場を出た。

「……アル。あの子にやたら御ごし執ゆう心しんのようだけど、あの子は何者なの？　体術であなたとあそこまでやりあえる新人なんて。堂杜……そんな家は聞いたことないし」

「ははは、私も歳としかな？　いや、そんなに睨まないでくれ。知らないよ、本当に。ただ気になる子なんだよ。あの子はね……」

　日紗枝は剣聖の横顔を見ていたが、溜息をついて前を向いた。

　午前の体術試験終了後、受験者は全員いつもの昼食会場にいる。

　賑にぎやかな周囲とは対照的に祐人は相変わらず一人で昼食をとる。本当は一緒に話をしたいという気持ちもあるのだが、誰からも相手にされないのだから仕方がない。

「はあ～。なんか居場所がないなぁ。早く終わりにして帰りたい。それにあの人……本当にちゃんと査定考慮してくれるんだろうな」

　次の試験まで少し時間がある。外の空気でも吸いにいくかと祐人は立ち上がった。

　その姿を瑞穂、マリオン、他の受験者がさりげなく見ている。

　実は皆、内心、祐人に興味を持ち始めているのだが話しかけづらい状じよう況きようにあった。

　それは特に瑞穂とマリオン以外にとっては英雄の存在が大きかったわけだが。




　この日、午後の部の試験は『法術・能力の完成度』となる。試験の中で最もアロケーションが高いこともあって受験者たちが一番力の入る試験でもある。

　法術・能力の完成度とはそれぞれの能力者が持つ固有の能力の精度の高さを測るものである。

　いくらパワーがあっても操作性の悪い車は使えないのと同じことが能力にもいえる。

　逆にパワーがなくてもその操作性や持続時間、耐たい久きゆう力りよくが高ければ良い車ともいえる。

　そういったことを測る試験であり、この試験はさすがに一人の試験官では測れないので、ほぼ全員の試験官が参加する。また、受験者の能力は多種多様で画一的な試験方法では対応できないために測りやすい状況と環かん境きようが用意され、多くの場合、模も擬ぎ戦せんも行われる。

　祐人は昼食中に渡された、希望の試験会場を書く記入用紙に「どこでも可」をチェックし、測定方法のところには「模擬戦」をチェック。

（まあ、僕の場合、基本的にすべてが接近戦だからね）

　祐人は試験開始の十分前に体術試験と同じ広大な会場に来ると、他の受験者たちの格好に目を奪うばわれた。この試験では皆それぞれの流りゆう儀ぎに従った正装をしている。世界各国から様々な家系の新人が来ているということもあり、それはちょっとした民族博覧会だった。

　人によっては法具や魔具、そして武器のような物を持っており、どうやら能力を行使するのに必要なものらしいことが分かる。この試験には能力の発現やその能力の最大限の活用のために必要なアイテム、契けい約やくした人外の持込みは全すべてオーケーになっている。

　アイテムによって能力が増す、それらも含めての能力測定になる。

　たとえば剣聖はその人自体、規格外の能力者だが愛剣〔エクスカリバー〕を持つことでその戦闘力は数倍に跳はね上がる。測定はそれも含む、ということになる。

「ま～た、最後かぁ。これ、わざとじゃないの？　もしかして成績順？」

　祐人は自分の試験の順番を見て一人愚ぐ痴ちる。外の会場に行った者もいたが祐人も含め、ほとんどの受験者がホテル内の大ホールで試験をすることになった。

「それにしても武器、アイテムまで使用オーケーってのは知らなかったなぁ」

　一瞬、祐人は自分の両手を見つめる。その分厚い皮に覆おおわれる手は少年のものにしてはあまりに武骨で、明らかにそれは剣を扱あつかう者のものだった。

「いや、止めとこう。あまり晒さらすのは目立つだけだもんね……」

　そして、今試験での肝きも……四つ目の試験である『法術・能力の完成度』が開始された。

　順次、受験者が事前に提出したアンケートに沿っての環境が用意され、己の能力を披ひ露ろうしていく。祐人は数々の受験者の能力を目まの当あたりにして食い入るように観察をする。中には非常に珍めずらしい固有伝承能力を持つ者もいて祐人を驚かせた。

　トランス状態になり破魔の弓を扱う者や色を使い感情を操あやつる者、契約した人外と連れん携けいを組む者などなど、祐人も初めて見る能力も多かった。

　そして試験は終しゆ盤うばんに至り、試験官たちは極度に興奮していた。

「それにしても今年の新人たちは凄いわ。このままだと新人試験始まって以来の快挙になるわね。瑞穂ちゃんのことは分かっていたけど、黄英雄、マリオン・ミア・シュリアン……。あの歳でこの能力……本当に末恐ろしいわ」

　自身もランクＳの卓越した能力者であり機関の幹部である日紗枝も驚きを隠せず感嘆する。それほど、この三人は今年の優ゆう秀しゆうな新人たちの中でも飛び抜けていたのだ。

　英雄は黄家に伝わる固有伝承能力【憑ひよう依いされる者】を操り、その年ねん齢れいからは考えられない上級神しん霊れい〔ク・フォリン〕を呼び出すと己に憑依させて完かん璧ぺきにシンクロし、その力を振ふるった。マリオンはオルレアン家に伝わる〔ラファエルの法ほう衣え〕を身に纏い、試験用に召しよう喚かんされた低級悪あく魔まをたった五分で無傷のまま九匹ひきを倒たおすという結果をたたき出す。

　共にその能力の精度は熟練能力者に匹ひつ敵てきする程ほどに高い。

　そして、特筆すべきは瑞穂だった。

　言わずと知れた精霊使い名門家系の彼かの女じよは、地水火風の四系統のうち二系統の精霊を同時に、しかも実戦さながらにコントロールしたのだ。

　上級の精霊使いでも一系統ずつの行使に止とどまるのが常識である。多系統の同時行使……これは確かく認にんされている精霊使いでも数えるほどしかいない。しかも、それは世界中にある各精霊使い家系の当主クラスの者ばかりだ。それをこの新人でしかない少女が使いこなす。

　これが四天寺家の宝、世界中の能力者が注目する次世代の精霊使い四天寺瑞穂である。

「では次で最後ですね。えー、堂杜祐人君、前に出て。堂杜君は……模擬戦を希望だね。それでは模擬戦用の相手を召喚致しますので準備をお願いします」

「あ、はい。分かりました」

　霊力測定の試験官だったイーラの双ふた子ごの妹、ドーラが召喚態勢に入る。双子であるから当然かもしれないがドーラとイーラの見た目は服装と髪かみの毛けの色が黒と白という以外に違いが分からない。そのドーラの周りが青白く光り、その前方の床ゆかに魔ま法ほう陣じんが浮き出でる。

　祐人はこの間に戦闘準備のための仙氣を昇しよう華かし始めた。

（もう一段階……さらに上へ、もうさらに上……）

　他の受験生たちは、その見たことのない祐人の能力発現に注目する。

　祐人の放つ氣は昇華され霊れい的てきな力を持つまでに高まる。その力は体術試験の時のものとも違うように感じられた。外からの見た感じではまったく普ふ段だんと変わらない祐人。しかし、皆、普段は頼たよりなさそうな祐人から圧迫感というか強きよ烈うれつな存在感を覚える。

　体術試験の驚きから冷めやらない受験者たちはその祐人の姿に惹ひきつけられてしまう。

　それは試験官たちも同様だった。

　日本支部の長であり主催者でもある大峰日紗枝もこの少年に興味を持ち始める。

「あれは……一体。天然能力者って記載されていたわね。あれも突然変異のものなの？」

　召喚態勢の整った試験官のドーラは眼前にいるその祐人の姿を複雑な気持ちで見つめていた。そして、この試験の直前にした剣聖との会話を思い出す。

「えーー!!　あの堂杜って子の模擬戦でランクＢクラスの魔獣を召喚するって!?　ちょっと剣聖！」

「ああ、頼たのむよ。五匹ぐらい？　でいいかな？」

「五匹って！　新人が死んじゃいますよ！　何を考えているんですか！　確かに体術能力には驚きましたけど、これは模擬戦と言っても実戦に近いんですよ!?」

「大丈夫だよ。最悪は戻もどせば良いし、間に合わなければ私が介かい入にゆうするから。当代きっての召喚師の君なら五匹ぐらい軽くいけるだろう？　大だい丈じよう夫ぶ！　責任は私が取るから」

　ドーラはチラッと剣聖を横目で見る。その視線に気づいた剣聖は笑え顔がおで頷いた。

（もう！　どうなっても知りませんからね！）

「はああっ！　暗き床とこより来たれ！　汝なんじらその惨さん劇げきの目もく撃げき者しやとならん！　召喚サモン！　マンティコラ！」

　ドーラの言い放った召喚する魔獣の名に瑞穂やマリオンが目を剥むく。

「……え？」

　他の受験生や試験官たちも聞きき間ま違ちがいではないか、と同様に目を丸くするが……眼前にその現実を視認することになった。

「マンティ……？　マンティコラって？　マンティコラ！　そんな上級の魔ま物ものを!?　え、……二、三……五匹!?」

「ドーラ！　何てことを！」

　日紗枝が叫さけぶ。現れたのは獅し子しのような姿、顔は人と猿さるの中間で、百近い牙きばと巨きよ大だいな蠍さそりの尾おを持つ異形の魔獣。そのマンティコラ五匹がホールに這はい、一部は宙から祐人を睨にらむ。

　魔獣の放つ禍まが々まがしさにホール内の受験生たちが座る控ひかえ席から悲鳴が上がった。

「え？　何？　そんなにやばいの？」

　祐人は皆の反応からどれほどの相手なのかと、氣の円を周囲に巡めぐらす。

　祐人を中心に広がる、その仙氣の輪にそのマンティコラ数体が触ふれた。

（なるほどね。でも……いける！）

　冷静な受験者当人よりも、周囲が混乱し始める。主催者である日紗枝は咄とつ嗟さに前へ出た。

「堂杜君！　そいつらの目を見ては駄だ目め！　逃にげて！　ってあわ！」

　日紗枝は前に出るその瞬間、突然に後ろから腕を掴つかまれ体勢を崩くずしてしまう。

「え!?　アル、何をするの！　ちょっ、このままじゃ彼かれだけじゃなく新人たちが！」

「いいから見てなさい」

　剣聖は前方に目を向ける。

「えっと……あのー！　試験開始でいいんですよね！　始めますよ！」

　祐人は大声で確認するとあろうことか颯さつ爽そうとマンティコラ五匹のど真ん中に飛び込んだ。

　瑞穂とマリオンは素す早ばやく他の受験生たちを守るように前に出て不測の事態に備えたが、この祐人の暴挙とも取れる行動に二人は思わず悲鳴に近い声で叫ぶ。

「馬鹿ぁーっ！　外側から回りこんで各個に相手をするのよ！」

「祐人さん！　駄目です！」

　五匹の魔獣は一いつ斉せいに吼ほえながら飛び込んで来た格好の獲え物ものに猛もう然ぜんと襲おそい掛かかった。

　あっという間に猛もう獣じゆうの餌えさ場ばのように五匹のマンティコラの巨きよ体たいで祐人の姿が揉もみ消けされてしまう。皆が、そのまさに惨劇ともとれる状況を目もく撃げきする。

　周囲にはマンティコラの口から出る臭しゆ気うきを伴ともなった煙けむりが撒まき散ちらされて視界が悪くなり、その生なま臭ぐささと受験者である祐人の惨さん状じように吐き気けを起こす者もいた。

「私のせいじゃないもん！　私のせいじゃないもん！　私のせいじゃないもん！」

　召喚したドーラ本人は涙なみだ目めでしゃがみこみ、頭を抱かかえている。

「な、何てことに。アル、何な故ぜ止めたの！　ドーラ！　早く召喚解除を。救護班も呼んで！」

　顔面蒼そう白はくの日紗枝の指示を合図に……頭を抱えているドーラの肩がピクンと反応した。

「早くドーラ！　聞いているの!?」

「え？　ええーーーー!?　そ、それが……もう」

　剣聖の口が静かに緩むと周囲の煙が徐じよ々じよに消え、視界が開けていく。

　するとそこには……瀕ひん死し状態の五匹のマンティコラの中心に立つ、祐人の姿があった。

　予想した絵とは全く違い、祐人は一匹のマンティコラの額に与あたえていた掌打を外した。五匹のマンティコラはそれぞれに痙けい攣れんを起こし息も絶え絶えにしているではないか。

　まさか、あの瞬間にすべての魔獣をこの少年が倒したのかと全員が息を呑む。

　ところが、よく見ると……

　祐人の倒したと思われるマンティコラ以外の四匹はその巨体が複雑に絡からみ合っており、魔獣たちはそれぞれを互いに攻撃したようになっていた。ある一匹はその猛もう毒どくの蠍の尾で他の一匹の胸を刺さし、ある一匹は他の一匹の頚けい動どう脈みやく辺りを深く食いちぎっている。

　祐人を襲わんとし、揉み合った乱戦で勢い余って同どう士し討うちをしてしまったようだった。

　さらに、祐人の倒したと思われるマンティコラも祐人の攻撃ではないだろう重い傷が横腹に見られた。全員が言葉を失い……そして力が抜ける。一人、この惨劇を見て喜んでいた英雄は口をパクパクし「な、何て、運の……いい奴」とこぼす。皆も本気でそう思った。

　結果はどうであれ、祐人の無事を確認して日紗枝は心底胸を撫なで下おろし、マリオンなどは祐人が無事であるのを見ると床に両りよう膝ひざを突いてしまった。

　その横にいた瑞穂はホッとすると同時に額に青筋をたててワナワナと拳を作っている。

　祐人は周りの雰囲気に気づき、少し心外そうに皆にアピールをする。

「あのー、一匹は僕ぼくの手で……倒したんですけど……」

　祐人のそのセリフの直後、マリオンはすぐ近くからプチン！　という音を聞き「え？」とその音の方向に振り向むく。

　そこには……憤ふん怒ぬの女め神がみドゥルガーを思わせる瑞穂の姿が……。

「堂杜ぃぃー祐人ぉぉ！　この馬っ鹿者がぁー！　あなた死ぬ気なの？　敵の中央に自ら飛び込んで！　実力もないくせにそんな戦法をとっていたら命がいくつあっても足りないわよ！　今回のは奇き跡せき的てきに運が良かった事にちゃんと気づきなさい！」

　祐人に駆け寄より胸むなぐらを掴つかむと瑞穂は天に掲げながら顔を真っ赤にして叫ぶ。

「え？　え？　何で怒おこってるの？　だ、だってほら、全部倒したでしょ？」

　祐人の緊きん張ちよう感のないセリフを聞き……瑞穂の怒いかりは完全に閾いき値ちを越こえてしまう。

「だっかっらぁぁ！　それはぁ、運だぁぁ――!!」

「え？　何でなの!?　うわーーー!!　ゴボハ！」

　瑞穂はその霊力で強化された腕わん力りよくで祐人を背負い投げの要領で投げ飛ばした。祐人は高スピードで空中を滑かつ走そうし、ホテルの分厚い壁かべに叩きつけられ…………力ちか尽らつきた。

　そのような中、剣聖は真しん剣けんな顔で検分するように瀕死の魔獣たちを確認している。

（そういうポイント……に飛び込んだのか。相手の知能が低いのを瞬しゆん時じに看破しての行動とは……）

　この上なく真剣な顔の剣聖の肩に背後から重たい手が乗った。「ん？」と剣聖が驚く。

　そして……奈な落らくの底から這い出るような声が耳元から聞こえてくる。

「き、聞いたわよ……アル。これは、あなたの仕し業わざみたいね……」

　慌あわてて振り向いた剣聖。そこには日本支部の実力者でもある支部長の姿が……。その日紗枝の背後には大量の涙を流し、頭に出来た大きなコブを抱えているドーラが見える。

「あ！　いや、日紗枝！　もちろん、いざとなったら、私が出るということで……」

「ア・ル？　私がこの新人試験でどういう立場かは知っているわよねぇ。私にはね、大事な新人たちの身の安全を確保する義務があるの……よ？」

「ひ……日紗枝？　その笑顔は可愛かわいいけど、とっても怖……ゲベフ！」

　腹に拳が入る。

「うぐぐぅ。ひ、日紗枝ちょっと……え？　待ってぇぇー!!」

　続けて胸と腕を掴まれ、剣聖は祐人が叩きつけられた同じ壁にその長身の体を軽々と投げ飛ばされた。激しい壁との衝しよう突とつ音おん……。そして剣聖は、逆さまに祐人の横にずり落ちる。

　その剣聖の視界に情けない顔で目を回して倒れている祐人が目に入った。

　剣聖は「少年……私たちは似た者同士……かも」と言ったところで力尽きた。

　気を失った祐人と剣聖を前にしてゼーゼーと息をしている四天寺に連なる美女、美少女。

　その姿に……潜せん在ざい的てきな恐きよう怖ふがそこにいる全員の心に植え付けられたのは言うまでもない。




　試験三日目。場所はホテル内の会議室。今、新人試験の試験官たちはテーブルを囲み、資料とスクリーンを見ながら全員悩なやましげに溜ため息いきをついた。

「やはり問題なのはこの少年ですねぇ……」

　今は最終日の午後、試験官たちが一堂に会かいしている。

　すでに新人試験はすべての行程を終しゆう了りようしてランク認にん定ていのための最終調整に入っていた。

　本当はそんなに難しい作業ではない。採点自体は科目毎ごとに行っているので九割の受験者については既すでに認定ランクが決まっている。

　調整とはランク毎の狭はざ間まにある受験者をどのランクに落ち着けるかというものである。

　ただそれも終了した、一人を残して……。

「堂杜祐人。今日の午前中の『判断力・勘かん』の試験を見ても……イーラのイリュージョンによる環境変化に対する適応力、判断力は驚きよう異い的てき。ですが霊力、魔ま力りよくに頼る勘はからっきし駄目。こんな受験者……いや、能力者は初めてです」

「今回の新人試験の結果は歴史的快挙の年なのは間違いないんですけどねぇ」

　能力者は一いつ般ぱん人じんに比べて勘が鋭いといわれている。それは、霊力や魔力があることにより世界への認識が一般人と比べて広いからと考えられている。いわゆる第六感とも言う。

　普ふ通つうの人は古来、視覚、聴ちよう覚かく、味覚、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かくと、つまり五感を使い状況判断を行うと言われている。現在では学問的にいうと人には五感以上あると言われているが機関では古来のものを適用している。

　能力者はこの第六感が強いため、この試験はその第六感を測ることも目的の一つにしている試験でもある。例えば能力者に二つの箱を用意して、どちらにボールが入っているか？　というような簡単な実験をすると九割以上の正解率を出す。

　異形の人外や超ちよう常じよう現象に相対する能力者にとってはこの第六感は非常に有用になってくる。何な故ぜならば能力者が受ける仕事は一般人から見ればすべて不測の事態なのだ。目に見えるものだけでは判断しづらいことも多い。

　だが、この『判断力・勘』の試験の採点方法は最終的に最適な判断をするかどうかを見ているので、勘が悪くても判断が良ければ採点としては高得点になるというものだった。

　祐人の場合、この第六感を測ると能力者の平均値を大きく下回り、一般人と変わりがないという結果を出してしまう。ところが、実際に試験で判断力を測ると驚異的な正解率を示した。そのため偶ぐう然ぜんではないか？　と、祐人に限り異例の試験のやり直しが行われた。

「何で僕だけ？　ずるいよ！　さっきの成績はどうなるの！　うまくいったのに！」

　と、祐人は渋しぶり、試験官も内心はその通りだな、と思いつつも試験のやり直しを指示した。

　再びイーラがイリュージョンを発動させ、罠が多数設置されている迷めい宮きゆうを作り出す。

　そこをいち早く脱だつ出しゆつするという試験なのだが、そのやり直した試験でも祐人はこれ以上ない結果を出した。罠を容易に見破り、囮おとりにも引っ掛からずに脱出口を見つけてしまう。

　そのクリア時間も他の受験者に比べて圧倒的に早かった。

　試験官たちにしばしの沈ちん黙もくが続く。

「ああ、一応確認のため……。堂杜祐人の試験結果ですが、筆記試験は三十二点と落第点だが内容は吟味の必要あり。体術は文句なしのＡランク、というよりそれ以上の可能性あり。基き礎そ霊れい力りよくはそのまま判定すればＡということですが……本人には使えない可能性があるとのことなので測定外。能力の完成度は模擬戦の結果からいえばＡランクですが……実力によるものなのかは分からず。判断力・勘は、まあ結果からいえばＡですかねぇ」

「しかし、模擬戦では幸運があったとはいえ一匹のＢランククラスの魔獣を自分で倒している。剣聖との体術が互角だったと考えると運だけとも言えない可能性も……」

　全員頭が痛いという感じで下や上を向く。今日来ている試験官たちは非常に忙いそがしい身である。この会議が終われば懇親パーティーには参加せず自国に帰る者がほとんどで、今回の新人試験のために無理やりスケジュールを組み込んだ者が多い。

　そのため、最終段階でこんなに時間が取られるのは予想外であり、皆、次の仕事がおしているため、少々イライラしてきている。そこに髪の色が白髪、黒髪という以外、同じ顔をしているドーラとイーラが同時に声をだす。

「ああ！　もうわけわかんない！　こんな奴、初めてぇ！」

「もう、いいんじゃないんですか？　ランク外で。ただの体術馬鹿だったという所で落ち着けましょうよー」

　試験官全員が主しゆ催さい者しやに目をやる。

　日紗枝は今まで議論を静観してきたが意見が出で尽つくしたと判断して口を開いた。

「イーラにドーラ、そういうわけにもいかないでしょう。確かに試験結果からはこの少年のランク認定はすんなりと……というのは難しいわ。ただ、彼は結果を出しているわけだし……それに逆に考えてみて。どんな理由であれ、彼はＢランククラスの魔獣とやり合える能力を有している。その彼が機関認にん定てい外がいの能力者として動かれたとしたら……」

「「う！　それは確かにややこしい」」

「彼はまだ若いし、これからの成長は充じゆう分ぶんにありえる。であれば機関からある程度のコントロールが利く方がいいわ。データでは彼はどうやら能力者の家系ではなく天然能力者のようだし……能力者機関の天然能力者の保護、育成の理念にも適かなう。それに……」

「それに？」

「これは……私見だけど。この試験内容では彼を測れなかった可能性もある……。まあ、人間性にも問題はないことだし、ここは私が主催者権限で結論を出します。それでいい？」

　全員が頷うなずく。そもそも確固とした答えは皆持っていない。それにあの少年をランク外にするには惜おしい気持ちも確かにあった。

　終始黙だまっていた剣聖は日紗枝を見つめながら小さく笑う。

「天然能力者……か」

　会議が終わり、後はランク発表のみとなった新人試験にちょっと肩かたの荷が下りた日紗枝は一いつ旦たん、ホテルの自室に向かう。その横には剣聖アルフレッド・アークライトもいた。

「日紗枝。それでは私はここで失礼するよ。呼んでくれてありがとう、非常に楽しかった」

「よく言うわよ。最初は嫌いやがっていたくせに。それにちゃんと仕事しないといい加減、機関からも見放されるわよ？　あなた、行方ゆくえ不明とまで言われていたんだから」

　剣聖は苦笑いをする。それに対し日紗枝は真剣な顔で剣聖を見る。

「アル……あなたはあの子について何か知っているの？　当初からのあなたのあの子へのご執しゆう心しんは普通ではなかったわ」

　剣聖は黙って表情を変えずにかつての恋こい人びとを見つめると日紗枝もその目を見つめ返す。

「仙せん道どう……」

「……え？」

「あの少年は仙道の使い手の可能性がある」

「まさか！」

「いや、分からない。道士にしては不自然なところが多い。実際、霊力も持っている。そんな道士は聞いたことがないし間違いの可能性も高い。そもそも仙道の者たちは機関にまったく関かかわりを持たないし興味もない連中だしね」

「そんな……でも、それならこんな試験では測れないのも頷ける」

「日紗枝。彼をしっかり見ていて欲ほしい。間違いの可能性も高い。聞いているものと違いすぎる。天然能力者というのもそういう意味では頷ける話だ。だが、もし道士ならば……彼は貴重なサンプルだ。同じ能力者でありながら謎なぞの多い道士を知るのに彼は非常に重要だ」

「……分かったわ。ただ、それであの少年を特別扱いはしないわ。まだ不確定なことだし、何よりも彼は新人試験に誠実だった。そんな子をサンプル扱いすることはできないわ」

「そうだな。それでいい」

　笑顔で剣聖が大きく頷くと、二人の後ろから小走りで能力者機関の職員が報告にくる。

「剣聖。空港までの車がご用意出来ました」

「分かった……すぐに行く。では日紗枝……また会おう」

　剣聖はそれ以上何も言わずに職員の後に付いていく。

　この時、日紗枝は剣聖に声を上げようとした。

　だが、声を掛けることが出来なかった……。

　そして、日紗枝は剣聖の後ろ姿を見つめながら自分の腹部を大事そうに手で摩さすった。




　剣聖の姿が見えなくなると日紗枝は目を伏ふせ、踵きびすを返して自室に向かうと携けい帯たいに着信が入った。発信者は秘書の垣かき楯だて志し摩まだ。彼女はこの試験の直前にロンドン支部に日紗枝の代行でシスター・ソフィア・サザーランド殺害についての会議に出席している。内容は随ずい時じ報告を受けていたが、会議終了後も日紗枝の判断で引き続き調査をさせていた。

〝大峰様。犯人について重要なことが分かってきました。最近の能力者失しつ踪そうもやはり犯人の吸血鬼ヴアンパイアが関係しているようです〟

「え？　じゃあ、やはりそいつの仕業だったのね。でも何故、能力者ばかり……」

〝どうやら犯人の能力に関係しているようです。高い確率で犯人の吸血鬼は血を吸った能力者の能力も吸い取るようです。能力者たちを狙ねらったのはそういう理由かと……〟

「まさか！　吸血鬼はそれぞれに能力も弱点も個体差が激しいというのは聞いているけど、そんなのは聞いたことがないわ……」

　吸血鬼は非常に個体差の激しい種族であることが知られている。一いつ般ぱん的てきに知しれ渡っている太陽の光、十じゆう字じ架か、大蒜にんにく、純度の高い水等々に弱いというのは、はるか昔に人間社会を脅おびやかしたある一個体での情報に過ぎない。また、彼らは別に血を吸わなくても生きていける。

　彼らはそれぞれに多種多様な個性と弱点、能力を持っている種族であり、ある情報が全ての吸血鬼に言えるとは限らない。

　だが、ただ一つだけ……一つだけ全ての個体に言えることがある。

　それは彼らが不死者ノスフエラクと呼ばれ……人じん智ちを超こえた強力な人外である、という事だけである。

〝はい。確かに吸血鬼は血と一いつ緒しよに記き憶おくや知識、姿を吸い取るというのは数百年前の記録で確認されていますがこういう能力は珍しいようです〟

「吸血鬼のコミュニティからは？　何か報告は？」

〝いえ。ただコミュニティも責任を感じているらしく、捜そう索さく部隊を出しているとのことで何か分かれば、すぐにでも機関に報告するとのことです。現在まで五人の被ひ害がい者しやが出ていますが、その内、四人が機関所属の能力者ですので〟

「ふむ、で、そのノスフェラクの格は？」

〝コミュニティの話では名はガストンと言い、その存在は千五百年クラスだそうです〟

「千五百年クラス!!　准じゆん魔ま神じんクラスじゃない。しかも能力者の能力を吸い取っているとなると事実上、魔神クラスと考えて……。血を吸われた能力者の能力は？」

〝はい、確認されているのはシスター・ソフィアのサトリ能力を筆頭に実じつ戦せん闘とう系のものはほとんどないです。被害者の有名どころではロンドン支部所属ジョン・ラーキンズの、相手の混乱を目的にし思考を止める【ペンディング】などありますが、ただ厄やつ介かいなのはその中に【ポジショニング】があります〟

「それはエドモンド・スタンの！　あの厄介者がやられたの？」

〝はい。主に潜せん入にゆう、情報入手を主目的に活動していた無所属の能力者エドモンド・スタンの能力です。一週間前にデュッセルドルフのホテルでやられました。この能力はどこにいてもそこにいるのが自然、というように感じるので、どのような組織に侵しん入にゆうしても疑われません。この能力のせいで吸血鬼側も捜索に相当苦労しているようです。元来、吸血鬼同士は近付けばお互たがいが分かるはずですが、この能力のせいで……〟

「サトリの能力にポジショニングの能力か。厄介ね……」

〝はい〟

「申し訳ないけど志摩ちゃん。引き続き調査をしてくれる？　こちらもあとは認にん定てい証しようの手続きと懇こん親しんパーティーで終わるから。私もシスター・ソフィアのお墓に花の一つでもあげたいし、その犯人には私が直接手を下したい気持ちすらあるのよ……」

〝……分かりました。実は私に心当たりがあって、これから、ある者と会う予定です。誰だれとは申せませんがその者と話せば何か情報が手に入るかもしれません〟

「分かったわ。常に携帯を持っているから、そちらに連れん絡らくお願いね」

　日紗枝は電話を切ると職員たちに懇親パーティーの準備をすべく指示をだし歩き出した。




　その同時刻……新人試験事務局の会議室で、機関のノートＰＣに保存された新人たちの試験結果ファイルが開かれていた。

「ククク、ご丁てい寧ねいに能力の特性、有用性とリスクまで記き載さいされているのか。やはり能力者の解かい析せきは能力者の方が良く分かっている……」







第５章　魔界帰りの劣等能力者







　懇親パーティー会場で祐ひろ人とは定位置ともいえる後方の端はしの方で所在なさそうにしている。

　そして……祐人は緊張していた。しかも、もはや極限状態。

「ああ……高校受験の発表の時ぐらいかな？　こんなに緊張するのは……」

　ランク試験の結果を聞いたら、今後のことを考えようと思う。

（落ちていたら一いち悟ごにも良いバイトがないか聞いてみよう。一悟は顔が広いから）

　祐人はそう考え、この試験会場では独りぼっちでも、家に帰れば数は少なくとも友人がいるということだけで心が落ち着いてきた。

　次し第だいに新人たちが来場し、開かい催さいパーティーのときのように縁えん者じやや従者を連れて賑わいだしてきた。そこに意い気き揚よう々ようと黄こう家の一団が入ってくる。今度の英ひで雄おはタキシード姿だ。英雄は会場に入るとすぐに祐人が目に入ったようで露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をする。

（うわ、もう！　また来たよ、この野や郎ろうは……。そんなに嫌なら来なきゃいいのに）

「おい、劣等能力者。まだいたのか？　いいか、この懇親パーティーはな、ランク認にん定てい者しやのみ！　を対象にしているんだよ。今回はたまたまランク認定発表が遅おくれているだけだ。つまらない期待を持つなよ？　お前がいると能力者の品位が下がる。早く帰れ、貧びん乏ぼう人にん」

　そう言うと、いつもよりは機き嫌げん良さそうに高笑いをして行ってしまった。

「くう！　何て嫌な奴やつなんだ！　貧乏人で悪かったな、貧乏なのは僕のせいじゃ……ない」

　そう言いながらも祐人は周囲のフォーマルな服装をした受験者たちを見て、そのまま自分の着古したジーパンとシャツを見ると声が小さくなってしまう。

「いや、まだ結果は出ていないんだ。ランクが取れていれば仕事をして報ほう酬しゆうを貰もらえる。そうしたら僕だってお洒落しやれ出来る……はずだし」

「祐人さん」

「そういえば今まで、僕って身なりにまで気がまわっていなかった？」

「あのー、祐人さん？」

　黄金の髪を斜ななめに垂らし、目鼻立ちの整った顔が突とつ然ぜん、視界に現れて祐人は驚おどろく。

「わー！　マリオンさん！　あ、ごめん！　何？」

「何でいつもこんなに端の方にいるんですか？」

「あー、ちょっ、ちょっとね。何となく居づらくて。こんな格好だし……」

「そんな事気にすることないですよ。その格好……似合っていますよ」

「え？　そ、そう……かな？　ありがとう。……うん？」

「何ですか？」

「いや、何と言うか……避さけられていると思ってたから。ほら、僕と話すとアレが……」

　そう言いながら祐人の後方にいる英雄とその取り巻きたちを親指で指した。

「いえ、違ちがうんです！　私こそ、祐人さんに迷めい惑わくが掛かると思って……。実際、もう迷惑を掛けてしまっていますし……それにちゃんとお礼も謝あやまることも中々できてなくて」

「あはは、それこそ気にしなくて良かったのに。僕はどうも昔から、ああいう手合いに一方的に気に入られるみたいでさ。もう慣れっこだから」

　そう言って無む邪じや気きに笑う祐人につられるようにマリオンは笑ってしまう。それでマリオンはホッとした面おも持もちでいろいろと話し始めた。会場の端っこで目立ちはしないが二人の姿は微ほほ笑えましい光景に見える。すると偶然、英雄の視野にその二人の姿が入った。

　途と端たんに英雄の顔は苦虫を噛かみつぶしたような表情になる。再度、低能力者に己おのれの分を教えてやろうと歩き出したところで……足を止めた。英雄の待ちわびた少女が入場してきたのだ。

　瑞みず穂ほは従者である明あき良らたちを連れ、誰かを探すように首を振っている。

　その瑞穂の態度を見てピンと来た英雄は身なりを正し、瑞穂の方に髪を掻かき揚あげながら近付いていく。そんな英雄にまったく気づいていない瑞穂にマリオンと仲良さそうにしている祐人が目に入った。

「やあ、瑞穂さん。僕ならここにいます……よ？　って、あれ？」

　瑞穂は面おも白しろくなさそうな顔をし、英雄の横を素す通どおりして祐人のいる会場の端へ足早に向かう。英雄は髪を掻き揚げたまま立たち尽くし、通り過ぎたお目当ての少女に振り返かえった。

「堂どう杜もり祐人。ちょっといい？」

「え？　あ！　四し天てん寺じさん！」

　祐人は昨日、瑞穂に壁に叩たたきつけられたこともあり、一いつ瞬しゆん、引きつった顔で後あと退ずさる。

「な、何よ……その態度は。ま、いいわ。あなたにプレゼントがあるから受け取りなさい。明良、連れて行って」

「え！　何ですか？　プレゼントって。神かん前ざきさん。これはどういう……あわわ」

　祐人は四天寺家の従者に左右の腕うでを取られ、連行されるように引っ張られていく。

「祐人さん！」

「ああ、マリオンさん、大だい丈じよう夫ぶです。瑞穂様はね、初日の喧けん嘩か仲ちゆう裁さいのお礼と昨日、投げ飛ばしてしまったお詫わびがしたいんですよ。残念なぐらい不器用な方でしてね。こんな言い方しか出来ませんが分かってやって下さい」

「余計なことを言っていないで早く連れて行きなさい！　パーティーが始まっちゃうわ！」

　顔を赤くして瑞穂が叫ぶと「はいはい」と言って明良とその従者は祐人を引きずるように連れて行く。すると瑞穂に完全に無視された英雄は、恨うらみ骨こつ髄ずいの視線を祐人に送った。

「プ、プレゼントだとぉぉ!?　瑞穂さんが、あの低能力者にぃぃ!?」

　祐人は瑞穂からプレゼントと言われたことに驚きながらも、心中で嘆なげく。

（あああ、余計な逆さか恨うらみが増ぞう幅ふくしていく……）

　マリオンは祐人が明良たちに連れて行かれる様を心配そうに見ている。

　瑞穂はそのマリオンの横顔を不思議な、でもちょっと複雑な気持ちで見つめる。

「マリオン。あなたは変わっているわね。あなたみたいな優秀な人があんな情けなさそうな奴と仲良くして……」

「仲良くだなんて……ただ、祐人さんは何故か話しやすくて。それに……あんなに迷惑を掛けてしまったのに、あの人はただ笑っていて……」

　マリオンは僅わずかに頬ほおを染めて祐人たちが消えていった会場の出口扉とびらを見つめた。

「私、何となくですけど分かるんです。能力が、実力とかではなくて……多分、あの人は強いんだと思います。私なんかよりもずっと……」

　瑞穂は、ふと英雄とのいざこざに仲裁に出てきた祐人や、マリオンとジャンピエールの騒さわぎの祐人、その後のホテルの通路での祐人とのやり取りが思い出される。

「へ、へぇー。私には分からないけどね。生意気だとは思うけど……」




　祐人たちの帰き還かんは意外と早く、懇親パーティーの開催時間直前に戻ってきた。

「ほら、堂杜君。こういうのは慣れですから。そうそう、堂々としていれば良いんです」

　明良に背中を軽く押おされて祐人は会場に入った。関係者として最後に入って来たことから祐人は出席者たちに注目されるが、それだけが注目の理由ではなかった。

　それは祐人のその出いで立たちだ。今、祐人は黒のタキシードを身に着けていたのだ。

　そしてこれが意外にも良く似合っている。

　普段からは分かりづらいのだが、祐人は年齢に比べて意外と大人びた顔をしている。

　また、黒の衣装を身に着けると髪の毛の色が軽く青みがかっているのが分かり、その地味で冴さえない第一印象とのギャップも相まって人に強い印象を与えた。

「え？　あれ、堂杜君？」

「うそ……格好良いかも。私、話しかけてこようかしら……」

　祐人はこの周囲の反応に顔を紅潮させると、会場の中央を避け、やはり元の定位置に行こうとする。その先にいる瑞穂もマリオンも時が止まったように祐人を見ていた。
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「四天寺さん、ありがとう。でもこんなに高価なものは申し訳なくて……」

　ハッとして瑞穂はいつもの調子を取とり戻す。

「何を言っているの。それは、壁に……叩き……お詫び……なんだから！　パーティーで一人だけ私服なのは目立つでしょ？　それにそれは買ったのではなくてホテルに頼んだ貸衣装よ。持ってないんでしょ？　そういうの。だから、人のしゃ、謝罪は受け取るものよ！」

「うーん……まあ、確かに」

　瑞穂の言葉を受けると祐人も段々嬉うれしくなってきた。実際、自分だけが私服だった気き恥はずかしさも今はない。それも瑞穂のプレゼントのお蔭かげである。

「そうだね。四天寺さん、ありがとう！　有あり難がたく頂ちよう戴だいするよ！」

　祐人のあまりに素す直なおな喜びように瑞穂も思わず微びし笑ようした。

「祐人さん！　すごく似合っていますよ！」

「あは、ありがとう。マリオンさん」

　その姿をワナワナと震ふるえて見ていた英雄は、瑞穂に無視された分も含ふくめてすべて祐人への怒りに変へん換かんされた。

「貧乏人がちょっと服装を替かえたところで！」

　するとパーティー開始時間になり会場前方にある壇だん上じように主催者である日ひ紗さ枝えが現れた。全員が話を止め、一斉に前を向く。祐人も緊張した面持ちで前方に顔を向けた。

〝皆みなさん。試験ご苦労様でした。早さつ速そくではありますが、懇親パーティーを開かい催さい致いたします！〟

　参加者が満面の笑えみの日紗枝に注目をしているが、皆、不ふ審しんな表情をして静まり返っている。

〝ふふふ、皆さんの言いたいことは分かっています。試験結果が発表されていない……と言いたいのでしょう？　皆さん、覚えていますか？　試験開催のパーティーの際に私は言いました。最終日の懇親パーティーはランク取得者のみが参加するということを……〟

　新人受験者たちは目を大きくする。ということは……。

〝ランク認定の発表が遅れて申し訳ありませんでした。今回の新人試験は我わが機関にとって新人試験開始以来、二回目の快挙となります。皆さん！　おめでとうございます。この度たびはみごと全員がランク取得に成功しました！〟

　会場は一斉に歓かん喜きの嵐あらしに包まれる。祐人も高校合格以来の喜びようだ。

「やった！　やった！　これで生活が楽になる！」

　瑞穂は冷めた、英雄は当たり前という反応ではあるが、其そ処こ彼かし処こで喜びの握あく手しゆや抱ほう擁ようがされている。

〝はい！　それでは今回の試験結果を一人ずつ発表しますので呼ばれた方は認定証を受け取りに前まで来て下さいね。各試験の詳しよう細さい結果も前方のスクリーンに出しますので、そちらで確かく認にんしてください。それでは！　成績上位者からお呼びしますね！〟

　皆、その喜びも冷めやらぬ間に一人ずつ呼び出される。

〝えー、まずは四天寺瑞穂さん！　ランクＡの取得になります！〟

　参加者から歓かん声せいがあがる。機関所属のランク保持者の50％以上はランクＥとＦに集中している。しかもランクＡがこの新人試験では取得できる最高のランクになるのだ。過去、約五十回の新人試験でランクＡの取得は僅か四人……。

　それがどれだけのことか、祐人以外の参加者には分かっていた。

　祐人は壇上に認定証を受け取りに行く瑞穂を見ながら一いつ生しよう懸けん命めいに拍はく手しゆをする。同時に上方にあるスクリーンには試験結果が映しだされている。そこには、筆記九十六点Ａ、体術Ａ、基礎霊力Ａ、法術・能力の完成度Ａ、判断力・勘Ｃと表示されていた。

〝次にマリオン・ミア・シュリアンさん。ランク……Ａの取得になります！〟

　会場はさらに盛り上がる。一回の試験でＡランク取得が二人とは!?　と、こんなことは聞いたことがないと会場は騒そう然ぜんとした。

　マリオンは少々照れながら認定証を受け取りに行く。スクリーンには筆記九十点Ａ、体術Ｂ、基礎霊力Ａ、法術・能力の完成度Ａ、判断力・勘Ｂと出ていた。

〝次に……黄英雄君。こちらも……ランクＡの取得になります！〟

　三人目のＡランク取得に参加者は驚きを越えて声を失っている。

　英雄はそれを自分への畏い怖ふと受け取り、肩で風を切りながら前へ歩き出す。スクリーンには筆記百点Ａ、体術Ｅ、基礎霊力Ａ、法術・能力の完成度Ａ、判断力・勘Ｃと表示される。

「あいつ口だけじゃ無かったんだ……」

　祐人は英雄を見直した。そこに認定証を受け取ったマリオンが祐人のところに戻もどってきた。瑞穂は認定証を受け取った後に大勢に囲まれ、挨あい拶さつやら他家からの祝福を受けて忙しそうにしている。その後も引き続きランク発表が進み、今回の新人試験がいかに快挙の年なのかが分かるものだった。

　ランクＢ取得者五人……一回の新人試験でランクＢ取得が三人以上なのは試験開始以来初。ランクＣ取得者二十九人……これも試験開始以来初。

　呼ばれていないのはついに祐人だけになった。ちょっと緊張しながらもアナウンスを待つ。最後なので同期の中では最下位の成績ではある。だがそれは祐人にとって関係なかった。たとえＦランクでも仕事さえ貰えれば充分な収入が得られるはずだ。

　仕事内容にもよるが先日聞いた各ランクの大体の平均報酬は、祐人にしてみれば非常に素す晴ばらしいものだった。それだけにランクの取得は難しく、機関を知る能力者がランク取得を目指す理由にもなっている。

〝それでは最後ね！　堂杜祐人君。ランク……Ｄの取得になります！〟

　祐人は耳を疑った。ランクＤ？　祐人は感動した面持ちで前のステージに向かうのも忘れてしまう。マリオンが拍手をし出すと、皆からも拍手が出た。祐人は我に返り、周りを見回してしまう。そこに各方面からの挨拶が終わったのか、瑞穂が帰ってきて声を掛かけた。

「ほら、呼ばれているわよ。早く行きなさい」

「祐人さん。おめでとう！」

「あ、ありがとう！」

　祐人がそれは嬉しそうに認定証を受け取りに行く。今試験最下位ながらも心から喜んでいるその様が参加している全員に好印象を与えたのか、皆、笑っている。

　祐人は照れながら壇上に向かうと祐人の試験結果がスクリーンに表示されている。

　筆記三十二点（色々と考こう慮りよしてギリギリＦ）、体術Ａ（剣けん聖せいの査定考慮込み）、基礎霊力Ｄ（測定不能であったが協議の結果）、法術・能力の完成度Ｄ（多分に運も良かったと考えられるが協議の結果）、判断力・勘Ａ（長時間の協議の結果）とされていた。

　どうやら皆の笑え顔がおはこの表示によるものらしいことに気づき、祐人は途と中ちゆうから乾かわいた笑いに変わる。だが、実際は好印象の比重の方が大きかったのだが……。

「はい、おめでとう。これが認定証よ。堂杜君、周りが優ゆう秀しゆうすぎてちょっと分かりづらいかもしれないけど、新人でランクＤというのはとても凄すごいことなのよ。去年の最高取得ランクはＣで二人だけ。そのうちの一人はあのオルレアン家の嫡ちやく男なんだったくらいなんだから……」

「あ、はい！　ありがとうございます。え？　オルレアン家の嫡男って……まさか、それってジャンピエールっていう人じゃ……」

「あら、その通りよ。知っていたの？　試験初日に視察と挨拶に来たけど……会った？」

「いえ！　知らないです！　知り合いたくもないです！」

　そう言い、祐人は何となくジャンピエールの心の内が分かるような気がした。本家の自分よりも優秀な分家のマリオンが気に入らなかったということであろうと推測する。

　祐人は日紗枝に深々とお辞じ儀ぎをして、定位置の隅すみっこに小こ躍おどりしそうになりながら戻る。

（やったー！　これで頑がん張ばって稼かせいで、一悟にでも頼たのんで一緒に服でも買いに行きたい！　それで家も修復して学校帰りにクラスのみんなと遊ぶ時間を作るんだ！）

　祐人はそんな未来図を夢見ながら歩いていた。

〝それでは！　これで結果発表は終了します。機関としてもＡランカー三人、Ｂランカー五人と八人も上位ランクが出るという最高の新人試験となりました。そして全員のランクがＤ以上というのも初めてです。皆さんはまさに！　ゴールデンエイジと言って差さし支つかえないでしょう！　今日は心ゆくまで盛り上がって下さいね！〟

　祐人はウキウキした面持ちで足取りも軽く、様子を見て早めに帰ろうかと考える。




　――その時である。




　突然に祐人の背中に悪お寒かんが走った。

　祐人は表情を変えて周囲を見み渡わたすが……別段変わりのないパーティー会場。

（この感じは先日の……）

　祐人は途中から静かに歩き、マリオンと瑞穂のいる会場後方の端に向かった。

「祐人さん。どうかされたんですか？」

　先ほど大いに喜んでいた祐人の様子が変わったのを見てマリオンが怪け訝げんな顔をする。

「あ、いや……。マリオンさん、今、何か感じなかった？」

「え？　いえ、何も……。何かありました？」

「いや、こう良くないものがいるような……」

　祐人の不審な言葉を聞き、瑞穂は顔を引き締しめ、明良に目をやると「私は何も……」と明良は首を振ふった。

「気のせいじゃないの？　明良はこう見えても四天寺家の探査、索さく敵てきのプロよ。その明良が何も感じていないって言うんだから。しかも、ここにはこんなにも能力者がいるのよ？」

　祐人は表情を緩ゆるめないまま、目だけは周囲を素す早ばやく見回す。

　つい最近、どこかで感じたことのあるこの異質な空気。そこで祐人はハッと思い出す。

（こいつは……東あず屋まやで感じたものと一緒だ）

　祐人の感覚が最大限の警けい鐘しようを鳴らしだした。

（危険な奴だ……それに誰も気づかない。そういう存在なのか、能力なのか……）

　新人試験で能力者としての勘は全くないと判定されたが、この時の祐人は違った。祐人の氣質が変わり、スイッチを入れたように状じよう況きようを読み出す。

　そして何よりも、この会場にいる全能力者たちとは比べ物にならない程ほどの戦闘経験が祐人の戦士としての判断力を研とぎ澄すまさせていく。それは堂杜家の最大にして最凶の管理物件である魔ま來らい窟くつの向こうの世界で培つちかわれたものだ。

　祐人は堂杜家に生まれてこの世界を揺ゆるがしかねないこの世界の大穴……魔來窟を見張り、もしもの時はこの世界の防ぼう波は堤ていになる役目を負った。

　堂杜家はこの役目のために他の能力者たちとの交流も極力避けてきた。それはひとえに向こう側の世界への通り道を知られないためだけにである。

　そして……さらにもう一つ。

　堂杜家にはもう一つの重要な役割がある。

　それは魔來窟を通って辿たどり着つく、この世の隣となり合あわせのもう一つの世界……魔界。

　その魔界と呼ばれる異世界に異変が生じたとき、堂杜家は魔界に居住する人間たちと協力し、その言語を絶する圧あつ倒とう的てきな能力で魔界の安定を取り戻すことも役目としていた。

　今、祐人の父、遼りよう一いちがこの役目に殉じゆんじており、それは祐人としても同様であった。

　本来、堂杜家は霊れい剣けん師しの家系だが……その才能のない祐人は代わりに仙道の力を得た。その力は歴代の堂杜家当主たちと比ひ肩けんして遜そん色しよくのないレベルにまで達し、師でもあり三仙でもある孫そん韋いをして天てん賦ぷの才と言わしめたものである。

　そして……祐人の魔界での三年間の経験。

　語られることもない、魔界での壮そう絶ぜつな数あま多たの戦闘経験が現在の祐人を形成している。

　その祐人が今……一つの可能性を導き出した。

　祐人がホテル外周で発見した人外の死体……剣聖の言った古の種族。

（あの人外の死体は伝説の不死者……吸血鬼!?）

　心に余よ裕ゆうもなく必死の思いで受験した新人ランク試験に翻ほん弄ろうされたのもあるが、迂う闊かつにもこの事に思い至らなかった自分を祐人は腹立たしく思う。

　いや、もしそうだとして、あの強力な人外である吸血鬼が二体も倒たおされるとは？

　あのホテル外周の散歩道……祐人が感知したときにはまだ生存していたはずだった。

　だが、僅か数秒後、その祐人が現場に着いた時にはすでに殺られていた。

（……では、その不死者は何に殺された？）

　忙しく動く祐人の目が日紗枝のところに何かを報告に来た機関所属の二人の職員に留まる。いや、引き寄せられた。機関職員の片方は日紗枝に血相を変えて何かしらを伝えているが、祐人の目はその後ろに立っているもう一人の職員に集中する。

　よく見れば不思議と顔の見えない職員はゆっくりと、そして静かに、その顔を祐人の方に向けてきた。祐人の鋭するどい眼光とその職員の薄うす暗ぐらい視線がぶつかり合う。

　祐人は見み逃のがさなかった。その職員の歪ゆがんだ口が僅かに動いたのを。

　声は聞こえない……が、その唇くちびるの動きを正確に祐人は読み取った。

「お前は……先日の東屋での小こ僧ぞうか……」

　祐人は目を見開くと会場全体に轟とどろく怒ど号ごうを上げる。




「みんな！　逃にげろーーーーーー!!」




◆




〝………。皆さんはまさにゴールデンエイジといって差し支えないでしょう！　今日は心ゆくまで盛り上がって下さいね！〟

　日紗枝は挨拶を終え、壇上から降りると先さき程ほどからしきりにポケットの中で呼び出しをしていた携帯電話を急いで出した。着信には十数回連続で垣かき楯だて志し摩まと表示されている。

「もしもし。志摩ちゃん何か分かった？」

〝大おお峰みね様！　すぐに試験を中止してください！〟

　普ふ段だん出すことのない志摩の切せつ迫ぱくした声に日紗枝はうろたえる。

「お、落ち着いて志摩ちゃん。もう試験は終わっているわ。今、懇親パーティーの最中で、それももう中ちゆ盤うばんに差し掛かっているわ。それより一体、何？　どういうことなの？」

〝犯人の！　能力者殺しの犯人の居所が分かりました！　今、その試験会場にいます！　そいつはめぼしい新人の血を吸い、その能力をその身に取り込むのが目的です！〟

「え!?　それはどういうこと!?」

〝最後に殺されたエドモンド・スタンの所持品に今回の新人試験の受験者名めい簿ぼがありました。エドモンドは恐おそらくこの情報を他の組織や国家に売りさばくつもりだったようです。犯人の吸血鬼は高確率でこれを見たと考えます！〟

「でも……それならもう襲おそわれていてもおかしくはないわ。考えすぎではないの？」

〝確定情報です！　吸血鬼コミュニティからも試験の中止要よう請せいがもうすぐ入ります！　コミュニティから送られた刺し客かくの三人は全員撃げき退たいされたという話です。生き残りの一人からコミュニティに連絡が入って……細かいことは後で連絡します！　ですから、早く！〟

「な、それにしてもコミュニティの連絡が遅おそい！　何な故ぜもっと早く連絡を寄よ越こさないの！」

〝恐らくはコミュニティもガストンの行方を掴つかむのに相当苦労していました。それが【ポジショニング】の能力のせいなのは明らかです。そこで新人試験を囮おとりに使ったのでしょう〟

「囮に!?」

〝だいぶ早い段階でコミュニティはガストンが相手の能力を吸うこと、エドモンドの部屋にあった新人試験についての情報をガストンが得ていたことはキャッチしていたようです。そこで考えたのでしょう、捜さがしても見つからないのであれば新人試験を餌えさにしてガストンを待まち伏ぶせして抹まつ殺さつする……ということを〟

「何て事！　であるにしても、そういう連絡があればこちらも何らかの対応は出来たわ！」

〝連絡すれば高い確率で試験は中止です。それでは餌になりません。彼かれらは非常にプライドが高いですから、なんとしても自分たちで同族の不始末を片付けたかったのでしょう〟

「……ところが、逆に刺客が撃退されてしまった」

〝はい。そこで日本まで追おい詰つめたということにして、新人試験については偶ぐう然ぜん、現地で知ったことにする。その上で機関にこの情報を連絡すれば誠意を見せたことになり、面めん目ぼくも潰つぶれることはない。……という判断で今からの連絡だと考えます〟

「なんて、はた迷惑な話なの！」

〝大峰様！　とにかく早くパーティーの中止と参加者の避ひ難なん、警護態勢を！〟

「わ、分かったわ！　取りあえずそのように指示します」

　携帯を切るとその日紗枝に機関職員が血相を変えて駆かけ寄よってくる。

「大峰様！」

「今度は何!?」

「大峰様。試験事務局の部屋の鍵かぎが破は壊かいされてノートＰＣから新人名簿及および試験結果が何者かに閲えつ覧らんされていました！　すぐに犯人の調査を命じましたが取り急ぎご報告にと」

「何ですって!?」

　試験結果は機関の最重要機密。限られた者にしか閲覧パスワードは教えられていない。

　一体、いつ、どこで知られたのか？　この時、日紗枝の脳のう裏りに最悪のケースが頭に浮うかぶ。

（ポジショニングの能力……）

　いや、今はそれよりも現段階で閲覧をされたという事実……。

　何のためか？　垣楯志摩からの連絡も含めて……日紗枝の考えが素早く巡めぐる。

（試験の結果を待ち……各新人能力者の能力を品定めした!?）

　日紗枝は大体の状況をその明めい晰せきな頭と勘かんで理解してくる。祐人の発見したあの正体不明の人外の死体は恐らくコミュニティが派は遣けんした刺客の吸血鬼……。

　他の人外ならいざ知らず、不死者の死体など誰も知るはずもなかった。そのため、何の人外なのかの調査も結論が遅れていたのだ。しかし、三人の刺客と聞いてピンと来る。

　残り一人は重傷を負ってコミュニティに連絡した……という可能性が高い。

　頭の中で状況が整理されてくると日紗枝はみるみる顔色を変える。そして、機関職員たちに声を上げようとするその時、パーティー会場に祐人の大きな声が響ひびき渡わたる。




「みんな！　逃げろーーーーーー!!」




　突然の怒号に騒然とする会場。日紗枝は声の主に顔を向けると、祐人が物もの凄すごい形相で自分に報告に来た機関職員に走り寄るのが見える。

「ちょっ、堂杜君！」

　だが、その声は届かず、間かん髪はついれずに祐人は二人の機関職員の後ろ側にいる職員に上段右回まわし蹴げりを叩き込んだ。日紗枝も祐人の体術の実力は分かっている。あの剣聖と互ご角かくに渡り合った、本来ならばランク取得が難しかったかもしれないこの少年の評価を一変させたものである。その神速の蹴けりを機関の一職員が喰くらったら一ひと溜たまりもない。

　だが……その日紗枝の心配は悪い意味で現実化しなかった。なんと、その職員はその蹴りがこめかみに当たる直前に祐人の右足を片手で掴み止めたのだ。

「……ッ！」

　祐人の顔が歪む。そしてさらに驚くべきことにその職員は、掴んだ祐人の足を振り回すように会場前方の壁かべにその異常なほどの膂りよ力りよくで投げ飛ばした。

「な!?」

　目の前で起きた信じられない光景に日紗枝は愕がく然ぜんとする。あの剣聖と体術で互角にやり合った祐人の回し蹴りが止められ、投げ飛ばされ、そして、身体ごと壁にめり込んだ。

　あまりの突然の出来事に会場から悲鳴があがり、混乱の坩る堝つぼと化す。

「堂杜祐人！」

「祐人さん！」

　祐人が止める間もなく颯さつ爽そうと走り出した時から瑞穂とマリオンは祐人を目で追っていた。

　その祐人が機関の一職員に襲い掛かったのにも驚いたが、その職員に攻こう撃げきを防がれ壁に投げ飛ばされるのを見てそれ以上の衝しよう撃げきを受ける。咄とつ嗟さに瑞穂とマリオンが祐人に駆け寄ろうとすると、祐人を投げ飛ばした職員がまるで通りがかりかのように立ちはだかった。

「おっとっと、これはこれは、お嬢じようさんたちぃ～。どこへ行かれるのですかな？」

　二人ともこの機関職員に言いようのない嫌けん悪お感を覚え、すぐに身構える。そしてすぐにそれを庇かばうように日紗枝がその前に立つと日紗枝は矢や継つぎ早ばやに参加者と機関職員に指示を出す。

「全員、外に避難を！　各家の従者は主人を守りなさい！　あいつが狙ねらうのは新人よ！」

　日紗枝は背後の瑞穂に振り返らずに続ける。

「瑞穂ちゃん、あなたたちも早く！　堂杜君も連れてって！　それと剣聖に連絡。空港から呼よび戻して！　ここは私が抑おさえる！」

　しかし、あまりに突然のことで機関職員も会場の反応も悪い。

　日紗枝は痺しびれを切らして大声で怒ど鳴なる。

「こいつはノスフェラク！　吸血鬼ヴアンパイアよ！　能力は血と一いつ緒しよに他者の能力を吸うＳ級の人外よ！　早く外に避難をしなさい！」

「ノスフェ……ラク？」

「能力を吸うって……？」

「Ｓ級だって!?」

　その日紗枝の怒ど声せいに事態を理解した会場内の関係者たちは大混乱に陥おちいり、我先にと避難を開始する。能力者機関の言うＳ級の人外とはもはや、自分たちのみならず……この品川一つが危ないという警告と同義語と言っていいのだ。

　会場の様子を目だけで確認しながら日紗枝は戦せん闘とう態勢に入る。

　日紗枝は精神を集中し……己を中心に風の渦うずを作る。

　日紗枝が得意とする風の精せい霊れいを駆く使しした攻撃と防ぼう御ぎよが一体となった真空の壁である。

「あなた……ガストンね」

　ピクッと機関職員の格好をした男は反応する。

「ククク、あなたは……優秀ですね。それに美しい。是ぜ非ひ、友人になりたいですねぇ」

「お断りするわ。ガストン、一つだけ聞くけどあなたがシスター・ソフィアを殺したのね？」

　機関職員に扮ふんしたガストンの笑みが消え、日紗枝の質問に答えずに大おお仰ぎようにジャケットを投げ捨てる。するとどういうわけか上着を脱ぬいだだけなのに全体の服装が変わった。

　ガストンは全身漆しつ黒こくの姿……襟えりが大きく体に張り付くようなシャツを身につけ、裏地が深しん紅くのマントを纏まとっている。

　そして、隠かくしていたようでもなかったが、今まで見えなかった素す顔がおも明らかになった。

　伸のばしたままの絡からまるような艶つやの無い銀ぎん髪ぱつ。その髪かみの間の彫ほりの深い目から暗く翳かげった眼光がこちらを捉とらえる。ガストンは目尻を下げるように薄うす笑わらいを浮かべたかと思うと裏声のような高い声で笑いだした。

　その動きは長身と頑がん強きようそうな体からはかけ離はなれ、思わず小動物すら連想させた。

「殺したなんて心外ですねぇ！　もう死に懸かけ寸前のババアだったんだよぅ？　アッハッハハー、キャーハッハッハー、ヒッヒヒー！」

　ガストンは腹を抱かかえ、狂くるったように笑い転げた。濁にごった金色の目の瞳どう孔こうが開き、まるで忘ぼう我がの境にいるようだ。その姿に日紗枝は臍ほぞを噛み睨にらむ。

「こいつイカレてるわ……」

「だってさぁ、あの人さぁ……僕ぼくを残して死のうとしてるんだもん。そんなの許せるわけないでしょう？　だって、あの人はずぅっと僕のそばにいなきゃいけなかったんだから」

　今度は打って変わって大おお粒つぶの涙なみだを流し嗚お咽えつする。

「ううっえっ……だからさぁ、僕は血を吸ったんだよ……。すべて！　全部！　干ひ乾からびるまで！　そうしたら僕の中に居られるだろう？　当然だろう？」

　天てん井じようを仰あおぎ見みるように涙を流しているかと思うと突然、こちらに表情のない顔を向けた。

「でもさぁ、まさかさぁ、こんな他人の能力までさぁ……。僕の体の中に入って来るとは夢にも思わなかったんだけどね！」

　ガストンは顔に手を当て、指と指の間から日紗枝を見る……というより診みる。

「ふーん。僕を足止めして全員を逃がした後に……あわよくば倒し、無理でも剣聖とやらが帰ってくるまで時間稼ぎ……という算段なんだねぇ」

「クッ……」

　日紗枝は顔を歪ませ、背後の瑞穂とマリオンを庇うように凄すさまじい風壁を前面に展開する。

「瑞穂ちゃん、マリオンさん。早く堂杜君を連れて逃げて！　こいつはあなたたちでもどうにもならないわ！　こいつは千五百年クラスの吸血鬼……さらには五人の能力者の能力も血と一緒に吸っているの！」

「っ！」「え！」

「いい？　知っての通り吸血鬼は元々高い身体能力と強力な魔ま力りよくを持っているわ。それに加えてこいつは五人の能力者の能力を身に着けている……。その中には当代最高のサトリ能力も含まれているの。つまり、こちらの考えがすべて筒つつ抜ぬけ。もう魔ま神じんクラスの戦せん闘とう力りよくと思った方がいいわ！　だから早く！」
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「でも！　日紗枝さんは……」

「瑞穂ちゃん、忘れた？　私も【魔神殺し】よ。それに一時間後にはアルも……もう一人の【魔神殺し】剣聖も来るわ。とにかく、あなたたちをこんな所で失うわけにはいかないの！」

「日紗枝さん……。分かりました！」

　日紗枝はマリオンと瑞穂が祐人のいるガストンによって叩きつけられ倒とう壊かいした壁に走るのを確認し、正面を向いた。

（……私一人で倒したんじゃないけどね）

「ククク……いいのかな？　一人で……時間稼ぎかい？」

「フー、心は読めても、実力までは読めないみたいね！」

　日紗枝を中心に竜たつ巻まきが発生する。

　その凄まじい精霊との感応力をもう一人の精霊使いである瑞穂は背中で感じとった。

（日紗枝さん凄い！）

　この間にマリオンは壁の瓦が礫れきの中から祐人の足を発見する。

「祐人さん！　大丈夫ですか!?」

「あ痛たたた。油断したよ……」

　頭を振り、壁の破片を散らしながらさほどのダメージを感じさせずに祐人は起き上がった。瑞穂も駆け寄り、心配そうに壁の破片まみれの祐人を見る。

「ちょっと大丈夫なの？　あ、あなた、何て頑がん丈じようなの。ほら早く逃げるわよ！」

「逃げる？　ハッ、あいつは!?」

　祐人はすぐさま周囲を見ると既すでに日紗枝とガストンの激しい攻こう防ぼうが繰くり広ひろげられていた。一いつ般ぱん的てきに精霊使いは接近戦に向いていないと言われている。日紗枝はガストンから距きよ離りを取り、自身に風の障しよ壁うへきを築きつつ移動して風の刃を放っている。ガストンは薄笑いを浮かべながらその刃を避けつつ日紗枝の懐ふところに飛び込む機会を窺うかがっているようだ。

「ヒャハハ、無む駄だだよ！　いつ何ど処こに、何の攻撃を、何の狙いで放つのか僕には分かるんだよ？　右、左、上半身を屈かがめさせて足を狙い、ジャンプさせて火か炎えん弾だんを至近距離で……」

　ガストンは至近に飛び込んで来る日紗枝を分かっていたように迎むかえ撃うつ。

　その迎げい撃げきは日紗枝の予想を超こえたもので、ガストンは日紗枝が火炎弾を放つ直前の右手に狙いを定め、その薄うす黒ぐろい手を伸ばしてきた。

「火炎弾を放つにはその風の障壁をなくし、自ら穴をあけるもんなぁ！」

「クッ！」

　日紗枝はランクＳの卓越した精霊使いだが、多系統の同時行使はできない。何度か成功したことはあるのだが、実戦では使ったことがなかった。ガストンは上半身を突とつ然ぜん伸ばすように前に出ると、日紗枝の火炎弾を出す右手に自分の左手を正面から絡める。

「駄だ目めだ！　危ない！」

　祐人は叫さけぶとガストンと日紗枝の衝しよう突とつ地点に飛び込む。その躊躇ためらいのない動きにマリオンも瑞穂も止める間もなかった。日紗枝は悪寒が走り、飛とび退のこうとするが、ガストンは絡めた左手で日紗枝の右手を離さず、逆に自分に引き寄せてしまう。

「はう！」

　日紗枝の右手に鈍にぶい痛みが走った。ガストンは異様に長い爪つめを揃そろえた右手を日紗枝の喉のど元もとに突つき出だす。そして口から鋭い牙きばが妖あやしく伸びた。

「予定の相手ではなかったが精霊使いの能力も頂きだね……何!?　ク！」

　その激しい攻防の間に飛び込んできた祐人の神速の手刀がガストンの右手を打つ。

　そして、次発の手刀が二人を繋つなげているガストンの左手を狙っていた。ガストンは間かん一いつ髪ぱつで日紗枝の右手を離し、祐人の手刀を避けて後方に飛び去る。

　日紗枝はその攻防を目まの当あたりにしてもまったく動けなかった。

　後方に逃のがれたガストンは痺れた右みぎ腕うでを擦さすりながらニヤリと笑う。

「驚おどろいたねぇ……この私に気付かせないなんて……うん？　お前はさっきの小僧……」

　相手が祐人と気付くとガストンは笑みを消し、初めて不ふ愉ゆ快かいそうな表情を見せた。

「大峰さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　祐人は日紗枝とガストンの間に無理やり割り込み、日紗枝を背にする。

「ど、堂杜君！　え、ええ、大丈夫よ！　でも、あなたこそ大丈夫なの？」

「僕は平気です。ここは僕が引き受けますから大峰さんは四天寺さんやマリオンさんを連れて逃げて下さい！」

「何を馬ば鹿かなことを言っているの!?　相手は吸血鬼よ。あなたのような新人に手に負えるわけがないでしょう！」

「いえ！　このままでは全員避難できません！」

「え？」

　日紗枝は、そこで初めてホールの出口に溜たまるようにウロウロしている新人たちが目に入る。どういう事か分からないが全員、外に出ようとしていない。

「何故!?　皆、何で退たい避ひしないの？　従者たちは一体何をやっているの！　……って従者たちはいない？　まさか！　主人を見捨てて逃げたっていうの!?」

「いえ、それは多分、あいつが何か仕し掛かけているんです」

　祐人はニヤニヤ笑っているガストンを睨む。

　瑞穂とマリオンも駆け寄ってきて日紗枝の左右に立った。

「ククク……お前は面おも白しろいな。実にいい……不愉快なくらいだよ。でも、僕が目をつけた新人リストにお前はいなかったがなぁ。後ろの美お味いしそうなお嬢さん方は覚えているよ？　新人にしてランクＡを取得した才女たちだろう？　で、お前のランクは何だ？」

　祐人は質問されると、ちょっと嬉しげに、そしてちょっと照れた感じで答える。

「僕はラ、ランクＤだ！」

「何を嬉しそうな顔してるの！　馬鹿！」

　瑞穂が横から怒鳴り、マリオンも困ったように笑っている。

「ランクＤィ？　ハッ！　どうりで知らないわけだ。確か今試験の最下位ランクだな？」

　日紗枝は出口付近でウロウロしている新人たちを深刻そうに眺ながめながらガストンへの警けい戒かいも怠おこたらない。早く新人たちのところに駆けつけて、事態の確認と解決を図はかりたいのだが、余裕の表情を浮かべている吸血鬼を前に迂闊に隙すきは見せられなかった。

　すると、内心、余裕のない日紗枝の横に祐人が並んだ。

「大峰さん。行って下さい。多分、大峰さんじゃないと皆、脱だつ出しゆつできません」

　この祐人の発言に日紗枝は目を細め、その真意を尋たずねる。

「堂杜君……あなたには何か分かるの？」

「いや……すみません、完全には分かりません。ただの推測です」

　完全には……という祐人の言葉。日紗枝にしてみれば、今、退避しない新人たちの状況がまったく想像出来ない。今は予想でも、少々、的外れでもいいからヒントが欲ほしいと日紗枝は考える。しかも、今のこの切迫した状況で仮説を立てたのは、今、目の前にいるこの少年だけなのだ。であれば今はそれに縋すがりたい。

「あなたの判断力テストは全受験者中最高のＡよ。推測でもいいから言ってみて」

「……分かりました。さっき、僕がこいつに攻撃を仕掛けた時に覚えた違い和わ感かんなんですが、こいつを見ていると昔からの仲間のような気がしてしまうんです。そのせいで僕は、一いつ瞬しゆん、攻撃を躊躇ってしまいました」

「そう、それがあいつの身に着けた能力の一つ【ポジショニング】よ。その能力で奴やつの侵しん入にゆうを防げなかった厄やつ介かいな能力だわ。目の前で確認していれば、そこまでの効果は発揮しないはずだけど、それでも若じやつ干かんの影えい響きようはうけるわ。でも、それだけじゃあ……」

　瑞穂とマリオンはそれを横で聞いて驚くと顔を引ひき締める。

「はい。皆が逃げられない理由になりません。ただ、僕は以前にも……この違和感に近いものを経験しました。一昨日、二人の吸血鬼……だと思いますが、その死体を発見した東屋で僕は『すぐにここから離れて帰らなければ』と強く思ったんです」

「……どういうこと？」

　日紗枝は、今の祐人の話の意味がまだ分からない。

「これも推測ですが、もし正しければ……。四天寺さん。マリオンさん。このホールの出口がどこか見当たりますか？」

　二人は、「は？」という顔になる。

「そ、そんなの！　あそこにあるに決まって……え？」

「ない……。いえ、なくなってます！　何で!?」

　二人の不可思議な反応に日紗枝は一体どういうことかと驚く……。

「え？　何？　どういう……。そこにあるじゃない。私には見えるわ」

「大丈夫です。その方向に確かに出口はあります。じゃあ、そこから出ようと考えて下さい」

　祐人の言葉に三人とも眉まゆを顰ひそめながら、あるはずの出口の方向を見つめる。

　突とつ然ぜん、マリオンと瑞穂の二人は青ざめていく。マリオンは震ふるえるあまり立っているのがやっとだ。日紗枝はその二人の姿を横目に心の内側から湧わき上あがる衝しよう動どうに困こん惑わくしつつ、それに必死に抗あらがっている。すると祐人が三人の背中を軽く叩たたいた。

　途と端たんに三人とも正気に返ったようにキョトンとする。

「もういいです。こう感じたのではないですか？　新人の四天寺さんとマリオンさんはここから出たくない、外はもっと危険で、出たら終わりだと。そして、大峰さん……新人以外の人は早くここから出て行きたい。出て行かなければ自分も新人たちも終わりだと、そういった強い衝動がありませんでしたか？　しかも、抑えられないぐらいの強い衝動が、です」

　日紗枝、マリオン、瑞穂と祐人の言うことに聞き入る。

　突とつ拍ぴよう子しもないような話だが事実と整合性がとれているために理解が出来た。理解出来ると人はホッとするものである。そのため、何故、祐人は大丈夫なのかという疑問まで頭が回らなかったのは祐人にとって幸いだった。

　仙せん道どうではありのままの世界をありのままに捉えることも重要な修しゆ行ぎようである。この中ちゆ庸うようの心を以もつて仙道の到とう達たつ点てんとなるのだ。つまり、仙道のマスタークラスには精神攻撃や幻げん術じゆつはほぼ通用しない。祐人はもちろん、そこまでは達してはいないが。

「それに加え、新人たちには出口を見えなくし、それ以外の人たちには見えるようにする。ここまで念を押おせば……付つき添そいや従者は先を争って出て行ってしまう。そして新人たちは出るに出られない。その結果があの現状です」

　祐人は出口付近でウロウロしているだけの新人たちを指差す。

「僕の推測ではこいつの仕掛けた能力の根源は人の認にん識しきと判断を捻ねじ曲まげるものではないか？　が結論です。新人には外にこそ危険がある、その他の人間には外に行かなければ全員助からない……と強く感じる、確信する。そのように仕向けているんです」

　祐人の説明に拍はく手しゆが起きる。その拍手の主、ガストンは下品な笑いを漏もらした。

「いや、本当に君は面白い！　素晴らしい状況判断だよ。ほとんど正解と言っていいね。これは【ポジショニング】を機き軸じくとした応用なんだよ。しかし、それでランクＤというのはその他の能力が足らなかったのかな？　だが、君は……んー？　実戦経験は豊富かな？」

　ガストンは二つに割れた己おのれの顎あごを摩る。

「こんなに僕に心を読ませないとは……サトリ能力者対策も大したもんだね。まるでサトリ能力者との戦闘経験があるみたいだ。君の中からはずっと水着姿の女の子たちしか見えてこないよ」

「い！」「え？」「はあ？」

　ガストンの指し摘てきに祐人は、ばつが悪そうな顔であたふたとしてしまう。

　それを聞いてジト目で見つめる二人の少女たちからの視線が痛い。

「祐人さん……さっきの会話中もそういうことを考えながら……」

「堂杜祐人……。これだから、男は……」

「誤解だよ！　あくまでサトリ能力者対策だよ。好きでやっているわけじゃ……」

「好きじゃなければ、何で水着姿の女の子なのよ！」

「いや、たまたま部屋で今年の夏の新作水着ショーがテレビでやってたから！　何でもいいんだ！　慌あわてて思い出したのがそれで、持続していただけなんだ！　す、すぐに変えるよ」

「ほう？　本当だねぇ、掛かけ算ざん九九になったな」

　そう言うと、ガストンは肩かたを竦すくめて両手を広げて見せた。

「ハアアッ！」

　突然、日紗枝が前に出る。祐人たちとガストンとの会話の間にも日紗枝はガストンの隙を見逃さないよう注視していたのだ。そこに気が緩んだように両手を広げたガストンを見て、不意に近接攻撃を仕掛けた。

　日紗枝の精霊使いとは思えない身のこなしは四天寺家に伝わる独自の体術である。

　体重移動を重視したその体術はしなやかに見えてその打だ撃げきは重い。さらに、日紗枝の繰り出した右手の突きは高熱を発して橙だいだい色いろに染まり、ガストンの左胸を射い抜ぬこうと腕うでが伸びる。

　が、すでにその場所にはガストンはいない。

（消えた！　クッ、死角に入られたか）

　危険を感じた日紗枝は素早く回かい避ひ行動に移るが、そのまさに回避した所でガストンと数十センチという距離で目が合ってしまう。

「ハッ!?」

　ガストンは互たがいに息もかかる距離で日紗枝をその彫ほりの深い目でジロリと見る。

「無駄だと言ったろ？　そんなに焦あせっていちゃ、当たる攻撃も当たらないよ？」

　ガストンは片眉を上げて日紗枝を見下すように自分の唇を舐なめる。日紗枝は強きよう烈れつなガストンの魔力にあてられ、一瞬、動きが止まった。

「ふぅ……それになぁ～、いくら強くても、お前の考えは読みやすいんだよ！」

　言い終わるや、ガストンの強力な魔力の乗った青白い拳こぶしが、超ちよう至し近きん距きよ離りで日紗枝の腹部を狙う。その攻撃に戦闘経験豊かなはずの日紗枝が悲鳴を上げそうなほど、極度に慌てた。

　すると、ガストンの拳は腹部に入る直前にピタッと止まった。

　ガストンは眉を上げてかすかに笑い、そして、日紗枝の耳元に顔を寄せて囁ささやく。

「お前、妊にん娠しん……しているのか。父親は剣けん聖せいか？　ククク、剣聖には知らせてないのか……面白いな。それで本調子ではないのか。しかも、三年も妊娠中とはな」

　日紗枝は目を見開き顔色が変わる。ガクガクとその場で膝ひざを折り、蹲うずくまって自分の肩を抱だく。

「ほう、ソフィにも相談しているようだ。それでお前からソフィへの敬愛の念がでているのか。私たちは縁えんがあるな！　だがこれ以上逆らえば、その腹にも攻撃せざるを得ないがなぁ」

「日紗枝さん！　どうしたんですか!?　こんのぉー、この吸血鬼、何をした！　ハァッ！」

　瑞穂は猛もう然ぜんと炎ほのおの弾だん丸がんを正確にガストンの顔に叩きつける。ガストンはそれをさらりと避け、後方に距離をとった。その隙に瑞穂は膝をついた日紗枝を庇うように前に立つ。

「失礼だな……お前。見ていたろ？　僕は何もしていないだろうが？」

　マリオンも来て心配そうに日紗枝の肩に手を置き、瑞穂は眼がん光こう鋭するどくガストンを見る。

「へ～。生意気な目だね。口の利きき方かたも気に入らんよ？　こーんな小こ娘むすめには、お灸きゆうが必要だぁな。ククク……君は男が嫌きらいか、そうかそうか……」

　瑞穂の目が大きく開く。

「ほうほう、見合いの相手から何度も陰かげ口ぐちを聞いてしまったかぁ。お前の人間性や性格には興味なさそうだなぁ。四天寺の名が一番魅み力りよく的てきとはなぁ」

　ガストンは瑞穂の表情を確かく認にんしながら、嘲ちよう笑しようする。

「クケケケ……そうだなぁ、それでは男も嫌いになるよなぁ。誰だれもお前を見ていない……お前という人間の魅力は唯ゆい一いつ、四天寺の名を冠かんしているということだけだもんなぁ。あーん？」

「な！　このぉー!!」

　ガストンの言葉に激高した瑞穂は突とつ撃げきに転じる。

「その突き抜ぬけすぎた才能も実力も、男には迷めい惑わくな話だったみたいだな！」

「四天寺さん！　あいつの言葉に乗せられないで！」

　即そく座ざに祐人が止めようとしたが、間髪で間に合わない。もう、瑞穂のそれは精霊使いの戦い方とはとても言えるものではなかった。ただ感情に任せただけの攻撃。

　本来、中ちゆう距きよ離りから遠えん距きよ離りが精霊使いの得意レンジにもかかわらず、まるで素人しろうとの喧けん嘩かのように炎を纏った拳と蹴りをガストンに繰り出す。ガストンはそれらの攻撃を小こ馬ば鹿かにしたように避けると、突然に前進のステップを踏ふんだ。瞬またたく間まに精霊使いの弱点である懐にやすやすと入り込まれてしまい、容よう赦しやのない膝が瑞穂の鳩尾みぞおちに飛ぶ。

「んぐ！　くはぁああ……」

　瑞穂は強烈な衝撃に涎よだれを垂らしながら体をくの字に曲げ、苦く悶もんする。

「瑞穂さん！　あなた、何てことを！」

　マリオンは無防備になった瑞穂を庇うようにガストンに向かって霊れい力りよく処理した聖水の小こ瓶びんを投げつけた。だが、ガストンは「おっと……」と難なく躱かわす。

　ガストンは濁った金色の目を光らせたかと思うと、あっという間にマリオンとの距離を詰め、マリオンの金色の髪を青黒い手で鷲わし掴づかみにした。

「はう！」

「女性はお淑しとやかでなくてはね～」

　苦く悶もんの表情のマリオンを見下すように、そして見み透すかすように眺める。マリオンは痛みに耐たえながらも目だけは鋭くガストンを睨みつける。

「お前も生意気だぞ。ククク……ふーん、君はいいのかなぁ？　随ずい分ぶんと皆と仲がいいねぇ。でもそれじゃあ、巻き込んでしまうんじゃないのかな？　君は自分の大事な人たちが自分の前で傷つくのは耐えられないもんなぁ、優やさしいお嬢ちゃん。……お前の母親が、君の大好きな父親を巻き込んだようにな！」

　頭を掴まれたままのマリオンは衝撃を受けたように目を見開くと顔から生気が消え、まるで子供のように悔くやし涙を流す。

「それが許せなかったお嬢ちゃんは母親に酷ひどい悪態をついたなぁ～。一番お前を守っていたのは他ほかならないお前の母親だったのになぁ。お前の持っている神具も母親がお前のために守ってきたのに……。あはは、愚おろかだよな、それもすべてあとから気づくとは！」

　マリオンの全身から力が抜け、涙が止めどもなく流れ落ちた。

　それを嘲笑するガストンがマリオンの首に鋭い牙の生えた口を近付けようとした時……

「へぎゃ！」

　ガストンの視界がぶれた。

　その場からガストンが吹ふき飛ぶ。頬ほお骨ぼねが粉ふん砕さいされ頚けい椎ついが脱だつ臼きゆうしたのがガストン自身にも分かった。何十トンもの鉄球を受けたみたいな衝撃にガストンの体はステージのある会場前方から出口のある会場後方にまで弾丸のように滑かつ走そうし、いまだ脱出できていない新人たちの集まっているすぐ近くの壁をガストンは自らの体で広こう範はん囲いに破壊する。

　すると本来あった会場の扉とびらの片側と壁の破片が轟ごう音おんと共に飛び散ったのが分かった。

　突然、自分たちのいるすぐ横の壁が激しい衝しよう突とつ音おんを上げ、木こっ端ぱみじんに崩ほう壊かいしたことで新人たちから多数の悲鳴が上がる。

　たった今……助かったはずのマリオンにも何が起きたのか分からない。

　そして周りの様子も目に入らず、マリオンはその場に両りよう膝ひざを突き、うな垂れた。

　マリオンにとって決して誰にも触ふれられたくは無いことを指摘された。

　それはずっと長い間、自分を責め続けてきたことだった。

　いまだにマリオンの瞳ひとみから溢あふれる涙が流れ続け、頬ほおを伝う跡あとも消えそうにない。

　マリオンは涙目のまま、力なく顔をゆっくり上げて眼前に視点を合わせる。

　涙で視界が定かではないが目の前に少年の両足があるのだけは分かった。

　そこにはきっと、あの……いつも優しくて、話し易やすい、でもちょっと頼たよりなさそうな少年がいる。マリオンは必死に涙を拭ぬぐい、何とか力を込めて顔を上げようとする。

（ああ、私……こんな顔を祐人さんには見られたくないな。きっと心配そうに私を見ているに決まっているもの）

　そして、無理やり大丈夫という表情を作り、マリオンは顔を上げる。

「……え？」

　一瞬、マリオンは人ひと違ちがいかとすら思った。

　何な故ぜならば、そこにいるその少年の表情はまさに怒いかり……体全体に闘氣を纏い、憤ふん怒ぬの顔をした戦神のような気き迫はくを放つ祐人がいたのだ。そしてその顔はマリオンを見ていない。

　祐人の顔はその右みぎ脚あしで会場後方に吹き飛ばしたガストンのいる辺りに向いている。

　すると、祐人が覇は気きのある声を上げた。

「マリオンさん、しっかりして！　今から僕の言う通りにするんだ」

　祐人の力強い声がマリオンの弱っていた心に染しみ渡ってくる。

「マリオンさんは四天寺さんを連れて逃にげて。あの野や郎ろうが作った穴から逃げられる筈はずだから。それで他の皆にも声を掛かけて連れて行ってあげるんだ！　ここは僕に任せればいい」

「は、はい！」

　マリオンは即座に返事をして祐人の言う通りにした。祐人さんはどうするの？　とは何故か思わなかった。いや、マリオンはそうするのが至し極ごく当然だと思ったのだ。祐人に指示されると不思議と勇気も湧いてくる。そして、蹲っている瑞穂に駆け寄った。

　次に祐人はまだ茫ぼう然ぜん自じ失しつの日紗枝に声を掛ける。

「大峰さん！　今のうちにあのサイコ野郎の体で開いた穴から逃げて下さい！　新人たちは怒鳴りつけてでも連れ出すんです。外に出れば精神的な拘こう束そくは失われるはずです。主しゆ催さい者しやである大峰さんの言葉なら皆、言うことを聞きますから！」

　戦意を喪そう失しつし、手を突いていた日紗枝はピクッと反応した。その声を聞くと不思議と心と体が落ち着いていく。そして、下から祐人を仰ぎ見るとその言葉通りにするのが自分の使命のようにも感じてくる。

「わ、分かったわ！　でも無理はしないで。今、剣聖がこちらに向かっているから」
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　日紗枝やマリオンのような状態は戦場では往々にあることを祐人は知っている。だから敢あえて叱しつ咤たし、仲間を奮い立たせることも仲間を死なせないためには必要なのだ。

　当然、誰も知る由もないことだが……祐人の戦闘経験値はこの会場の誰よりも群を抜いていた。このことがこの場では非常に貴重なものとなったのである。

　祐人が頷うなずくと日紗枝は立ち上がり、新人たちが集まる会場後方に向かった。




　混乱する新人たちの中に名門黄家の嫡ちやく男なん、英雄もいた。英雄は瑞穂たちが身を挺ていして吸血鬼と対たい峙じしているのは見て知っていた。そこに身みの程ほども知らない堂杜とかいう低能力者も一緒にいることも見ている。気に入らない。英雄は内心、あの低能力者が盾たてにでもなればいいと思う。だが、考えたのはその程度だった。

　実は当初、英雄は瑞穂の手前、一緒に参戦して良い所を見せようとも思ったのだが、なにせ相手はノスフェラク……吸血鬼だ。下手をすれば自分の命も危ない。であれば逃げるが先だと考え、いち早く脱出を試みようとしたのだ。

　それに支部長であり、何と言ってもＳランクの超ちよう達たつ人じんである日紗枝がいる。彼かの女じよが何とかするかもしれないとの観測もあった。

　ところが、あるはずの出口が見つからない。

　英雄は強ごう引いんに逃げようと新人たちを掻かき分わけ、壁をぶち破ろうかとまで考えると急に外に出るのが恐おそろしくなり、それが出来なかったのだ。

　そんな恐きよう慌こう状態の新人たちの近くで突とつ然ぜん爆ばく発はつ音おんが鳴なり響き、恐きよう怖ふと驚きで目の前の会場の壁が破壊されたことを英雄はすぐには理解出来なかった。そこに日紗枝と傷を負いマリオンの肩に体を預けている瑞穂がやって来るのを見て英雄は驚いた。

「瑞穂さん！」

　英雄は思わず瑞穂を抱えているマリオンに駆かけ寄より、瑞穂をマリオンから強引に引き剥はがすと自らの肩を貸す。こうすると英雄は今までの自分の思考や行動は既に忘れ去り、たった今、自分が瑞穂を守っているような気分に浸ひたり、英雄の気は大きくなった。

「瑞穂さん、大丈夫ですか!?　しっかりして、ここからは俺おれがついているから大丈夫だ！」

　英雄がそう声を掛けた直後……

　突然に大穴が開いた壁のところから壁の瓦礫を吹き飛ばしつつ、不死者ガストンが凄まじい魔力を発しながら猛然と立ち上がった。

　背中で息をし、その顔はさっきの祐人の放った右回し蹴りの剛ごう撃げきで醜みにくく拉ひしやげていた。

「こぉーの小こわ童つぱ共!!　どこに行く？　逃げられると思うなよ。お前らはな……僕の食事なんだよ。そんなことも分からないのか？　そのために今まで生きてきたんだろうが！」

　いきなり新人たちの至近に現れ、怒り狂った吸血鬼の狂相はこの世のものとは思えない。

「ハアア！　そこを動くなよ！　このホールから出たら細切れにするぞ！　僕に血を吸われるまでそこで大人しくしていろ！　その前に僕はあの小こ僧ぞうを悶もん死しさせてくるからさぁ～」

　そう言って口は笑うように、目は吊つり上げ、祐人を睨む。新人たちは恐怖で声が出ない、足が動かない、まぶたが動かない。英雄ですら硬こう直ちよくして瑞穂を肩から落としてしまう。

「ヒーッヒッヒ！　ヒャーッハッハッハ！」

　ガストンは肩をくねらせ奇き声せいを上げる。この狂った吸血鬼を目の当たりにしている者は、その姿を見るだけで恐怖と絶望で眼球が定まらず潤うるんだ。

「キーヒッヒ！　ヒャーハッハッ……ギャフ!!」

　そのガストンの顔が一瞬だけ更さらに拉げたような残像を残し、またしてもその場から大きく吹き飛んだ。ガストンの頭ず蓋がい骨こつは砕くだけて、首の筋肉繊せん維いがブチブチと引き千切れる。

　見れば、いつの間にか現れた祐人が目にも留まらぬスピードでガストンの横よこ面つらにまたしても右脚を叩き込んだのだ。ガストンは再度吹ふき飛ばされ、今度は先ほどまでいたホール前方の壁をガストンの体で粉々にした。

　茫ぼう然ぜん自失の新人たちは、たった今までそこに立っていた狂相の吸血鬼と入いれ替かわって立っている少年の力強い後ろ姿を眺める。

　英雄に落とされ、床ゆかに倒たおれていた瑞穂もその安心感すらある背中を眺めた。

　すると祐人が振ふり返かえり……皆に笑いかける。

「早く皆、逃げて。大峰さん、先導して下さい。将来有望なゴールデンエイジの新人たちをこんな所で失うわけにはいかないんでしょう？　ここは一番成績の悪い僕が食い止めます」

　穏おだやかな口調で言うその祐人の言葉に日紗枝は目を剥むいて反論する。

「何を馬鹿なことを！　あなたは、あなたも大事な……」

「いいから早く！　今は他の方法を探している暇ひまはないですよ！　あの野郎はあの程度じゃまったく効いてない筈だから、すぐにまた来ます！」

　祐人の怒声に日紗枝は驚く。瑞穂も驚いた。それだけの気迫が祐人にはあった。

　だが確かに祐人の言う通り今は他に案がない。日紗枝は忸じく怩じたる思いだが、今は判断の遅おくれが最悪の事態を招く状じよう況きようである。

　日紗枝は血がにじむほど唇くちびるを噛かみ、この少年に対し何もしてやれない自分を呪のろうが……であるからこそ、震える声で守るべき新人たちに声をかける。

「……分かったわ。皆！　早く避ひ難なんして！　私に付いて来ればいいの！　ホテルの外へ！　マリオンさん、悪いけど手伝って。瑞穂ちゃんは大丈夫？」

　日紗枝は指示を出しつつ祐人に向かい声を絞しぼり出す。

「堂杜君！　今、剣聖を呼び戻もどしているわ！　それまで、それまで何とか持ちこたえて！」

　それは祈いのりにも近い叫び声ごえだった。祐人も「はい！　分かっています！」と受け、ガストンのいる方向への警戒を怠らない。瑞穂はお腹なかに手を当てながら立ち上がり「もう大丈夫です」と言うとマリオンと一いつ緒しよに皆を誘ゆう導どうし始めた。英雄もここぞとばかりに命令口調で全員を怒ど鳴なりつけた。だが、この場合の英雄の誘導は大いに役に立つ。

　ようやくにして怯おびえる新人たちが日紗枝を先頭にして力なく動きだし脱出が始まった。

　どうにか英雄とマリオン、瑞穂以外の新人が会場の外に出ると英雄は、さあ自分たちも行こう、と瑞穂に意い気き揚よう々ようと振り返る。だが、そこに瑞穂がいない。

　英雄は瑞穂が今まさに活かつ躍やくしている自分を近くで見てくれているとばかり思っていたが、見ていないばかりか、瑞穂は自分たちの為ために警戒をしてくれている祐人の後ろ姿をマリオンと共に見つめているのを見つける。英雄は強く舌打ちをし、瑞穂に近づくとその手を強引に取り、引っ張りつつ祐人に向かって叫ぶ。

「おい、劣れつ等とう能力者！　しっかり時間稼かせぎをしろよ？　俺たちには有望な未来があるんだからな。命がけで粘ねばれよ！　お前が死んでも大した損害にはならん。だから心配せずに逝いけ！　さあ、瑞穂さん、行きましょう。ここからは俺が一緒だから安心して！」

「ははは……」

　祐人は英雄の言いように苦笑いをするが早く行けとゼスチャーをする。

　瑞穂は英雄の手を力いっぱい振り払はらうと、まだ瓦が礫れきの上でガストンを見張るように、そして皆を守るように立つ、祐人をジッと見つめる。マリオンも泣きそうな顔で祐人を見た。

　祐人は未だ出て行こうとしないその二人に気付き、笑え顔がおで早く行ってくれと促うながした。

「ほら、四天寺さんも、マリオンさんも急いで」

　瑞穂とマリオンの二人は、さっきの自分の無様さが記き憶おくに焼きついている。そして、今の自分の状態ではあのガストンと何度やっても同じ結果だということも分かっていた。

　それは単に実力不足ということではない。実戦において往々にある初戦での失敗……。

　それがその後の戦いにも苦手意識として大いに響ひびいてくる。それはもう体に染み付いているのだ。ガストンには絶対に勝てない、戦えない、という焼印が……心に。

　二人は自分たちのその心の状態を祐人が全すべて分かっている……と何故か確信してしまう。

　だけど、いや、だからなのか……瑞穂はここを去る前に声を掛けずにはいられない。

「死んだら……死んだら許さないから。この私に、この四天寺瑞穂に貸しを作って死ぬなんてことは絶対許さないから！　そんな生意気なこと……絶対に許さないんだから！」

「あの！　私もです！　私もこればかりは許せないです！　絶対に帰ってきてください！」

　その瑞穂とマリオンの切実な願いにも似た言葉に祐人は驚いたような表情で二人を交こう互ごに見てしまう。

　そして……笑顔を見せた。

「あはは……生意気って。でも、それでこそ四天寺さんらしい……ね。安心したよ」

　祐人からは緊きん迫ぱく感が感じられない。それは祐人のいつもの表情だ。

「それにマリオンさんまで厳しくなっちゃって。うん、頑がん張ばってみるから。マリオンさんに変なものを背負わせたくないしね。だから早く行って。僕ぼくは大丈夫だから……二人とも早く！」

　マリオンと瑞穂はまるで鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　祐人は笑っていた。だが、その笑顔は明らかに自分たちに心配させまいという笑顔だ。

　瑞穂はこの期ごに及およんでそんな顔で笑って……しかも自分の不器用な言い様を「四天寺さんらしい」と言ってくれるなんて思わなかった。それは自分でも気づかなかった、人から一番欲しい言葉だったのかもしれない。

　瑞穂には、この少年が出会ってから今まで瑞穂自身を見て接していた、そして瑞穂の個性を受け入れてくれていたという事実が染み渡わたってくる。

　マリオンは心に起こる感情を抑おさえられない。「変なものを背負わせたくない」とは、さっきのガストンとの会話から自分が過去に大きな悔くいを持つことを知り、それに対して気を使っている発言だと分かったからだ。

　こんな時にもかかわらず……

　これからこの少年は自身の命すら危あやうい戦いをするのだ。

　それなのに……

　瑞穂とマリオンの二人は出口の方向に同時に踵を返した。それに一いつ瞬しゆん遅おくれて英雄が続く。瑞穂とマリオンは今の自分の表情がどんなものなのか分からない。

　だが、今の顔を誰にも見られたくなかった。

　二人は……滲にじむ視界の中を全力で疾しつ走そうした。

　そしてその数秒後……その三人の背後から凄すさまじい轟音が響き渡る。




　ホテルの玄げん関かん前まえでは、新人たちと従者や関係者たちが合流していた。

　すでにホテル従業員やホテル利用者たちも避難しており、ホテル前は人でごった返しになっている。従者たちは新人の顔を見て安あん堵どし、日紗枝の指示ですぐに国元に帰る準備をする。次に日紗枝は一番聞きたかった剣聖の件を確認した。

　しかし……最悪の報告を受ける。

　機関職員の報告では剣聖の乗る車は渋じゆ滞うたいに巻き込まれ、到とう着ちやくがだいぶ遅れるとのことだったのだ。日紗枝はホテル内に戻ろうとするが、そこに説明を求める人だかりが出来てしまい、その対応に日紗枝は四苦八苦してしまう。こんなことをしていたくはないのだが、彼女は立場上それらを無視するわけにはいかないのだ。

　それに日紗枝自身、本調子ではない自分では祐人とガストンとの戦いで足手まといになる可能性を痛感していたということもある。それは支部長として情けない思いだった。

　であればこそ日紗枝は今、自分にしかできないことに取り組む決心をするのだった。

　その剣聖が遅れる、の最悪の報をホテルから最後に出てきた瑞穂とマリオンは偶ぐう然ぜんにも聞いてしまった。二人の、いや、この試験に関かかわった全員の盾となった少年にとって、頼たのみの綱つなである剣聖が遅れるというのは絶望にも近い衝撃を与あたえるに充じゆう分ぶんだった。

　だが、周りの受験者とその関係者たちは互いの無事を喜び、とにかくこの場所から離はなれようと必死だ。今、自分たちが誰のお蔭かげでこの場まで退避できたのかも、もうその頭にはないようだった。

　瑞穂とマリオンはこの周囲の光景を怒りとも悔しさとも取れない表情で見み渡わたす。

　だが、それで彼かれらを責めるのは酷こくなことかもしれない。

　相手は吸血鬼という大物の人外。ましてや、吸血鬼が人間社会に溶とけ込んでからの数百年の間、吸血鬼と能力者との間での戦せん闘とう記録は無いのだ。そのため、吸血鬼対策というものも分かっていない。そのうえ相手は五名の能力者の能力を手に入れ、事実上、その実力は魔ま神じんクラスと言ってよいものだ。魔神クラスの人外との戦闘は最低でもＡＡランクから上の能力者の範はん疇ちゆうであるというのが能力者機関内の常識でもある。

　瑞穂の頭に最も取りたくない手段が浮うかぶ。

　それは……父親とのコンタクト。ＳＳランクでもあり世界能力者機関の筆頭格。

　ホテルから最後に脱出してきた瑞穂を発見し、明良と従者たちが顔色を変えて駆け寄ってきた。口々に瑞穂の体の具合を聞いてきたり、脱出時の自分たちの異常な行動を説明したりしている。だが……今の瑞穂にはまったく耳に入らない。

　すると瑞穂は意を決したように顔を上げ、従者たちに命令を下す。

　明良には父親である四天寺毅たけ成なりへの出しゆつ陣じん要よう請せい。他の者にはホテル周辺の警備、日紗枝のフォローと、瑞穂はそれぞれに指示を出して有う無むをも言わさずに退散させる。

　瑞穂の気迫を感じ取ったのか、四天寺家の優ゆう秀しゆうな従者たちは指示を受けると迅じん速そくに行動に移した。瑞穂は自分から離れていく従者たちを確認する。

　すると……彼女自身は静かに体を翻ひるがえし、人ひと混ごみに紛まぎれ、ホテル入り口へ走り出すのだった。そして、まるでその行動を読んでいたかのようにマリオンもその後を追う。

　この時、この二人の行動を英雄は遠目で確認していた。そして、何とも言えない迷いに迷った表情をし、拳を握にぎりしめる。

　だが結局……英雄は二人の行動を見て見ぬ振りをしたのだった。
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　祐人とガストンを残したホール内では壮そう絶ぜつな肉にく弾だん戦せんが繰くり広ひろげられていた。

　今、ガストンは祐人に驚きよう愕がくの目を向けている。この吸血鬼である自分と肉弾戦で互ご角かくにやりあえる人間がいるなどガストンは知らない。

　ましてや、この少年はついさっきランクを取得したばかりの新人なのだ。

（こいつは本当に新人か？　何者なんだ……）

　しかし、互角に渡り合あっていた戦いも時が経たつにつれ戦せん況きようはガストンに傾かたむきつつあった。

　それはダメージの蓄ちく積せきが違ちがうためだ。ガストンは祐人から傷を受けてもその不死者の名に相応ふさわしく驚きよ異ういのスピードで傷が塞ふさがっていく。実際、皆を逃がす直前に祐人が粉砕した頬骨と頭蓋骨はすでに修復されていた。だが、祐人はそうはいかない。

　祐人は確実にダメージを内包していく。祐人自身、このままでは、と冷静に考え始めた。

「お前は本当にランクＤなのか!?　信じられんぞ！」

「正しよう真しん正しよう銘めいのランクＤだよ！　ありがたいことにね！」

　ところが今、肉体的に追い込んでいるのはガストンなのだが精神的にはガストンの方が余よ裕ゆうはなかった。実際、実戦経験がほとんど無いのはむしろガストンの方であったのだ。

　そのため、祐人に比べ戦闘におけるメンタルコントロールが稚ち拙せつだった。ガストンは焦りと怒りの中で、どうしてもある疑問が浮かぶ。この少年のまるで百ひやく戦せん錬れん磨まの能力者のような戦いぶりは何だ？　と。新人で且かつ、これだけ若い能力者がサトリ能力者対策を講じつつ吸血鬼である自分と互角に渡り合っている……。

　しかも、その戦せん闘とう力りよくはランクＤとはかけ離れているものだ。

（この小僧には何かあるな。であれば欲しい……。こいつの力も……）

　ガストンは祐人と距きよ離りを取りニンマリとする。ダメージの蓄積で僅わずかだが祐人の心に隙ができ始めているのをガストンは感じたのだ。通常のサトリ能力者では分からなかっただろう。しかし、ガストンのサトリ能力は当代最高のサトリ能力者から奪うばったものなのだ。

「ほう……。君はなかなかに心こころ優やさしい男だが、まったくそれが役に立っていないんだねぇ」

　祐人の眉が僅かに動く。

（ククク、弛たゆんできたな……）

　そのガストンの心理戦の開始と同時に突然の闖ちん入にゆう者しやが現れた。

「堂杜祐人！　無事なの!?　生きてる!?」

「祐人さん！」

　祐人は瑞穂とマリオンの姿を見て、逃げたはずの二人が再び乱入して来たことに驚おどろいてしまう。

「え!?　ダメだよ！　何で戻って来たんだ！」

　まさにその時、祐人にできた僅かな心の穴……ガストンはそれを見み逃のがさなかった。

「ハッ、しまっ……」

　ガストンは下げ卑びた顔で笑う。

「ヒャーハッハハ！　おやおや……観客も戻ってきた事だし、ここは君のことをもっと深く知って貰もらおうよ。彼女たちにもね……クケケケ」

　祐人は歯は軋ぎしりをする。瑞穂とマリオンも怒りを露あらわにしつつ、自分たちの乱入が祐人の戦闘にマイナスの影響を与えてしまったことを知った。よもや助すけ太だ刀ちに来たつもりが到着した早々に足手まといになる結果になり、瑞穂は情けないのと悔しさで泣きそうになる。

　ガストンの顔に高こう揚よう感にも似た表情が現れる。

　ガストンは人の心が存外脆もろい事をこの能力を手に入れて知った。そして強者が内側から壊こわれ、崩くずれていく姿に絶頂感すら感じる自分を発見することになる。ソフィア・サザーランドからサトリ能力を手に入れた後、五人の能力者をこの手を掛けた。その際、この負けようのない心理戦で大いに相手をかき乱し、その血と能力と命とを一緒に頂いてきたのだ。

　ガストンは醜しゆう悪あくな笑しよう貌ぼうをみせる。

「ククク……ハッハッハー！　これはこれは酷い。君はそんな大人しそうな顔していて……いやはや、何だ？　もう君の心は今にも壊れそうじゃないか！　こんな状態で君は普ふ段だんから暮らしているのかい？　可哀かわいそうに……辛くはないのかい？」

　わざとらしく心配そうな顔をし、上半身を不気味に滑なめらかに忙せわしなく揺ゆらす。そして腰こしをくの字に曲げて祐人を斜ななめ下方から哀あわれむように見つめてくる。

　祐人は表情を変えずにガストンを睨にらみつけていた。

　マリオンと瑞穂は自分たちがガストンによって心を乱されたことを思い出し、祐人を心配する。そして自分を責めるように苦しそうな表情をした。

「君は自分が傷つくことは厭いとわない。いやぁ、実に素す晴ばらしい人間性だよ。しか～し、君は甘あまいなぁ？　ま、さ、か、敵に情けをかけて……自分の最愛の女性と戦友たちを殺されるなんてね！」

「え……？」

　マリオンと瑞穂は祐人に顔を向けた。祐人は拳を強く握る。

「あ、ごめんごめん。その前に母親も失っているんだねぇ。これもまた！　君の未熟さが原因だなぁ。いやあ、他人に優しくても大事な人たちをねぇ。これはもう！　優しさとは言わないかもね～？」

　ガストンはそう言いつつ祐人の表情を窺うかがうようにしている。

　すると……祐人の表情に変化が表れた。

「あっはっは、あっれ～？　そんな顔をしないでいいのにぃ。これはぁ、年上からの助言だよ？　クク……だよ？」

　ガストンは白々しく祐人に同情をするような顔を作る。その真しん偽ぎの分からない話を聞き、瑞穂とマリオンは再び祐人を気き遣づかわしげに左右から見た。

「「っ！」」

　瑞穂とマリオンは胸が貫つらぬかれそうになる。そこにいる少年の……その少年の顔はとても見ていられるようなものではなかった。泣いているのに涙なみだを出さず、壊れているのに崩さない、叫さけんでいるのに声が出ない。そういった自じ戒かいと苦く悩のう、後こう悔かいと自責の念とが合わさった、だがそれでも、最後まで崩れまいと必死に立っているという少年の姿だったのだ。

　過去に一体、この少年に何があったのか？　だが、そんな疑問よりも瑞穂とマリオンは自らの中に沸わきあがる怒りに戦慄おののく。二人の少女は同時に祐人の前に出た。

　恐ろしい程の力が二人の周りに集束し、莫ばく大だいな霊力の渦うずが二人を囲う。

　瑞穂はその秀しゆう麗れいな顔を怒りの形相に変え、精せい霊れいたちとの感応を最大限に引き上げる。

「堂杜祐人！　そんな話、聞く必要ないわ！　こぉのぉぉクズが！　止めなさい！」

　マリオンに至っては生しよう涯がいで初めてであろう。そうマリオンは生まれて初めて……切れた。

「あなた、決して許しません！　ここで浄じよう化かします！　滅めつしなさい！」

　二人はお互いに合図をしたわけでもなく同時に戦闘態勢に入った。

「南方焔の精霊よ！　我わが炎槍となれ！」

　精霊使いにとって詠えい唱しように意味はない。ただ、自分とその技わざを繋つなぐしっくりときた文言を唱えるのが四天寺流だ。瑞穂の周りに灼しやく熱ねつの塊かたまりが五つの槍やりの形状を取り、その刃は先さきはガストンを正確に捉とらえ、詠唱の終しゆう了りようと同時に五つの炎の槍が猛然と襲おそい掛かる。

「天に冠たる七大天使が長、ミカエル！　その御おん身みに秘ひめたる浄化の力を授さずけ給たまえ！」

　マリオンの詠唱の後、ガストンの頭上に直径三メートル程の眩まばゆい光の輪が発生する。そしてその輪の下方にいるガストンを眩い光が照らし出した。

　新人だがＡランカー二人の本気の同時攻こう撃げき。その破はか壊いり力よくはＡＡ～Ｓランカー並みの破壊力を持っているだろう。だが、その攻撃を前にしても依い然ぜんと下品な笑えみを崩さないガストン。

　そして、ガストンを中心に会場を覆おおいつくさんばかりの凄まじい力が爆はぜた。

　力を放つとマリオンは祐人と瑞穂の周りに光の聖せい楯じゆんを展開し、放った技の余波から自分たちを防ぼう御ぎよする。大おお技わざを放ちつつもマリオンのそつの無い対応に瑞穂は感心した。

　二人は警けい戒かいを解かないまま、まだ動けそうにない祐人を守るように身構える。しかし、二人はガストンが無傷だとは思っていない。いや、あわよくば倒したのではとさえ考える。

　それを厳しく評価すれば……油断だったのかも知れない。

　しかし、二人の実力から考えればそう思っても仕方がないとも言える。天才の名をほしいままにしてきた瑞穂。恵めぐまれた才能に努力を欠かさないマリオン。同世代では最強クラスの二人が放った本気の同時攻撃。普ふ通つうの人外であればまず消失ロストは免まぬがれなかったであろう。事実、ガストンも直ちよく撃げきを受けていればどうだったか分からない代しろ物ものだった。

　しかし……彼女らに足らないものがあるとすれば、それは経験。実戦の経験がもっとあれば相手に放った自らの攻撃の手て応ごたえをもっと精密に感じていただろう。そして何よりも、この戦いにおいて問題なのは自分より強い敵と会ったことが無いという一点だった。

「いやあ～？　キャーッキャッキャ！　大した攻撃だったね～！」

　予期しない背後からの奇声に瑞穂とマリオンは背筋に冷たいものを感じる。
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　直後、ガストンの鋭するどい爪つめが瑞穂とマリオンの頚けい動どう脈みやくを正確に切断しようとする空気の切り裂さき音が二人の耳に入った。

（殺られる！）

　二人は同時に目を瞑つむった。

　が……その攻撃は来ない。

　瑞穂とマリオンはゆっくりと振り返ると……自分たちの首の直前でガストンの凶々しいオーラを放つ爪が止まっているのを見て息を呑のんだ。そして二人は視線をその爪から腕うでに辿たどっていくと、ガストンの背後から祐人が抱きつくようにガストンの両手を押おさえている。

　ガストンは背後の祐人に目をやり、「むう！」と呻うめきながら怒りを露にした。

「この腐くされ小僧！　まだ、壊れてなかったのか！」

　ガストンは力任せに祐人の両りよう腕うでを掴つかみ、ハンマー投げの要領で祐人を壁かべに放ほうり投なげた。祐人は受身がとれず、凄まじい轟音とともにホテルの壁が倒とう壊かいする。

　我に返った瑞穂、マリオンはガストンから飛とび退のき距離をとった。そして命の恩人である祐人の状況が気になるのだが、ガストンがその中間にいて近寄ることができない。

　ガストンは怒りの表情を消し、祐人に向かい、にまぁ、と笑う。

　祐人は倒壊した壁の瓦礫を押おしのけながら、額から血を流し、片かた膝ひざをついてガストンを正視する。ガストン越ごしに祐人の無事が確認でき、瑞穂とマリオンはホッとするが、祐人の顔面が大量の血に塗まみれていることに驚いた。

「堂杜祐人！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「祐人さん！　動けるんですか!?」

　二人は反射的に祐人に駆け寄ろうとするが、その間にいるガストンからの鋭い眼光を受け、体が固まってしまう。ガストンはそれを確認すると鼻を軽く鳴らし、瑞穂とマリオンに背を向けて祐人に対峙した。

「おーいおい、少年君～。この二人を助けたら……自分の今までの罪が消えるとでも思っているのかい？」

　ガストンは大おお仰ぎように両手を広げて胸を反らす。

「言っておくがね、少年君。君のその罪はね……」

　そう言うと一拍ぱく置く。そして、強い眼光で祐人を睨みつけた。

「消えるわけないだろう！　一生！　分かっているんだろう？　今まで君が失ったものは不幸にも失ったものではないんだよ！　これはまさに！　お前の責任だよ！　お前が殺したんだ！　お前が！」

　それまで無表情だった祐人の両膝が折れる。

「今のお前はなぁ、お前のせいで死んだ人間共の上に成り立っているんだよ！　分かるか小僧！　お前は愛した人を殺し、友人を殺した挙句にその生を貪むさぼっているんだ！　ハーハッハー！　とーんだ奴やつなんだよ、お前という人間は！」

「ああ……あ……」

　祐人は涙を流し、目は焦しよう点てんが合わない。祐人は震ふるえながら、その場で力のない正座の姿勢であらぬ上方に顔を向けた。瑞穂とマリオンはただ、祐人の……崩れていく、壊れていく姿を見ていることしかできない。

　ガストンは満足そうに、そして安堵したように口元を歪ゆがめて自分の前まえ髪がみをいじる。

（ククク……ようやく完全に壊れたな。ああ、待っていたよ、その表情……最高だよ）

　実のところ、サトリ能力といっても万ばん能のうではない。

　その場の強い意識や感情はサトリ能力者には感知しやすい。しかし、その本人の心の奥おくまでを見るのにはある程度の条件が必要になる。具体的には本人が心を開くような信しん頼らい関係を築くか、または時間をかけて完全に心の壁を削けずり取とるかだ。

　今、ガストンはそのサトリ能力で祐人の心や記憶を垣間かいま見みてはいるが、全てが見えているわけではない。今までの投げかける会話も、心の中にある過去の強い罪の意識や絶望感の断だん片ぺんから想像をして話をしている。

　つまり具体的に何があったのかというのは分かっていない。

　だが……ガストンはそれを巧たくみに全てを知っているかのように話す。抽ちゆう象しよう的てきにしか話をしていないが、話し方によっては言われた本人は鮮せん明めいにその場面を勝手に思い出してしまう。

　それだけで相手の心を乱す充分な破壊力を持つことをガストンは知っていた。

　また、それに加えてガストンはポジショニングの能力で相対している人間の最も近しい人物、もしくはその内容を一番言われたくない人物に成り代わっているように錯さつ覚かくさせる。

　その力は本来、ガストンを目の前で認にん識しきしていればそこまで強くは発揮されないが、影えい響きようは受ける。しかも、サトリ能力で心をかき乱された状態ではガストンを目前にしてもその影響は大きかった。つまり、ガストンによってこのサトリ能力とポジショニング能力は最悪の意味で互たがいに力を発揮するようになっていた。

「あれぇ？　そんなに落ち込むことはないよ？　どうせ皆、死ぬんだ……。だからさあ～、君たちも僕に血を吸われなよ。そうすれば君たちの能力は僕の中に入ってくる」

　ガストンは高揚し、悦えつに入いった顔で大きく手を広げ、そして自分自身を抱だきしめる。

「それは言うなれば！　君たちは僕の中で生きていける……ということなんだよ。……永遠にね」

　この時、力なく上方を見ていた祐人の目が大きく開いた。

　ガストンは自らの語りに酔よい、視線はもう祐人から外している。

　壊れたであろう祐人は後回しにし、先にお前らだと言わんばかりに瑞穂とマリオンに体を向けて不気味な笑みと長い牙きばを露にさせた。

「ク！」

　瑞穂とマリオンはガストンが来ると予測して即そく座ざに構える。だが、ガストンから出る醜悪で強大な魔ま力りよくのうねりを感じ、体からは戦闘意欲が失われ、二人は後退った。

　今、試験最高成績を修めた才女たちの顔にはもう、凛り々りしさや力強さの欠片かけらもない。

　敵を前にして戦意喪失直前に追い込まれ、構えるその腕も弱々しい。

（もう……駄だ目めなの？　体が動かない。こんな所でこんな奴に殺されて……え？）

　瑞穂、マリオンの二人の視界の先……ガストンの背後に……祐人が見える。

　その祐人がゆらり……と、立ち上がった。

　瑞穂とマリオンは祐人に目が吸い込まれるように引き付けられる。

「な……」

「あぁあ……」

　途と端たんに瑞穂とマリオンの体が勝手に震えだす。その目はもはやガストンなどをまったく捉えていない。瑞穂とマリオンはもう足にすら力が入らず……腰が抜ぬけ、その場に尻しり餅もちをついた。そして二人は腰を引きずるように後退していく。

　今、瑞穂とマリオンの感じているもの……。

　それは……紛れもない恐怖。

　得体の知れない、抗あらがう気にもなれない、二人が初めて感じる根源的な恐怖だった。

（あれは何なの？　嫌いやだ……怖こわい……見たくない）

　ガストンは少女たちの異変と視線の先に気付き、咄とつ嗟さにその場から体を翻しながら横にジャンプした。そして完全に壊れたはずの少年の方を確かく認にんすると、激しい混乱に陥おちいった。

　何故なら……そこには得体の知れない何かに変容していく祐人が目に入ったのだ。

「な、何だ、貴様！　これは……それは何だ!?　グカ！　これは……」

　だが、ガストンの混乱の理由は今の祐人の姿の変へん貌ぼうぶりだけではなかった。

　それは祐人の中から今までにない大量の映像が、ガストンの中へ無ぶ遠えん慮りよに入ってくるのだ。何故か、今の祐人の心は普通ではありえない程に……完全な裸はだかの状態。

　その映像は祐人の最近の学校の出来事から始まり、祐人と関わった人たちのものからの様々な記憶が入り混じっている。

　祐人が今、友人と言える三人、茉まつ莉り、一悟、静しず香か。それを今の祐人がとても大切にしているのがガストンには分かる。

　また、今そこにいる瑞穂やマリオンに対し何かを期待するような感情。それは今後も友人として繋がり合う期待……いや願いのような感覚をガストンは覚えた。

　そして……たった今、ガストンの中に入ってくる。

　祐人がそれら大切なものや期待を諦あきらめるような感覚が、祐人の心を強く覆いだす孤こ独どくが。

　突とつ然ぜん、「クハァ！」とガストンは悲鳴を上げた。すりつぶされそうな頭痛に襲われ、体全体を軟なん体たい動物のように身み悶もだえさせる。この時、ガストンに祐人の中の奥の奥……今の堂杜祐人を構成する経験と記憶の全てが大波になって突つきつけられたのだ。

「ギギィ、な、何だ！　これは何なのだ!?　この映像は、これは……お前、一体、何と戦っている？　それはどこだ？　は……ここ？　品川駅……ウイヤギャ！」

　ガストンの頭に千五百年間で経験したことのない激痛が走る。まるで祐人の記憶から映像と共にその時の衝撃までも入ってくるようだった。ガストンには見える……この少年の膨ぼう大だいな戦闘記録が。いや、正確に言えばそれを強制的に経験させられていた。

　そこは一年前の品川駅周辺での魔ま王おうとの戦闘記録。凄まじい力のぶつかり合いで巨きよ大だいな高層ビルの屋上を破は壊かいした祐人の一いち撃げきをガストンは見た。その祐人の一撃をギリギリまでフォローした母親が巻き込まれていく映像も入ってくる。

　そして目まぐるしく場面が移行しガストンに脳が焼け切れそうな痛みが走る。

「ハアハア……ハッ、おお、お前……何なのだ？　お前は何なのだ？　お前の家は堂杜……洞どう守もり？　この洞どう窟くつの先は……や、止めろ！　もう止めろぉー！」

　ガストンは頭を抱かかえ、ゆらゆらと前後左右にふらつきながら歩きだす。腰が抜けている瑞穂とマリオンはこの異常異質な光景を、ただ……眺ながめていることしか出来なかった。




　今……ガストンは見知らぬ場所にいた。

　いや、ここがどこだか……もう分かっているのだが、何な故ぜここなのか理解が出来ないのだ。

　ガストンの目の前には、祐人と風変わりだが気品のある出いで立たちの少女が立っている。

　あたりは夕日に包まれ、中世の王宮を思わせる中庭に祐人と少女はいた。祐人の前に立っているその少女は祐人よりも僅かに濃こい藍あい色いろの髪かみを揺らし祐人に話しかける。

「祐人……。また、あの力を使うの？」

「……うん。多分、そうなると思う。そうでなければあいつらは倒せないから……」

　少女はもう否定しない。

「分かった！　どんどん使いなさい！」

　祐人は呆あつ気けにとられるような顔になる。

「だって私だけは絶対にあなたを忘れることはありえないもの！　え？　あ、ちょっと！」

　祐人は話の途と中ちゆうでその少女をきつく抱きしめたのだ。

　その会話の意味を正確に理解したガストン。

「それは、お前……馬ば鹿かな、何てことを！　力の代だい償しようが、触しよく媒ばいが、人からの関心を……認にん知ちを。そんな事をすれば……そんな事をすれば、生きながらにして存在を失うぞ！」




　祐人は走っている。そして、その行きついた深い森の奥の惨さん状じようを見た。そこには先さき程ほどの藍色の髪の少女と四名の男たちが倒れている。祐人はまるで悪夢でも見ているように、彷徨さまようように倒れている男たちに近づき、全身を震わせながら、その顔を確認する。

　その彼らの顔にはもう……生気はなかった。

「……な、何で……？　……あぁああ」

　ガストンには良く聞こえてこなかったが、どうやら祐人はそれぞれの亡なき骸がら一人一人に名前を呼びかけているようだった。祐人の記憶からはそれぞれが掛かけ替がえのない戦友だったことを伝えてくる。

　そして……

　祐人は最後に藍色の髪の少女の前に立つ。祐人は……膝ひざから力が抜けるように、その場に倒れている少女の前に跪ひざまずいた。震えた手でゆっくりと確かめるように少女の頬ほおに触ふれる。

「あ……ああ……ああああ！」

　祐人は少女の状態を悟さとり、激しく抱き上あげた。

　その時だった。

　そこに……ガストンにすら、おぞましいと思える声が頭に響く。

〝何を泣く？　君のせいだろ。君が私に止めを刺ささないから……。大だい丈じよう夫ぶ、彼らの魂たましいは私の中にいるよ、その少女も……。ずっと私のために働いてくれるんだ、その魂の力でね〟

　ガストンは、そのおぞましい声の主が嘲あざ笑わらうかのように喉のどを鳴らしたのを感じた。

〝つまり、こいつらは……私の中で生きているんだよ、否いやが応おうでもね。まあ……少々苦しいかもしれないがね、ククク〟

「貴様ぁぁぁ！」

　祐人は凄まじい仙闘氣を吹ふき上げて立ち上がる。

　そして同時に、そこに収まる筈はずのない長なが袖そでシャツの両りよう袖そでから落ちてくるように白と黒の色の異なる二刀の刀が出現し、その柄つかを祐人は素す早ばやく掴む。

〝無む駄だだ。もう私はそこにいない。でも、心配しなくていいよ。私はね、また……すぐに君に会いにいくから……〟

　祐人は辺りを最大限に索さく敵てきする。しかし、相手が感知できない。

〝何な故ぜならね……まだ気が済んでいないんだよ。わが主を倒たおし、この世界の均きん衡こうを君は壊したんだ。この程度の犠ぎ牲せいで……足りるわけがないだろう〟

「はあぁ！」

　祐人は狂くるったように、手て当あたり次し第だいに刀を振ふるった。その振るった切っ先から真空の刃が生まれ、近くの巨きよ木ぼくが次々に薙なぎ倒される。横に立たされているガストンは、祐人の放つ真空の刃に強きよう烈れつな浄化の力が乗っていることが分かる。

　それは祐人の中の記憶から、霊剣師の家系、堂杜家に伝わる奥おう義ぎであることを知った。普段は使えないその能力も、封ふう印いんを解きこの状態になったときのみ使える。

（は？　封印だと!?）

〝では……また会える日を楽しみにしているよ。私の中にいる、この人間たちも君に会いたいだろうしね……〟

　そのおぞましい声は常に一方的に話をし、そして一方的にその気配を消した。

「待てぇぇー！　はあああああ！　畜ちく生しよう！　畜生！　畜生！　畜生！　畜生！　はあああああああああああ！　ち……くしょう！」

　抜ぬけ殻がらになった少女を抱きしめ、祐人はなりふり構わず叫び散らし大おお粒つぶの涙を流した。

　この後……ガストンはその場所に蹲うずくまる祐人と共に丸二日間を過ごした。

　やがて蹲る祐人のところに仲間らしき騎き士し団だんが物々しく現れる。

　すると、そこで……祐人は立ち上がったのだった。




　場所は変わる。

　五つの墓標の前に祐人は長い間……立っていた。

　その後方の離れたところに祐人の父親である遼一が、息むす子こを黙だまって見守っている。

　この時……祐人が自分自身にしか聞こえない声で呟つぶやく言葉がガストンの心に響いてきた。

　その祐人の眼光はもはや常人のものではない。

「お前と会うのを楽しみにしているのはね…………」

　その墓地の近くにいた鳥たちが、慌あわただしく飛び立つ。

「……僕の方だよ」

　それはまるで、何かから逃にげるかのように。

　ガストンは知った。この時、この瞬しゆん間かんに、この少年が自分自身に対して呪のろいを掛けたということを。それは……復ふく讐しゆう……という名の呪い。




　そして――祐人は復讐の時を迎むかえた。

　そこにいるのは現在の祐人ではない。表情も感情も何もない空っぽの人間。いや、人の皮を被かぶった復讐者という獣けものだった。

　祐人は復讐の標的にガストンの理解を超こえる強大な一撃を炸さく裂れつさせる。

「グアァァァー！　またしても貴様に！　貴様にこの我が！　我がぁぁぁ！」

　祐人はただ無表情で無言。

　祐人は、その血まみれの……自身の体中の深刻な傷など、微み塵じんも意に介かいしていない。

　ガストンはその戦場に立たされ、祐人に戦せん慄りつを覚える。あまりにその凄せい惨さんな戦いに身を投じ、無表情に、無感情に、無む慈じ悲ひに淡たん々たんと牙を剥むいたこの少年に。

　ガストンはこの時すでに祐人という人格が存在していないことに気づく。この少年はもう、人として戻もどって来られないところまで行ってしまったと悟った。この少年にかかった復讐という深い呪いは、復讐を果たしたこの瞬間も解けるものではなかったのだ。

　今、ガストンは祐人の機械的でうつろな記憶を見せられているだけ。その映像もモノクロで、そして妙みような表現だが体温もない。その記憶からは何の感情も想おもいも感じられない。

（ば、化け物……。もう止めてくれ。もう見せるな……ハッ！　こ、これは……？）

　雰ふん囲い気きが変わったことに気づき、ガストンは辺りを見回した。

　祐人の摩ま耗もうした灰色の記き憶おくの中でわずかだが……辺りが温かくなる、のを感じたのだ。

　ガストンはこの時、祐人の鼓こ動どうがトクンと鳴るのが聞こえたような気がした……。

　すると突然……今、ガストンがいる、祐人の記憶の中の風景が彩いろどりを取り戻し始めた。

　草木はその深緑を取り戻し、花々は色いろ鮮あざやかに穏おだやかな風に揺れる。そして、それらに柔やわらかな日光がそそがれていた。

　その中心には……祐人がいる。

　そこでガストンが見た光景。

　それは祐人の倒した災さい厄やくの魔神の体の中から五つの魂が現れ、祐人を囲むように……やさしく包み込むように浮かんでいたのだ。そして、その中から、一ひと際きわ輝かがやく魂の中から……藍色の髪の少女が祐人の前に慈じ愛あいに満ちた表情で現れた。

　その少女は、眩まぶしくも安らかな笑え顔がおで祐人に話しかける。その言葉……ガストンの心にも響ひびき渡るその言葉は、祐人の心に響き渡ったものだったのかもしれない。

「馬鹿な祐人……。また、ずっと自分を責めていたのね。そうやって心を殺して、私たちのために傷ついてきたのね」

　祐人は表情も変えず、その少女を見つめる。すると……少女はもう一度笑え顔がおをみせて、祐人の血ち塗まみれの両頬を労いたわるように両手で包み込んだ。

「祐人。私はあなたを愛していたわ。何よりもあなたの優やさしさを。そして、あなたの真まっ直すぐさも不器用さも、あなたの信じるすべてを愛していたわ」

　祐人は目をつむり、依然と無表情にされるがままにしている。

「そして……戦う相手に情けをかけたあなたも、復讐を決断したあなたも……私は心から愛しているわ」

　その言葉を受けた途端、それまで無表情だった祐人が目を開いた。

　顔が雪崩なだれのように崩れ、溢あふれ出でる涙をそのままに少女の魂に抱きしめられる。

　祐人は魔ま界かいでの激戦の中、仲間と追おい詰つめた災厄の魔神に対して情けをかけ、その躊躇ためらいが原因で逃のがしてしまう失態を犯おかした。そしてその後、その魔神に五人の仲間の命を奪われただけでなく、その魂まで拘こう束そくされたのだ。

　その後の祐人の自責の念は、想像を絶するものだった。

　それは祐人という個人を破壊するほどに。

　だが今……全すべてではないが、藍色の髪の少女の魂の言葉に祐人は救われたのだ。

　祐人は少女の魂に抱きしめられ……周りを憚はばからず大声を出して泣き始めるのだった。

　少女の後ろにいる四人の戦友も一様に笑顔を見せている。

「私たちはいつまでも、祐人を見守っているから……」

　ガストンはこの時のこれが、この少年が失った心を取り戻した瞬間であることを知った。




　突然、ガストンは引ひき戻された。ここは無残に破壊されたパーティー会場。

　ガストンは全身で息をし、極度の疲ひ労ろうが体を覆っていた。わずか数分で膨大な経験を強制されたのだから、そういうことにもなる。ガストンはこの時初めて……サトリ能力のリスクを知った。ガストンは膝に手を当て、何とか立ちながら祐人を睨む。

　だが、そこにいるのはもう先程のただの手て強ごわい少年の姿ではなかった。

　それは、もっと異質で……不死者のガストンですら逡しゆん巡じゆんしたくなる危険な存在だ。

　ゆらり……と立つ、祐人の両手首の辺りを囲うように、小さな魔ま法ほう陣じんが浮かびあがっている。そして、その魔法陣が弾けると、祐人の右半身に黒い影かげのようなものが現れ、ザワザワと蠢うごめき、祐人の身体に纏わりつくように侵しん食しよくしていった。

「あぁああ……。お、おまえ……それがおまえの封印なのか」

　今、祐人の右半身から強大な魔力が吹き上がっている。

　また、濃のう密みつな霊れい力りよくが左半身に集束され、それは完全にコントロールされていた。

「ま、魔力が……馬鹿な、何故、お前がこれほどの魔力を？　ああ、ありえんぞ！　半身から霊力、半身から魔力などそんな事がありえるわけがない！　同じ個体にいったいどうやって！」

　やがて、祐人は体の中心、臍せい下か丹たん田でんから強烈な仙氣を噴ふん出しゆつさせると、その姿は安定し右半身の黒い影も消える。

　ガストンはこれが藍色の髪の少女の言った、あの力、だということが分かった。

　祐人は……竦すくんで動けないでいるガストンを無視し、横を素す通どおりすると、その先で腰を抜かしている二人の少女の前までゆっくりと歩いていく。

　するとマリオンと瑞穂は恐きよう怖ふで歪んだ情けない顔で祐人を見上げる。

　祐人は見上げてきた二人を見つめ返し、寂さびしげに笑った。

「怖い思いをさせて……ごめんね。でも二人は必ず無事に帰すから……」

　瑞穂とマリオンは今の祐人からさっきのような恐怖はもう感じなかった。

　寂しげではあったが、祐人の笑顔を見て救われたような安心感が込みあがる。

　祐人はその二人の頭を撫なでるように手を置いた。

　瑞穂とマリオンは……何かを祐人に言いかける。

　だが、二人はその言葉を発することはなかった。

　その前に祐人から当てられた氣で意識を失ったのだ。

　そしてその意識を失う刹せつ那な……二人は確かにそれを聞いた。

「ごめんね。でもこの方が安全だから……。それにもう、僕ぼくのことも……」










「忘れるから……」










◆




　堂杜道場の縁えん側がわで纏てん蔵ぞうは祐人の仙せん道どうの師として招いた孫韋と碁ご盤ばんを囲んでいる。

　その纏蔵の黒石を持つ手が止まり、顔を上げて夕明かりを受けた。

「あの馬ば鹿か者もの……。封印を解きおった」

「そのようじゃの……それほどの相手に会ったのか？　して……封印は」

「七つ中……二つほど解きおった。封印空間から高ガオの作った二刀の宝パオ貝ペイを出したのがせめてもの救いか。これでだいぶ安定はする」

「ふむ……それで影響は？」

「分からん。が、知人、友人たちはもう……あ奴を覚えてはおられまい。まあ、最初の品川の時はいきなり六つも解いた。その時に比べれば影響はだいぶ弱いとは思うが」

「やっかいな力じゃのう。人が己おのれに持ってくれた関心や認知、また、それによって生じる自分との縁えんを使ってしまうとは……。それは全ての者がこの世に存在するための力だというのにのう」

　孫韋は煙管きせるの雁がん首くびを翻ひるがえして鉄製の灰皿を叩たたく。

「その体に霊力と魔力という相反する力を秘めてしまったが故ゆえに起きた奇き跡せき、いや悲劇かのう……。あの魔来窟を通ってやって来た魔ま界かい随ずい一いちの魔ま女じよを母親として持ち、その魔力と堂杜家初代の再来と言われた遼一の霊力を一身に引き継ついでしまうとは……」

　孫韋は煙管に新しい刻みタバコを詰めて火を点つけた。

「更さらにはどちらにも反発しない仙氣の特性を……いや、その真実を知り、その仙氣を仲ちゆう介かいに相反する二つの力を同時に使うとは、我が弟で子しながら底知れぬ奴よ……」

　孫韋は煙管を深く吸うと、大量の煙けむりを吐はく。

　実際、孫韋は祐人に驚きを隠かくせない。己の仙氣を信用できなければ、封印を解き、霊力と魔力を同時発動した時点で祐人の体はただの肉にく塊かいとなっていただろう。

　だが、それを祐人は可能とした。

　そのヒントを得たのは一年前の品川の時らしい。だがその時は母親のサポートもあった。そしてその後、霊力、魔力の同時解放はリスクが高すぎると使用を封ふうじていたはずだった。

　ところが、祐人はその禁を破り、魔界での三年間の逗とう留りゆうの際にもその力を振るっている。

　たとえそのリスクを背負ってでも……やらなくてはならない必要と覚かく悟ごができたということなのだろうと孫韋は考える。

　孫韋は師として、愛まな弟で子しを慮おもんぱかる。その覚悟を持つまでに何があったのか？

　魔来窟の奥……魔界から帰ってきてからの祐人の仙氣は孫韋の想像を遥はるかに超えたものだった。そして、霊力、魔力の同時発動という死と隣となり合あわせのスキルを修得して、その発動の度に知人、友人との縁が切れるという状じよう況きよう。あの若さでそれにどう向き合ったのか？　何よりも……それによって得られる言語を絶する力を何のために振るったのか？

（誰だれを救ったとて、何を守ったとて、誰も覚えてはおるまいにの……）

　孫韋は目を瞑り、気遣わしげに片目を開けて煙管を空に掲かかげ、北極星の方向を指し示す。

「霊力と魔力の同時行使。それはまさに陰いん陽よう和合を体現したのじゃ。理論的には宇宙創生にも繋がるもの。それは凄すさまじい力だろうて。だが、その力の触媒と言おうか、反動……揺り返かえしも惨むごいがのう。これも……天の配剤と言うべきかの」

　夕明かりの上方から少しずつ星空が広がっていく。すると纏蔵は心苦しげに眉まゆを寄せた。

「じゃが、誰かが、あ奴を覚えておれば良いのじゃ。一人でも覚えておれば……皆みな、いつかあ奴を思い出す。儂わしらのような人の身を捨てた仙せん人にんではない誰かが……」

　纏蔵は腕を組み、深みを増した夕焼け空を見つめる。

「そう、たった一人でいい。あ奴を覚えていてくれれば、その縁の糸を手た繰ぐり、皆がまた思い出す。その最後まで忘れないでいてくれる人間がいつか、あ奴を救ってくれよう」

　そして纏蔵はもう一度呟つぶやいた。

「そういった人生を左右する出会いが、強い縁で結ばれる出会いが、あ奴に……祐人にあらんことを」

　それは深い愛情から来る、願いや祈いのりに近いものであった。
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　今、茉莉は相も変わらず自室のベッドに力なく横たわっていた。

　一昨日に祐人に連れん絡らくを取ろうと決めてから、いまだに祐人と連絡は付いていない。

　茉莉は祐人の所在を聞こうと自分の師し範はんでもある纏蔵にも電話をしたのだが、纏蔵も祐人の居場所は知らず、その資格試験のことについても初耳だとの事だった。

「はあ～。私、何をやっているんだろ……」

（でも、今日で試験っていうのは終わりのはずだから、今日の夜には連絡が付くはず……）

　茉莉は、ゴロンと寝ね返がえりをうった。

（まったく、心配させて！　連絡が付いたら、覚えておきなさいよ！）

　と心の中に浮うかべた祐人に向かって、茉莉は悪態をつく。

　その時だった……。

「え？　何？　これは前にも……」

　それは不可思議な出来事だった。茉莉の心の中に浮かべた祐人が薄うすくなり、消えていく。

　以前にも感じたことのある、この感覚に茉莉は必死に抗う。

（この感覚は……この春休みに感じたものだわ。でも……前よりも弱い）

　自分の中から何故か祐人だけが消えていくこの感覚を初めて覚えたのは、一年前の春休みのこと。そして二度目は今年の春である。その二回とも、たまたま祐人のことを考えている時だった。そのためか、この感覚をよく覚えている。

　初めての時は掛け替えのないものが失われていくような不安と怖さで、ただ必死に抗った。二回目は、祐人の存在が自分の中で薄くなっていくことを実感して、これに身を任せてはいけないと強く思い、祐人と出会った時からの思い出を反はん芻すうした。

　そして、今回が三回目。だが、この理由の分からない感覚に対して茉莉の最終的な反応はいつも同じだった。それでいつも乗り切ってきた。

　それは、何故こんなことが起きるのかという疑問よりも前に、決まって強い衝しよう動どうが茉莉に生じるのだ。それが全てをはね返す。

（もう何なのよ！　何なのか分からないけど無駄よ！　私は祐人に伝えなくちゃいけないことがあるの！　あんな告白じゃあ、どんな女の子も駄目だって、教えなきゃ。だって今後の祐人のためにならないし……そうしたら、そう！　祐人が可哀かわい想そうじゃない！）

　茉莉は、祐人との思い出が頭に浮かぶ時にはいつも、最終的に祐人の告白シーンに辿り着つく。だがこれが、茉莉にとって祐人を最も意識して止まない瞬間でもあった。

　前回も、前々回も、これでこの不可思議な感覚を克こく服ふくした。ましてや、今回は以前のものに比べて格段に弱い感覚だった。

　何故か分からないが、この感覚は茉莉にとって最もおぞましく腹立たしい。

　そして茉莉は……今回のこの感覚を軽くはね返すと、直接、祐人の家に行ってみようと強く決心し、勢いよく立ち上がった。
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　戦いの余波で破壊された新人試験パーティー会場。

　祐人はガストンの前で、気を失った瑞穂とマリオンを順番に抱き上げ、会場の端はしに設置されているソファーに寝ねかせた。

　その間にもガストンは荒あらい息をして動けないでいる。

　祐人は、二人を寝かし終えると無言のままガストンに振り返り、ゆっくり歩き出す。

　すると一体、いつからなのか……ガストンの方へ振り向むいたその時には、祐人の右手には漆しつ黒こくの長刀、左手には白銀の鍔つば刀がたなが握にぎられていた。

　ガストンは笑った膝で後あと退ずさる。

　不死者は今、初めて……死という恐怖に直面していた。

「アルフレッドさんが来るまでの時間稼かせぎを……と思っていたけど、もう止めるよ」

　そう言った祐人の姿が、一いつ瞬しゆん半はん透とう明めいになったようにガストンには見えた。

　するといつの間にか、祐人の持つその漆黒の長刀に何者かの片かた腕うでが刺さっている。

　祐人はその長刀を払はらい、その誰の物とも知れない腕をガストンの前に放り投げた。

「返すよ……」

　その言葉で初めて、ガストンは自分の右みぎ腕うでがない事に気づいた。

「ぼ、僕の腕が！　キィーヤァァァ！」

　ガストンは左手で探すように、肩かたから無くなっている右腕の辺りで手を振る。

　目を見開き、涙なみだを流しつつ、ガストンは手前に落ちている自分の右腕を這はいずるように拾い上げて失った右腕の肩かた口ぐちに当てた。その途端に不死者の名に相応ふさわしく、ガストンの右腕が本体に戻ろうと修復作業が行われ、水蒸気のような煙が発生する。

　が、しかし……

「キィィヤァー!!　な！　も、戻らない？　僕の腕がぁぁ！」

　ガストンは思いがけぬ強烈な痛みに涙と鼻はな汁じるを垂れ流し、右腕を落としながら奇き声せいを張り上げる。

「僕が切ったんだよ。お前の魔力ごとね。そう短時間には修復できないよ」

　ガストンは、祐人の魔力が噴ふき出ている右手を見て震える。

「こんな力！　貴様はぁぁ！　く、来るな！　来るなぁぁぁ！　化け物ぉ！」

　不死者の今までの余よ裕ゆうは遥か彼方かなたへ消え、デタラメな間合いで左手を振り回まわす。

　表情を変えない祐人は、淡々と、そして確実にガストンに近づいていく。

「そんな事は……もうどうでもいいよ。ただ、お前にはもう消しよう滅めつしてもらう」

　祐人が近づく。笑った膝で後退る不死者。

　するとこの時……ほんのわずかだが祐人の心の内がガストンに入ってきた。

（こ、これは……この感情は復讐の時の!?　何故？　僕に？）

「ちょっと待て、待ってくれ、頼たのむ！　何か誤解をしているぞ！　僕は君の仇かたきではない！　何故、僕に復讐を？　僕が君に何をしたっていうんだ！」

　ガストンは怒ど鳴なり、悶もだえ、暴れ、もがき、這いながら、無様な体勢で逃れようとする。

　祐人は何も答えず冷れい徹てつな表情でガストンに近寄っていく。消えては現れ、消えては現れと、どういう歩法なのかガストンには分からない。いや、というよりも考える時は過ぎていた。

　ついに……不死者であるガストンの眼前に、人生の最初で最後の自分自身の捕ほ食しよく者しやが現れる。その捕食者の瞳ひとみからは、もはや何の感情も感じられない。何も映像が入ってこない。

　唯ゆい一いつ入ってくる映像……それは永遠に続く影、一いつ切さいの光を拒きよ絶ぜつする、祐人の心に住まう闇やみだけであった。今の祐人はまるで、あの災厄の魔ま神じんと相対していた祐人と同じだった。

　ここでガストンはハッと気付いた。この少年が何に反応したのかを。

　それは……あの言葉。自分が祐人と瑞穂、そして、マリオンに言った言葉。

『君たちは僕の中で生きていけるということなんだよ？　……永遠にね』

　その時のガストンには知る由もなかったが、それは奇くしくも、祐人の仲間の仇である災厄の魔神と同じ発言だったのだ。

　祐人は能面のような顔で床ゆかに這い蹲つくばっている不死者に目を吊つり上げ、大量の氣と共に大気を震わさんばかりの声を張り上げる。

「よく聞け、サイコ野や郎ろう……。そこに存在している愛すべき者は誰かのモノとして存在しているんじゃない。ましてや、お前の中で……お前のような下衆な奴の中で！　その糧かてになるために存在しているんじゃ、決けつして！　ないんだーー!!」

「ま、待ってくれ！　僕はソフィに！　ただソフィとずっと一いつ緒しよにいたかっただけなんだ！　だから！　僕はただ寂しかっ……ギェバァァァァァァァァァ！」

　最後まで言い終わらずに断だん末まつ魔まの声を上げ、ガストンの体は十字に吹き飛とぶ。

「ソ……ソフィ！」

　そして、不死者を一撃の下に葬ほうむり去さる力を放った祐人に表情はなかった……。




　祐人はガストンの体が灰となり崩くずれていくその様を無感情に見つめている。

　すると……崩れていくガストンの体と共にガストンの中にある記憶なのか、ある情景が弾け、祐人の脳のう裏りに入ってきた。

　それは死しに際ぎわのガストンの、サトリ能力の逆流であったのかもしれない。

　祐人の目の前……そこには優しくも美しい微び笑しようを浮かべた女性がいる。

　そして祐人にはガストンがどんな気持ちでこの女性を見つめているのかも伝わってきた。

　祐人の頭の中に彼かの女じよとガストンの歴史が刻まれていくように、微笑を浮かべた女性は美しく年老いていく。その彼女は事あるごとにガストンに囁ささやくように話しかける。

（ガストンは寂さみしがり屋やなのね。もう、いい加減、認めたらどう？）

（そんな事を言って……一度も血を吸ったこともないくせに。私には分かるのよ？）

（駄目よ……ガストン。そんな事をして長生きしても……それはきっと幸せではないわ）

（ガストン……あなたには、別れのあるこの世の悲しさだけじゃなく、別れがあるというこの世の素す晴ばらしさも知って欲ほしいの。だから、私がいなくなっても……友人でもいいの、誰かを愛することを約束して……）

　そこで映像は暗くなり、無表情だった祐人は目を瞑つむった。

　祐人の足元には、切り捨てられたガストンの体が崩ほう壊かいしていき、衣服だけが残される。後はただ、ガストンの左手だけが灰になるのを待っていた……。

　残されたガストンの左手には香こう木ぼくの数珠じゆずが連なった金のロザリオが握られている。

　そのロザリオには……ソフィア・サザーランド、という名が刻まれていた。

　祐人は目を開け、一切の感情の見えない表情で、そのロザリオを……見つめた。

　祐人には分かった。ガストンはソフィアという女性を殺してはいなかった。ガストンはソフィアの死に際に立会い、そして息を引き取ったソフィアの血を吸ったのだ。

　そこで……奇跡が起きた。

　死んだはずのソフィアの能力がガストンに乗り移ったのだ。それは、ガストンに何かを残してあげたいというソフィアの強い願いがそれを成したのかもしれない。

　だが……ガストンはその最愛の人の最後の贈おくり物ものがあっても、狂おしいほどの喪そう失しつ感に耐たえられず狂ってしまった……。

　祐人は……自分にしか聞こえない声で呟いた。

「ある意味……僕と同じか……」

　祐人はガストンの残り少なくなった左手をしばらく見つめると……顔を上に向け、もう一度、目を閉じた。そして、右手を前に出し、その手のひらの上に漆黒の長刀を立てる。すると長刀は祐人の手の中に柄から沈しずんで行き、姿を完全に消した。

　同じく、残る白銀の鍔刀を左手のひらの上に立てる。それは長刀の時と同じように鍔刀も左手の中に沈みだすが、その時……祐人は目をカッと開いた。

　祐人は鍔刀の柄をおもむろに掴つかみ、そして、逆手に持ち直すと、突然、自らの強力な魔ま力りよくを秘ひめた右手に突き刺した。

　その自らに突き刺された祐人の右手からは夥おびただしい血が流れ出し、ホテルの床の上に溢れだし、その血はガストンの破は片へんである左手に近づいていく。

「もう……自分の馬鹿さ加減に嫌いや気けがさすよ」

　祐人はとり止めもなく流れる自らの血を生気のない目で眺めながら笑う。

　今、祐人の目の前の空間には……魔界で出会った藍色の髪の少女がいた。

　その少女は怒おこったり、笑ったり、泣いたり、祐人に表情豊かな姿を見せてくれる。




「でも、分かってくれるよね、リーゼロッテ。君が僕を好きでいてくれたから……だから僕は、君が好きでいてくれた自分を……信じていられるんだ」
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　祐人はすっかり夜よる遅おそくになって、自宅となってまだ間もない家に帰ってきた。だが、その祐人の足取りと表情は重い。

「あ～あ、またこれで僕のこと誰も覚えてないんだろうなぁ。ランクを取得したのはいいけど、高校生活が一からやり直しだよ、もう……」

　祐人はどこか白々しく、一人ぼやきながら中に入ろうと自宅の大きな門に手を伸のばす。

　正直、色々と疲つかれた。吸血鬼を撃げき退たいして外に出れば能力者機関の職員にも受験者たちにもすでに……顔を忘れられていた。もちろん、支部長である大峰日紗枝も例外ではない。

　今日は何も考えずにすぐに寝よう。祐人はそう考えると、このようなことは魔界で慣れているはずなのに心には少しだけ寂せき寥りよう感かんがあった。

「祐人！　遅おそい！　何でこんな時間なのよ！」

「え!?」

　祐人は驚おどろいた。まさか、こんな休日の夜遅くに自宅前で呼び止められるとは思っていない。

「やっと来たね。もう帰ってこないかと思ったよ。折せつ角かく、親にお泊とまり会って言って来たのに」

「まったくだ。お前も一人暮らしするんなら、携けい帯たいぐらいは持っていてくれよな」

「あ！　茉莉ちゃん！　一悟も水み戸とさんも！　ど、どうしてここに!?」

　祐人は三人の友人の登場に心底驚くも本当に聞きたいことはそこではない。

「いやそれよりも何で？　ぼ……」

　僕のことを覚えているの？　と言いかけ、祐人は口を噤つぐんだ。

「何がよ。祐人の引越し祝いをしていないから、纏蔵師範に家の場所を聞いて来てあげたのよ。折角の休みだから、静香も袴はか田まだ君も誘さそって」

「ぷぷ、私と袴田君は諦あきらめて何度も帰ろうとしたんだよ？　でも茉莉がもうちょっと、って」

「そうそう、俺おれはともかく水戸さんが帰ったら親に怒られるって言ってね。あんなに懇こん願がんする白しろ澤さわさんが見られるとは……それだけでも来た甲斐かいがあったよ。ぷっ！」

「な！　違ちがっ！　私はただみんなと一緒にお祝いしたかっただけで……！」

「今日の今日で誘ってくるから親に言うの大変だったんだよ？　茉莉の名前を出したから何とか大だい丈じよう夫ぶだったけど」

「俺はいつでも歓かん迎げい。女の子と一夜を過ごせるのを断るのは男じゃないからな」

「わ、悪かったわよ……。でも今日しかないと思ったから……」

「「分かってる、分かってる。今日しかないもんね～」」

「……！」

　静香と一悟は声を合わせると憤ふん懣まんやるかたない茉莉は矛ほこ先さきを祐人に向ける。

「祐人、いつまでここにいるのよ！　早く中に入れなさいよ……って祐人？」

　祐人はその場で茉莉、一悟、静香たちのやりとりを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「祐人。ちょっ、何泣いてるのよ？　何かあったの？　どうしたの？」

　祐人はこの時、心配そうな顔で慌てる茉莉に指し摘てきされて初めて、自分が涙を流していることに気づく。

「……え？　あれ？　な、何でもないよ！　ただちょっと吃驚びつくりしただけで……」

「お前、最近、本当に涙るい腺せん緩いよな～」

「私たちが来て泣くなんて、本当は一人暮らしが寂しかったんじゃない？　ほら、お祝いにお菓か子しとジュース買って来たからパーティーしましょ」

「あ、う、うん！　ありがとう！　本当に」

　祐人は慌てて涙を腕うでで拭ふくと、古びてはいるが昔は立派だったであろう大きな門を開けて、皆を中に招き入れる。祐人を待っていた間、本当にこの家が祐人の新居か？　と驚いていた茉莉たちは興きよう味み津しん々しんで後に続いた。

「わー！　庭が広ーい！」

「って、ボロボロじゃねーか！　お前、本当にここに住んでんのか？」

「あ！　忘れてた！　ちょっと待って！」







[image: ]







「祐人……あのテントは何よ？」

「え!?　あれは！　あれは……あれは……あれは実は……」

　茉莉の冷静な質問に祐人はどうすることもできず、引越しの際の事情を三人に話す。




「ぎゃはは！　凄すごすぎる！　お前、凄すぎるよ！　テントって！　は、腹が痛い！　ヒー！」

「ぷっ！　袴田君。ぷぷっ！　わ、笑っちゃ悪いわよ……お、お腹なか痛い！」

「……祐人！」

「はい！」

「困っているなら！　ちゃんと相談して……心配になるじゃない……」

　祐人は茉莉に怒られるかと思い、背筋を伸ばしたが、悲しそうな顔をする茉莉にちょっと驚き、情けないやら恥はずかしいやらと複雑な気持ちになる。

　だが……それは祐人の心を温かくさせた。

　そしてこの時、祐人は大事なことを思い出した。

　いつも、どんな時も、祐人があの能力を振るった時も……今、目の前にいるこの栗くり色いろの髪かみの少女だけは自分のことを忘れたことがない。

　祐人は同じくどんな時も自分を忘れなかった藍あい色いろの髪の少女を思い出す。それが今、自分を心配そうに見ている茉莉と笑顔の藍色の髪の少女……リーゼロッテが重なる。

　正直、外見は似ているわけではない。ただ、この瞬間、祐人は確信してしまう。

　今、目の前にいる少女は、自分にとって掛け替えのない人間なのだと。

　そして、今ここにいる友人たちも同様に……。

「お、このテント意外と広いじゃん！」

「本当だ！　これなら四人ぐらい楽勝で入れるね。じゃあ、お祝いはテント内で！」

　いつの間にか、テントの中を覗のぞいている一悟と静香は、購こう入にゆうしたお菓子とジュースの入った買かい物もの袋ぶくろをテント内に持ち込もうとしている。

「あ！　ちょっと待ってよ。片付けるから！」

「いいから、いいから。俺はもう待ちくたびれてんだよ。さっさと始めようぜ」

　と言って一悟と静香は、勝手にテントの中に入っていってしまう。

「そうね。もう始めましょうか、祐人、引越し祝いを」

「う、うん」

　茉莉の言葉に仕方なく祐人も従い、一緒にテントの中に入り電球に明かりを灯ともした。

「おお、いい感じだ！　たまにはいいな！　たまになら！」

「うん！　こんなのも、たまにはいいわね！　楽しい！　たまにはだけど！」

　はしゃぐ一悟と静香に祐人は唇くちびるを尖とがらす。

「悪かったね！　僕は毎日だよ！　でも、これも家を修理するお金が出来るまでだ！」

　祐人はこの二人の言い様に反論すると、茉莉が気づいたように聞いてきた。

「あ、そういえば祐人。資格試験って言っていたけれど資格は取れたの？　まさか落ちたんじゃないでしょうね」

「え？　いやそれは……受かったんだけど」

　ランクは取得できたのだが、これの伝え方を祐人が慎しん重ちように思案し始めると、

「あの～、お取り込み中、申し訳ないのですが……。祐人の旦だん那な？」

　見知らぬ声が突とつ然ぜん、テントの外から発せられた。

「うお！」

「キャッ！」

「え？　外国の人？」

　そこにテントの入り口から覗いてくる長身の外国人が現れ、一同が驚く。

「あ！　お前、ここまでついて来たの!?」

「な、何？　祐人の知り合い？　誰なの？」

　茉莉が誰なのかと聞いてくるが、祐人はどう説明したものかと困ってしまう。

「あ～、資格試験で色々あって……。なんか懐なついちゃってさ……」

　すると長身の目の彫ほりが深い銀ぎん髪ぱつの男がヘコヘコと頭を下げながら、愛あい想そ笑わらいを浮かべてテントの中に入ってきた。

「どうも、私の名はガストンって言いまして、祐人の旦那に命を救われた者です、はい」

　ガストンは、身元を怪あやしまれないように言っただけのことだったのだが、面おも白しろそうな話題が大好物の水戸静香が目を爛らん々らんと輝かす。

「え!?　何それ！　聞かせて聞かせて！　ここに座すわって。いいわよね、堂杜君」

「何だよ、祐人。資格試験って外国の人も来てんの？　一体、何の資格だったんだよ」

「祐人、説明して」

「あ、いや、だから……これは、この人は……そのー、何て言うか……」

　祐人にしてみれば、それは説明できない。能力者機関の新人試験などと言っても信じないだろうし、信じられたとしても、自分の能力者としての正体を明かすことになる。

　三人からの視線を一身に受け、冷ひや汗あせを垂らしながら完全にテンパる祐人の横にガストンは笑顔で座る。どうやらガストンはこの状況に祐人の立場を理解したようだった。

「祐人の旦那、大丈夫です。……まかせてください」

　小声で言ってきたガストンの言葉に祐人は本当？　という顔になると、ガストンは頼もしくも大きく頷うなずき、祐人の代わりに説明を始める。

（やっぱり、伊だ達てに歳はとっていない。千五百年も生きてるんだもん、当たり前だよな）

　祐人はそう思い、頼もしげにガストンの横顔に目を向けた。

「この資格は簡単に言いますと、ある派は遣けん会社の専属になるための資格試験みたいな、そんな感じのものです。そこで祐人の旦那と出会い、人生相談をたまたましたら、なんだかんだですべて解決したので私の命の恩人みたいな感じなんですよ」

　何？　このふざけた説明。

　祐人は堂々と適当な説明をするガストンに、狼ろう狽ばいして声を上げようとすると、

「なるほど……。祐人、お前……成長したな……」

「堂杜君！　すごいじゃない。意外～」

「これを聞いてやっと分かったわ。こういう風に最初から説明しなさいよ、祐人」

「ええー!?」

　何で納なつ得とくしてんの？　と、祐人はガストンに目をやるとガストンはニヤッと笑った。

（あ、何かやったな……）

　ちょっと涙目の静香は、感動した面おも持もちで祐人とガストンに迫せまるように近寄って来た。

「じゃあ、二人はもう親友なんだね！　奇跡の出会いってやつだよ！　これはまさに！」

　静香の感動具合に祐人はガストンやりすぎだ、とも思ったが結果オーライでもある。

　祐人は諦てい念ねんの表情で息を吐くと真ま面じ目めな顔になりガストンに顔を向ける。

　ガストンはヘラヘラした顔をし、これで良いでしょう？　という表情。

　ガストンのそれは、よく見れば自分のご主人が喜んでくれれば自分も嬉うれしいといった感じに見える。そんなガストンに祐人は真しん剣けんだが、笑えみを浮かべて言った。

「……そうだね。ガストン、僕たちはもう友達だよ。出会って直ぐに嫌いやってほどお互たがいのことを知ることが出来たしね。まあ、何というか……よろしくね、ガストン」

「え……？」

　ガストンは硬こう直ちよくした。そして、肩を震ふるわせこちらに顔を向けている祐人を見つめ返す。

　気のせいかもしれない。だが、ガストンは、ほんの一いつ瞬しゆん、見えたのだ。

　ソフィア・サザーランドの……笑え顔がおが。

　熱いものがガストンの頬ほおを伝って、頑がん丈じようそうな顎あごからポタポタとこぼれ出す。

「わ！　何で泣いてるのさ、ガストン」

　祐人は驚き、慌あわててガストンの肩に手をかける。

「すみません、すみません……旦那。ただ、私はたった今……人生で二人目の友人を手に入れたんですよ。だから……今は勘かん弁べんしてください」

　そのガストンの様子を、茉莉も一悟も静香も黙だまって見ている。

　皆はガストンを知らない。だが今、ガストンは生の感情を見せている。

　そこには嘘うそも偽いつわりもないことは誰の目にも明らかだった。

「はい！　じゃあガストンさんも一緒にお祝いしましょ！」

「そうだな！　祐人の引越し祝いと……」

　静香と一悟が明るい声を上げる。そして、茉莉がガストンに微笑した。

「ガストンさんの人生で五人……の友達が出来た記念を……ね」

　ガストンは茉莉の言葉にハッと顔を上げる。

「え？」

　事態が掴めない。また、その言葉の意味も。

「祐人の友達っていうことは、私たちの友達でもあるでしょう？　私は白澤茉莉です。今後ともよろしくお願いしますね」

「私は水戸静香だよ！　外国の友達が欲しかったんだー。静香でいいからね。よろしく！」

「俺は袴田一悟。祐人とは腐くされ縁の仲だけど、ガストン兄さん、よろしく！」

　ガストンは自己紹しよう介かいを受けて、三人の申し出に信じられないという驚きで感かん極きわまり、小刻みに何度も頷いた。

「は、はい……。私はガストンと言います。私はフランス出身でロンドンから来ました。皆さんよろしくお願いします」

　祐人は、目の前の光景に目めが頭しらが熱くなっていた。

　こうやって繋つながっていくんだ……ついさっきまでお互いを知らなくても。

　祐人は思う。であるならば僕は諦めない。たとえ、何度忘れられても、僕はまた皆と繋がりたい。この素晴らしい友人たちや、これから出会うだろう友人たちとも。

　それは祐人の静かな、しかし、確固たる決心でもあった。

「何で祐人が泣いているのよ」

「ぷっ、本当だ」

「お前のその泣き癖ぐせ……直した方がいいぞ」

「いやこれは！」

「本当ですよ、旦那。男が簡単に泣くもんじゃありません」

「お前が言うな！」

　既すでに涙を拭いた、したり顔のガストンに茉莉、静香、一悟も笑顔。

　そこに、思い出したように静香が乗り出してきた。

「あ、堂杜君！　茉莉が大事な話があるんだって！　ふふふ、片山先せん輩ぱいのことで」

「ちょっと！　静香！」

「え、何？　茉莉ちゃん何かあったの？」

「お！　何それ？　俺にも聞かせてくれ！」

「そそそ、それは……それは……えーと、そう！　実は…………」

「えー！　茉莉ちゃん片山先輩と別れたの!?　どうして？　何で？」

　飛び上がるように驚く祐人だが、横では静香と一悟は「は？」と半眼で乾かわいた笑い。

「ほほう、そんなことが……これが青春というやつですね？」

　驚く祐人に、乾いた笑いからニヤニヤした表情に変えて目を合わせる一悟と静香。ガストンも何な故ぜか話題について来ている。

「元から付き合ってなかったわよ！　ただ……えっと、そう！　今回は私の未熟さで先輩を傷つけてしまったわ……。だから、もう一度自分を見つめ直してみたいと思って……」

　茉莉の咄とつ嗟さの作り話に、なんだそりゃ？　と必死に笑いを堪こらえる一悟と静香。

　茉莉の話に祐人だけは真面目に耳を傾かたむけ、このうえなく真剣な顔で応じている。

「わがままって分かっているけど、皆に伝えた方が私自身がすっきりすると思って……」

「そうなんだ……。でも茉莉ちゃんならすぐにいい人が見つかるよ！　って痛!!　何で叩くの？」

「祐人も自分を見つめ直しなさい！　大体、何なのよ、あの時の告白は！　あんなんで女の子が喜ぶとでも思ってるの!?　今日という今日は、今まで言えなかったことを言わせてもらうわ！　覚悟なさい！」

「へ？　何で僕ぼくが？　それに、もうそれは過ぎた話じゃ……」

「黙って聞きなさい！　大体、祐人は……」

　その二人の様子を、静香と一悟にガストンを加えて顔を寄せ合い小声で話し合う。

「え～。皆さん、これは何なんです？　祐人の旦那が形無しなんですが」

「いや～、ガストン兄さん。この二人は色々と複雑で、過去にね……」

「ほうほう、そんなことが旦那に。でも旦那の心には……」

　とガストンは言いかけて、これは不ま味ずいと思い口を閉ざした。さすがに祐人の魔ま界かいでの過去を話すわけにはいかない。しかもそれは祐人の心から直接見たのであって、祐人の口を通して聞いたものではない。それを話してしまうことは出来ない。

　だが、そんな機き微びを見み逃のがすような静香ではない。

「何、何？　ガストンさん、堂杜君の女性関係を何か知ってるの？」

「俺も知りたい！　あいつ俺にもそういうのは話さないんですよ！」

　目をキラキラさせる静香と睨にらんでくる一悟に、冷や汗を流して困る口を滑すべらせた不死者。

　千五百年、一人を除いて、ほぼ友人らしい友人がいた経験のないガストンはこの状況に狼狽うろたえる。とにかく、どうにかこの話題をそらそうとした結果……

「あ……いや。え～と、あ！　そういえば試験中にとても美しい二人のお嬢じようさん方と仲が良さそうでしたので……」

「本当ですか!?」

「何ぃぃ！　祐人のくせにそんなことが！　どんな娘こたちです？　スリーサイズは？」

　ガストンは話を逸そらして事態を鎮ちん静せい化かさせるつもりが、できたばかりの友人二人をより熱くさせてしまったことに驚きよう愕がくして汗が止まらない。

　実は今、ガストンはサトリ能力を使用していない。思うところがあり、当分この能力の使用はしないと決めたのだ。だが、今、ガストンにしてみれば説明書のないまま、見知らぬ乗り物を操縦する気分だ。しかも、猛もうスピードで。

「あわわわ……えーと、はい。一人は艶つややかな黒くろ髪かみのお嬢さんと、もう一人はシルクのような金きん髪ぱつのお嬢さんでした。えー、私の見立てでは二人は少なからず旦那のことを気に入っていたように見えました。確か名前は……」

「へー、堂杜君も隅すみに置けなくなったね～。茉莉も大変だ」

「おいこら、祐人！　試験中に出会ったっていうお嬢さん方を紹しよう介かいしろ！」

　ついに我が慢まんしきれなくなった一悟は、依い然ぜんと茉莉の説教を受けている祐人の両りよう肩かたを掴む。

「うわ！　って何？　突然」

「ガストン兄さんから聞いたぞ！　すげぇ、きれいな娘たちと仲良くなったんだろう？」

「袴田君、何？　その話……」

「茉莉、今、ガストンさんが教えてくれたんだけどね。何と……」

　静香からの説明を受けると、茉莉の顔がみるみる青くなり、焦あせりに染まっていく。

「祐人！　説明しなさい！　誰だれなの？　その娘たちは！」

「ガストン、余計なことを！　違うよ！　四天寺さんとマリオンさんはそこで偶ぐう然ぜん会って話しただけで！　多分……向こうはもう僕のことなんか覚えていないよ」

　祐人は慌てて説明するが、後半の方は少し寂さびしげになってしまう。

「旦那、すみません……。もう私にはこう言うほかはなかったんです」

　祐人の説明に納得のいかない一悟は、祐人の両肩をさらに強く握った。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　入学式の時に話したろ、祐人！　今からでもこちらから連絡を取るんだ！　向こうから来ないのは分かっていることだろう！」

「今回は無理だって！　連れん絡らく先さきも知らないし！　それに向こうも覚えてないって！」

「そうよ、祐人には無理よ。どうせ上う手まくいかないんだから！　それよりも自分をもっと見つめ直して、もう一度……」

「あはは。なんか茉莉、必死だね～。私の言った通り堂杜君に悪い虫ついちゃったね」

「そ、そんなんじゃないわよ。私は同じ道場の同門として祐人を！　その女の子たちにも迷めい惑わくがかからないように言っているだけよ！」

「なんか旦那は何でも複雑なんですね～。私としては、友人として旦那がモテるのはうれしい限りです。旦那に惚ほれるなんて見る目があると思いますしね。あの美しいお嬢さん方もまんざらではないように見えましたし……どうです？　ここは二人まとめて面めん倒どう見みたら。きっとあの娘たちなら旦那のことをすぐに思い出すと私は思いますよ？」

「だ、駄だ目め駄目、絶対、駄目！　だって……その……どうせ失敗するもの！」

「駄目だ！　その前に紹介しろ！」

「あはは！　堂杜君、今度、その子たちを連れて来てよ！」

「あああ、もう！　ガストン！　これ以上かき乱さないでくれ！」

　こうして『祐人の引越し祝い兼けんガストンの人生で五人の友達が出来た記念』のささやかなパーティーは賑にぎやかに続いていく。

　友人との語らいは楽しいものだ。祐人の女性関係の話は落ち着き、学校の話や今後の話、ガストンの過去の経験などを深夜まで五人は語り続けるのだった。

　このような中、祐人には自分の前ぜん途と多た難なんな高校生活が目に浮うかんでいる。生活面も学業面もそれは苦労するだろうなと。

　そして、自分の背負った堂杜という家も含ふくめた、この人生そのものも……。

　でも……それだけではない。

　今の祐人はそれを知っている。

　祐人は今、己おのれを知ってくれている良き親友たちに囲まれて幸せな気分に浸ひたっていた。

（一からでもいい。また学校のみんなに僕を知ってもらおう。そしてもし……会う機会があったら……四天寺さんやマリオンさんにも……）

　祐人のその表情は……誰の目からも明るいものだと分かるものだった。

（誰にも忘れられないくらい、自分をみんなに知ってもらおう）







エピローグ







　瑞みず穂ほとマリオンは搬はん送そうされた病院のベッドでほぼ同時に目を覚ました。

　二人が病院に搬送された際、機関側からの配はい慮りよで一いつ般ぱんの患かん者じやと隔かく離りするために広い一人用の個室にベッドを二つ置いたのだ。それで少しだけ狭せまい二人部屋となっている。

「ここは……あ、明あき良ら……？」

　瑞穂のベッドの横にはいつものスーツ姿の明良が座っていた。

「瑞穂様！　お目覚めになりましたか！」

　安あん堵どと喜びで明良らしからぬ、大きな声を上げる。

　瑞穂は明良の声に反応するようにゆっくり体を起こしつつ軽く頭を振ふった。

「まったく！　今回は驚きましたよ。まさか私たちに何も言わずにマリオンさんと二人で吸血鬼に立ち向かうなんて……こんなことはもう二度と勘弁して下さい」

　明良はかなり深刻な顔で説教をしてくるが、瑞穂はまだ起きたばかりなのと頭ず重じゆう感かんで、うまく明良の言葉が入ってこない。瑞穂は片手で頭を押さえながら隣となりのマリオンのベッドを見ると、マリオンも自分と同じく上半身を起こしたばかりで頭を押さえている。

　少しずつ意識が明めい瞭りようになってくると瑞穂はハッとした。

「ノスフェラクは！　吸血鬼はどうなったの!?」

　瑞穂は食いつくように明良に問いかける。

「……え？　何を言っているんですか？　瑞穂様とマリオンさんとで食い止めて、最後は黄こう家の英ひで雄お君が倒たおしたと聞いていますよ？　……覚えてないんですか？」

「え？　何？　それは本当？　そういえば、ここは？」

「ここは病院です。瑞穂様たちは丸一日、意識がなかったんですよ。それと今の話ですが、英雄君本人からの話ですから本当だと思いますが……違うんですか？」

「本人って……あいつがそう言っていたの？」

　瑞穂は違い和わ感かんを覚える。

　それは……何か整合性の取れていないパズルの解答を聞かされた気分に近い。丸一日、寝ねていたことにも驚いたが、今はそれよりも明良の話の違和感の方が大きかった。

　瑞穂は自然とマリオンと目が合うとマリオンは額を片手で押さえながら顔を横に振った。

「私も……うまく、思い出せないです。ただ……何でしょうか？　この感じは……」

　どうやら、マリオンも自分と同じ感覚のようだと分かる。そして、瑞穂は何な故ぜだかそれは至し極ごく当然のことだとも思う。理由は分からないのだが……。

「明良。詳くわしくその話を聞かせて頂ちよう戴だい……」

「え？　は、はい」

　明良の英雄から聞いた話だとこうだ。

　能力者機関主しゆ催さいの新人試験懇こん親しんパーティーに突然、ヨーロッパで能力者ばかりを襲おそい、機関を騒さわがせた吸血鬼が乱入。すぐに英雄がそれに気づいて迎げい撃げき。日ひ紗さ枝えが途と中ちゆうから参戦して、英雄と一緒に吸血鬼を抑え、その間に混乱した会場を収しゆう拾しゆうする。

　その後、日紗枝は受験者を引いん率そつし、そして英雄と瑞穂、マリオンが最後まで残り、吸血鬼を牽けん制せいし全員を逃にがした。そして、うまく英雄が吸血鬼に重傷を負わせ、瑞穂とマリオン、英雄も脱だつ出しゆつ。一いつ旦たん外に逃げたのだが、瑞穂とマリオンがもう一度ホテルに引き返したのを見て、危険だと思い英雄も後を追いかけた。

　現場に着くと英雄はすでに倒れている瑞穂とマリオンを発見し、間かん一いつ髪ぱつで吸血鬼から二人を救出。そして英雄がすでに瑞穂とマリオンによって手負いの状態となっている吸血鬼と戦せん闘とう状態に入り、最終的に勝利をして、止めを刺さした……というものだった。

「実際、英雄君が日紗枝さんに言って、病院への連れん絡らく等までしてくれたそうです。まあ、大した少年だったんですね。さすがは黄家の嫡ちやく男なんといったところですか……」

「……」「……」

　瑞穂もマリオンも黙って聞いている。記き憶おくの曖あい昧まいなところが確かに埋うめられていた。

　その二人の表情に、明良が心配そうな顔になり補足する。

「恐おそらく……瑞穂様の記憶が曖昧なのも、あの吸血鬼が能力者から奪うばった能力の一つ【ペンディング】の所せ為いかも知れません。この能力は対象の混乱を目的にした能力で、決断、決定能力が極度に落ちます。つまり、相手に判断をさせません。人間、判断のない何気ない行動は記憶にはないものです。干かん渉しようを受けている可能性がありますね」

　瑞穂とマリオンは考え込むように聞いている。

「……なるほどね」

「…………」

　瑞穂とマリオンは、何とか理解できるレベルまで落ち着いてきた。

　すると明良は微び妙みような表情でちょっと笑う。

「で、その英雄君から、お食事の誘いが瑞穂様に来ていますが……」

「……は？　な、何で私が！　あんな奴やつと！」

「あんな奴と言われても命の恩人ですからねぇ。まあ、目的は食事だけではないでしょうけど……断りますか？」

「くっ！」

　瑞穂は目め一いつ杯ぱい、嫌いやな顔をするが、無下に断れないのは分かっている。

　わがままのように見えて、彼女自身の礼節を重んじる性格からもそれは出来ない。

「ふう……分かったわ。それは受けると伝えて。命の恩人ですものね」

「分かりました。そう伝えておきます。まあ、今日一杯はここで休んでいて下さい」

　すでに二人は病院に搬送された際に、体に異常はないと診しん断だんされており、後は意識を取とり戻もどして問題がなければ、退院ということになっていた。

　明良は立ち上がると、マリオンにも挨あい拶さつをして退出した。

　不ふ機き嫌げんそうにしている瑞穂とマリオンとの間にしばしの沈ちん黙もくの時間が流れる。

　すると、考え込むようにしていたマリオンが口を開いた。

「瑞穂さん、さっきの話ですけど……本当なのでしょうか？　いえ、本当なのでしょうけど……何か大事なことを、とても大切なことを見落としているような……」

　そう言うとマリオンはまだ意識が明瞭ではないのか、頭を軽く振る。

「ああ、ごめんなさい、変なことを言って……。失礼ですよね、命の恩人の英雄さんにも」

「……ううん、いいのよ。ただ、確かに吸血鬼相手に生せい還かん出来るメンバーと言えばＡランクの私たちぐらいなのも当然と言えば当然だし……」

　変なことを言っているな、と瑞穂自身も思う。これではまるで自分に言い聞かせるように言っているみたいだと感じる。それは、曖昧な記憶のむず痒がゆさから逃のがれるような発言だった。

　だが、どうしようもないほどの言い知れぬ違和感を拭い去さることは出来ない。それは……まるで親友や肉親を裏切るような嫌けん悪お感に近いものだった。

　重い空気の中、明良が病室に戻ってきた。瑞穂はまた戻ってきた明良に怪け訝げんな顔をする。

「……何？　明良。忘れ物か何か？」

「実はそうなんです。はい、これを瑞穂様に渡わたすのを忘れていました」

　明良は胸ポケットから請せい求きゆう書しよと書かれた紙を瑞穂に渡す。

「何よ、これ？」

「ホテルでの貸衣装の請求書です。それとホテルから、衣装の返へん却きやくがされていないと言ってきていまして……」

「私、貸衣装なんて頼たのんでないわよ……。ん？　いや、頼んだかしら……？」

　何となくそんな記憶もあるような……と瑞穂は考え込む。

　明良も不思議そうにというより、困ったような表情になった。

「実は、私も借りにいった覚えは何となくあるんですよね。ただ、何で借りたのか思い出せないんです。しかもこれ、男物の衣装なんですよね」

「やっぱりこんなの……知らないわよ。誰かが借りたんじゃないの？」

「私も最初はそう思ったんですが、その場合は請求先を四し天てん寺じ家にしているはずです。でも、これは瑞穂様の名前で借りているんですよ……」

「……誰か勝手に私の名前を使ったんじゃないでしょうね」

「そんな恐ろしいこと、私たちがするわけがありませんよ。貸衣装で命を懸ける者は四天寺家の従者には一人もいません。瑞穂様に渡せば、分かるかなと思って持って来たんです」

「その物言いは引っ掛かるけど……確かにそうね。うーん？　でも借りたような……」

　横でその話を聞いていたマリオンがハッと顔を上げて瑞穂の方に顔を向ける。

　そのマリオンの反応に瑞穂は気づいて、マリオンを見る。

「何？　マリオン。何か知っているの？」

「あ……いえ……ごめんなさい、分からないです」

　マリオンは目を伏ふせて、黙ってしまう……が、マリオンは俯うつむきかけた顔をもう一度上げる。

　マリオンが何か思い出したのかと、瑞穂と明良はマリオンを見つめたまま黙っている。

　だが、マリオンからの話は期待外れというより余計に混乱が増すような内容だった。

「変な事を言うみたいですけど……この曖昧な記憶は、必ず戻ると思います。いえ、絶対に思い出してみせる！　と思うんです」

「……」

「そして、瑞穂さんも、きっとそうでなくちゃいけない、そうとも思うんです」

　マリオンにしては珍めずらしく語気が強く、瑞穂も明良も神しん妙みような顔をする。

「あ……ごめんなさい。わけの分からないことを言って。自分でもおかしなことを言っていると分かっているんですが……」

　またしばらく沈黙が続く。明良も黙っているのは、明良の中にも不ふ明めい瞭りような違和感があるからなのかもしれない。しかし、用事があるのか、明良は再び席を立ち「また来ます」と言って出て行った。

　明良が開けていったのだろう窓から、春の心ここ地ちよい風が病室の中に入ってきて窓の外に瑞穂は顔を向けた。抜ぬけるような青空の下、病室からは病院敷しき地ち内ないにある大きな木々が目に入る。その窓の外をしばらく眺ながめていると、瑞穂は口を開いた。

「マリオン……」

「あ、はい」

「私も変な事を言うようだけど、さっき、あなたが言った話のこと……」

「……」

「もしね、もし……この曖昧な記憶を完全に思い出したら、私はきっと、あなたと戦うことになるような気がするわ」

　マリオンは驚おどろくような顔をする。

　瑞穂はハッとしたように慌てて、マリオンに顔を向けた。

「あ！　いえ、違うの。本当に戦うんじゃなくて。何て言うか、本当のライバルになるというか……。あはは、ごめんなさいね、私の方がもっとおかしなことを言っているわね」

　恥ずかしげに慌てるような瑞穂の態度に対して、真剣な顔でマリオンはその言葉を聞く。

　マリオンはその瑞穂の言葉を反はん芻すうするように自分の胸に手を当てた。

「いえ……。今、瑞穂さんにそう言われてみて私もきっとそうなると確信しました……」

「え……？」

　瑞穂とマリオンはお互いに目を合わせる。そこには二人自身にも不思議で、何ともいえない緊きん張ちよう感が漂ただよった。それはまるで女として絶対譲ゆずれないものを取り合っている仲のように。

　そして、ふと二人の息が合い、お互いに少女らしからぬ大人びた微び笑しようをする。

　その直後、その落ち着いた空気を壊こわすように、瑞穂が腹の底から震えるように声を出す。

「それともう一つ……」

「な、何ですか？」

　妙みように迫はく力りよくのある声にマリオンは気け圧おされる。

「何故か今、私は物もの凄すごく腹が立っているのよ！　何に対してこんなに腹が立っているのかは正直分からないんだけど、早く全部思い出して、この不明瞭な怒いかりを全ぜん身しん全ぜん霊れいで解消したいのよね！　……何故かしら？」

「あ、私もです！　私も怒おこっています！」

　間かん髪はついれずに、普ふ段だん、お淑しとやかなマリオンが叫さけんだ。両手を前に出し拳こぶしを作っている。

　今度は瑞穂が驚くような顔になる。

「私もこの不明瞭な記憶が戻ったら……全身全霊で、この怒りを解消します！」

　いつもは大人しそうなだけに、瑞穂はたじろぎながらマリオンを凝ぎよう視しする。

　そして……自然と二人は再び目を合わせ、心が通い合ったようにニッコリ笑い合うのだった。この時、ある少年が得体の知れない怖おぞ気けを感じているとも知らないままに。

　この数分後、明良と一いつ緒しよに、瑞穂の実父である四天寺毅たけ成なりが乱入して、

「瑞穂ぉ！　無事かー!?」

　と泣いて大暴れするのを瑞穂が容よう赦しやなく叩たたきのめし、病院の看護師長に親子共々大いに説教を受けるのであった。
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　はじめまして、ではない方もいらっしゃるかもしれませんが、作者のたすろうです。

　この度は本作「魔界帰りの劣等能力者」をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　本作は２０１８年ＨＪネット小説大賞で受賞作品に選出され、書籍化いたしまして皆さまに出会うことができました。

　皆様、如何でしたでしょうか。もし、この物語をお読みいただき、楽しんでいただけたのでしたら、これ以上に嬉しいことはありません。

　さて、この作品ですが、舞台は現在のこの世界になります。

　ですが、「魔界帰りの～」という題名にもなっている通り、主人公の堂杜祐人は魔來窟の先にある異世界、『魔界』と呼ばれるところで、様々な経験を経て大きく成長し、この世界に帰って来たところからスタートとなっています。

　そのため、祐人はその経験値に基づいた行動や言動が各所に見られます。

　祐人はボッチ系キャラに片足突っ込んでいますが、そういったキャラと少し違うところは、人との繋がりを大事にし、人と繋がることを決して諦めません。それは彼の魔界で得られた経験でもあり、生来のポジティブさでもありました。

　学校でのキャラたちはその祐人の変化に少しずつ気付いていき、初対面のキャラは祐人に影響を受けていきます。

　その意味では異能バトルだけではなく、キャラの心の機微もなるべく描いているところがあります。そんなキャラたちの変化も楽しんで頂ければ、作者としてはありがたい限りです。

　よく、祐人は魔界で何があったんだ、とか、魔界での祐人の話をもっと知りたい、と言われることが多いのですが、その辺はご機会があれば物語中に描いていきたいですね。断片的になるとは思うのですが。

　というのも裏話、というほどでもないですが、最初、作者が堂杜祐人という少年の物語を描こうと筆をとった時、実は魔界という異世界に行くところからだったんです。

　またこれが膨大な設定とストーリーを考えていまして、どちらかというと祐人の成長物語の側面もありました。

　ところが、それをせっせと描いていた時に、ふと頭に浮かんだんです。

　祐人がこれら魔界での経験を終えて、この世界に帰ってきた後はどんなことが起きるのだろう？　と。

　それで、この「魔界帰りの劣等能力者」が生まれました。

　作者にしますと魔界での話も事細かに考えていたので、不思議な感じです。あのまま描いていたら、題名も「魔界に行った劣等能力者」とかになっていたのでしょうか。え？　センスが感じられない？　あはは……すみません。ただ、冗談抜きに日の目を見ない可能性も多々あったかもしれませんね。

　ということは、この「魔界帰りの劣等能力者」で読者様と出会えましたのは奇跡ですね。本当に幸運だったと思います。

　ですので今は、この作品のキャラたちを世に出せた幸運を噛み締めたいと思っております。今後は、すべてが未定でありますが、ご機会があれば、是非、また皆様とお会いしたいですね。

　その時が来るのを心待ちにしております。




　最後にこの作品に書籍化のご機会をくださったＨＪ文庫様、何度も相談に乗ってくださいました編集のＳ様、作者の心を撃ちぬき、この上ない素敵なイラストを描いて下さった、かる様に心からの感謝を申し上げます。

　また、ＷＥＢ版を読んでくれました方々、感想やコメントで応援してくださった方々にもこの場を借りて感謝を申し上げます。おかげさまでアクセス数も延べ２千１００万を超えました。とても力になりました。

　そして、この本を実際に手に取って読んでくださった読者様、本当にありがとうございます。

　皆様とこの物語を通して繋がれたことに感謝です！
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